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　最善だと信じたものを、人は必ず選せん択たくする。たとえはじめからやりなおしたとしても、われわれの歴史はわれわれが知る歴史のままだろう……多少の誤差はあるかもしれないが。


バスティアン・エンデ『クロバンス革命史』









　森のなかを逃にげていた。

　木々は落ちてゆく太陽の色に染まっていた。降り積もった雪もまた同じ色に染まり、きらきらと夕日を反射していた。ばかに静かだった。

　ビスカラは一度立ち止まって、呼吸を整えた。吐はく息は白かった。

　まだ若い、青年と少年のあいだをさまよう年とし頃ごろの男だった。涼すずしげな目もとが印象的だった。

　彼の頰ほおからは血が流れていた。上着の黒のフロックも、ところどころ引ひき裂さかれたように破れており、血が滲にじんでいる。

　激しい銃じゆう撃げき戦せんのなかから脱だつ出しゆつしてきたのだ、この程度の切り傷で済んだのは、むしろ幸運と言えたのだが、ビスカラはよろこぶ気にはなれなかった。

『おれが助かったところで何になる。おれは守らなければならなかったのだ。自らを犠ぎ牲せいにしてでも、この人を……』

　ビスカラはふと肩かたを貸している少女に眼をやった。

　あまりにも美しい少女だった。

　色素が異常に薄うすく、肌はだは積もった雪より白い。また、長い髪かみも白っぽい。整った顔立ちと相まって、何やら妖よう精せいのように思われる。

　平服のビスカラと違ちがって、少女は茜あかね色いろの軍服を着ていた。革命勢力『黄金の地平』のものだ。

　金モールなどで絢けん爛らん豪ごう華かに装そう飾しよくされた彼女の軍服は、舞ぶ台たい衣い装しようのようにきらびやかで、かつ豪ごう奢しやだった。将しよう帥すい用ようの軍服なのだ。

　年ねん齢れいという概がい念ねんを超ちよう越えつしていそうな雰ふん囲い気きを持つ少女ではあったが、それでも少女は少女である、どうにも分不相応な出いで立たちのように見えてしまう。

　たとえ彼女が、黄金の地平の指導者、ラスカリナだとわかっていても……。

　ビスカラの視線は、自おのずと彼女の脇わき腹ばらのほうへ下がっていった。彼女は絹のハンカチで脇わき腹ばらを押おさえつけていた。純白だったはずのそのハンカチは、いまや血によって赤く染まっている。

　顔を背そむけ、奥おく歯ばを嚙かみしめながらビスカラは思った。

『……やりなおすことができれば……』

　誰だれしもが一度は思ったことがあるだろう。やりなおすことによって、とり返しのつかない失敗を、あるいは、現在の絶望的な状じよう況きようをどうにかしたい、と。

　しかし普ふ通つうは、やりなおすことなどできない。

　時間とはつねに過去から未来へ流れるものであり、それを遡さかのぼることなどできはしない。だからこそ歴史は不変であり、もしもを用意しないのである。普ふ通つうならば……。

　ふいに、背後から声が聞こえた。兵士の声だった。まだ距きよ離りはあるようだが、確実にこちらに向かってきている。

　追っ手だ──ビスカラは顔を強こわ張ばらせた。予想よりも早い。

「ラスカリナ様、急ぎましょう」

「……そなただけで逃にげよ。わたしは邪じや魔まになる」

　きっぱりとした口調でラスカリナは言った。ただでさえ色のない彼女の顔から、さらに血の気が失せていた。ビスカラは慌あわてて言った。

「ご冗じよう談だんを仰有おつしやらないでください」

「わたしは瀕ひん死しの重傷を負っている。いまにも死にそうだ。おそらく、そういう人間には、冗じよう談だんを言っている余よ裕ゆうなどないと思うのだがな……その辺を察してもらいたいものだ」

「ラスカリナ様は死にません。歴史がきっと許しはしないでしょう」

「……まあ、そなたにはいくらか余よ裕ゆうがあるだろうからな。つまらない冗じよう談だんを言えて、うらやましい限りだ……嫉しつ妬とで狂くるいそうになるから、さっさとわたしを置いて、立ち去るがよい。そなただけなら、何とか逃にげきれるだろう」

　体力的にも、精神的にも限界を迎むかえているはずなのに、ラスカリナは微ほほ笑えんでいた。名画のように完かん璧ぺきで、かつ悠ゆう然ぜんたる笑みだった。

　このような状じよう況きようになってもとり乱さないのは、指導者という立場が彼女に平静であることを命じているからか。それとも、彼女に流れる伝統貴族の血が、そうさせているのか。

「それは命令ですか」

　ビスカラはいささか責めるような口調で訊きいた。

　するとラスカリナは、困ったように眉まゆを下げてから、静かに首を振ふった。

「いいや、頼たのみだ、友よ。もうこれ以上、わたしのために誰だれかが犠ぎ牲せいになるのは、たえられないのだ」

　犠ぎ牲せい──その言葉を聞いて、ビスカラの胸は張はり裂さけそうになった。

　陥かん落らくした都市からふたりを逃にがすため、多くの友が犠ぎ牲せいになった。また、革命のために、これまで大量の血を流してきた。ここで諦あきらめれば、それらの尊い犠ぎ牲せいがむだになる。

　彼はラスカリナの頼たのみを無視して、再び歩きはじめた。むだになどしたくない、と強く思う一方で、現実的な解決策は何も浮うかばなかった。

「……無視か。そうきたか。瀕ひん死しの友の頼たのみを無視するなんて、そなたの性格は歪ゆがみきっているに違ちがいない。そう確信せざるを得ない。そうだ、いい機会だから言わせてもらうが……」

「ラスカリナ様、いまがいい機会だとは到とう底てい思えません。お叱しかりはあとでいくらでも受けますから、とにかくいまは黙だまっていてください。傷に障さわります」

　冗じよう談だんめかしてラスカリナは言っているが、実際のところ、彼女の傷は冗じよう談だんにならないほど深い。肩かたを借りているとはいえ、歩けているのが不思議なくらいだ。

　ビスカラとしては背負って歩きたかったのだが、彼女の拒きよ絶ぜつにあってそれは実現しなかった。背負われるのが恥はずかしかったらしい。妙みようなところで乙女のような態度を示す指導者に、ビスカラはそんなことを言っている場合ではないだろうと叱しかりつけたい衝しよう動どうに駆かられたが、口論している場合でもなかったので、仕方なく肩かたを貸す程度にとどめたのだ。

[image: ]

　くるぶしの辺りまで積もった雪の上を、肩かたを貸して歩くのはなかなかに大変だった。ラスカリナの傷にも配はい慮りよしなければならず、しかも、ふたりには身長差があったので、ビスカラは背を曲げて、かがみ込むような姿勢を保たねばならなかった。

　とはいえど、これも負傷した指導者のためだと思えば、苦にはならなかった。それだけ心配していたのである。が、ラスカリナは重傷者としての自覚に欠けているようで、黙だまっているように言われたのにまた口を開く。

「知っているか、そなたは一七歳さいで、わたしは一八歳さいだ。年長者の小言というものはだな、不ふ愉ゆ快かいに思える……かもしれないが、ちゃんと……聞いて……」

　ラスカリナは血に染まったハンカチを落とした。それと同時に、ぐっとビスカラにもたれかかる。息はしている。気を失っただけのようだ。安あん堵どしたのもつかの間、ビスカラは彼女の脇わき腹ばらを見て、眼を大きく見開いた。

　──出血がひどくなっていた。

　ラスカリナの軍服は、膝ひざ下したのゲートル付近まで真っ赤に染まっていた。だが血は止まることなく激しく流れ出て、足もとの雪を血の色に染める。唇くちびるは紫むらさきに変色し、体からぬくもりがなくなりつつある。

　ビスカラは彼女を一いつ旦たん寝ねかせ、それから自分の首に巻いていたクラバットをほどいた。彼の細い首筋があらわになった。そこには縄なわで絞しめられた痕あとのようなものがあって、不思議なことにかすかに光っている。

　小さな声で謝罪してから、ビスカラはラスカリナの上着の前を開け、なかに着ていたシャツなどを一いつ遍ぺんにまくり上げた。本来であれば、この世のものと思えぬほど美しい素す肌はだが、ビスカラの視界に飛び込んだだろうが、このいま彼の視界に飛び込んできたものは、まったくの逆のものだった。彼は眉み間けんに険しい谷をつくり、きつく瞼まぶたを閉じた。見ていられなかったのだ。

　雪を踏ふみしめる音が近づいてくる。

　ビスカラはクラバットを包帯のようにして、手早くラスカリナに巻きつけた。気休めにしかならないだろうが、やらないよりはましだった。そして今度こそラスカリナを背負って、森のなかを逃にげる。冷ひや汗あせが頰ほおを伝った。

『早く手当てをしないと……だが、近場の村は討伐軍におさえられている。本ほん拠きよ地ちのガーリールまで戻もどるか？……無意味だ。ガーリールだって討伐軍に……』

　どれほど考えても妙みよう案あんは浮うかばなかった。自分たちの逃のがれ得えぬ結末を予感するだけだった。

『──やりなおすことができれば！』

　森を抜ぬけると、雪原がひろがっていた。落陽を受けて黄金色に輝かがやいていた。眩まぶしさのあまりビスカラは眼を細めた。

「……ガーリールに着いたのか」

　気を失っていたはずのラスカリナがぽつりと言った。だが、彼女の意識は明めい晰せきではないようだ。この黄金色の雪原を、自分の故郷の風景と勘かん違ちがいしているのだから。

　クロバンス王国最東北、辺境の地ガーリール。そこでビスカラが見た一面にひろがる麦畑もたしかに黄金色であった。風に揺ゆれる麦は波をうっているようであり、さながら黄金の海であった。その豊ほう穣じようの海のなか、ビスカラはラスカリナとともに戦うことを誓ちかったのである。

　背後から物音がした。ビスカラは慌あわてて振ふり返かえる。が、兵の姿はない。どうやら木に積もっていた雪が落ちただけのようだ。ほっと安あん堵どの息をつくが、何か違い和わ感かんがあった。いや、違い和わ感かんというより、誰だれかに見られているような……。

　ゆっくりと視線の源泉へ顔を向ける。

　そこには女が立っていた。燃えるような緋ひ色いろの髪かみと褐かつ色しよくの肌はだ。そのたたずまいは王のようでも、または、神のようでもあった。

　ビスカラは救いと憎ぞう悪おの対象が一度にあらわれたような顔つきになった。

　緋ひ色いろの女は悠ゆう然ぜんとした足どりでやってくると、まるで愚おろかな人間を導いてやろうというような、傲ごう慢まんさと尊大さを併あわせ持もった口調でこう言った。

「さあ、新たな犠ぎ牲せいをさし出しなさい。社会全体の幸福のために──」
















　あの日、あのとき、あの場所で、われわれは最初の奇き跡せきを見たのだ。


キネット・キトル・ルバテ『バン・ビスカラ』









　アルベール・マイヤンス・バン・ビスカラは、飛とび跳はねるようにイスから立ち上がった。

　激しい動どう悸きと頭痛を覚えた。息苦しくなって、彼はクラバットをわずかにゆるめた。

「ど、どうしたのだ」

　ラスカリナがやや困こん惑わくした面おも持もちでビスカラを見上げる。彼女は長テーブルの端はし、短辺のところでイスに腰こしかけていた。

「ラスカリナ様！」

　とっさに駆かけ寄よろうとしたが、ビスカラは自分が何の傷も負っていないことに気づき、足を止めた。よくよくラスカリナを見れば、自分同様彼女もまた傷を負っていない。

　ラスカリナの顔には生気があり──とはいっても一いつ般ぱん人じんとくらべると充じゆう分ぶん血の気が失せているように見えるのだが──ともかく平へい生ぜいから見慣れた顔色をしていた。軍服も汚よごれていない。

　ビスカラはわずかに混乱しながら、燭しよく台だいの灯あかりに照らされる室内を見み渡わたした。

　金の装そう飾しよくが施ほどこされた天てん井じようや壁かべ紙がみ。窓は分厚いカーテンによって隠かくされており、テーブルの下には赤い絨じゆう毯たんが敷しかれている。暖だん炉ろは使われていないが、いやに蒸むし暑あつい。

　この室内には見覚えがあった。いや、忘れられるはずがないのだ。討伐軍に包囲されながら何度もここで会議を開いたのだから。

「……ティエーブル市庁舎か」

　黒い髪かみをかき上げ、ため息をつくようにビスカラはひとり言ごちた。

　この市庁舎は黄金の地平に接収されている。石造りの堅けん牢ろうな建物であったので、本部を置くのに最適だったのだ。特段、抵てい抗こうはなかった。行政官などがすでに退たい避ひしていたからだ。

　ふと、向かい側の席に座る女と眼が合った。長い髪かみを後ろでひとつに束ねた、凜りんとした顔つきの女だった。彼女はベルナレットといった。ビスカラと同じ年ねん齢れいでありながら、この黄金の地平の副長を務めている。もっとも、民兵集団である黄金の地平は、少年少女まで動員していることから、平均年ねん齢れい自体がきわめて低いのだが……。

　ベルナレットは眉び宇うに非難の気配を漂ただよわせて言った。

「悪い夢でも見ていたのか、バン・ビスカラ主計長？」

　他の幹部たちが嘲あざけるように笑った。会議中に居い眠ねむりして、悪夢を見て飛び起きた。はたからだとそんなふうに見えるのだろうが……あれが夢であったら、どれほどよかっただろう。

「わが友ベルナレット、いまは何年の何月何日だ」

「なぜ？」

「教えてくれ」

　ビスカラの声には何か鬼き気き迫せまるものがあった。それに気け圧おされたのか、怪け訝げんな表情を浮うかべながらもベルナレットは今日の日づけを伝えた。

「……一七八九年の七月一三日だ」

　すると突とつ然ぜん、ビスカラは激しくテーブルを叩たたいた。

『七月一三日だって？……なぜそんなに直前なんだ』

　彼は七月一三日を正確に記き憶おくしていたわけではない。記き憶おくしていたのは、翌日の一四日のほうだった。

「ラス……閣下、時間がありません。明日にも敵は行動を開始します。迎げい撃げきの準備をご命令ください」

　ラスカリナは小首をかしげ、おそらくどういう意味か訊たずねようとしたのだろう、戸と惑まどいながら小さな口を開けるのだが、彼女が何か言うよりも先にベルナレットが横よこ槍やりを入れた。

「兵員ならすでに要よう塞さい群ぐんに配置している。迎げい撃げきの準備なら整っているぞ」

「そうじゃない。籠ろう城じよう戦せんではだめなんだ。だからつまり……野戦だ。野戦で敵を迎むかえ撃うつ」

　誰だれかが鼻で笑った。

　ビスカラはその方向に顔を向ける。フェリシーだった。全体的に髪かみは短めであったが、それでも前まえ髪がみは眼の辺りに届いている。そこから勝ち気な瞳ひとみが覗のぞいていた。

　彼女は腕うでを組みながら、憮ぶ然ぜんとした表情で言った。

「敵の戦力が三万であるのに対して、われわれの戦力は一万に満たないのよ。まともにやり合って勝ち目がないのは、算数ができれば誰だれでもわかるわ。それなのに主計長閣下は正面から戦えと仰有おつしやる。主計長というのは、会計業務の責任者だと思っていたけど、こんな簡単な算数もわからないようでは、兵も自分の俸ほう給きゆうが心配でうかうか戦っていられないわね」

　フェリシーに嫌きらわれていることくらい、この嫌いやみに満ちた台詞せりふを聞かずともビスカラは知っていた。

　彼女がビスカラを嫌きらう理由、それはふたつあった。ひとつは、ビスカラとベルナレットがある種の派は閥ばつをつくっていて、両派は閥ばつが対立していることに起因する。

　ビスカラもベルナレットもラスカリナの薫くん陶とうを受けた、言ってしまうと弟子であったが、不思議なほど意見が異なり、度たび々たび衝しよう突とつすることがあった。しかしそれでも何とか、指導部はまとまっていたのだが、機関紙の編集長であったビスカラが新たに設けられた役職『主計長』に任じられると、指導部内のパワーバランスに変化が生まれた。組織の資金が彼個人によって管理されるようになったからだ。

　とはいっても、野心あってのことではない。これまでの管理があまりにも杜ず撰さんで、多額の使し途と不ふ明めい金きんが発生していたために、そうせざるを得なかったのだ。彼に権力を握にぎる意図はなかった。しかし立場上、財さい布ふは握にぎらねばならず、また、出資者も押おさえておかねばならなかったので、結果的に彼は副長同等の権限を手にした。

　実際の副長であるベルナレットは、このような状じよう況きようになっても指を咥くわえて見ていたのかというと、その通りである。彼女は軍務にかかりきりで、何ら対たい抗こう策さくを講じられなかった。有能な人物ではあるのだが、それでも所しよ詮せんは若い娘である。一万に垂なんなんとする軍勢をまとめるだけで、精せい一いつ杯ぱいだったのだ。

　ビスカラの発言力が高まると、事務方全ぜん般ぱんの発言力もまた高まった。一方の、実戦部隊を預かる面々は、自分たちこそ命をかけて戦っているという自負もあって、態度の大きくなる事務方に不満を募つのらせた。やがて彼らはベルナレットを中心とした組織再編を求めるようになり、指導部はビスカラ派とベルナレット派に分ぶん裂れつした。つまるところ、往々にして文官と武官は対立しがちだが、その伝統的な風習がこの黄金の地平でも起きたというわけだ。

　フェリシーは実戦部隊の連隊長で、しかもベルナレットの腹心であった。ビスカラを敵視するなと言うほうが無茶だった。

　そして、もうひとつの理由というのが──。

「もっとも、アビリー人が数えた俸ほう給きゆうなんて、最初から当てにならないんだけど」

　何とも言えない嫌いやな空気が一いつ瞬しゆんにして部屋に充じゆう満まんした。

　フェリシー自身、それを敏びん感かんに察知したようだが、放言した手前引っ込みがつかないのか、ぷいとそっぽを向き、かたく口を結んだ。ベルナレットが叱しつ責せきを多分に含ふくんだ視線を送っても、沈ちん黙もくを守っていた。

　ビスカラもまた沈ちん黙もくしていた。アビリー人に対する軽けい蔑べつに近い感情を、自らの過去から嫌いやというほど知っていたし、またそれは言葉でどうにかできる性質のものではないとも知っていたからである。

　重苦しい空気のなか、ふいにラスカリナが立ち上がった。誰だれしもがこの場を丸く収めてくれるのだろうと期待した。だが彼女は、首からぶら下げている懐かい中ちゆう時計をいじくるだけで、とくに何も言わず再び席に着いた。いったい何なのだろう。指導者のその滑こつ稽けいな動作が妙みような笑いを誘さそい、わずかに場が和なごんだ。ビスカラは微び笑しようを浮うかべて思った。

『何とかしないといけないと思ったものの、うまい言葉が見つからなかったんだな』

　実際に沈ちん黙もくを破ったのは副長のベルナレットだった。

「わが友ビスカラ」

　彼女はわが友を強調するように言った。

「主計長の職務はあくまでも経理だ。作戦に関する口出しはやめてもらおうか」

　すると、今度こそと言わんばかりの形相で、ラスカリナが言った。

「いや副長、その理り屈くつだと主計長をこの会議に呼んだ意味がなくなる。今回の戦いは、われわれの存亡に関わる重要な戦いだ。ひろく意見を集め、吟ぎん味みしたい」

「わかりました、閣下」

　素す直なおにベルナレットは引き下がった。どうやら最初から、この着地点に持っていきたかったらしい。彼女自身の立場と、滑こつ稽けいに終わったラスカリナの心意気、それと、ひょっとするとビスカラにも配はい慮りよした結果なのかもしれない。

　改めてラスカリナは、その純白に近い顔をビスカラに向けた。

「それで、そなたが言うには籠ろう城じよう戦せんではだめらしいが、いったい何がだめなのかわれわれにもわかるように説明してもらえるか」

「はい閣下。まず申し上げておきますが、籠ろう城じようした場合、われわれは確実に敗北します」

　とビスカラは言い切った。ことさらわざとらしくフェリシーが咳せき払ばらいをしたが、そんなことなど意に介かいさず、ビスカラはつづけた。

「そもそもわれわれは他の革命勢力、つまり自由オレアン軍と合流して、討伐軍と戦う予定でしたが、約束の日になっても彼らはあらわれず、かわりに討伐軍があらわれた……状じよう況きようから察するに、討伐軍はわれわれの合流を阻そ止しするため、各かつ個こ撃げき破はを行ったのだと思われます。近年の王国軍にしては、きわめてめずらしい合理的な戦略ではありますが……。

　ともかく、頼たのみの友軍はありません。こうなると、われわれは本ほん拠きよ地ちのガーリールに残してきた兵を呼び寄せ、数の差を埋うめなくてはならなくなりますが、敵とてそれは承知しています。間ま違ちがいなく彼らは軍勢をふたつにわけ、一方でわれわれを包囲しつつ、もう一方でガーリールを落としにかかるでしょう。つまり、ここティエーブルに駐ちゆう屯とんするわれわれを足止めにし、そのあいだに後ごづめを叩たたく魂こん胆たんなのです。自由オレアン軍を先に破ったことと同様、各かつ個こ撃げき破は戦法です。後づめをやられてしまうと、われわれとしては、開城するか、無む謀ぼうを承知で決戦を挑いどむか、そのいずれかの選せん択たくを強要されることになりますから、有効な作戦ではあります」

「しかし、敵が兵力を分散させるのなら、なおさら籠ろう城じようしたほうがよいのではないか」

「あるいは、そう思わせるのも敵の作戦なのかもしれません。閣下、率そつ直ちよくに申し上げますが、われわれは農民軍です。しかも若い男手がほとんどおらず、女子供、それに杖つえをついて歩く老人まで引っ張り出してきて、なんとか数を揃そろえている有あり様さまです。それに対して討伐軍は、正規軍です。軍事調練を受けた、二、三〇代の屈くつ強きような男たちを主体としています。数の上で拮きつ抗こうしようとも、実力の差は歴然としています」

　そこで一いつ旦たん区切って、ビスカラは深いため息をついた。彼の瞳ひとみにかなしみの波が、一いつ瞬しゆん、ゆらめいた。

「要よう塞さいが破は壊かいされ尽つくしているガーリールは、残念ながら早々に落ちます。ティエーブルには堅けん牢ろうな要よう塞さい群ぐんがありますので、何とか持ちこたえることができますが、それだけです。援えん軍ぐんも補給もないので、半年もすれば、結局、先に申しました最悪の二に択たくを突つきつけられることになります……そして、われわれは全ぜん滅めつする」

「まるで見てきたように言うのだな」

　ラスカリナがからかうように言ったが、ビスカラは特段何も答えなかった。間ま違ちがっても、ほんとうに見てきた、とは言えなかった。言えば狂きよう人じん扱あつかいされて会議から外されてしまうのが、眼に見えていたからだ。

　それまで黙だまって聞いていたベルナレットが、ふいに口を開いた。

「おそらくは主計長の推測通りなのだろう……が、野戦を挑いどむというのは、最悪の二に択たくを前まえ倒だおししただけではないのか。さらに言えば、敵軍は胸きよう甲こう騎き兵へいを主体としている。強力な軍勢だ。彼らの突とつ撃げきを受ければ、数で劣おとるわれわれなど、ひとたまりもないぞ」

「副長殿どの、たしかにわたしは野戦を主張したが、何も正面から正々堂々と戦えと言っているわけではない。あるんだ、策が。それも半年ほど練りに練ったものが」

　すると彼は手近な者に頼たのんで、地図を持ってこさせた。燭しよく台だいをのけて、テーブルの上にひろげると、彼はティエーブル要よう塞さい群ぐんのなかで最も離はなれた場所にあるドーロン要よう塞さいを指さした。

「ドーロン要よう塞さいは距きよ離りの関係から、現状放ほう棄きしている。ここにいくらか兵を配置して欲しい」

「馬ば鹿かげてる！」

　とフェリシーが立ち上がって叫さけんだ。

「敵はドーロンなんて無視するわ。戦略的価値がまるでないんだから。どうも主計長は遊兵をつくることに、格別の意味を見み出いだしているみたいだけど、一いつ般ぱん的てきにそれは無意味とされるものだと学んだほうがいいわ」

　そこまで言って、にわかに先ほどの気まずさを思い出したのか、フェリシーはビスカラから視線を逸そらした。しかしそれでも苛いら立だたしげに髪かみを払はらう仕草を忘れない。

　彼女の意見は一いつ般ぱん的てきには正しいのだが、今回に限れば、そうとも言いきれないことをビスカラは知っていた。

「要よう塞さいだけならたしかに価値はないだろうが、そもそもなぜこのような離はなれたところに要よう塞さいがあるのかという点について考えて欲しい」

「村か……」

　地図を見つめていたラスカリナがそう呟つぶやくと、ビスカラは大きく肯うなずいた。

「鍵かぎを握にぎっているのはドーロン要よう塞さいではなく、ドーロン村のほうです」




「バン・ビスカラ！」

　廊ろう下かを歩いていると、背後から名を呼ばれた。振ふり返かえって手て灯あかりを向ける。ベルナレットがいた。彼女は束ねた髪かみをゆらしながら、小走りにやってきた。

「どういうつもりだ」

　ぐいとベルナレットはビスカラに顔を近づけた。ドレスでも着ていれば、どこぞの貴族の令れい嬢じようだと紹しよう介かいされても何ら疑問を抱いだかないほどに、美しく整った顔立ちであった。

　が、それは同時に、整いすぎているとも言えた。鼻筋や眼などがひとつひとつやけにはっきりしていて、少々きつい印象がある。さらに男たちの甘あまい感情を打うち砕くだくような厳しさが、つねに眼もとにあらわれていた。いまにいたっては、その厳しさが棘とげのようにビスカラに刺ささってくる。直感的に面めん倒どうごとを悟さとった彼は、ベルナレットを無視して再び歩き出そうとするのだが、行く手を阻はばむように彼女に回り込まれてしまった。

「わずか三〇〇の兵で敵に挑いどむなど、あまりに無む謀ぼうだ。考えなおせ」

「考えなおすも何も、これはラスカリナ様の裁可を得たものだ。もはやおれ個人の意志でどうこうできるものではない」

「ほんとうにラスカリナ様が、貴様の無む謀ぼうな策に賛成していると思っているのか」

「さっきから無む謀ぼう、無む謀ぼうと言うが、こうなったのはおまえが兵をさいてくれないからだろう。おまえが協力してくれていれば、勝算はもっと高かった」

　ビスカラの涼すずしげな眼に、幾いく分ぶんか責める気配が漂ただよう。

　彼はドーロン要よう塞さいから討伐軍に攻こう撃げきをかけるつもりだった。しかし、彼が滔とう々とうと説明した策を聞いても、なお危険がありすぎるとして、ベルナレットは彼に兵を渡わたさなかった。

　こと軍事に関して、ビスカラは権限を持っていなかった。兵を指揮するためには、どうしても実戦部隊を掌しよう握あくする副長ベルナレットの協力が必要だった。したがって、兵を渡わたされなかった時点で、ビスカラの策は潰ついえるはずだったのだが、彼は最後の抵てい抗こうとばかりに、指導部の所管外に置かれる独立した輸送部隊『輜し重ちよう隊たい』を率いて敵と戦うと主張したのだ。

　輜し重ちよう隊たいは輸送物資等を守らなくてはならないことから、一応の武装はしているものの、隊の性格あるいは成り立ちから、調練を行うと危険視されることもあって、訓練不足が目立つ。致ち命めい的てきなのは、全体で三〇〇名ほどしかいないことであった。いくら敵が戦力を分けるとはいっても、その数は、ビスカラが知っている通りなら、一万六〇〇〇であった。

　三〇〇対一万六〇〇〇──すなわちビスカラは、練度のきわめて低い兵を率いて、五〇倍以上の敵と戦おうというのだ。勝負になるはずがない。

「……当てつけのつもりなのか」

　とベルナレットが苦々しそうに言った。しかしビスカラは首を振ふる。

「そうじゃない。責めるようなことを言って悪かったが、おれは、おまえならこの策を了解してくれると思っていたんだ。それが……こんな結果になって、残念だよ」

「噓うそをつくな。貴様はわたしの了解など必要としていない。血の行進事件のときだって……」

「その話はよせ！」

　ビスカラの怒ど声せいが廊ろう下かにひろがる闇やみに反はん響きようした。だが、次の瞬しゆん間かんには、彼の表情から怒いかりの炎は消え、沈ちん鬱うつな色に染まった。それに気づいたのか、ベルナレットは整った眉び宇うにわずかな後こう悔かいを滲にじませた。

「いや……そうだな、過去を蒸むし返かえすのはよそう……わが友ビスカラ、貴様とわたしは何かにつけ意見が異なるし、対立することも多い。だが、どうだろうか、今回ばかりは折れてくれないか。わたしだって貴様を失いたくはないし、それに……兵がかわいそうだ。わたしは彼らに無む謀ぼうな戦いなど強要したくない。ラスカリナ様だって──」

「なあ、わが友ベルナレット。『貴族の特権は、戦場を彼らが独どく占せんしていたことに起因する。しかし今日において、戦場には多くの平民が出現し、貴族を放ほう逐ちくし、傭よう兵へいを無用なものとした。これはまさに変革の証左と言える』」

「『やがて戦場という概がい念ねんはなくなり、戦いはすべての人民の内側において行われる闘とう争そうに変へん貌ぼうするだろう。人民よ、愛すべきわが友たちよ、武器をとれ。それこそが、諸君の権利の証あかしである』か……」

　ふたりが諳そらんじたのは、ラスカリナの『民主政思想者に告ぐ』だった。もともとは黄金の地平結成の際の演説用原げん稿こうだったのだが、ビスカラの手によって製本化され、ひろく出回っている。むろん、非合法に。

　この本は、結成式で読まれた原げん稿こうをもとにしているので、少々扇せん動どう的てきな色しき彩さいがある。武装蜂ほう起きを是ぜとし、戦うことそのものが民主化の象しよう徴ちようであって、侵おかしてはならないものともしている。わざわざビスカラが諳そらんじたのも、『民主政思想者に告ぐ』がそういう内容だったからである。虎とらの威いを借るようで、彼自身、姑こ息そくに思えなくもなかったが、ラスカリナに対して信しん仰こうに近い念を抱いだくベルナレットを黙だまらせるには、そうするのが最も効果的だったのである。

　実際、彼女は黙だまった。するとビスカラは、議論は終わったとばかりに背を向けるのだが、突とつ然ぜん、背後から腕うでを摑つかまれた。驚おどろいて振ふり返かえると、彼女の真しん剣けんな眼まなざしとかち合った。

「ああ、いや……」

　と言ってベルナレットは手を離はなす。逡しゆん巡じゆんするように彼女の視線がさまよった。

「その……貴様の策にはやはり同意できない。が、それはともかくとして……すまなかった。生まれのことなど、貴様には何の罪もないのに」

　ふいにしおらしい態度をベルナレットはとった。手にしていた手て灯あかりの影かげが、彼女の顔の上でゆらめいた。なぜか彼女がはかなく見えた。目め尻じりにある泣きぼくろのせいかもしれない。

　そんな彼女を見て、ビスカラのなかでにわかに疑問が渦うず巻まいた。

『ひょっとして、フェリシーのかわりにおれに謝りにきたのか？……謝罪を切り出す機会がなかなかなくて、つっかかっていただけで』

　彼女の不器用さはビスカラもよく知っている。また、虚きよ勢せいを張ってはいるが、その実、内面は、素そ朴ぼくな娘であるということも。

『……まさかな』

　ビスカラは首を振ふって、楽観的な憶おく測そくをすてた。

「おまえが謝ることはない。少なくともおまえから……おまえやラスカリナ様から、不当に扱あつかわれた覚えはないのだから。まあ、フェリシーには、あのような態度をよくとられるが、それでも腹は立てていない。彼女がクロバンサル・アビリーを毛け嫌ぎらいする気持ちはわかる。クロバンスに帰化した大たい抵ていのアビリー人は新興の法服貴族になった。うちもそうだ。金で官職を買って貴族になった移民……好意的になれる人間なんているはずがない」

「しかし」

「ほんとうにもういいんだ。気にしていない」

　そう言い置いて、ビスカラは歩き出した。実際、彼は気にしていなかった。というより、いまさら気にするようなことではなかった。

　信用ならぬ守しゆ銭せん奴どのアビリー人──それがクロバンス王国内での一いつ般ぱん的てきな認にん識しきだった。




　市庁舎を出たビスカラは、修道院へ向かった。

　市内は、嵐あらしの前の静けさか、物音ひとつしなかった。風もなかった。蒸むし暑あつい空気が地面の上に漂ただよっている。都市を囲う城壁のせいだろうか。

　家々の扉とびらはかたく閉ざされ、どの窓にも明かりはなかった。住民は息を潜ひそめて、嵐あらしが過ぎるのを待っている。彼らの多くは女子供である。老人や病人を除けば、成人男性の姿はない。対外戦争と内ない紛ふんが同時進行で行われた、いわゆる七〇年戦争のせいで、大半が戦場に連れてゆかれたからだ。もっともこれはティエーブル市に限った話ではない。ティエーブルやガーリールなどを含ふくむ北部と、王都などがある南部とで明確な差はあったが、それでもクロバンス全土でまま見受けられる光景であった。

　七〇年にわたる戦乱は、成人男性を激減させた。さらには、飢き饉きんの蔓まん延えんや、略りやく奪だつの影えい響きようもあって、王国の人口は半減した。革命戦争の根底には、それらに対する怒いかりや不満があった。

　クロバンス革命史の第一人者バスティアン・エンデがその著作で、『革命戦争と呼ばれているが、実態としては農民一いつ揆きであり、七〇年戦争のさなかに行われた農民戦争が発展したものだと考えるべきである』と指し摘てきしているのも、こうした背景があるからだ。

　……修道院に着いた。古い、煉れん瓦が造づくりの建物である。ひろさがあることから、現在、黄金の地平のつめ所になっている。修道院を眺ながめていると、ふと、郷きよう愁しゆうに誘さそわれた。あれからまだ一年しかたっていないのに。

　衛兵がビスカラを認めるなり、姿勢を正して、一礼した。もっとも、衛兵とはいっても、棒きれを持ったただの町娘だ。ビスカラは返礼をしながら、何とも言えない気持ちになった。

　修道院のなかに入ると、足早に聖堂を抜ぬける。狭せまい通路がつづいていた。造りに欠けつ陥かんがあるのか、熱気は逃にげ場ばがないようで通路にこもっていた。自然と汗あせが頰ほおを伝った。

　いくつか部屋があった。扉とびらは備えつけられていないが、暗いのであまりなかの様子はわからない。寝ね息いきは聞こえるが。

『トルエノはどこだ？……』

　額の汗あせをぬぐって、通路の先に手て灯あかりを向ける。猫ねこが見えた。これほど暑くとも室内よりはましなのか、わざわざ部屋の前で丸まっている。灯あかりに気づいたその猫ねこは、ちらとビスカラのほうに顔を向けたが、害がないと知るやまた眠ねむりについた。

『そういえば、ねずみとりのために猫ねこを数匹ひき飼かっていると言っていたな』

　ビスカラはそのふてぶてしい猫ねこに歩み寄る。それと同時に、猫ねこが背を向けていた部屋から、小こ柄がらな女が出てきた。彼女は猫ねこを抱かかえ上あげると、部屋に引き返そうとした。

「待ってくれ」

　と言った瞬しゆん間かんに、ビスカラは思わず手て灯あかりを明後日あさつての方向にやった。女が衣服を何も身につけていなかったからである。が、その女は、ビスカラの配はい慮りよがわかっていないのか、そばまで駆かけ寄よってきてまじまじと彼の顔を見た。

「主計長閣下ではありませんか！」

　女は敬礼をしようとしたが、猫ねこを抱かかえているためできなかった。そのかわりとばかりに、満面の笑みをビスカラに向ける。屈くつ託たくのない顔で、瞳ひとみが不思議なほど輝かがやいていた。背がとても低く、また、体つきも女性的とは言いい難がたかったので、子供のように見えるのだが、顔立ちから察するにビスカラと同年代のようだった。この時代ではよくあることだが、要するに栄養が足りていないのだ。

　ビスカラは視線を逸そらして言った。

「きみはなぜ──」

「キネット・キトル・ルバテであります！」

「ああ、キネット・キトル。それで──」

「はい閣下、輜し重ちよう隊たいのキネット・キトルであります。お目にかかれて光栄です！」

　キネット・キトルは感激した様子で、暴れる猫ねこを強く抱だきしめながら、ぐいとその裸ら体たいを寄せてきた。どうも人の話を聞かない性格のようだ。

　ビスカラは何やら気け圧おされ、一歩後ろに下がる。が、まるで逃にがさないと言わんばかりに、キネット・キトルは距きよ離りをつめ、上気した顔で言った。

「閣下がお書きになった論文は、すべて拝読しております。最初は文字が読めなかったので、炭鉱の友に読んでもらっていたのですが……しかし勉強して読めるようになったのであります！　辛つらい労働のなか、何度閣下のお言葉に勇気づけられたことか！」

「それは、よかった、ほんとうに……しかし、なぜ服を着ていない」

「なぜ、でありますか？……もちろん、眠ねむっていたからでありますが？……」

　キネット・キトルは小首をかしげた。質問の意図がわからないらしい。

「なぜ食事をするのかと訊きいているようなもんだよ、わが友ビスカラ」

　ぼんやりとひろがる明かりのなかに、体に合っていない、大きめのシャツを一枚羽織った少女が入ってきた。彼女は数匹ひきの猫ねこを連れていた。立ち並ぶと、小こ柄がらなキネット・キトルよりもさらに小こ柄がらで、全体的に愛らしい印象があるのだが、いかにも腹に一物があるような不敵な笑みを浮うかべている。彼女こそビスカラがさがしていた人物、トルエノだった。

「育ちのいいあんたにはわからないのかもしれないけど、これが普ふ通つうなんだって。なあ、キネット・キトル？」

　そう言って彼女はキネット・キトルに顔を向ける。その際に、胸もとに垂らされていたやけに長い襟えり足あしが弾はずんだ。

「はい隊長、普ふ段だん通りでありますが……あの、自分は何か間ま違ちがいを？」

「気にしなくていいよ。ビスカラは細かいんだ。ちょっとのことでもすぐに目くじらを立てる」
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「これがちょっとのことか。規律が乱れきっているように思える」

　とビスカラが言い返すと、トルエノはひどく面めん倒どうくさそうな顔をしながら、大きめのシャツからあらわになっている肩かたを搔かいた。きめ細やかな肌はだが、少しだけ赤くなった。

「ほかの部屋も見てみなよ」

　促うながされて、ビスカラは手近な部屋に灯あかりを向けた。踏ふみかためた藁わらにシーツをかぶせただけの簡素なベッドの上で、何人かの娘たちが寝ね息いきを立てていた。皆みな一様に服を着ていない。

　裸はだかで眠ねむるというのは、暑さや服の虫から逃のがれる手っとり早い方法で、庶しよ民みんの寝しん所じよではごくありふれた光景だった。安宿などでは、男女関係なく裸はだかで雑ざ魚こ寝ねする始末である。当然、不道徳な行こう為いが横行したが、それさえも庶しよ民みんにとっては日常のひとつだった。

　このような光景に眉まゆをひそめるには、寝ね間ま着きを買えるほどの経済的余よ裕ゆうと、倫りん理り観かんを備える程度に、教育を受けている必要があった。つまり、眉まゆをひそめることそれ自体が、自らが上流階級出身であることを証明していたのである。

「粗そ雑ざつだけど、これでも労農階級にとっては、涙なみだが出るくらいましな生活なんだぜ」

　トルエノがキネット・キトルから猫ねこを受けとりながら言う。ビスカラは自分と彼女たちとの隔へだたりを指し摘てきされたような気分になった。だが、それはそれとしても、はすはに小ぶりな乳ち房ぶさを放り出している少女を、ありふれた光景として認めるのは何かが違ちがうように思われた。ビスカラは上着のフロックを脱ぬいだ。

「とにかく、これを着ていなさい。夏とはいえ、風か邪ぜを引く」

「か、感激であります！　今日という日は、人生最良の日であります！」

　キネット・キトルにフロックを着せると、彼女は小こ躍おどりしてよろこんだ。するとトルエノが苦笑に充みちた顔をビスカラに向けた。

「で、こんなところまでわざわざ風紀指導をしにきたの？」

「そんなわけがないだろう。先ほどの軍議で決まったんだが……」

　ビスカラがそこまで言うと、キネット・キトルははっとして、勢いよく敬礼をした。

「それでは、部屋に戻もどっております。自分がいては、邪じや魔まになるでしょうから」

「気が利きくのはいいことだけど、そこにいな。あんたには、わたしのかわりにわが友の話を憶おぼえるっていう重大な任務があるんだから」

「自分で憶おぼえようとは思わないのか」

　ビスカラの冷ややかな視線を、トルエノは軽くかわして言った。

「努力は尊いものだけど、むだな努力ほど滑こつ稽けいなものはないね。世のなかが喜劇に充みちているのも、無能者がむだに努力するからさ。わたしは自分自身を過大評価しないからね、努力は最小限にして、かわりに人を使うことにしているんだ。そのほうが効率的だし、こいつも仕事がもらえて嬉うれしい。いいことずくめだ」

　とても同意できなかったが、議論しても埒らちが明かないように思われたので、仕方なくビスカラはこの問題をすて置き、これからドーロンへ向かうこと、一万六〇〇〇の敵軍に攻こう勢せいをかけることなどを手短に説明した。すると当然と言うべきか、トルエノは腕うでを組みながら、眉み間けんに谷をつくって、難色を示す。それに同調して、キネット・キトルが口を挟はさんだ。

「ドーロンといえば、放牧地帯にぽつりとある村ですな。あそこにも要よう塞さいがありましたが、ティエーブルからずいぶん離はなれていますので、敵中で孤こ立りつするおそれがあります。ただでさえ兵力差がある上に、孤こ立りつ無む援えんとなると、いくらわれわれの革命的精神をもってしても……」

「革命的精神はともかくとして、その情報はたしかなの？」

「はい隊長、自分は索さく敵てきがてら、この辺りの地形を頭に叩たたき込こんできたのであります。間ま違ちがいはありません」

「そんな命令、出してないんだけど」

「はっ、自己の判断で行いました！」

　トルエノが難しい顔をする一方、キネット・キトルは自らの手て柄がらを誇こ示じするように、いかにも得意げな顔をしていた。独善的な傾けい向こうがあるらしい。

「まあ、いいや……で、わが友ビスカラ。うちの衝しよう動どう的てきで、かつ革命的精神に溢あふれる隊員が、孤こ立りつを危き惧ぐしているけど、その辺、どう考えてるの？　というか、敵との兵力差をどのようにして埋うめるつもりなのか、ぜひ教えてもらいたいんだけど」

「現在、クロバンスの穀物価格が高こう騰とうしているが、その理由はふたつある。わかるか」

　思いがけないビスカラの質問に、トルエノは長い睫まつ毛げに縁ふちどられた眼をぱちくりさせる。だがビスカラは彼女の驚おどろきに興味を示さず、重ねて訊たずねる。

「わかるか」

「わかるかって……そんなの簡単だよ。ひとつは、ブルジョワが買かい占しめと退たい蔵ぞうを行って、意図的に価格をつり上げているから。まあ、安く買って高く売ろうってわけだね、商しよう魂こん逞たくましい限りだ。で、ふたつ目が、流通の混乱。馬ば鹿かな役人どもが、手当たり次し第だいに馬を軍隊用に徴ちよう発はつしていくから──」

　抱えていた猫を下ろした直後に、トルエノはぴたりと動きを止める。何かに気づいたようだった。彼女は不敵に笑う。

「あんた、おもしろいことを考えるね」

「……協力してもらえるか」

「もちろんだよ。友が英えい雄ゆうになるかもしれないんだ、指を咥くわえて見ているわけにはいかない」

「そんなものに興味はない」

「あんたになくても、民衆にはあるのさ。民衆が真に欲するのは権利でも自由でもない、予感だ。それも、この人物についていけばすべてうまくいくのではないか、と思わせるような、わかりやすい予感……」

「それはラスカリナ閣下が担になってくださる」

　するとトルエノは、衛兵のように佇たたずむキネット・キトルを見てから、ビスカラに耳を貸せと言わんばかりに、指で合図を送る。自分の部下には聞かせられない話があるらしい。ビスカラが屈かがんで顔を近づけると、小さな輜し重ちよう隊たい長ちようは囁ささやくように言った。

「わたしはそうは思わない。最初にも言ったけど、わたしはあんたに賭かけたんだ。あんたには登りつめてもらう。一幹部で終わられると、わたしが困るんだ」

「そうやっておれを祭り上げ、自己の権力を拡大しようというのだろう。金でも欲しいのか」

「こんな私兵集団だか一いつ揆き軍ぐんだかよくわからない組織の権力を握にぎって、どれほどの金になるのさ。金が欲しけりゃ商売でもしてるって。わたしはね、この歪いびつな社会をよくしたいと心から思っている。そのためには国をとらなきゃいけないし、組織においても影えい響きよう力りよくを強めておかなきゃいけない……まあ、わたしにどのような目もく論ろみがあれ、あんたがあんたのなすべきことを果たすには、兵力つまり輜し重ちよう隊たいが必要だ。そして輜し重ちよう隊たいの指揮権はわたしにある」

「これはラスカリナ閣下の裁可を得たものだ。おまえを無視して、こちらで直接輜し重ちよう隊たいに命令を出してもいいんだぞ」

「できないことを言うもんじゃないよ。あんたは、むりにわたしを押おさえつければ、暴発するんじゃないかと恐おそれている。だからわざわざ、協力を求めてきたんだろう？……その判断は正しいと思うよ」

　トルエノはごく近い距きよ離りでビスカラを見つめた。丸みのある、愛らしい眼だが、その瞳ひとみには野心の炎が燃えさかっている。

『いまは、彼女という刃やいばは、おれと彼女その両者にとっての敵に向けられている。が、機会さえあれば、敵を攻こう撃げきした返かえす刀かたなで、おれの首を狙ねらってくるのではないか』

　このような疑いを、ビスカラはつねに持っていた。腹の底では何を考えているのかわからない切れ者……しかも野心を隠かくそうとしない。警けい戒かいして当然である。

　ふいにトルエノは苦笑いを浮うかべ、ビスカラから離はなれた。

「そんな顔をするなって。協力はするって言っているんだ、いまは目前の敵に集中しよう」

　渋しぶ々しぶビスカラは肯うなずく。するとトルエノは、変に気を利きかして耳を塞ふさいでいたキネット・キトルの肩かたを軽く叩たたき、上官らしい態度で告げた。

「これよりわれらはドーロン要よう塞さいに向かう。総員起き床しよう、一〇分後に中庭に参集せよ。なお、以後はビスカラ主計長の指示に従え。とっておきの策を見せてくれるぞ」

「はっ。総員起き床しよう！」

　大声で叫さけびながら、キネット・キトルは駆かけ出だしてゆく。それを見届けてから、トルエノは軽く伸のびをした。

「じゃあ、わたしはひと足先にドーロン村のほうへ向かうよ。それでいいよね？」

「いや、その前に軍資金を渡わたしておく。ついてきてくれ」

「ああ、そうだった。さすが主計長閣下、ちゃんとしてるねえ……さあ、おまえたち、部屋に戻もどってろ。人間はこれから戦争をするんだ。それともなに、手を貸してくれるのかい？」

　トルエノの言葉がわかるのか、彼女の足もとにいた猫ねこたちは、逃にげるように部屋に戻もどっていった。いや、彼女の言葉がわかるというより、動物の本能が戦いの気配を感じとったのかもしれない。

「急ごう」

　ビスカラはトルエノを連れて、来た道を引き返してゆく。

　戦いがはじまる──にわかに昂こう揚ようを覚えた。だがそれは、戦いを求めていたからではない。彼はずっと、やりなおすことを求めていたのだ。




　三一六名──それで全員だった。

　年とし端はのいかない娘、夫や息子を戦場に連れていかれた女、または未亡人……そういった女性たちがマスケット銃じゆうを持ち、隊列をつくって歩いている。黄金の地平を象しよう徴ちようする光景である。

　先導していたビスカラは、ちゃんと皆みなついてきているのか気になって後ろを振ふり返かえった。

　隊列のなかにパトリスの姿を認めた。まだ一三歳さいの、彼の姉がそうであったように栗くり色いろのカールした髪かみが印象的な少年である。ビスカラの胸中に複雑な思いが渦うず巻まいた。声をかけようかと逡しゆん巡じゆんしたが、他の兵の眼がある。彼だけを特別扱あつかいするわけにはいかなかった。

『いや、そもそも、おれは誰だれかを特別に思ってはならないんだ』

　自らに言い聞かせ、ビスカラは正面に向きなおる。門の辺りに人が立っていた。暗くら闇やみでもはっきりとわかる。なぜならその人は、月つき影かげに照らされて、美しい白金に輝かがやいていたのだから。

　輜し重ちよう隊たいはその人、すなわち自分たちの指導者であるラスカリナの前で立ち止まった。動作がばらばらであったのが、残念だった。

　ビスカラはラスカリナに駆かけ寄よった。訓示でもあるのかと思ったのだが、どうも違ちがうようだ。彼女は壺つぼくらいの大きさの四角い箱を持っていた。

「これをな、そなたにとらせようと思って」

「お気持ちは嬉うれしいのですが、いまは……」

「ほほう、いらぬと申すか。いらぬ、と？　ほんとうに？」

　木箱を地面に置き、にやりと笑って彼女は蓋ふたを開けた。なかには鉄製の模型が入っていた。

「つい先日手に入れたのだがな……何の模型だと思う？　蒸気機関車というのだ。いま旧都で実用化に向けて開発中なのだが、それが完成するとこうなるらしい。それでこれの何がすごいのかというと、何と蒸気の力によって走るのだ。ほら、近年、蒸気機関が話題であろう？　あれを利用して、荷物を運ぼうというのだ。しかもな、聞いて驚おどろくな、これには馬車数台分の牽けん引いん力りよくがあるらしいの……だ……いや、わたしは何をしているのだろうな。戦いの前だというのに……激げき励れいのつもりだったのだが、いくら何でもこれはない。忘れて──」

「最高です！」

　それは絶ぜつ叫きように近かった。ビスカラはわれを忘れて、箱のなかの模型を覗のぞき込こむ。

「何て美しいんだ……いや、造形だけじゃない、発想もまた美しい。馬の不足によって混乱する流通を、蒸気機関によって立てなおすだなんて！　感服しました。いや、魂たましいが震ふるえます！　人じん智ちは不可能を可能にすると改めて確信しました！」

「そ、そうか……しかし、邪じや魔まになるであろう？　これはあとで渡わたそう、な？」

　その瞬しゆん間かん、ビスカラの表情は絶望に染まった。口を開けたまま、呆ぼう然ぜんとラスカリナを見つめる。まるで親に見すてられた子供のようである。

　理性的で、ときには冷れい酷こくにもなり、年に似合わぬ落ち着いた雰ふん囲い気きを持った彼が、たかが模型ごときでこのざまである。後ろめたく思ったのか、ラスカリナは弱りながらこう言った。

「あのな、違ちがうぞ、これはとり上げるのではない。一時的にわたしが預かっておくだけだ。傷がついたらいけないし、それにな、わたしが言うのも何だが、嬉うれしそうに機関車の模型を持った男の指揮なんて、兵たちとしてはやはり生理的に受けいれられないと思うのだ。不気味だからな。いやもちろん、わたしには雄お々おしく見えるが」

「はい、ラスカリナ様……ご随ずい意いに」

　しゅんとしながらビスカラは肯うなずいた。ラスカリナは困ったように笑う。

「まあ、何だ……いつか、模型ではなくほんものの蒸気機関車を見にいこう。そなたと、わたしと、ベルナレットと、そして多くの友たちと……きっと楽しいぞ。それまでは決して死ぬな」

　やさしさのこもった、いつまでも耳に残る声だった。

　しかしビスカラは、さっきまでとはうって変わって、ふいにまじめな顔つきになる。

「……ラスカリナ様はドーロンが無視されるとお考えなんですね。だから、われわれだけでも逃にがそうとして、出動を認めてくださった」

「うん？……いや、べつに……」

「ご安心ください、ラスカリナ様。おれは必ず勝ってみせます。勝たなくてはならないのです。そうでなければ、むだに罪を重ねることになるのですから」

　罪、という言葉を聞いて、ラスカリナが小首をかしげる。しかしビスカラは何も答えず、輜し重ちよう隊たいのほうを向き、声を張り上げた。

「黄金旗を掲かかげよ！」

「掲かかげ、黄金旗！」

　復唱したのはキネット・キトルだった。彼女は隊列から少し横に外れたところで、全体を見み渡わたしていた。彼女の復唱のあと、黄金の地平の軍旗が高らかに掲かかげられる。すると、偶ぐう然ぜんにも風が吹き、軍服と同じ茜あかね色いろの軍旗が深い夜のなかではためく。ふんだんに織おり込こまれた金糸が、美しく輝かがやいている。

　ラスカリナは前にすすみ出て、自分たちの象しよう徴ちようである黄金旗を指さした。

「愛すべきわが友たちよ、黄金旗は時代の風ではためいているぞ！　クロバンスを覆おおう混こん沌とんたる闇やみを、魂たましいの灯火で追おい払はらうのだ。われらこそが夜明けである！」

　美しさと気高さを兼かね備そなえたこの白金の妖よう精せいは、まさに月の女王だった。

　その彼女が言う──夜は終わりだと。

　この場にいるすべての者に、何か熱いものがほとばしった。これだ。彼女が指導者たり得るのは優すぐれた理論を構築したからではなく、人を突つき動うごかす強い力を持っていたからだった。

　楽士が太たい鼓こを鳴らし、行進の拍ひよう子しをとる。ラスカリナが輜し重ちよう隊たいを見つめながら、小さな声で呟つぶやいた言葉を、ビスカラは聞きき逃のがさなかった。

「友たちよ、生きてまた会おう」

　経けい暦れき一七八九年七月一三日、ビスカラ率いる輜し重ちよう隊たいがドーロン要よう塞さいに向けて行軍を開始した。

　それはかつての歴史にはなかったことである。







　万全とはほど遠い状態で出動したビスカラではあったが、何もそれは彼に限った話ではなかった。討伐軍もまた万全とは言いい難がたい状態であったのだ。もちろん、ビスカラと比ひ較かくすれば、それほど深刻になるような問題ではなかったのだが……。

「なぜ攻こう囲いなどをせねばならん！」

　テントのなかにモールソン元帥の怒ど声せいが響ひびき渡わたった。彼の顔は怒いかりで赤くなっていて、肉のついた頰ほおがひくひく動いている。

　討伐軍の司令官である彼の怒いかりを一身に受けているのは、かなり若い女だった。シニヨンのようにして髪かみをまとめ、王国軍の青と白の軍服をきちっと着こなしている。その軍服の意い匠しようから察するに、将校であることが窺うかがえた。

　農民軍である黄金の地平ならともかく、正規の軍で若い女が将校であるというのは、異例のことである。実際、軍議に参加している者で女なのは彼女だけだった。

　モールソン元帥はイスを軋きしませながら、仰のけ反ぞるようにもたれかかり、直立不動の彼女を凝ぎよう視しする。この時代の人々は、栄養が足りていなかったため、皆みな一様に背が低い。女性ならばなおのことだ。彼女もそれに倣ならうかのように背が低く、また、顎あごの小さな顔立ちと相まって、麗うるわしい少女のように見えた。

　が、やけに眼が据すわっている。

　相対する者に強きよう烈れつな圧あつ迫ぱく感かんを与えるほど眼力がある。少々怖こわい。元帥はわずかに狼狽うろたえ、視線を逸そらした。そして、とり繕つくろうように咳せき払ばらいをする。

「リリアドロ参さん謀ぼう」

「はい、司令官閣下」

　と彼女は抑よく揚ようのない声で答える。モールソンは指で机を叩たたきながら言った。

「反乱軍はせいぜい一万程度で、われわれはその三倍の戦力を有している。であれば、この大軍をもって一挙にティエーブルを攻め落とし、しかるのちにガーリールへ向かえばよいのではないか」

『無茶だな』

　そう思ったのは、末席からことの成りゆきを見守っていた青年だった。

　金きん髪ぱつ碧へき眼がんの、眉び目もく秀しゆう麗れいと表現するより他にない容姿──彼はスボー副ふく伯はくローランド・ウェルトリー・バン・ネビンズという名を持つ、いわゆる伝統貴族であった。

『われわれの編成は胸きよう甲こう騎き兵へいに偏かたよっている。これは決戦を挑いどんできた敵に対しては有効だが、要よう塞さいそのものを落とすにはあまり向いていない……馬から下りて、地べたを走り回る柔じゆう軟なん性せいがあればべつだが、騎き兵へいはどうも歩兵を見下しがちだからな……』

　ネビンズは強きよう攻こう策さくには反対だった。というより、この軍議において強きよう攻こう策さくを主張しているのはモールソン元帥だけだ。他の者は皆みな、どうやって元帥を説得しようかと頭を悩なやませていたのだ。

　そこで白羽の矢が立ったのが、リリアドロ参謀だった。

　べつに彼女が志願したわけではない。誰だれもやりたがらなかったので、押おしつけられたのである。当時は参謀が下に見られていたし、何より彼女は軍学校を出たばかりの新参者だったので、ちょうどいい犠ぎ牲せいだったのだ。

　が、この判断は誤っていた。彼女の能力が欠けていたわけではない。彼女は首席で軍学校を出た、きわめて優ゆう秀しゆうな人材だったが、その一方で彼女には、配はい慮りよだとか気き遣づかいだとかが決定的に欠けていたのだ。

「閣下は、過去の戦場の思い出が忘れられないのでしょうが、老兵の感傷に時代はつき合ってくれませんよ？　どうしてもおやりになりたいのなら、せめて馬をすててください。邪じや魔まです」

「老兵の感傷とは何ごとだ！」

　激しく机を叩たたき、モールソンは激げつ昂こうした様子で立ち上がった。

「しかも、言うに事欠いて馬をすてろだと？　参謀は騎き兵へいの誇ほこりを何と心得る」

「少なくともいまは、ごみのようなものだと」

「な、何を！」

　騎き兵へい上あがりのモールソンには看過できない発言だったのだろう、発作的に拳こぶしを振ふり上あげ、リリアドロを殴なぐりつけようとする。

　それでも彼女は身動きひとつしなかった。例の異様に迫はく力りよくのある眼で、じっと元帥を見つめる。その冷れい徹てつな瞳ひとみには、拳こぶしを振ふり上あげる元帥がやけにはっきりと映っていた。元帥は獣けもののような低いうなり声を発したが、結局、それだけだった。拳こぶしを引っ込め、おずおずと着席する。

『悪い人じゃないんだよ』

　ネビンズの知る限り、元帥は部下に暴力を振ふるったことがなかった。いやそれどころか、部下に対してはつねに公明正大で、末まつ端たんの兵まで家族同然に扱あつかった。戦場に出れば、後方で自身の安全を図ることをよしとせず、勇ゆう敢かんに戦った。

　そう、モールソン元帥は決して悪い人間ではない。

　ただ無能なだけである。

「少しよろしいですか、閣下」

　発言したのはバン・ペール師団長だった。

　黒い短たん髪ぱつに、彫ほりの深い顔立ち。頰ほおの辺りまで無ぶ精しよう髭ひげを生やしているのに、不思議なほど清潔感があった。

「現在われわれが優位に立っているのも、先日、自由オレアン軍なる反乱軍を撃げき破はし、敵の合流を阻そ止ししたからです。このままわれわれが優位に戦局をすすめるためにも、やはり敵の合流を阻そ止ししつづける必要があります」

「そうは言うが、そのためにわれわれまで戦力を分散させてしまっては、意味がないのではないか。大軍が強力であるのは大軍であるからだ。ペール将軍はそうは思わないのかね」

「閣下、要よう塞さいを力攻めするとなると、こちらも相当の被ひ害がいを覚かく悟ごしなくてはなりません。上策は、敵が要よう塞さいから出てくる状じよう況きようをつくることです……いや、はは、偉えらそうに閣下に意見しておりますが、これらはすべて受け売りなんです。わたしなどより、その者が説明したほうが、閣下もきっとご納なつ得とくされるでしょう」

「受け売り？……一連の策を練ったのは、きみではなかったのか」

「わたしなどでは到とう底てい……そこのネビンズ副師団長です」

　突とつ然ぜん話を振ふられ、ネビンズは慌あわてて姿勢を正す。完全に気を抜ぬいていたのだ。

　居住まいを正した彼は、まさに貴公子然としていた。そんな彼をまじまじと見て、モールソンは唸うなった。

「ほう、美男子だな」

　貶けなされたわけではないが、ネビンズはあまり嬉うれしくなかった。若い女性に言われるのならまだしも、相手が熊くまのような見た目の老将では仕方がない。

「彼はまだ一九ではありますが、年に似合わぬ見識を持っていて、度たび々たび助けられています」

「一応、軍に入って一六年になりますので」

　とネビンズはやや自じ虐ぎやく的てきな冗じよう談だんを言った。噓うそをついているわけでも、ほんとうに三歳さいの頃ころから戦場に出ていたわけでもない。籍せきだけ入れておいて軍歴を稼かせぐというのが、貴族のあいだではよく行われていたのだ。早く昇しよう進しんできるように、と。

　もちろん、そのような裏うら技わざだけで副師団長にまで昇しよう進しんしたのではないが、人口の激減とともに将兵も多数失った王国では、形だけの軍歴でも彼の昇しよう進しんを大きく手助けすることになった。さらに言えば、彼の家、ウェルトリー家は武門の名家としてひろく知しれ渡わたっており、軍がその名を傷つけぬよう人事において配はい慮りよを示した事実もある。

「……思い出した。そうか、きみが……よろしい。なぜ兵を二手に分け、攻こう囲い戦せんを行わなくてはならないのか、武門の名家として誉ほまれ高たかいウェルトリー家現当主の意見を聞こう」

　ネビンズは苦笑いを浮うかべる。そんな表情にも、垢あか抜ぬけた気品があった。

「先祖をだしにしたようで恐きよう縮しゆくですが……わたしの考えを述べさせてもらえれば、力に任せて城を攻めるのは、時じ代だい遅おくれのものとなりました。大たい砲ほうが進化したからです。これによって遠くから撃うっているだけで、それなりに損そん害がいを与えられます。まあ、あくまでもそれなりにです。決定打を与えるには、敵に決戦を挑いどませるよう強要し、立てこもった場所から出てこさせる必要があります。

　ではどうやってそれを行うのかと言うと、望みを絶つのです。援えん軍ぐん、あるいは補給、そういうものを絶ち、立てこもっていても状じよう況きようは改善しないと理解させるのです。

　今回の場合で言えば、後ごづめとして控ひかえているガーリールの軍勢を先に叩たたきます。幸い、ガーリールには要よう塞さいらしい要よう塞さいはありませんし、兵力もおよそ八〇〇〇だと判明しています。ティエーブルを攻こう撃げきしている最中に、その八〇〇〇の兵が後ろから襲おそってくると脅きよう威いですが、各個に叩たたく分には、それほど脅きよう威いではありません。われわれは兵を二分しても、一万六〇〇〇です。八〇〇〇対一万六〇〇〇では、勝敗は決したも同然です」

「だがティエーブルに関して言えば、一万対一万六〇〇〇だ。万が一のことがあるやもしれん」

「いや、六〇〇〇の差はちょっとやそっとでは覆くつがえされないと思うのですが……そうですね、仮に敵に六〇〇〇の兵力差を覆くつがえす何らかの秘策があっても、無視してしまえばいいんです。とにかくティエーブルにはりつき、敵の動きを止める。攻こう勢せいに出るのは、ガーリールを落として戻もどってきたもう片方の軍勢と合流してからです」

「ネビンズ副師団長の話を聞いていると、最初から大軍で攻めればよいように思える。どうせ合流するのだろう」

　さすがにネビンズは閉口した。もしかするとこの老将は耳が不自由になっているのかとも疑われたが、ネビンズが言葉を失うさまを不思議そうに眺ながめていることから察するに、不自由になっているのは理解力のほうだった。

　どうしたものか──ネビンズはその流れるような繊せん細さいな髪かみをかき上げ、思案にふけった。

　するとリリアドロ参さん謀ぼうが、呆あきれた顔をしながら言った。

「なぜ司令官閣下がそのようなお考えに至ったのかはわかりかねますが、全軍でティエーブルを攻こう撃げきするとなると、副師団長閣下が先ほどご指し摘てきされた通り、背後を突つかれるおそれがあります。前面には一万の敵、後面には八〇〇〇の敵。数の上で勝っていたとしても、挟きよう撃げきを受ければ、それこそ司令官閣下がご懸け念ねんなさってやまない万が一が起こるかもしれません」

　遠えん慮りよのない発言だったが、モールソンはとくに怒おこったりはしなかった。それどころか、ようやく合点がいったと言わんばかりの表情を浮うかべる。

　ネビンズは大きくため息をついた。その露ろ骨こつな態度を咎とがめるように、ペール師団長がネビンズを見ながら首を振ふる。が、ペール師団長だって眉まゆを八の字にし、威い厳げんのある顔にわずかに呆あきれを滲にじませていた。ネビンズは肩かたをすくめ、敬愛する上官と同じ表情を浮うかべた。

『下手の考え休むに似たり、だな……敵を目前にして、無む為いに時間ばかりが過ぎてゆく』

　しかし、明日、討伐軍が行動を開始するのは決まっていた。宮きゆう廷ていから命が出ていたのだ。何をするか決まっていないのに、日程はすでに決まっている。官かん僚りよう機構の硬こう直ちよくぶりをあらわす端たん的てきな事例だった。

『この場合、いたずらな歴史の女神はどちらに微ほほ笑えむのだろう。危機に瀕ひんしながら指導者のもと一いつ致ち団結する黄金の地平か、それとも、遠方の貴族たちの政治的理由によって動かされ、いまひとつ優位性をいかしきれないわれわれだろうか……いや、いくらいたずら好きでも腐ふ敗はいした貴族の使いっ走りに恋こいするほど、趣しゆ味みは悪くないか』

　ネビンズは暗い予感を覚えた。黄金の地平が一いつ致ち団結しているという評価をベルナレット副長などが聞けば、きっと憮ぶ然ぜんとした表情を浮うかべただろうが、それでもいまのネビンズには彼らが何か眩まぶしく思えたのだった。




　翌七月一四日。

　明けがたまでつづいた軍議を終え、討伐軍はティエーブルを攻こう囲いするため出立した。モールソン元帥の説得に何とか成功したのだ。

　しかし元帥は、彼自身の気性がそうさせるのか、あるいは、わずかな面子メンツを守ろうとしたのか、ティエーブル包囲の指揮を執とるのではなく、直属の討伐軍第一師団を率いてガーリール攻こう略りやくへ向かった。第二師団はふたつに分けられ、ラバン師団長率いる精せい鋭えいは元帥の第一師団に、残りはティエーブル攻こう囲いを担になうペール将軍の第三師団に合流した。

　すなわち、ティエーブル攻こう囲い戦せんの指揮官はペール将軍となり、その補ほ佐さを金きん髪ぱつの美青年ネビンズが担になうことになったのである。これほど重要な役目を任されるのは、ネビンズにとってはじめてだったが、実はペール将軍にとってもはじめてだった。

「わたしはクロバンサル・アビリーだからな」

　ネビンズとくつわを並べながら、昔話を語るような口調でペールは言った。

「家は成り上がりの貴族で、わたしの父の代から裁判官を務めている。まあ、裁判官と言えば聞こえはいいが、実態は高等法院の議席を獲かく得とくするために、金で裁判官の職を買ったに過ぎない。きみは高等法院がどのようなところか知っているかな？……ひと言で表現するなら、あそこは新興貴族のクラブさ。自分たちの権利ばかり主張して宮きゆう廷ていと対立する、そういう卑いやしい集団だ。民衆のことなど彼らの頭にはなかった。いや、ひょっとすると、民衆という存在を彼らは知らないのかもしれないな」

「……閣下は高等法院で新興貴族の兵役を主張なさり、自らそれを体現すべく軍に入られたと聞き及んでいます。ご立派なんですね」

「いや、はは……ただの罪つみ滅ほろぼしさ。立派なんてものじゃない」

　ペールは大きくうねる丘きゆう陵りようを、馬上から見み渡わたした。放牧地帯だった。しかしのどかな光景というには、あまりにうらぶれていた。家か畜ちくの姿がまったくなかったのである。おそらく軍に徴ちよう発はつされたのだろうが、軍馬として利用しない牝ひん馬ばの姿すらないのは不思議だった。

　一応、軍にも節度はあった。牝ひん馬ばが戦場に向いていないという理由もあったが、新たな命を産み出す牝ひん馬ばを奪うばってしまうと、畜ちく産さん家かの生活がゆきづまってしまう。だから、牝ひん馬ばは徴ちよう発はつしないのが、古くからのならわしだった。

　そのようなならわしを、軍は破ったのだろうか？……あり得ない話ではない。現状、畜ちく産さん家かよりも王国のほうがゆきづまっていると言えるのだから。

「寂さびしい景色だ。七〇年戦争だの革命だの、正義のための戦いなどと称して戦いをはじめるが、結局、いたずらに民衆を苦しめているだけじゃないか……これが正義というのなら、わたしは悪あく魔まに魂たましいを売うり渡わたしたいよ」

「悪あく魔ま崇すう拝はい者しやになる前に、閣下にはやるべきことがおありでしょう。力をおつけください。閣下に地位と権限が伴ともなえば、きっと正義も理性をとり戻もどしますよ」

「ずいぶん高く評価してくれているようだが、わたしはここまでがせいぜいだろう。モールソン元帥のご厚意があって、師団長にしてもらったようなものだからな」

　元帥は無能ではあるが、生まれを理由に冷れい遇ぐうするような人物ではなかった。もちろんペールが師団長にまで登りつめたのは、彼の能力あってこそだが、モールソンのもとでなければその能力を発揮する機会すら与えられなかっただろう。

　ふとペールは、威い厳げんとやさしさを併あわせ持もった、まるで父親のような顔をした。

「元帥に思うところがあるだろうが、許してやってくれ。少々融ゆう通ずうが利きかないが、あれで悪いお方ではないんだ。今回、頑かたくなに強きよう攻こう策さくを主張されたのも、宮きゆう廷ていから圧力があってな……時間をかけず迅じん速そくに、しかも華はな々ばなしく勝利せよ、というのが彼らの注文だ。この戦いを大々的に喧けん伝でんして、各地で蜂ほう起きする反乱軍の牽けん制せいにしたいのだろうが……」

「現実が見えていませんね。だいたい、それならもっと兵員を寄よ越こしてくれればいいのに」

　ネビンズが肩かたをすくめたその瞬しゆん間かんだった。後方からわっと声が上がる。何ごとかと思って振ふり返かえると、大たい砲ほうを牽ひいていた軍馬が急に暴れ、騎き乗じようしていた兵士が振ふり落おとされていた。するとそれにつられて、他の軍馬も暴れ出した。ネビンズが騎き乗じようする軍馬も。

「どう、どう」

　落ち着かせようとするのだが、なかなか言うことを聞いてくれない。ネビンズは振ふり落おとされまいと必死に馬にしがみついた。

「はは、いい貴公子っぷりじゃないか」

「からかわないでくださいよ」

　ネビンズとは対照的に、ペールは慣れた手た綱づな捌さばきで乗りこなす。いくらネビンズが新しん進しん気き鋭えいの将といっても、二は〇た歳ちに満たない青年である。こういうところに経験の差が出るのだろう。

「しかし、気き性しようの荒あらい馬ですね！」

　とネビンズは馬と格かく闘とうしながら言った。するとペールが理由を説明する。

「何とか数を揃そろえるために、調教はおろか去勢すらしていない馬を強引に徴ちよう発はつしてきたからさ。気き性しようが荒あらくて当然だ」

「それだけ馬が不足しているということなのでしょうが……騎き兵へい連中は文句を言わなかったのですか。このような野生児ばかり渡わたされて」

「じゃじゃ馬を乗りこなすのが騎き兵へいの誉ほまれ、だそうだ。あまり共感はできないが、そういう伝統があるらしい。さあ、早いとこ落ち着かせたらどうだ。振ふり落おとされるぞ」

「善処しましょう」

　ペールは、なおも馬と格かく闘とうする若きネビンズを眺ながめていた。眼を細めて、何やら懐なつかしいものを見るように。

　ようやく馬を落ち着かせたネビンズは、その視線に気づいた。小首をかしげると、ペールは何でもないと伝えるように手を振ふった。

「いやすまない……息子のことを思い出していたんだ。あれも乗馬をはじめた頃ころは、そんなふうだった。ちゃんと調教を受けた馬だったがね」

「ご子息のことを？　ひょっとして、わたしと同じ年ねん齢れいなんですか」

「きみよりふたつ年下だな。今年で一七だ。王都のモンパナス学院に通っている」

　モンパナス学院といえば、名門の誉ほまれ高い寄宿学校である。国家の中ちゆう枢すうを担になう人材育成のために設立され、以来、数多くのエリートを輩はい出しゆつしている。

「へえ、優ゆう秀しゆうなんですね。閣下も鼻が高いでしょう」

「学歴や優ゆう秀しゆうさなど、どうでもいいさ。それらを抜ぬきにしても、自じ慢まんの息子であることに変わりはない。はは、男手ひとつで育てたからな。いくつになっても、かわいくて仕方がないのさ」

　ペールは白く揃そろった歯並びを見せた。爽さわやかな笑みだった。それをネビンズは眩まぶしく思った。

『父親というのは、こういうものなんだろうな』

　わずかに寂さびしさを覚えながら、地平のほうへ眼をやる。荒あれた村が見えてきた。ドーロン村である。そのそばにはむろんドーロン要よう塞さいがあった。

「ドーロンか。ティエーブルまでもう少しだな」

　ネビンズに倣ならうかのようにペールもドーロン要よう塞さいを眺ながめた。周囲に堀ほりをめぐらした小型の要よう塞さいだった。ふと、砲ほう台だいの辺りで何か影かげのようなものが動いた。

「何だ？……」

　そう呟つぶやき、ペールは訝いぶかしげに見つめた。




　ドーロン要よう塞さいでは、ビスカラが望遠鏡でペールたちを見ていた。

「……敵将、か」

　と彼は何か感情を押おし殺ころしたような声で呟つぶやく。

「砲ほう撃げきの準備は整っているか」

「はっ、万全であります、閣下」

　と答えたのは、そばに控ひかえていたキネット・キトルだった。

　ビスカラは望遠鏡から眼を離はなし、彼女を見やった。昨晩会ったときとは違ちがって、軍装であるのは言うまでもないが、側頭部の片側で髪かみを結んでいる。そのせいか、よりいっそう潑はつ剌らつとした印象を受けた。また、彼女はフロックを大事そうに持っていた。

「昨晩お借りした上着です。さあ、どうぞどうぞ」

　彼女に促うながされるまま、着ていた茜あかね色いろの上着を脱ぬぎ、ビスカラはフロックをはおった。

　黒一色の平服のフロック……王宮で貴族たちが好んで着込む派手なジュストコールと違ちがって、一見地味である。が、ビスカラは好んでこれを着た。豪ごう華かで、むだに装そう飾しよくの多い貴族的な衣い装しようを否定するかのような質実剛ごう健けんのフロック、これこそ新しい時代の衣い装しようだと考えていたからである。また、きわめて機能的なつくりをしていて、タイトであったのも彼の好みだった。彼のすらりとした体の線を、美しく際きわ立だたせている。

「やはり、そのお召めしものがよく似合われますなあ」

　キネット・キトルが感かん嘆たんの声を上げる。お世辞ではなく、本心からそう言っているようだった。しかし彼女の場合、ビスカラが宮きゆう廷てい貴族よろしく派手な衣い装しようを身にまとったとしても、同様の台詞せりふを言ったことだろう。

「きみは、わたしがクロバンサル・アビリーであることを、知っているのか」

「むろんであります。しかし、それが何だというのでありましょうか。われわれは革命を目指す友であります。友情の前に、民族などは意味をなしません」

　その言葉だけは、素直に嬉うれしかった。ビスカラはわずかに微ほほ笑えみ、それから、敵軍のほうへ再び視線をやる。距きよ離りはまだあった。が、別段当てるつもりなどないのだ。射程のことは気にしなくていい。

　ビスカラは一度眼を閉じた。瞼まぶたの裏に、ラスカリナの姿が浮うかんだ。鮮せん血けつを際限なく真っ白な雪の上に流し、いまにも息絶えようとしていたあのラスカリナの姿を。

『やりなおすと決めたんだ、おれは……たとえ何を犠ぎ牲せいにしようとも』

　瞼まぶたを開けると、彼の決意に充みちた瞳ひとみがあらわになった。それはたしかに、光っていた。

「砲ほう撃げき開始」




　世に言う『ドーロンの戦い』は、黄金の地平すなわち輜し重ちよう隊たいからの砲ほう撃げきによってはじまった。

　輜し重ちよう隊たいおよそ三〇〇名に対し、討伐軍およそ一万六〇〇〇名。

　勝敗は明らかなように思われたが、ドーロンの戦いが今日まで伝説的に語られているのには、当然、理由がある。とはいっても当時の人々に──もっと言えば、戦場にいた兵士たちにそれを知るすべはないのだが。

「何を考えている……」

　敵が三〇〇ほどの小こ勢ぜいだという報告を受けたペール将軍は、やや啞あ然ぜんとしながら、髭ひげをなでた。五〇倍以上の戦力差がある相手に、攻こう撃げきをしかけるなど正気の沙さ汰たではない。

「敵は戦いを知らないのか。それとも一部の跳はねっ返かえりが、勇ゆう敢かんと無む謀ぼうをはき違ちがえているのか。あるいは、何らかの策があるのか……」

　考えがまとまらないようだった。だが、ペールの混乱をよそに敵は依い然ぜんとして砲ほう撃げきを行ってくる。討伐軍の隊列よりやや前のほうで着ちやく弾だんするので被ひ害がいは出ていないが、思いがけず平手打ちをくらったような動どう揺ようが全軍にひろがっていた。

　とにかくペールは、状じよう況きように対応するため指示を出す。

「こちらも砲ほう撃げきを行う。急ぎ、一いつ斉せい射しや撃げきの砲ほう列れつを敷しけ」

「いけません、閣下」

　と声を上げたのはネビンズだった。

　砲ほう撃げきの音に驚おどろいて暴れる馬を、今度は難なく乗りこなしていた。

「あのような小勢などすて置けばいいんです。彼らにつき合ってティエーブルの攻こう囲いが遅おくれれば、モールソン元帥が孤こ立りつしてしまいます」

「なるほど、それが敵の狙ねらいというわけか」

「いまのところはそうだとしか……少々回り道になりますが、迂う回かいしてティエーブルに向かいましょう」

　ふたりの意見が一いつ致ちしかけたとき、参さん謀ぼうのマスキールがひどく慌あわてた様子で駆かけ寄よってきた。馬は乗りすてたのか、徒歩だった。

「閣下、早く応戦の準備を！」

「いやマスキール参謀、われわれはこれより敵を迂う回かいし、ティエーブルへ向かうつもりだ」

「何ですと！」

　マスキールは紫むらさき色いろに近い唇くちびるを震ふるわせた。また、よくよく見ると頰ほおの筋肉も痙けい攣れんしている。何やら鼠ねずみを連想させる顔だった。

「敵を放置するなど、愚ぐ策さくです。戦うべきです」

「状じよう況きように流されてはいけない。われわれは戦略に沿って行動するべきだ」

　ネビンズが窘たしなめるように言うと、いかにも不服といった様子でマスキールは眉み間けんに谷をつくる。いやそれは、不服というより不快を示したのかもしれない。

「敵を迂う回かいし、ティエーブルへ向かえば、挟きよう撃げきを受けるではありませんか。昨晩の軍議でネビンズ閣下は挟きよう撃げきの危険性について言げん及きゆうされたと思いますが、一夜にしてご転向なさったのですかな。それとも閣下は目前の敵も、ティエーブルの敵も、陣じん地ちから一歩たりとも動かないとお考えか。そうであればたしかに挟きよう撃げきを受ける心配はありません。しかしですね、お若い閣下にはご理解いただけないかもしれませんが、人間とは動くのです。戦略も大切ですが、そればかりに固こ執しつしていては大局を見失う……心おやさしい閣下は、後代のために、その例を示されるおつもりなのでしょうが、つき合わされる兵の身にもなっていただきたい」

　皮肉に充みちた物言いだった。ネビンズは苦笑を浮うかべながら、こう悟さとるしかなかった。

『この人は、わたしのことが嫌きらいなんだな』

　嫌きらわれて当然である。ネビンズが何かと口を出すので、参謀職が無用の長ちよう物ぶつになってしまい、マスキールは立場を悪くしていたのだ。しかもその貴公子然とした金きん髪ぱつの青年が自分より二〇歳以上年下とくれば、好意的になれるはずがない。が、さすがに言い過ぎではあった。それをペールも感じたのか、子供を叱しかるときのような口調で言った。

「参謀、きみは自分と異なる考えを持つ者は、皆みな愚おろかに見えるのかもしれないが、きみの考えが正しいという保証はどこにもないのだぞ。もっとも、人が考えることに、絶対的な正しさなどないとは思うが」

　マスキールは叱しつ責せきを受けた瞬しゆん間かんこそ弱々しい表情を浮うかべたが、次の瞬しゆん間かんには何もかも忘れたかのように、勢いづいて言った。

「しかしバン・ペール閣下、挟きよう撃げきのおそれがあるのは事実です。敵の真の狙ねらいは、おそらくそこでしょう。ティエーブルに残った兵と連れん携けいして、われわれを討うつつもりなのです」

「ふむ、たしかにその可能性はすてきれないが……」

　ペールは腕うでを組んで唸うなった。しかしネビンズは、首を横に振ふる。細く繊せん細さいな金きん髪ぱつが揺ゆれた。

「いえ、充じゆう分ぶんすてられると思いますよ。もし敵に、われわれを挟きよう撃げきする意図があるのなら、あのような小こ勢ぜいではなく、われわれが無視できなくなる程度の兵数を配置するはずです」

「スボー副ふく伯はく閣下は実戦を知らない。実戦は、理り屈くつ通りにはいかないのです」

　とマスキールは、わざとらしくネビンズのことを爵しやく位いで呼んだ。何も知らない貴族のぼんぼんは黙だまっていろ、ということなのだろう。

「お考えなおしください、バン・ペール閣下。相手は三〇〇程度の小勢、われらが間かん断だんなく砲ほう撃げきを行えば、あっという間に片づくことでしょう」

　攻こう撃げきか迂う回かいか──その選せん択たくを突つきつけられたペールは、しばらく思案にくれた。

「ご決断を、閣下」

　マスキールが迫せまると、ようやくペールは口を開いた。

「……後方に敵を残しておくのも不気味だ。ここは一いつ掃そうすることにしよう。それにドーロンの村はここら一帯の放牧地帯を管理している。制圧すれば、飼い葉を得られるかもしれない」

「了りよう解かいしました」

　敬礼してから、マスキールは得意げな顔をネビンズに向ける。

「──とのことです。スボー副ふく伯はく閣下も、それでよろしいな」

「どうぞご随ずい意いに」

　ネビンズは素直に引き下がった。それは眼と鼻の先にある敵を前にして、長々と議論をしている場合ではないという焦あせりからでもあったが、それ以上に、彼もまた敵を不気味に思っていたからだった。

『これが吉きちと出るか、凶きようと出るか……』

　その後まもなく砲ほう列れつが敷しかれ、一いつ斉せい射しや撃げきが行われた。およそ一五〇門もんによる一いつ斉せい射しやである、敵もただでは済まないだろう。

「いや、少し狙ねらいが外れているのではないか」

　流れてくる白はく煙えんを手で払はらいながら、ペールは言った。この時代はマスケット銃じゆう同様、大たい砲ほうも正確な狙ねらいをつけるのが難しかった。しかも辺りの地形は、大きくうねっている。これでは狙ねらいが外れても仕方がない。もっと距きよ離りをつめる必要がある。

「しかし距きよ離りをつめるとなると、こちらも無傷とは……いえ、お待ちください」

　はっとした様子でマスキールは耳をそばだてた。何かが聞こえるのだろうか。ネビンズも同じようにしてみた。

「……声？」

　それは風に乗って聞こえてくる敵の騒さわぎ声だった。マスキールは愉ゆ快かいそうに手を叩たたいた。

「敵の悲鳴ですよ！　どうやら、相当の被ひ害がいを与えられたようです」

「ふむ……」

　ペールは要よう塞さいを見つめた。狙ねらいが外れたとはいえ、多少の損害は与えられている。

「あるいは、敵は恐きよう慌こうをきたしたのかもしれないな……それならそれで結構。引きつづき砲ほう撃げきを行う」

　敵が混乱し、戦場から逃とう亡ぼうするのをペールは期待しているようだった。わずか三〇〇名といえど、接近して戦うとなるとやはり被ひ害がいが出る。できることなら、さっさと逃にげ去さって欲しいというのが本音なのだろう。

　しかしネビンズは奇き妙みような違い和わ感かんを覚えていた。

『騒さわぎのわりにひとりとして逃とう亡ぼうをはかる者がなく、また、やみくもに反はん撃げきしてくるわけでもない。統制がゆき届いている？……であればこれは、罠わな？……』

　この戦いにおいて、ネビンズがおかした最大の失敗は、これだった。彼はこのいま、思ったことを口にしなくてはならなかったのである。妙みようだと、変だと、そう言ってペールの注意を喚かん起きしなくてはならなかったのである。彼の直感は真実に迫せまっていたのだから。




　要よう塞さい外がい壁へきの内側では、ビスカラたちが壕ごうのなかに身を潜ひそめていた。

　砲ほう弾だんが飛んできた。が、その砲ほう弾だんはまるで見けん当とう違ちがいのところに着ちやく弾だんする。

「いまだ、騒さわげ！」

　ビスカラの命令とともに、輜し重ちよう隊たいは壕ごうの入口付近まで駆かけ出だし、一いつ斉せいに悲鳴を上げる。

　討伐軍が聞いていたのは、この声だった。実のところ輜し重ちよう隊たいは、まったくといっていいほど被ひ害がいを受けていない。いかにも被ひ害がいを受けているように騒さわぎ、現在の砲ほう撃げきが有効であると錯さつ覚かくさせていたのである。

「閣下、いつまでこれをつづけるのでありますか」

　喉のどがやられたのか、キネット・キトルの声はしゃがれていた。間かん断だんなく敵が砲ほう撃げきしてくるため、彼女たちの喉のどはとっくの前に限界を超こえていた。

　当然、ビスカラだってできることなら彼女たちを休ませてやりたかったが、状じよう況きようがそれを許さなかった。もっとも喉のどの痛みぐらい、砲ほう弾だんをわが身に受けることにくらべれば、何ともないと言えるのだが……。

「すまないが、諸君にはまだまだ頑がん張ばってもらう。まあ、半年もかかったりはしないだろうから、安心してくれ」

　また着ちやく弾だんした。壕ごうに振しん動どうが伝わってくる。

　キネット・キトルは入口に向かって駆かけ出だしながら、やけくそ気味に騒さわいだ。




　半年にくらべればやさしいものだが、四時間にわたる砲ほう撃げきは、たとえ狙ねらいが外れていようと、相当の被ひ害がいを要よう塞さいにもたらした。砲台こそ健在であるものの、どこが本来の堀ほりだったのかわからないほど地面は穴だらけになり、また、崩くずれた外がい壁へきに落陽がさしている。

　討伐軍は砲ほう撃げきを一いつ旦たんやめて、様子を窺うかがうことにした。ばかに静かだった。ひょっとすると誰だれも生き残っていないのではないかと疑ってしまうほどに。

　しかしふいに、要よう塞さいの入口から、黄金色に輝かがやく軍旗を掲かかげて、輜し重ちよう隊たいが整然と姿をあらわした。その数は、三〇〇に達していないように思われた。あの集中砲ほう火かを受けては、いくら壕ごうに潜ひそんでいても無傷というわけにはいかなかったのだろうか。

「……決戦を挑いどむつもりだな」

　バン・ペール将軍は顎あご髭ひげをなでた。

「一方的に砲ほう火かを浴びせられながら、何時間もたえ抜ぬいた精神は称しよう賛さんに値あたいする。あの者たちは勇士と言えよう。が、その頑がん張ばりもここまでのようだ」

「それにしても……お、女子供ばかりではありませんか」

　マスキール参謀は明らかに狼狽うろたえていた。

　先日、合流を阻そ止しするために戦った自由オレアン軍にも女子供はいた。だが、黄金の地平のように皆みなが皆みな女子供というわけではなかった。民主政思想に転向した軍人や都市労働者などの男が多数いたのだ。さらに言えば、子供はあくまでも作業員で、実際に銃じゆうを持って戦うことはなかった。つまるところが、黄金の地平は革命勢力のなかでも異色の存在だったのである。あるいは、時代の歪ゆがみが産み出した異い形ぎようの集団だろうか。いずれにしても、自分たちが戦っていた相手の正体を知って、マスキールのみならず、討伐軍の兵たち全員に動どう揺ようが走っていた。

　ペールはその澄すんだ瞳ひとみを、深いかなしみで濁にごらせた。

『わたしの息子と同じくらい、いや、それよりもっと小さな子供が、武器を手にして戦っている……なるほど、われらの敵とはあのようなか弱き者たちであったか。しかも、そのような者たちを討うつことが、われらにとっての武功ときた……何たる愚おろかしさか！』

　しかし、いまさら降こう伏ふくを呼びかけても、相手が応じるようには思われなかった。降こう伏ふくするつもりがあるのなら、とっくにしているだろうし、何より、彼女たちのマスケット銃じゆうの先につけられた銃じゆう剣けんが、ペールにこう語っていた。

　ここに姿をあらわしたのは、許しを請こうためではなく、突とつ撃げきを行うためだ、と──。

　非力な彼女たちの突とつ撃げきなど脅きよう威いではない。所しよ詮せんは、追いつめられた上での最後のあがきなのだろうが、そのような状じよう況きように彼女たちを追い込んだのが他の誰だれでもない自分だと痛感すると、ペールは何とも言えない気分になった。

『わたしもまた現実を正視していなかったのだな』

　まさか兵たちに、殺さないように注意して戦えと命じるわけにはいかない。ことここに至ってはやむかたなし。ペールは彼女たちの矜きよう持じに配はい慮りよしながら、自身が思う最善の命を出す。

　敵に騎き馬ば突とつ撃げきをかける、と。

「待ってください」

　異いを唱えたのは、またもやネビンズだった。

「変だとは思いませんか。敵が丁てい寧ねいに舗ほ装そうした道の上を、われわれは状じよう況きように流されるまま歩かされているというか、決戦を強要されているのは敵のほうではなく、実はわれわれのほうというか……罠わなかもしれません。一いつ旦たん、防ぼう御ぎよに回って、敵の出方を窺うかがってみてはどうでしょう」

　充じゆう分ぶんに考える時間がなかったようで、ネビンズの意見は少々抽ちゆう象しよう的てきだった。そのため、ペールにはぴんとこなかった。

「胸きよう甲こう騎き兵へいの衝しよう撃げき力りよくはきみも知っているだろう？……敵にどのような思おも惑わくがあれ、一いつ瞬しゆんにしてそれを粉ふん砕さいする力がある。それに、敵は弱りきっている。突とつ撃げきの好機だ」

「そう思い込まされているのではないか、と申し上げているのです」

「思い込まされる？……よろしい、仮にきみの懸け念ねん通り、われわれの思考力と判断力が敵の支配下にあって、突とつ撃げきを行うように誘ゆう導どうされているのだとしても、それで敵に何の得がある？」

「それはわかりませんが……ではせめて、突とつ撃げきではなく砲ほう撃げきを──」

「ドーロンを突とつ破ぱしたあとに、われわれはティエーブルを攻こう囲いせねばならないのだから、むだ弾だまは撃うてない。そう、戦いはこれだけで終わらない。われわれの本命はティエーブルだ。敵の動きを警けい戒かいして守勢に回り、戦いをこれ以上長引かせるわけにはいかないのだ……先ほどの砲ほう撃げきによって、敵を潰かい走そうさせられなかったことは残念だが、決戦には持ち込めた。短時間でこの戦いを終わらせるには、彼女たちの心意気に応えてやるのが近道だろう」

「しかし」

「ネビンズ副師団長……」

　ペールは責めるような眼つきをした。いや、ペールだけではない。そばにいた兵たちも皆みな同じような眼つきでネビンズを睨にらんだ。ぼろぼろになった女子供が決死の覚かく悟ごで戦いを挑いどんでいる。ならばせめて、その心意気に報むくいてやろう──実のところ、そういうある種の感動に、戦場は支配されていたのである。

　ネビンズは周囲を見回してから、眉び宇うにあきらめを漂ただよわせて、髪かみをかき上げる。理り屈くつではなく感情で軍が動いていると、ようやく悟さとったようだった。

「……わかりました。ではわたしが先せん陣じんを務めましょう」

「きみの軍歴にきずをつけるわけにはいかない。汚よごれ役やくはわたしが務めよう。きみは後こう陣じんで、万が一の事態に備えておいてくれ」

　万が一の事態とは、いったいどのような事態なのだろうか。ペールは自分で言いながら、馬ば鹿か馬ば鹿かしく思った。

『要するにわたしは彼を遠ざけたいのだ……何と狭きよう量りようなことだろう。反論してくれる者こそ、真なる友であるというのに』

　自らの限界を感じながら、ペールは胸きよう甲こう騎き兵へいを並ばせた。背当てと胸当てだけの簡素な鎧よろいを着用した騎き兵へいである。その数は総勢一万六〇〇〇のうちの三分の一に達していた。

　渋しぶ々しぶ立ち去るネビンズを見送りながら、そばにいたマスキールがおずおずと訊たずねた。

「ほんとうに突とつ撃げきするのですか。あのような、か弱き女子供相手に……」

「……いずれにしても、早く終わらせる必要がある」

　彼女たちが掲かかげる黄金旗を見つめながら、ペールは複雑な胸中を表に出さないように注意して、あえて事務的に答えた。するとマスキールは小さく舌打ちし、

「さすがアビリー人だ」

　と軽けい蔑べつを多分に含ふくんだ声で呟つぶやいた。

　ペールは聞こえなかったふりをして、全軍前進を命じた。




　壮そう観かんだった。圧あつ倒とう的てきな数の敵軍が、自分たちに向かってきているのだから。

『しかし突とつ撃げきしてくるのは、前列だけらしい。後列は予備兵力か……』

　ビスカラは敵軍を見つめながら分ぶん析せきする。

　後列には砲ほう兵へいが配置され、その前に歩兵が並んでいる。また、両りよう翼よくには軽けい騎き兵へいが少数ながら配置されており、万が一、前列の胸きよう甲こう騎き兵へいが突とつ破ぱされても、歩兵でこちらの突とつ撃げきを食い止め、両りよう翼よくの軽けい騎き兵へいで側面から攻こう撃げきをかけるつもりなのだろう。なかなかに嫌いやな布ふ陣じんだった。

　向かってくる前列はというと、さらにふたつに列が分けられており、二列目は短たん銃じゆうを持っていなかった。胸きよう甲こう騎き兵へいの戦法は、短たん銃じゆうの射程内に敵を捉とらえると発はつ砲ぽうし、それから機動力を活いかして敵に接近しサーベルで斬きりつけるというものだ。そのため、二列目が短たん銃じゆうを持っていないというのは妙みようである。

『いや、突とつ入にゆうに専念するためか？……なるほど、一列目は銃じゆう撃げきのあとに左右にわかれ、われわれの後ろに回り込むつもりだな。われわれがそれに対応しようとしても、突とつ入にゆうに特化した二列目が正面から突とつ進しんしてくるため、困難になる……いい策だ』

　ビスカラは学生時代に、東洋通の友人に教わった言葉を思い出した。それは獅し子し搏はく兎と──獅し子しは兎うさぎを狩かるにも全力をつくす、である。歴戦の獅し子しは決して敵を侮あなどらない。

　か弱き兎うさぎの集団である輜し重ちよう隊たいは、そのような獅し子したちといまから命のやりとりを行おうというのだ。辛かろうじてその場に踏ふみとどまっていたが、内心、逃にげ出だしたい気持ちでいっぱいだっただろう。だが残念なことに、彼女たちに逃にげ場ばなどないのだ。たとえ、まんまとこの戦場から逃にげおおせたとしても、それからどうやって生きてゆけばいい？　故郷の地は荒あらされ、物資は不足し、飢き餓がが蔓まん延えんしている。さらに言えば、春を売る女ですら、男の激減にともなってあぶれているのだ。

　彼女たちは、生きるために戦わねばならなかった。そして、勝たねばならなかった。

「黄金旗を！」

　ビスカラのもとに軍旗を持ってきたのは少年パトリスだった。彼の顔色は青ざめていて、小さな肩かたが小刻みに震ふるえている。ビスカラは切れ長の眼を細めた。

「怖こわいか」

「あ、はい閣下……ああ、いえ、怖こわくありません！」

「むりはしなくていい。わたしだって怖こわいんだ」

「閣下がですか？　ご冗じよう談だんでしょう」

「ほんとうだ。が、わたしには恐きよう怖ふで震ふるえる資格などない。そのような自分を許すことができないのだ。これまでに自分自身がしてきたことを思えば……そうだ、わたしは何としてもなすべきことをなさねばならない。きみの姉さんのためにも」

　受けとった黄金旗を改めてビスカラは見た。鮮あざやかな茜あかね色いろの生き地じの上に、金糸が波のような形をつくっている。これは実り豊かな、秋の麦畑をあらわしている。豊ほう穣じような大地を、活気に充みちた生活をとり戻もどそうという黄金の地平の精神を象しよう徴ちようしているのだ。

　また、もうひとつの意味がこの旗には隠かくされていた。それはこの金の波を、太陽を反射する海に見立てて、夜明け──すなわち、新時代の到とう来らいを意味していたのだ。

　ビスカラは黄金旗に接せつ吻ぷんして、正面に視線を戻もどした。敵の向こう側に太陽が落ちていて、地平が黄金に染まっている。それは古い時代の落日だ。新たな時代はここから昇のぼるのだ。

「怖こわくて足がすくむときは、わたしを見ろ」

　その言葉を聞いて、はっとパトリスが顔を上げるのと同時に、ビスカラは黄金旗を高く掲かかげた。旗はた竿ざおは槍やりのようになっていて、先せん端たんが鋭えい利りに尖とがっていた。

「全軍、われにつづけ。黄金の地平へ！」




　ビスカラ率いる輜し重ちよう隊たいは横一列になって前進する。楽士の太たい鼓こに合わせていたため、何やら儀ぎ式しき的てきな趣おもむきがあった。行進、と表現したほうがいいのかもしれない。

　相対する討伐軍から、バグパイプの音が響ひびく。彼らも行進を開始したのだ。

　両者はゆっくりと近づいてゆく。突とつ撃げき可能な距きよ離りに達するまでは、あくまでもこの調子である。とはいっても、両者が同時に突とつ撃げきを開始するわけではない。騎き兵へいのほうが歩兵よりずっと遠くから突とつ撃げきをかける。しかも歩兵とは比ひ較かくにならない機動力を有するので、必然的に討伐軍の先制攻こう撃げきが予想された。

　どう甘あまく見積もっても、討伐軍の騎き馬ば突とつ撃げきをビスカラたちは受けきれない。先制攻こう撃げきをされれば、それで終わりである。

「普ふ通つうなら、そうだろうさ」

　望遠鏡で戦場を眺ながめながら、トルエノ輜し重ちよう隊たい長ちようは口こう角かくを上げる。

　彼女は要よう塞さい近くの、ドーロン村にいた。この村は先ほどの砲ほう撃げきをあまり受けていない。いくら砲ほう撃げきの狙ねらいが定まらないとはいえ、おおよその角度ぐらいはつけられるので、無関係な村を巻き込まないようにペールが指示していたのである。

　が、その善意は、ひょっとすると失敗だったのかもしれない。

「準備はできてるの？」

　トルエノは長い襟えり足あしをなびかせて、後ろを振ふり返かえる。村長らしき老いた男がすすみ出てきて、神しん妙みような顔つきのまま言った。

「これですべてだ。もうわれわれには何もない。これから生きてゆく術もな」

「わたしたちに売らなくても、あんたたちの生活はすでに破は綻たんしていたよ。あんたたちが生きてゆくには、現状の体制ではだめだ。搾さく取しゆされるだけなんだから。その意味では、あんたたちは正しい選せん択たくをした。わたしたちが勝利すれば、いまよりきっとよくなるよ」

「いまより悪くなりようがない」

　やせ衰おとろえた老人は、黒ずんだ指で村の奥おくをさした。そこにはこんもりと土をかけられた墓がいくつもあった。

「飢き餓がのせいだ。毎日、人が死んでゆく……昨晩のわれわれの食事を知っているかね。土つち壁かべだ。細かくして、雨水に浸ひたして食べたんだ。あなたには信じられないかもしれないが……」

「土つち壁かべなんて豪ごう勢せいじゃないか。わたしは小さい頃ころ、空腹を満たすためによく土を食べていたよ。壁かべのないところで生活していたからね……欲張って食べすぎたのが悪かったのかな、その頃ころから背は伸のびていない」

　老人はどう言葉を返せばいいのかわからないようで、黙だまり込こんだ。トルエノは墓のほうに視線を送りながら、ぽつりと呟つぶやく。

「変化が必要なんだ……でも、変化を生み出すには力がいる。わたし自身にも……」

　感傷を追おい払はらうかのように、トルエノは手を振ふる。合図だった。彼女の合図を見るなり、村の女たちが一いつ斉せいに馬の尻しりを叩たたく。軍に徴ちよう発はつされることなく村に残されていた牝ひん馬ばである。

　牝ひん馬ばはいきり立ち、次々に村から飛び出して、戦場のほうへ駆かけてゆく。すべての牝ひん馬ばが飛び出すと、それはある種の群れを形成した。

「さて、晴れて職を失った諸君に、わたしから耳よりの情報がある。何と、黄金の地平は輜し重ちよう兵へいを募ぼ集しゆうしている。衣食住の保証つきだよ。手もとの金だけでは不安だと思うなら、わたしについておいで」

　そう言いながら、トルエノは村役場に引き返してゆく。もうすでに彼女は戦場への興味を失い、この戦いのあとに注意が向いていた。いや、次の戦いと言うべきだろうか。




「……馬の群れ？」

　突とつ撃げきの号令をかけようとしたそのとき、ペールは砂すな埃ぼこりを巻き上げてこちらに向かってくる馬の群れを認めた。ドーロン村から疾しつ走そうしてきた牝ひん馬ばである。

　──突とつ然ぜん、討伐軍の軍馬が暴れ出した。

　わめくように嘶いななきながら、興奮して前足を上げる軍馬。今度ばかりはペールをもってしても押おさえきれず、彼は馬から振ふり落おとされた。同様に多数の兵も振ふり落おとされる。

　乗り手を失うとさらに軍馬はわれを忘れ、近づく兵士を蹴けり飛とばした。それどころか、落馬した兵士の脚あしやら腕うでやらを踏ふみつけ、重傷を負わせる。もともと気き性しようの荒あらいじゃじゃ馬だったとはいえ、これは度を超こしている。

「何が起きている！」

　焦あせりをあらわにペールは叫さけんだ。

「何かが起きています！」

　胸きよう甲こうを身につけた連隊長が、とにかくそう答えた。それだけ混乱していたということなのだろうが、いくら何でも動転しすぎである。馬乗りならばすぐに気づかなくてはならない。

　この時期が──馬の発情期であることを。

　討伐軍の軍馬は数を揃そろえるために去勢していない牡ぼ馬ばを使用している。発情期でありながら去勢していない軍馬……牝ひん馬ばの群れを見つけて、興奮状態に陥おちいってしまっても仕方ない。

　敵を目前にして、にわかに統制を失う討伐軍。牝ひん馬ばの群れが進路を変えて、ドーロン要よう塞さいの方角へ向かってくれれば、ひょっとしたら一時的な混乱で済んだのかもしれないが、その望みを絶つかのように、輜し重ちよう隊たいが空に向かって発はつ砲ぽうした。突とつ然ぜんの銃じゆう声せいに怯おびえた牝ひん馬ばは、発はつ砲ぽうのあった要よう塞さいの方角を避さけて、討伐軍のほうへ猛もう然ぜんと疾しつ走そうする。

「まずい……退け！」

　直感的に危機を悟さとったペールは後退を命じる。だが、この状じよう況きようでどうやって後退すればよいのだろう。暴れる馬に乗って？　むりな話だ。馬をすてて？　それこそ、あり得ない。なぜなら馬をすてて逃にげるというのは、騎き兵へいにとって最大級の恥はじだからだ。じゃじゃ馬を乗りこなすのが騎き兵へいの誉ほまれなどと嘯うそぶいていた彼らが従うわけがない。

　案の定、騎き兵へいたちはじゃじゃ馬どころか暴れ馬と化した軍馬にまたがろうとする。じゃじゃ馬で名めい誉よが得られるのなら、暴れ馬だと何が得られるのだろう。とにかく、彼らは無む謀ぼうな挑ちよう戦せんを試み、言うまでもなく失敗した。

　彼らがもたついているあいだに、牝ひん馬ばの群れが胸きよう甲こう騎き兵へいの列に突とつ入にゆうした。

　牝ひん馬ば──いやそれはもう猛もう獣じゆうの群れと言っていい。その猛もう獣じゆうの群れは、けたたましい地じ響ひびきを轟とどろかして、戦列を突つっ切きってゆく。振ふり落おとされ、地べたを這はいつくばっていた兵は悲ひ惨さんだった。大雨のように降ってくるひづめの感かん触しよくを、その身をもって味わわなければならなかったのだから……念のために言っておくが、馬に踏ふまれて死ぬのは、馬をすてて逃にげ出だすより、遥はるかに恥はずべきことである。

　軍馬は牝ひん馬ばを追いかけて、走りはじめる。女の尻しりを追いかけるとはこのことか。いずれにしても、落馬を何とかまぬがれて、軍馬にしがみついていた兵にとっては、たまったものではなかった。

「誰だれか止めてくれ！」

　必死にしがみついていた兵が悲鳴を上げる。だが、誰だれにもどうすることもできない。おそらく神だって彼を救えなかっただろう。人を乗せていようがお構いなく、馬の群れは奔ほん流りゆうとなって逃にげ惑まどう兵たちの悲鳴を吞のみ込こんでいった。

　前列は一気に決けつ壊かいする。次の目標は後列だった。激流が、予備戦力として前列より後方で布ふ陣じんしていたネビンズたちに襲おそいかかる。しかし──。

「方ほう陣じんを敷しけ！」

　若き将軍ネビンズは、瞬しゆん時じに対応策を講じる。部隊ごとに方形に並ばせて、それからマスケット銃じゆうの銃じゆう剣けんを外側に突つき出ださせるというものだった。馬には、尖とがった剣けん先さきを嫌きらう傾けい向こうがある。そのため、ある種の針の山のような陣じん形けいを組むと、馬の突とつ入にゆうを防げるのだ。彼はこの策によって、自分たちに襲おそいかかる激流をやり過ごそうとしたのだが、前列の混乱が後列にもすでに伝でん播ぱしており、彼の命令はゆき届かなかった。結局、手近の二個連隊が彼の命令に従っただけで、それだけでは焼け石に水だった。

「隊列を乱すな、それこそ敵の思うつぼだ。敵は混乱に乗じて、突とつ撃げきをしかけてくるぞ」

　あるいは、ネビンズもまた混乱していたのかもしれない。これまで冴さえ渡わたる読みをみせていたのに、今回の予想は外れてしまったのだ。そう、攻こう撃げきをしかけてきたのは、要よう塞さいだった。

「ありったけの砲ほう弾だんをお見み舞まいしろ。下手に狙ねらうな、敵の顔を見るな、とにかく撃うて！」

　指揮を執とっていたキネット・キトルが号令をかけると、いまのいままで沈ちん黙もくを守っていた要よう塞さいが突とつ如じよとして砲ほう撃げきを行う。砲ほう兵へいが潜ひそんでいたのだ。ビスカラはすべての兵員を率いてはいなかったのである。

　要よう塞さいから放たれた砲ほう弾だんが地面に激げき突とつすると、なかから小さな子弾がはじけ飛び、周囲の兵を貫つらぬいた。対人用の散さん弾だん──ぶどう弾だった。

　ぶどう弾だんはいままで温存していたと言わんばかりに次から次へと、討伐軍めがけて撃うち込こまれる。恐きよう慌こう状態に陥おちいり、統制を完全に失った討伐軍はやられるがままだった。

　頭を踏ふみつぶされた者、腕うでを失った者、体中に子弾を浴びて穴をつくった者、多くの死者が人の尊厳を喪そう失しつして、物体として戦場に転がっている。英えい雄ゆう譚たんで語られるような輝かがやかしい戦場などどこにもなかった。ここにあるのは血と煙けむりにまみれた戦場だった。だが、事実として、英えい雄ゆうはこのような戦場から誕生する。

　アルベール・マイヤンス・バン・ビスカラが歴史の表おもて舞ぶ台たいに登場するのも、ここからである。

「突とつ撃げき！」

　雨のような砲ほう撃げきがやむと、ビスカラは猛もう然ぜんと敵に向かって走り出した。

　輜し重ちよう隊たいも彼のあとにつづく。が、パトリスはどうしてもその場から動くことができなかった。まだ一三歳の少年なのだ、どれだけ戦う意志があっても、実際の戦場を目の当たりにすれば、怯おびえが勝ってしまう。

　パトリスは幼さの残った顔を上げる。視界に入ったのは、ビスカラがサーベルを抜ぬいて、大おお柄がらの敵兵と斬きり合あう光景だった。黄金旗をもう片方の手で持っているので、なかなか戦いにくそうだったが、決して手放そうとはしない。軍旗とは自分たちの象しよう徴ちようであり、同時に命よりも重たいものなのだ。軍旗が敵の手に渡わたりでもしたら、味方の士気が落ちる。何度かの剣けん戟げきののち、ビスカラのサーベルが折れた。だが、彼は怯ひるまなかった。普ふ段だんの知的で涼すずしげな印象をうち消すかのように、獰どう猛もうな顔つきで咆ほう哮こうすると、そのまま折れたサーベルの柄つかで自分より体格のよい敵兵を殴なぐり飛とばした。敵兵は歯を空中に散らして、意識を失った。

「勝利はすぐそこだ！」

　敵兵のサーベルを奪うばいとり、黄金旗を掲かかげてビスカラは走る。彼に道を譲ゆずるかのように白はく煙えんが左右に退いてゆく。何が彼をそうまでさせるのか、パトリスには、実のところよくわからなかった。しかしひとつだけわかることがあった。

　それは、自分はただこの黒くろ髪かみの若き英えい雄ゆうについてゆけばいい──ということだった。

　少年パトリスは、ビスカラの背に向かって駆かけ出だした。




「……どうすれば」

　いいようにやられる討伐軍を、地に両りよう膝ひざをついて愕がく然ぜんと眺ながめながら、ペールは呟つぶやいた。やるべきことはすべてやった。その結果が、一万六〇〇〇からなる大軍の崩ほう壊かいである。悪い夢なら覚めて欲しかった。

「閣下、早く退たい却きやくを！」

　マスキールはこめかみに血管を浮うき立たたせて叫さけんだ。が、次の瞬しゆん間かんに、小さなうめき声を発して、白目をむく。

「どうした」

　ペールが訊たずねてもマスキールは返事をしなかった。いや、もうできなくなっていたのだ。マスキールはまるで糸が切れた人形のように、頭から地面に倒たおれた。彼の背中にはサーベルが突つき刺ささっていた。

　ゆっくりとペールは見上げる。

　黒のフロックを血に染めたビスカラが、言葉なくペールを見下ろしていた。

　血の気が引いてゆくのがわかった。

　その涼すずしげな目もと、通った鼻筋、自分と同じ髪かみの色……いったいどうすれば、彼のことを忘れられるだろうか。

　ペールは青ざめた顔で、さらに声を震ふるわせて、愛すべきわが子の名を呼んだ。

「ア、アルベール……」

　無言のままビスカラは黄金旗を握にぎりしめ、その槍やり状じように尖とがった先せん端たんをペールの喉のどもとに向ける。

　眉び宇うに漂ただよう謎なぞは霧む散さんした。状じよう況きようが明快な解答を用意している。自分の息子は敵だったのだ。そして敵将である自分の首しゆ級きゆうを欲しているのだ。

　思えば、人一倍正義感の強い子だった。学校に入れたのも、彼が社会のためになることをしたいと熱望したからだった。そういう息子をペールは誇ほこりに思っていたし、将来を楽しみにしていた。

　どこで間ま違ちがったのだろう、とペールは思った。が、すぐにその考えを否定した。べつに間ま違ちがってはいない。ただ自分たち親子は同じ気持ちを抱いだきながら、異なった道を選んだのだ。社会のために自分は体制の維い持じを、息子は体制の変革を……。

　ペールは何か言おうとしたが、言葉が見つからなかった。わが子に命を狙ねらわれたとき、父親としてはどのような感情を抱いだけばいいのだろう。怒いかりだろうか、かなしみだろうか、それともべつの……。

　ふと、旗の先が震ふるえていることに気づいた。ペールははっとした表情になって、改めてわが子を見る。ビスカラはその視線から逃のがれようと顔を伏ふせた。しかしもう遅おそかった。冷れい酷こくで、変革のためには容よう赦しやのない主義者……おそらくビスカラはそんなふうに自分を見せて、彼自身の甘あまさを否定したかったのだろうが、相手が悪かった。ちらと表情を見ただけで、ペールはビスカラの心を悟さとった。同時に、迷えるわが子に言うべき言葉も見つけた。

「……そんな顔をするな。おまえも、やるべきことをやれ」

　と言って、ペールはわが子に微ほほ笑えみかけた。父親らしい、厳しくもやさしい微び笑しようだった。

　肯うなずくビスカラの顔はしわくちゃで、涙なみだがぽろぽろとこぼれていた。

　長い、あまりにも長い沈ちん黙もくのあと、ようやくビスカラは涙なみだをぬぐって、自らを奮い立たせるかのように、喉のどが壊こわれるほどの大きな声を発した。そんな息子を眼に焼きつけ、ペールは不思議なほど穏おだやかな気持ちで瞼まぶたを閉じた。それほど悪い人生ではなかった。ふと、そう思った。

　──そして、黄金旗に鮮せん血けつが走った。







　戦せん闘とうは終わった。山のように死体が転がり、ハゲタカがその肉を食らっている。

　黄金の地平と討伐軍はともに半数の兵を失ったが、どちらがこの戦場における勝利者であるのかは明らかだった。だがビスカラは、よろこぶ気には到とう底ていなれなかった。自分の父親を殺したのである。無む邪じや気きによろこべるわけがない。

　ビスカラは地に横たわるペールを見つめていた。ふと、ペールの死体に影かげがさす。顔を上げると、あの緋ひ色いろの女がそばに立っていた。

「ドーン・マイヤンス・バン・ペール……たしかに犠ぎ牲せいを確かく認にんしたわ」

「こんなことに何の意味がある」

「意味？……最初に言ったでしょう。リテイクには犠ぎ牲せいを必要とする。それも、あなたが大切に思う身近な人間を……今回は犠ぎ牲せい者しやが敵でよかったわね。あなたも心情的に楽でしょう」

「ふざけるな！」

　瞬しゆん間かん的てきに感情が爆ばく発はつし、ビスカラは怒ど鳴なりつけた。しかし女は、燃えるような髪かみを風になびかせて、悠ゆう然ぜんとしている。褐かつ色しよくの肌はだと相まって、何ともミステリアスな雰ふん囲い気きがあった。

「ねえ、何を怒おこっているの？　最終的に決めたのはあなたじゃない。ティエーブル陥かん落らくの歴史をやりなおすために、自分の父親をさし出す──と」

「わかっている。だが……なぜ父でなくてはならなかったんだ」

「父親でなければよかったのかしら」

　女は大きな瞳ひとみをビスカラに向けた。あやしい光が波のように瞳ひとみの上で耀かがよう。それはビスカラに美しさを感じさせるのと同時に、不思議な、言いしれぬ恐おそろしさを背筋の辺りに走らせた。

「……社会全体のために、多数のために、やむなく少数を犠ぎ牲せいにする。指導的立場にある人間はよくそう言って、少数を切り捨てることで問題の解決をはかるわ。けれど犠ぎ牲せいになるのはいつも抑よく圧あつされる民衆だけ。そんなの不公平だと思わない？……自ら範はんを示して、その痛みを知りなさい。そうやってあなたは完全なる指導者になるの」

「いつ、誰だれが、そんなものになりたいと貴様に頼たのんだ！」

「怒ど鳴なってもむだ。これはすでに決定されているの。歴史の流れを加速させるため、人類社会を以前より高度に発展させるためにね……さあ、ビスカラ。個人の幸福は全体の幸福に捧ささげなさい。そこに無上のよろこびを見み出いだしなさい。それがあなたの、いいえ……」

　女はビスカラの首にしなやかな指を当てると、巻かれていたクラバットをさっとほどいた。

「因子を持つ──英えい雄ゆうの使命なのだから」

　ビスカラの首にある縄なわで絞しめられた痕あとのようなものが、なぜか白く発光していた。




　その一方で──。

　潰かい走そうする自軍を何とかまとめ上げたネビンズは、二日後の七月一六日に、モールソン元帥率いるガーリール攻こう略りやく軍ぐんとの合流を果たした。元帥はドーロンの戦いの報告を受け、急いで引き返してきたのだ。

　山やま間あいの、狭せまくぬかるんだ道だった。冷たい雨が降っていた。

「ネビンズ副師団長！」

　兵をかき分けながら、モールソン元帥が大おお股またで向かってくる。いつになく張りつめた顔をしていた。ネビンズは憔しよう悴すいしきっていて、立っているのがやっとという様子だったが、それでも姿勢を正し、深々と頭を下げた。

「弁明の余地もありません、閣下。わたしは多くの兵を失わせてしまいました。何なりとご沙さ汰たを──」

「そのようなことはいい！」

　するとモールソン元帥は、ネビンズを強く抱ほう擁ようした。その思いがけない元帥の行動に、ネビンズは狼ろう狽ばいする。元帥のやけに分厚い胸に顔をうずめながら。

「あ、あの、閣下？……」

「いい、何も言うな。よくぞ生きて戻もどってきてくれた。よくぞ……」

　モールソンは繰くり返かえし「よくぞ」と言いながら、ごつごつとした太い指で濡ぬれたネビンズの金きん髪ぱつを労いたわるようになでた。まるで子供扱あつかいである。

　にわかに気き恥はずかしくなったネビンズは元帥から離はなれようとしたのだが、馬ば鹿か力ぢからで押おさえつけられていたために身動きがとれなかった。片手でこれほどの力があるとは、猛もう将しようの異い名みようは伊だ達てではないらしい。もっとも近年は、猛もう将しようより猪いのししのほうで通っているのだが。

　ふとモールソンは、兵たちのほうに顔をやった。もう誰だれも馬に乗っていない。雨に降られているが、恥ち辱じよくは流されないようで、皆みな、沈ちん痛つうな面おも持もちである。

　ようやくネビンズを解放すると、モールソンは彼らに向かって言った。

「愛すべき兵たちよ、わが家族よ、諸君は立派に戦った。たしかに破れはしたが、王朝のため身命を賭として戦った諸君を、何なん人ぴとが責められようか！　もし、諸君に責を問う不ふ逞ていな輩やからがあらわれたら、そのときはわたしが盾たてとなり、必ずや諸君の名めい誉よを守ると、ここに誓せい約やくしよう！」

　その言葉は、まさかの大敗を喫きつし、惨みじめな思いをして逃にげ帰かえってきた兵たちにとっては、何よりの暖となった。モールソンがなぜ元帥になれたのか、ネビンズはようやくわかったような気がした。

　元帥はネビンズに視線を戻もどした。

「これより、われわれは旧都ロワ・レ・アルに向かう。あそこには守備隊がいるから、彼らときみが救ってくれた兵たちとで、新たに師団を編成する。にわかづくりの混成師団となるだろうが、やむを得まい……そこで、と言ったら変だが、バン・ネビンズ、きみに師団長を務めてもらいたい」

「わ、わたしがですか」

　ネビンズは驚おどろきをあらわにした。それもそうだろう、負けて帰ってきたら昇しよう進しんしたのだ。当然のように受け止められる人間がいれば、それこそ驚きよう愕がくである。

「他の戦場に師団長階級はことごとくとられていてな、手の空いている者がいないのだ。であれば、ペール将軍の薫くん陶とう篤あついきみが、その穴を埋うめるべきだろう。いや……篤あつかったと言わなくてはならないのか」

「……お救いできなかったのが、残念です。将軍はわたしにとって、軍における父親といっても過言ではないお方でしたので」

　ネビンズは力なく顔を伏ふせた。己おのれの無力さを責めるように、雨が肩かたをうつ。その肩かたを、モールソンは強く摑つかんだ。

「ペール将軍の戦死は一個師団の喪そう失しつに等しい。われわれはいま危機的状じよう況きようにある。このような状じよう況きようを脱だつするには、きみのような若く、才気溢あふれる人材が必要なのだ。師団長ともなれば、きみのその才を存分に発揮できることだろう。どうか、ペール将軍の無念を晴らすためにも、引き受けてくれないだろうか」

「閣下……わたしのような者でもお役に立てるというのであれば、微び力りよくながら尽じん力りよくさせていただきます」

「そうか、引き受けてくれるか」

　満足そうに笑ってから、元帥はひとりの将校を呼び寄せた。可か憐れんな容姿とは裏腹にやけに眼力のある女だった。歯に衣きぬ着きせぬ物言いで、元帥を激げつ昂こうさせていたあの女参謀である。

「彼女が、きみの参謀を務める──」

「リリアドロ参謀です。雑用上がりの新米参謀ですが、にわかづくりの師団にはちょうどいい配役でありましょう。どうぞよろしく」

　元帥の発言を遮さえぎった上に、かなり棘とげのある言葉を新しい上官に向かって放言して、しかし洗練された仕草でリリアドロは敬礼した。ネビンズは困こん惑わくを笑みに滲にじませて言った。

「……まあ、お手て柔やわらかに」







　ドーロンの戦い自体は終わったが、これですべてが終わったわけではない。討伐軍が旧都に引き返し、戦力を補ほ充じゆうするという知らせは、ティエーブル市庁舎で戦勝報告をしていたビスカラのもとにも届き、彼は新たなる戦いを予感した。

「ただ迎げい撃げきするだけではだめなようです」

　ビスカラは鋭するどい眼まなざしで、肘ひじかけに上半身を丸ごと預けるようにして座っていたラスカリナを見る。するとその怠たい惰だな白金の妖よう精せいは、どこか遠くのほうを見つめながら呟つぶやいた。

「……そなたと、ほんものの蒸気機関車を見にいくと約束していたが、どうやら予定が早まりそうだ」

　それは、黄金の地平指導者ラスカリナ・ド・ガーリールが、はじめて旧都への進軍を示し唆さした瞬しゆん間かんだった。

　経けい暦れき一七八九年七月一九日のことである。

　……戦いはつづく。
















　われわれはドレソン人でも、ルード人でも、オレアン人でもない。クロバンス国民である。


アルベール・マイヤンス・バン・ビスカラ『国民宣言』









　経けい暦れき一七八九年九月末、黄金の地平において組織改編の動きが起きた。

　先のドーロンにおける奇き跡せき的てきな勝利によって、黄金の地平に帰順する地域が増え、クロバンス王国東北部はほぼ黄金の地平の支配領域となった。この結果、文官の仕事量が激増し、事務的あるいは内政的な仕事を担当する各長が有機的に結びつく必要が生まれた。

　そこでトルエノ輜し重ちよう隊たい長ちようは、黄金の地平指導者ラスカリナに事務局新設についての意見書を提出した。どのような内容かというと、要するに、主計長や輜し重ちよう隊たい長ちようなどの事務方の長を事務局の局員にして、連れん絡らくを密にし、総合的な内政運営を可能にする。また、事務方すべての長として事務総長を置き、これにビスカラを就任させる──というものだった。

「……そなたの考えはわかっている。わたしから権限を奪うばい、何の実権も持たぬただの飾かざりにしたいのであろう」

　ラスカリナは、透すけてしまいそうなほど薄うすい白しら絹ぎぬのシュミーズを着て──つまり肌はだ着ぎ姿すがたで、天てん蓋がいのついたベッドで投げやりに四し肢しを放り出していた。不真面目きわまりない態度だったが、意見書を持ってきたトルエノはとくに何も言わなかった。彼女も彼女で、床ゆかの上であぐらをかき、じゃれつく猫ねこをなでながら眠ねむたそうに欠伸あくびをしていたのだから。

　ここはガーリール州都サン＝タバリエのプラテル女じよ侯こう邸てい宅たく──つまり、ラスカリナの自じ邸ていだった。朝であるのにカーテンが閉められていて薄うす暗ぐらい。ラスカリナは太陽の光を受けると、肌はだが炎えん症しようを起こしてしまうので、つねに陽光を避さけている。
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「へえ、どうしてそう思うの？」

　まったくラスカリナのほうに視線をやらず、猫ねこばかりに注意を向けながらトルエノはいかにもぞんざいな口調で訊たずねた。仮にもラスカリナは黄金の地平の指導者である。不ふ遜そんな態度で質問するなど、叱しつ責せきを受けて然しかるべきなのだが、ラスカリナはとくに咎とがめようとしなかった。

「この意見書を読む限り、財務、人事、流通、土木……軍務を除いたほぼすべてが、事務局とやらに統とう括かつされることになっている。しかも事務局の最高決定権が事務総長にあるときた。ここまでお膳ぜん立だてされれば、誰だれでもわかる」

「仮にそうだったとして、何がいけないのかな。いまは戦時だ。しかも、きわめて不利な戦せん況きようにある。この危機を乗りきるには、いまみたいに分ぶん裂れつしていちゃいけない。組織をまとめ上げるための強い権限を持った何かが必要だ……この前の茶番劇を繰くり返かえさないためにもね」

「あの件か……」

　ラスカリナは身を起こして、自分にまとわりつく長い髪かみを払はらった。その際にシュミーズの肩かた紐ひもがずれ、美術作品のように美しい胸もとがあらわになったが、彼女は特段それをなおそうとはしなかった。面めん倒どうくさかったからではない。肌はだの美しさに自信があったからだ。




　……それは先月はじめのことだ。

　戦力を整えるべくガーリールに戻もどってきた黄金の地平は、勝利をよろこぶ民衆の歓かん声せいを受けるより前に、ある問題の解決を迫せまられることになった。食糧の確保である。

　というのも、ブルジョワとりわけ富農が、穀物価格のつり上げを企き図として、穀物の買かい占しめと退たい蔵ぞうを行ったため、市場から穀物が姿を消していたのである。一いつ般ぱん市民はもちろんのこと、旧都ロワ・レ・アルへの遠えん征せいを考えている黄金の地平にとっても、痛手だった。なにせ兵ひよう糧ろうが確保できないのだから。

　これを解決するため、バン・ギイ老将が腹案を携たずさえて、ベルナレット副長のもとを訪れた。

　彼は七〇年戦争では隣りん国ごくカラチ・ウルファの侵しん攻こうを何度も防いだ華はな々ばなしい経歴の持ち主なのだが、近年は病気がちになり、戦場に出る機会がなくなっている。ドーロンの戦いのあいだ、ガーリール守備の指揮を執とっていたが、それも病びよう床しようからだった。ラスカリナの家臣であったことから黄金の地平に参加しており、顧こ問もんという立場にある。

「副長殿どの、このような老い先短い老人のために貴重なお時間を割さいていただき、恐きよう悦えつ至し極ごくに存じます」

　瘦やせ細ほそり、骨と皮だけになった老将は、杖つえにしがみついて立っていた。脚あしがつねに震ふるえている。さすがにベルナレットは気の毒に思って着席するようすすめたが、老将はそれを無視して言葉をつづけた。いや、無視というより、単純に耳が遠くて聞こえなかったのだろう。

「食しよく糧りようの不足、これは重大な問題です。腹が減っては戦いくさはできぬと古来から申します通り、きわめて重大な問題なのです」

「……繰くり返かえしご主張なさらなくても、ことの重大さは理解しているつもりです」

「それは大変結構。ご成長なさいましたなあ、副長殿どの」

　ギイは満足そうに肯うなずく。ベルナレットがやや困こん惑わくした表情を浮うかべても、一いつ顧こだにしなかった。耳だけでなく、眼まで悪いらしい。

「老人が若い者のすることにとやかく口を出すのは、いかがなものかと思いましたが、お嬢じよう様さまが天下を狙ねらわれるこの大一番、わたしも最後のご奉ほう公こうと腹を決め、老体に鞭むちを打って一案をお持ちいたしました」

「べつにラスカリナ様は天下を狙ねらっているわけではなく、民主革命を──」

「それでどのような案をお持ちしたかと申しますと」

　老人は他人の話を聞かない。彼は自分のテンポを守りつづけた。

「価格の統一です。われらの支配地域においては穀物の値ねをある価格で固定するのです。そうすれば、いくら退たい蔵ぞうしても価格は固定されたまま動かないので、富農も価格のつり上げを諦あきらめて、市場に穀物を流すことでしょう」

　その提案を聞いて、ベルナレットは少し意外な気持ちになった。もっととんでもない提案を聞かされるものだと思っていたのだ。

「……一考する余地があるかもしれません。幹部を集めて、指導部会にかけましょう」

「僭せん越えつながら副長殿どの、これを会議に持ち込めば、かの小こ癪しやくなアビリー人に越えつ権けん行こう為いだの何だのと言われて、実行権を奪うばわれてしまうのではありますまいか。そうなれば、手て柄がらはかの者にひとり占じめされてしまいますぞ」

「顧こ問もん、あなたはちゃんと恥はじを知っている方です。であれば、アビリー人などではなくビスカラ主計長と──」

「あのアビリーのならず者が！　代々この地において憎にくき異教徒どもと戦ってきた栄光あるラ・ピュセル家を食い物にしようというのなら、このギョーム・ビヨー・バン・ギイ、たとえ刺さし違ちがえてでも……ごほっ、ごほっ！」

　興奮のあまりギイ老将はむせた。その頼たよりない背中をさすりながら、ベルナレットは何とも言えぬ顔でため息をついた。

　しかしこの老人の懸け念ねんは、まったくの妄もう想そうとも言いきれなかった。ビスカラは、彼の論文において度たび々たび自由経済を奨しよう励れいしている。価格統一という統制的な提案に、彼が耳を傾かたむけるとは思われなかった。実行権を奪うばって、そのまま放置し、結果的に価格統一を失敗させる……それぐらいはやるかもしれない。

　ベルナレットは、少しのせられた気がしなくもなかったが、直接ラスカリナのもとに赴おもむいて、価格統一の裁可を求めた。指導部会を開くよう結局は言われるのではないかと危き惧ぐしたが、ラスカリナはその場で承しよう諾だくした。というのも、ラスカリナはラスカリナで、これ以上文と武、つまりビスカラとベルナレットが衝しよう突とつするのを避さけたかったのである。ベルナレットが文官の所管する業務について進言してきたとなると、ビスカラは黙だまっていないだろう。が、現状、これよりよい策があるとは思われない。そうなると、指導者権限で価格統一を裁可し、事後的にビスカラに伝えるしかなかったのだ。

　さっそく価格統一令が発布され、黄金の地平の支配地域においては穀物価格が引き下げられた。これに伴ともない、パン一いつ斤きん三五シルだったのが、一挙に四シルまで下落した。

　しかし状じよう況きようは何ひとつとして改善されなかった。

　それもそのはずである。所しよ詮せん黄金の地平は反乱勢力だ。いつまでもこの支配体制がつづくとは限らないので、富農たちは焦あせって退たい蔵ぞうした穀物を売る必要がなかったのである。さらに言えば、市場はひとつではない。黄金の地平支配地域以外では、相変わらず穀物価格が上じよう昇しようしている。いざとなれば、こちらに流せばいいのだ。

「当たり前のことじゃないか！」

　ビスカラは声を荒あららげた。その怒ど声せいを一身に浴びたベルナレットは、涙なみだぼくろのある目め尻じりに申し訳なさを含ふくんで、うつむいた。いつもの凜りんとした雰ふん囲い気きはなかった。

　たしかに経済学が今日ほど一般的ではなかった時代だ。経済政策自体が試し行こう錯さく誤ごの段階であり、宮きゆう廷ていなどでは価格の高こう騰とうした穀物を買いつけるために、紙し幣へいを大量に刷するという現代の感覚で言えばきわめて愚おろかな政策を実行し、インフレを招いたことがあった。高こう騰とうしている物価を、さらにつり上げてしまったのだ。これにより宮きゆう廷ていは、せっかく財政改革の目玉として導入した紙し幣へいを急きゆう遽きよとりやめ、金属硬こう貨かに戻もどして、物価の混乱に対応するはめになった。

　宮きゆう廷ていの愚ぐ策さくにくらべれば、価格統一令はまだましとは言えるが、資本主義経済に明るいビスカラにとっては、両者とも理解し難がたい近視眼に思われたのである。その上──。

「とんでもないことをしてくれたな。われわれの軍資金がどこから出ているか、おまえは知っているか。おれは主計長だからよく知っている。ブルジョワだ！　彼ら中産階級の支し援えんあって、われわれは成り立っているのに、その彼らに楯たて突ついてどうする」

　このような事情もあったのだ。

　しかしベルナレットにも意見──あるいは言い訳があった。

「労農階級は過か酷こくな状じよう況きように立たされている。穀物価格の高こう騰とうによって、一週間働いてパンがひとつ買えるかどうかという有あり様さまだ。都市部の労農階級でこれだぞ。農村なぞもっと悲ひ惨さんだ。土地も荒あれ、人も流出し、飢き餓がで苦しんでいる。とにかく早く手を打たねばならない」

「知ってはいるが、それがクロバンス全体の問題である以上、一地域、一地方の反乱勢力では、どうすることもできない。少なくとも、いまはできない」

「見すてろと言うのか！」

「そうは言っていない。なぜわかってくれない」

　にわかに気色ばんだふたりを、致ち命めい的てきな衝しよう突とつから救ったのは、ある急報だった。

　ふたりが睨にらみ合あう部屋に息せき切って駆かけ込こんできた女兵士はこう言った。キネット・キトル率いる前ぜん衛えい隊たいが勝手に富農の家々を襲しゆう撃げきした、と。

　前衛隊──それは、先のドーロンの戦いにおいて生き残った輜し重ちよう隊たいの面々が、自らその武勇をたたえて、自分たちこそ革命の前衛を務める『前衛隊』だと名乗り出したことにはじまる。彼女らは隊長のキネット・キトル・ルバテ同様、熱心なビスカラ支持者であり、また、熱ねつ狂きよう的てきな民主政思想者だった。要するに過激派だ。

　彼女らは過激派らしく、穀物をしまい込む富農を民主政の敵と一方的に見なし、強制的な徴ちよう発はつを敢かん行こうした。抵てい抗こうしようものなら路上に引きずり出し、集団で暴行を加えた。奇き跡せき的てきに死者は出さなかったものの、重軽傷者は四三〇名に及およんだ。前衛隊の三倍に近い数である。

　もちろん、そんなに富農がいたわけではない。四三〇名のうち富農は二〇名程度で、残りは平均よりやや裕ゆう福ふくであったが、決して富農というわけではなかった。なぜ富農ではない人々まで襲おそったのかというと、彼女たちのなかで富農についての定義が定まっておらず、新しい農機具を所持していたり、身なりがきちんとしていたら、それだけで富農と見なされたからだった。

「これは民衆の怒いかりだ！　封ほう建けん主義者どもよ、革命の鉄てつ槌ついを受けるがいい！」

　キネット・キトルの言葉は、借りてきた言葉のようにどこか空々しい。

　片側だけで結んだ髪かみ、そして愛あい嬌きようのある顔立ち。彼女からは潑はつ剌らつとした少女のような印象を受ける。そのせいか？……いや違ちがう。彼女の思想そのものが借りものであり、真の意味で彼女は民主政というものを理解していなかったからだ。巨悪の権力者を打だ倒とうする──はっきり言って、彼女の思想はその程度である。そしてそれは、前衛隊全員にも言えた。

　いずれにしても、すて置くわけにはいかない。ベルナレットはまだ肩かたで息をする女兵士に指示を出した。

「急ぎフェリシー連隊長に伝えよ。前衛隊を解散させてこい、と」

「よりにもよって、フェリシーだって？　無茶だ。おれに任せろ」

　しかしベルナレットは、ビスカラの言葉を無視し、再び女兵士を走らせた。このところ手て柄がらとは無む縁えんだったフェリシーに何とかその機会を与えてやりたいという思いと、価格統一令の失敗によって、にわかに経済音おん痴ちという瑕きずがついた自身の名めい誉よを挽ばん回かいしたいという気き概がいが融ゆう合ごうした結果の命令だったのだが、残念ながら、これもまた失敗だった。

　フェリシーといえば、ベルナレットの腹心で、忠誠心のあまり軍議の席でビスカラに嚙かみついていた人物である。そのような者を、ビスカラを英えい雄ゆうとたたえる前衛隊の鎮ちん圧あつに向かわせれば、よからぬ疑義を抱いだいて前衛隊が反発するのは必至である。成功するはずがない。

　事実、フェリシーが少数の部隊を率いて、広場で檄げきを飛ばしていた前衛隊をとり囲むと、前衛隊も武器をとって抵てい抗こうの意思を示した。

「前衛隊と自じ称しようする輜し重ちよう隊たいの諸君、あなたたちの軽けい率そつな行こう為いによって、われわれ黄金の地平の名声は地に落ちようとしているわ。あなたたちでも猿さる以上の頭脳とひと握にぎりの羞しゆう恥ち心しんぐらいは持っているでしょう？　なら、即そつ刻こく武装を解除し、投降しなさい」

　フェリシーの言葉は、説得にしては挑ちよう発はつ的てきだった。いや言葉だけではなく、態度も挑ちよう発はつ的てきだった。その細い腰こしに手を当て、小こ馬ば鹿かにするような顔つきをしていた。

「投降とはどういう意味だ！　われわれはだらしのない指導部にかわって、革命を遂すい行こうしているのだ。おまえたちに掣せい肘ちゆうを加えられるいわれなど何ひとつとしてない！　立ち去れ、帰れ、ベルナレットの犬！」

　キネット・キトルが応戦とばかりに叫さけんだ。すると前衛隊の女たちも口々に「立ち去れ、帰れ、ベルナレットの犬！」と放言し、広場は喧けん々けん囂ごう々ごうたる雰ふん囲い気きに包まれた。

「言ったわね、このアビリーの手下が！」

　両隊ともにマスケット銃じゆうを構える。緊きん張ちようが走った。黄金の地平同士で抗こう争そうするなどあってはならないことだが、もはやこうなってしまった以上、引っ込みがつかなかった。

　彼女が登場する以外には。

「双そう方ほうとも武器を収めよ。諸君の銃じゆう口こうは友に向けるものではない！」

　大きな傘かさをさしたラスカリナが一いつ喝かつした。後ろには馬車があって、表情に疲ひ労ろう感かんを滲にじませたビスカラが馬のそばに立っていた。彼は、このような事態に陥おちいるかもしれないと予感して、ベルナレットには内密にラスカリナを連れ出し、馬車を走らせてきたのである。

　ラスカリナの指示によって両隊とも武器を捨てた。叱しつ責せきを受けたのちに、前衛隊には二週間の独どく房ぼう入いりが命じられた。かなり軽い処置だが、解散を強要すれば暴発しかねないため、仕方がなかった。が、前衛隊は自分たちだけ処しよ罰ばつされるのは不当だと思ったらしく、ラスカリナに対して不満を募つのらせた。おかしな話ではあるが。

　なお、この事件は広場の名にちなんで、『友情の広場事件』と呼ばれることになる。ベルナレット派とビスカラ派の修復しかねる対立を象しよう徴ちようする事件だというのに、いささか牧歌的な名前である……。

　──そして。

　ベルナレットが一連の責任をとって謹きん慎しんしたので、前衛隊の後始末はビスカラに任された。

　ビスカラは被ひ害がいに遭あった人々の家を、一いつ軒けん一いつ軒けん回り、謝罪と賠ばい償しようを行った。ひどい尻しりぬぐいだった。むろんそれだけでは、彼らの怒いかりは収まらなかったが、ビスカラのその紳しん士し的てきな態度に、ある種の好感を抱いだく者があらわれたのも事実である。

　また、九月に入るとビスカラは、価格統一令を廃はい止しし、農業連帯という組織をつくった。農協の走りみたいなものだ。この農連に支配地域の全農家を対等の立場で加入させて、ここを農家個々人の自由取引の市場とし、富農の買かい占しめを阻そ止しするのである。

　というのも、富農というのは農村共同体における名主──あまり正確ではないがわかりやすくするためあえて言うと──庄しよう屋やから発展したものであった。富農がほしいままに買かい占しめを行えるのも、それは自由経済の産物というよりむしろ封ほう建けん的てき経済の名残なごりだったのである。つまるところ中小農家は、富農に穀物を売る、ではなく、庄屋に年貢を納めている、という感覚だったのだ。だから二に束そく三さん文もんで買いつけられても、不満は持っただろうが、それでも仕方のないことだと諦あきらめて、穀物をさし出していたのである。

　ビスカラは自由取引を推すい奨しようして、このような封ほう建けん的てき名残なごりをとり払はらおうとしたのだ。

　小麦の収しゆう穫かく時期はすでに過ぎていたので、富農の買かい占しめを阻そ止しできたか体感的にはわからなかったが、富農に変化が生まれたのは認められた。重く閉ざしていた蔵くらの扉とびらを、わずかにではあったが開いたのである。それは農連設立によって穀物の購こう入にゆう価格が上じよう昇しようすると踏ふみ、あらかじめ資金を獲かく得とくしておこうと目もく論ろんだがゆえの動きではあったが、いずれにしても市場に穀物を流すことには成功した。ビスカラは瞬しゆん時じに買いつけ、黄金の地平の兵ひよう糧ろうとした。

　しかし問題もあった。

　一地方の改革では限界があり、農業改革をさらにすすめるには、それこそ国をとらねばならないこと。兵ひよう糧ろうの買いつけの際に、価格の下落より量の確保を優先したために費用がかさみ、当初三万名の募ぼ兵へいを予定していたが、俸ほう給きゆう等の関係からこれを二万名にまで落とさなくてはならなくなったこと。そして、農連の設立によって富農と軋あつ轢れきが生じたこと、である。

　ビスカラとて農連の設立が、富農ひいてはブルジョワにあまりよい印象を与えないことぐらい承知していたが、何より兵ひよう糧ろうを確保しなくてはならないという現実から眼を背そむけるわけにはいかなかったし、また、貧ひん困こん階級に対する歩み寄りを示すことによって、ベルナレット派との融ゆう和わをはかりたかったのである。が──。

「ビスカラ主計長は三〇〇の兵で一万六〇〇〇の敵を破ったことから、三万の兵が二万になったところでたいした問題ではないとお考えのようだけれど、英えい雄ゆうだの経済通だのと持ち上げられているうちに、のぼせ上がってしまったようね！　こんな馬ば鹿かげた計画には賛成できないわ。断固として抗こう議ぎするのよ！」

　フェリシーらベルナレット支持派の関心は、新規兵員が二万に削さく減げんされた一点のみだった。たしかに兵を預かる自分たちと直接かかわりのあることだから、そこに注意がいくのは仕方のないことではあるが、そこだけにしか注意が向かわないというのは彼女たちの視野の狭せまさを端たん的てきにあらわしているのではないか。

　いずれにしても、ビスカラの握あく手しゆを求める手は、フェリシーたちによって払はらいのけられてしまった。この日、九月二〇日のベルナレットの日記にはこのような嘆たん息そくが綴つづられている。

『わたしと彼とのあいだにある種の合意が生まれたとしても、それはもはや意味をなさないだろう。われわれの対立は、すでに個人間の問題ではなく、全体の問題になっているのだから』

　とにもかくにも、黄金の地平は内部対立という問題を解決するために、強いリーダーシップが求められるようになった。しかし具体的な案が出てこず、会議は踊おどるばかりで何の進展もなかった。トルエノが事務局開設の意見書を持ってきたのも、文官の仕事をやりやすくするためというより、実際は、この問題を解決するためだったのである……。




「まあ……」

　ようやくトルエノは猫ねこから視線を外し、ベッドの上のラスカリナを見た。ラスカリナの邸てい宅たくで会談が行われてはじめて両者の視線が合った瞬しゆん間かんだった。

「色々あったけどさ、引き金となったのは価格統一令……ベルナレット副長が、文官の所管をおかしたことにはじまる。こういうのはさ、できそうにもない人間がしゃしゃり出ると、ろくな結果にならないんだよ。パンはパン屋に、事務は事務屋に……しっかり棲すみ分わけをする意味でも、事務局開設はいい案だと思うんだけど？」

　愛らしい笑みをトルエノは浮うかべた。が、鋭えい利りに光る牙きばは笑みひとつで隠かくせるものではない。

　ラスカリナは首筋の辺りに何かひんやりとしたものを感じた。だがそれでも、悠ゆう然ぜんとした態度は崩くずさなかった。ちょっとでも狼狽うろたえると負けを認めてしまうように思われたからだ。何に対する負けなのかはわからなかったが。

「つまり、わたしにもしゃしゃり出てくれるな、と？　なるほど、価格統一令の最終的な決定を行ったのはわたしだ。さらにわたしは、黄金の地平が内部対立を激化させているのに有効な手を打てず、友情の広場事件を招いてしまった……指導者として鼎かなえの軽けい重ちようを問われても仕方ないのかもしれない」

「というか、あんたの決定が何より優先されるってのが、そもそもの間ま違ちがいだよ。もっと民主的な体制に移行したほうがいい」

「ほう、そなたは強い権限を持つ事務局の開設を求めておきながら、指導者の権限は否定するのだな。それがそなたの言う民主的体制なのか」

「そうだよ。なぜなら、そのほうがわたしにとって都合がいいもの。まあつまり、わたしにとって民主政とはそういうものなわけ。思想なんてくそ食らえさ」

「なっ……」

　さすがのラスカリナも絶句せざるを得なかった。この目前の、とびきり小こ柄がらな少女は、実のところ民主政思想など持っていないと白状したのだから。

「わたしにとって重要なのは、思想より現実。果実をとる手段は、効率的であれば何だっていい。でもね、あんたにわたしを非難する権利はないよ。あんたも指導者に権限を集中させている。同じ穴の狢むじなだ……きっとあんたは、この戦時を切きり抜ぬけるための仕方のない措そ置ちだと言うだろうけど、それなら事務局だって『仕方のない処置』になるんじゃない？」

「何やら詭き弁べんを聞かされているようで、不ふ愉ゆ快かいだな」

「ならどうする。わたしの口をその真っ白な妖よう精せいの手で塞ふさぐかい？」

「……ふん、そなたの言論は自由だ。たとえわたしを貶おとしめる発言であっても、その自由は守る」

「思想家としては立派だけど、指導者としてはだめだね。わたしがビスカラに肩かた入いれするのも、あんたのそういうところに原因がある。あいつは、ある意味ではあんた以上に思想家ではあるけど、真っ白な手では大事をなせないと、ちゃんと知っている。あんたとは違ちがってね」

　ラスカリナは苦々しさを表情にあらわしながら、ベッドから下りた。それから大おお股またで机に向かい、乱暴に羽ペンをとった。書類に署名するためである。つまり彼女は、事務局の開設を認めたのだ。

　後退のできない狭せまい道で、早くすすめと追い立てられている気分ではあった。が、それでもラスカリナが認めたのは、この狭せまい道の先に自分自身の破は滅めつがあっても、黄金の地平の破は滅めつはないと理解していたからだった。黄金の地平が破は滅めつすれば、トルエノ自身だって破は滅めつする。この怜れい悧りな小娘が、そのような過ちをおかすはずがない──ある意味でラスカリナは、トルエノを信用していたのかもしれない。

　署名の終わった書類を持って、つかつかとトルエノのそばまで近づく。そしておもむろに書類をさし出した。トルエノは受けとろうと両手を伸のばす。ところが、何を思ったのか、ラスカリナは急に書類を引っ込めて、まるで勝ったと言わんばかりにほくそ笑む。

「欲しいか」

「……もらってあげてもいいよ」

「そうか、欲しくて欲しくてたまらないか。では質問に答えてもらおう。そなたがキネット・キトルを扇せん動どうしたのか。この状じよう況きようをつくり出すために」

　友情の広場事件は、結果的にラスカリナの指導力不足を浮うき彫ぼりにした。指導者で組織をまとめ上げられないのなら、べつの何かでまとめるしかない。いまとなっては説得力のある言葉だ。いや、あまりにも説得力がある。事務局を思いついたから、これを開設させるための適当な理由を欲し、友情の広場事件を起こさせた……と疑ってしまうほどに。

　疑ぎ惑わくの眼まなざしを向けていると、ふいにトルエノは立ち上がり、ラスカリナから書類を奪うばった。

「やってないと言えば、あんたは信じるのかい？　むりだろうね。まあ、あんたが信じたいものを信じればいいさ。わたしにとってはどうでもいいことだし」

　トルエノは茶化すように片眼をつむる。いや、小こ馬ば鹿かにしているのだ。ラスカリナはそう思った。同時に、自分の髪かみが逆立つほどの怒いかりを覚えた。この白金の妖よう精せいは短気なのだ。彼女は自らの精神を安定させるためにも反はん撃げきを試みることにした。

「実はかねてからそなたに言いたいことがあったのだ。はじめて会ったときから思っていたのだが、そなた、よくよく見ると丸顔で眼がぱっちりしていて、まるでたぬきだな。はは、たぬきだ、たぬき」

　愉ゆ快かいそうに高笑いするラスカリナ。その一方で、トルエノは何とも言えぬ微び妙みような顔をする。

「……たぬきに似ているなんて、はじめて言われたけどね。それともなに、顔じゃなくて腹のうちがそうだって言いたいわけ？」

「さあ、どうだろうな。少なくともそなたは、たぬきのように腹は出ておらん……もっとも、腹のなかの一物が、これから膨ふくれ上あがるのかもしれんが」

　一いつ瞬しゆん、トルエノはぴくんと眉まゆを動かした。ラスカリナが何を言っているのか、わかったからだろう。つまりこれは、冗じよう談だんでも何でもなく、トルエノの不敵な野心に対する警告だった。

　トルエノはラスカリナに背を向けて言った。

「……ようやくわかったことなんだけど、わたしたちってすこぶる相あい性しようが悪いみたい。もう会わないほうがいいかもね」

「が、得てして会いたくない人間ほど、長いつき合いになるものだ」

　ラスカリナが肩かたをすくめると、トルエノはわずかに笑い、猫ねこを連れて寝しん室しつから出ていった。

　長いつき合いになる──それは確信に近い予感であったが、実際にはものの見事に外れることになる。少なくともふたりが会談を持ったのは、これが最初で最後だった。







　アルベール・マイヤンス・バン・ビスカラは机に向かって、論文を執しつ筆ぴつしていた。

　仕事のない時間は、機関紙に出す論文を書いたり、読書をして勉強に打ち込んだりするのがつねだった。模も範はん的てきな黄金の地平幹部の生活態度である。

　黄金の地平において、出世の近道は何よりも論文だった。より学問を追究し、論説を発表して認められなければ、どれほど有能であっても幹部になることはできなかった。黄金の地平は、もともとは『ジョルバン・クラブ』という王国政府に議会開設を求める政治的、思想的集団だったので、そのときの慣習がいまもつづいているのだ。

　ビスカラも論文によって成り上がった口であり、ジョルバン・クラブ時代は機関紙レアリテの編集長を務めていた。なお、彼が就任する以前はフェリシーが務めていた。

　……ペンを置き、ビスカラは大きく伸のびをした。

　ここは黄金の地平の支し援えん者しやであるニコルズ家の邸てい宅たくだ。ビスカラはニコルズ家の厚意によって一室を間借りさせてもらっている。つまるところが、下宿だった。

　ビスカラはイスから立ち上がって窓に近づき、町を眺ながめた。邸てい宅たくが小高い丘おかの上に建っていたため、遠くのほうまで見えた。

　州都サン＝タバリエは地方都市にしては栄さかえている。鉱山が近くにあるからだ。町の外れにはラスカリナが革命的な情熱をもって建設した製鉄所もあり、他の地域から流れてきた労働者が多くつめかけている。が、やはりそこにも男の姿はほとんどない。いたとしても老人か子供か、もしくは病人怪け我が人にんであった。正常な状態とは言えないだろう。

　実際、地方は人口構成がかなり歪いびつだ。原因は、戦争だった。王都や旧都などの主要都市では古くから募ぼ兵へいが禁止されていたので、そのしわ寄せを地方が、もっと言えば農村が一身に受けることになり、二〇代から四〇代にかけての、働はたらき盛ざかりの男手がごっそりいなくなったのだ。七〇年にわる戦争で全人口のおよそ半数が失われたが、主に失われたのが彼らだというわけだ。おかげで、農作物の収しゆう穫かく量りようは大おお幅はばに落ちた。飢き餓がで全ぜん滅めつする農村などめずらしくない。そのため、荒こう廃はいした農村をすて、都市部に、それも違い法ほうに出で稼かせぎにくる者が急増して、さらに農村は荒こう廃はいするという悪あく循じゆん環かんに陥おちいっていた。

『宮きゆう廷ていは、やつら自身の権益を守るために、この問題を放置している。いや、放置なんてものじゃない。この期ごに及およんでも対外戦争をつづけ、さらに地方を苦しめている……革命の手段としてブルジョワに近づいてはいるが、おれだって彼ら弱き者を救いたい。根本的には同じなんだ、ベルナレットと。それなのになぜあいつはわかってくれないのだろう……』

　ままならない現状に嘆たん息そくしたちょうどそのとき、ドアがきわめて事務的にノックされた。返事をすると、エプロンドレス姿の少女が入ってきた。

　彼女はニコルズ家の令れい嬢じようロニカだった。兄が三人いたのだが、皆みなすでに戦死している。年ねん齢れいは少年パトリスと同じ……つまり、一三歳だった。おさげ髪かみで、あどけない顔立ちをしているが、感情を失ったかのように表情に乏とぼしく、またその立たち振ふる舞まいも機械的であることから、あまり子供らしさを感じさせない。

「閣下、お客様……」

　と言ったロニカの背後から、女の手が挙がった。どうやらそこに誰だれかいるらしいが、ロニカに隠かくれて顔が見えない。とはいっても、一三歳の少女に前に立たれただけで、見えなくなってしまうほど小こ柄がらな知り合いは、ビスカラにはひとりしか心当たりがなかった。

　部屋に入ってきたのは、案の定トルエノだった。彼女は書類を手にしていた。先ほどラスカリナから署名をもらったものだ。

　ビスカラはトルエノを見るなり、やや迷めい惑わくそうな表情を浮うかべて窓まど枠わくにもたれかかるのだが、彼女はまったく意に介かいさず、ものめずらしそうに室内を見回す。彼女がこの家にやってくるのは、はじめてだった。

「本ばかりだね。あんた、趣しゆ味みとか……うん？」

　トルエノの視線が部屋の隅すみに向けられる。そこには木の棚たながあって、蒸気機関車の模型の他に何やらよくわからない機械のようなものが数多く飾かざられていた。トルエノは何気なくその棚たなに近づいて、ちょうど眼の高さの位置にあった、いくつもガラス瓶びんがつけられた不思議な装置を手にとろうとした。その瞬しゆん間かん──。

「触さわるな！」

　ビスカラは悲鳴のような絶ぜつ叫きようを上げ、慌あわててトルエノのもとに駆かけ寄よる。それから有う無むを言わせず彼女を棚たなから引ひき離はなした。あまりにもむりやりだったので、さすがに腹を立てたのか、彼女は口を尖とがらせる。

「怒ど鳴なんなくたっていいのに……壊こわしたりしないって」

「違ちがう、指し紋もんがつくだろ！」

「……し、指し紋もん？」

　トルエノは啞あ然ぜんとした。だが、ビスカラはきわめて真しん剣けんだった。そう、彼は重度の科学おたくだった。とりわけ、新しい技術というものに眼がなかった。この装置は、つまりは最新技術の結けつ晶しようで、彼にとって宝物だったのである。

　が、トルエノにしてみれば、奇き妙みような装置、もしくは、ただのがらくたである。なぜそこまでビスカラが神経質になるのかわからないようで、怪け訝げんそうにその装置を見る。すると、何を勘かん違ちがいしたのかビスカラはこう言った。

「そうか、興味があるのか。おまえに説明する暇ひまなんてないんだが、それは電気を発生させる装置で、ランツからとり寄せた一品なんだ。手に入れるのにかなり苦労したよ。しかし、苦労した甲か斐いがあったというものだ！　いや、べつにおまえに話してやる義理なんてないんだが、これは何と電気を発生させる装置なんだ。電気だぞ、電気。あのな、このハンドルを回すとガラスが摩ま擦さつされ、電気が発生するんだ。それでな、驚おどろくなよ？……その発生した電気を体に流すことによって、体内の悪いものが除去されるんだ。人類の勝利だ！　人類の進歩と発展はこの世のありとあらゆる不可能を──」

「わかった、わかったから！」

　トルエノはたまらないといった顔で、何やら興奮するビスカラから、つづきの言葉を奪うばった。そうでもしないと、いつまでもひとりで喋しやべっていそうだった。

「あんたにも趣しゆ味みがあるのはよくわかった。けど、他のやつには黙だまっておいたほうがいい。できる限り隠かくせ」

「なぜだ。ラスカリナ様とは、よくこの手の話で盛り上がるのに。ベルナレットとだって昨晩、科学の行ゆく方えについて語り合ったものだ」

「仲がいいのか悪いのか……共通の趣しゆ味みを持っていると、よい結けつ婚こん生活が期待できるんだって。ほんとにしてみるかい、ベルナレットと。そうすれば、一気に問題が解決するよ」

「俗ぞくなことを言わないでくれ。おれは、科学について話しているんだ！」

　ビスカラは不ふ愉ゆ快かいだと言わんばかりに激げつ昂こうする。なぜ彼が怒おこるのか、ラスカリナやベルナレットならわかったかもしれないが、彼の趣しゆ味みに何の興味も持てないトルエノは、さっぱりわからないというか、彼の精神状態についてゆけないらしく、引ひき攣つった笑みを浮うかべながら、ふと、そばで突つっ立たっていたロニカのほうに視線をやって、話題を変えた。

「えっと……そういえば、あんた、ビスカラの従卒？　見ない顔だね」

「この家の者です」

「へえ、ドレソン人だね。ガーリールじゃめずらしい……まあ、ルード人のわたしもそこそこめずらしいけど。ああ、クロバンサル・アビリーのビスカラなんて、もっとめずらしいか」

　クロバンス王国は絶対王政を確立したロギンズ王によって再さい征せい服ふくされるまで、ドレソン人・ルード人・オレアン人王国という名だった。クロバンサル・アビリーを含ふくめれば、四つの民族が存在していることになり、言うまでもなく各民族間で対立していた。主流派は王国南部のドレソン人である。王族や名高い貴族は皆みな、ドレソン人だ。その一方で、黄金の地平はオレアン人が中心になっている。ガーリールなどを含ふくむ王国北部東側にオレアン人が多く住んでいるからだ。つまるところ、この革命は、民族闘とう争そうの一面も併あわせ持もっていたのである。また、公言こそしていないが、黄金の地平はティエーブルで合流を果たそうとしていた自由オレアン軍同様、オレアン共和国の建国を目指している。

　……話題が変わってしまったので、ビスカラはやや残念そうな顔をした。しかしそれでもロニカについて手短に説明する。

「ロニカ嬢じようの父上は、民主政思想に共鳴し、ご家族とともにガーリールにやってこられた。いまは、王都リエで支し援えん者しや集めをやってもらっているから、ご不在だが」

　するとトルエノは何かに気づいたようで、薄うす笑わらいを口もとに浮うかべる。

「ああ、ここが毎度多額の支し援えん金きんをくれるニコルズ家の邸てい宅たくだったんだ。なるほどねえ、先物買いってわけか。利権獲かく得とくのためなら思想だって利用する……ブルジョワの鑑かがみだね」

「そういう言い方はよせ」

「いや、わたしじゃなくて、もともとはあんたが言い出したことじゃないか」

　と言って、トルエノはビスカラがかつて書いた『ブルジョワ革命論』を諳そらんじた。

「伝統貴族の既き得とく権益やギルドの締しめ出だしに対たい抗こうするため新興貴族が農民を使って七〇年戦争における内側の戦いを起こした。その意味では次に来るのは、新興貴族の権益に対たい抗こうするブルジョワ勢力だと予想される。つまり、彼らブルジョワ勢力が民主政思想者に手をさし出すのも、新興貴族が農民を使ったのとまったく同じ理由だと言えるのだが、いずれにしても非貴族階級の市民が権力を握にぎることに大きな意味がある。革命はここからはじまる」

　一言一句間ま違ちがっていなかった。驚おどろいて見返すと、トルエノはにこやかな表情で言った。

「全文暗唱することだってできるよ。それだけ衝しよう撃げき的てきだったんだ。蒙もうが啓ひらかれたって言えばいいのかな……もちろん、他の論文も読み込んでいる。たぶんわたしは、クロバンスで一番、あんたの論文を読んでいると思う。その意味じゃ、わたしこそ先物買いの名手ってわけだ。あはは。あれ、おもしろくない？　冗じよう談だんだよ」

　まったく冗じよう談だんに聞こえなかったビスカラは、微び妙みような顔をする。

「……とにかく、おれの説を他人の中傷に使うのはやめてもらおう」

「中傷した覚えはないんだけど……まあ、育ちのせいで口も悪いのさ。そういうことにしておいてよ。それで、ドレソンの子。悪いけど、表に客を待たせているんだ。呼んできてよ」

「客？」

「あんたにどうしても会いたいって……おっ、あれって原げん稿こう？　新しいやつ？」

　トルエノは先ほどまでビスカラが書いていた原げん稿こうをめざとく見つけ、やや浮うかれた様子で机のほうに向かっていった。気になって仕方がないようだ。どうも彼女は彼女で、ビスカラおたくらしい。

　ビスカラは肩かたをすくめてロニカ嬢じようを見る。すると、彼女は軽く頭を下げて部屋から出ていった。表にいる客を呼びにいったようだ。催さい促そくされたと思ったのだろう。もちろんビスカラは催さい促そくなど微み塵じんもしていないのだが、不思議なほどロニカとは意思疎そ通つうがとれなくて、しばしばこのようなゆき違ちがいを起こしている。

「……何を持っているんだ」

　トルエノの小こ脇わきにはさまれた書類に気づいて訊たずねるのだが、彼女は論文を読むのに夢中なようで、生返事しか寄よ越こさなかった。仕方がなくビスカラは、彼女のそばまで行って書類を抜ぬきとった。冒ぼう頭とうの数行を読んだ途と端たん、彼は眼をかっと見開いた。

「事務局とは何だ！」

　実は、ビスカラは事務局について何も知らされていなかった。このときはじめて知ったのである。当然、彼は説明を求めたが、やや興奮した面おも持もちのトルエノが寄よ越こしてきた言葉は、彼の期待とはまったく違ちがうものだった。

「そんなことより、すごいよ、この論文。とくにここの……『われわれはドレソン人でも、ルード人でも、オレアン人でもない。クロバンス国民である』というフレーズがいい。これはいいスローガンになるよ……そうか、国家の構成員としての人民、国民か……」

「論文なんてあとにしろ。いまは事務局について──」

「だから、そんな些さ事じこそどうでもいいんだって。わかってるの、あんたは世紀の発明をしたんだよ。国民を発明したんだ！」

　現代において国民という概がい念ねんは、当たり前のように受け止められているが、当時の、つまり国民国家成立以前の時代においては、そもそも国家という概がい念ねんすらあやふやなものだった。当時の人々の共同体意識は、あくまでも地域や地方にあった。ドレソンやルード、オレアンといったものも、要するにそれらの地域に住んでいる人々の土着的な共同体意識に支えられていた。わかりやすく言えば、現代における『県民』の意識は持っていても、『国民』の意識はない状態だったのである。

「なるほどねえ、ドレソンやルード、オレアンの対立を、民族性ではなく地域性からの対立に転てん換かんして、それらをまとめ上げる強固な共和国をつくりあげるのか……たしかにクロバンスはぐるっと違ちがう国に囲まれている。民族だの何だのといってそれぞれが共和国をつくったら、連中からの脅きよう威いに対応できなくなる」

「……クロバンスに共和国が成立すれば、封ほう建けん制せいを維い持じする諸外国が干かん渉しようしてくるのは眼に見えているんだ。理想を優先して三地域が小国家として独立するなんて、自殺行こう為いだ」

「その考えには同意するよ。けど、指導者ラスカリナはどうだろうね……彼女は、かつてのドレソン人・ルード人・オレアン人王国が、結局ドレソンによって再統一された事例を挙げて、ひとつの権力はひとつの民族しか許容しないと主張している」

「だから、そのために国民という──」

　はっとビスカラは言葉を吞み込んだ。自分の目指す黄金の地平と、ラスカリナの目指す黄金の地平が、実は異なっていると、強く実感したからだった。これまでもいくつか、方針や施し策さくで違ちがいはあったが、今回のように根本的な違ちがいではなかった。ベルナレットなら、自説を引っ込めてラスカリナの思想を支持しただろうが、ビスカラにはそのように立ち回ることができなかった。不器用、いや、革命に対してあまりにも真しん摯しだったせいだろう。

　──ロニカが客を連れて戻もどってきた。

　その客は妙みような恰かつ好こうをしていた。髪かみは長く、絹のように美しい。後うしろ髪がみの上半分を結ゆって、ひとつにまとめている。聡そう明めいそうな、きりりとした小顔には、やや近寄りがたい厳しさがあったが、その反面、目め尻じりには女性的なやさしい丸みがあって、眼まなざしも穏おだやかである。また、体型もきわめて女性らしい。だが彼女は、男物の衣服を身にまとっていた。ジュストコールだった。この時代では、伝統貴族が好んで着る服である。

「ジャン＝ジュール！」

　とビスカラは叫さけんだ。しかしジャン＝ジュールという名は、本来男の名である。

「やあ、ビスカラ……会えて嬉うれしいよ」

　少し居い心ごこ地ち悪わるそうにしながら、それでも彼女は微ほほ笑えんだ。ビスカラはよろこびをあらわに彼女に近づく。もう事務局のことは頭になかった。

「どうしてここに？……いやそれより、おれも会えて嬉うれしい。ちょっと見ないうちに、性別が変わってしまったんじゃないのか」

「馬ば鹿か。ぼくはもとから女だよ」

　ふたりは軽く抱ほう擁ようして、再会の儀ぎ礼れいを果たした。ふとビスカラは、ドアの敷しき居いの向こう側で、部屋に入ってよいのか迷っている人物がいることに気づいた。客はふたりいたのだ。

　その人物はお忍しのびの貴婦人よろしくヘッドスカーフを巻いて、仮面をつけている。トルエノの猫ねこを抱だいていた。不思議なくらい懐なついている。また、なで肩がたで、腰こしもとが信じられないほどに細く、背もそばで立っているロニカと変わらないくらいで、小こ柄がらである。一見可か憐れんな少女のようであるが、この人物が自分と同どう年ねん齢れいの青年であることを、ビスカラはよく知っていた。

「ハノーク……」

　とビスカラは呟つぶやいた。ハノーク──それは、クロバンス王国王太子の命めい約やく名めいである。

　線の細い少女のような青年は、ようやく決心がついたのか、部屋に入ってきた。そして、やおら猫ねこを放して、ヘッドスカーフと仮面を外した。金色に輝かがやく長い髪かみと、美しい顔立ち。シャールズ・ベンエール・バン・ハノーク、その人だった。

「……きみの父君が亡なくなられたと聞いて……その、心配になって……」

　ビスカラはただ戸と惑まどいをあらわにするだけで、ハノークとは抱ほう擁ようしなかった。再会をよろこぶ気持ちはたしかにあったが、それ以上にビスカラは混乱していた。

「心配してくれて光栄だが、ここをどこだと思っている。おまえにとっては敵の本ほん拠きよ地ちだぞ」

「でも、ビスカラが心配で……」

「それは聞いた。おれが問題にしているのは、おまえの王族としての自覚の足りなさだ」

　ハノークは眉まゆ尻じりを下げ、何と言い訳したらいいのかわからぬ様子で、曖あい昧まいに微ほほ笑えんだ。彼の友人であるビスカラとしては、この無む謀ぼうな行動に頭を抱かかえたくなった。

「まあ、そう責めてやるなよ」

　トルエノが薄うす笑わらいをたたえながら、そばに寄ってきた猫ねこをなでる。よからぬことを考えているのではないかとビスカラを疑わせるには、充じゆう分ぶんな笑みだった。むろん、猫ねこに対してではない。

「ふたりをどうするつもりだ」

「べつにどうもしないよ。というか、わたしは、やんごとなき風ふう体ていのふたり組が、あんたを探して吞のん気きに町を歩いていたから、何か事件にでも巻き込まれるんじゃないかと危き惧ぐして、わざわざここまで連れてきてやったんだ。むしろ感謝して欲しいぐらいだよ。

　それにしても、水くさいねえ。あんたがアノーク……じゃない、ハノークか。ドレソン語の発音はどうも馴な染じめないなあ……まあ、そのハノーク殿でん下かとご学友だったなんてさ。しかもお父上が亡なくなったなんて、殿でん下かに聞かされるまで知らなかったよ。いったいどこの戦場で、どこの息子に討うたれたんだろうね」

　ドーロンの戦いで自分の父親を殺したことは、秘密にしていた。反乱に荷か担たんした息子に殺害された、という不ふ名めい誉よから父を守りたかったからだ。しかし、ドーロンの奇き跡せき的てきな勝利が喧けん伝でんされ、ビスカラの名がひろまるにつれて、宮きゆう廷ていにおいては『ペール将軍は実の息子に殺害された』と、まことしやかに囁ささやかれるようになったのだ。

「……ねえビスカラ、ほんとうなのかい、ペール将軍を討うったのがきみだって……わたしは、根も葉もない中傷だと信じているんだけど……」

　ハノークの瞳ひとみには期待が込められていた。それは言うまでもなく、ビスカラが無実であることへの期待だった。だが、その期待にビスカラは首を振ふって答えを示すしかなかった。

「ど、どうして？　きみはそんなことができる人間じゃないはずだよ？……もしかして、何か事情があって……」

「事情があろうがなかろうが、おれのやったことにいささかの変へん更こうもない。おれは黄金の地平の一員として、立派に範はんを示せたと思っている」

　とビスカラは言い切った。彼は後こう悔かいしていなかった。だがそれは、後こう悔かいすることを自ら禁じていたからである。後こう悔かいすれば、それこそ恥はじ知しらずであるように思われたのだ。

　ハノークは眉み間けんに皺しわを寄せながら、言葉が見つからない様子で押おし黙だまった。おそらくはビスカラを連つれ戻もどしにきたのだろうが、説得に応じてくれると思ってのこのこガーリールまでやってくるあたり、純じゆん朴ぼくというか楽天的な性格をしている。

　沈ちん黙もくがつづくと、ふと、男装のジャン＝ジュールが例の棚たなに視線をやった。

「相変わらず、ああいうのが好きなんだね……ぼくの知っているビスカラそのままだ」

「いいや、変わったさ。もう、ひとりで起きられるようになった」

　それは間の抜ぬけた発言のように思われたが、ジャン＝ジュールの表情は一いつ瞬しゆんにして強こわ張ばった。彼女にはわかるようだった。その発言が何をほのめかしているのかが。

「……あれから、一年と三ヶ月たつんだな」

　感かん慨がい深ぶかい面おも持もちでビスカラは言った。昨日のことのように憶おぼえているのに、それは時間の流れに吞のまれてゆく。だが決して、忘ぼう却きやくの渦うずに消え去ることはないだろう。自らの罪を忘れて楽になるほど、ビスカラは世慣れていなかった。

「血の行進事件か。わたしと出会ったのも、その日だったね」

　トルエノは机の上に座って、膝ひざの上に猫ねこをのせていた。この行ぎよう儀ぎの悪い小さな女を横目に、ビスカラはあの日のことを思い出した。苦々しい、あの記き憶おくを……。




　…………




　一年三ヶ月前──経けい暦れき一七八八年六月。

　ビスカラは一六歳で、王都リエにあるモンパナス学院の学生だった。

　モンパナス学院は、後期中等教育を担になう学リ院セのなかで最難関とされており、これまでにあまたの政治家や官かん僚りよう、さらには高位聖職者や文学者などを輩はい出しゆつしている。

　授業内容もかなり難しく、専門家を招いて大学教育に近い授業が行われ、ついてゆけない学生は落第処分を受けた。卒業試験の難しさと相まって、卒業生は入学生の半数まで落ちるのがつねだった。

　そのような、一いつ般ぱん的てきな感覚からすればげんなりしてしまう学院において、ビスカラはきわめて優ゆう秀しゆうな成績を修め、事実上の学年首席を保持していた。事実上、というのは学院側が認めなかったからだ。公式には、学年首席は空席になっていた。

　首席が空席というのは、実に奇き妙みような事態だが、学院側が唯一の見解として首席空席の事態に言げん及きゆうした内容によれば、ビスカラの素行に問題があったそうである。

　彼は優ゆう秀しゆうではあったが、模も範はん生せいにはなれなかった。何やらあやしげな機関紙に論文を投とう稿こうして、政府を批判していたし、夜遅おそくに町を出歩いて、世間を騒さわがす民主政思想者たちと落ち合っているところも目もく撃げきされていた。さらには、学校という体制に批判的だったし、授業中に居い眠ねむりもするし、遅ち刻こくの常習犯でもあるし……と問題点を挙げていけばきりがない。つまりが、成績優ゆう秀しゆうな問題児というきわめて厄やつ介かいな学生だったのだ。

　たとえばこんな挿そう話わがある。無断欠席した翌日、ビスカラはバン・ホレブ教員師し範はんに呼び出されたことがあった。

「アルベール」

　とホレブは親愛を込めて言った。宗教的な名である命約名がまだ一いつ般ぱん的てきだったこの時代は、名前で呼ぶことは親子かそれに準ずるきわめて親しい間あいだ柄がらにしか許されていない。すなわちホレブは、ビスカラをあえてアルベールと呼ぶことで、自分たちの関係の深さを強調したのだ。

「わたしがきみに求めるのは、難問を解くことでも新理論を見つけることでもない。ちゃんと学校に来て、まじめに授業を受けて欲しい──これだけだ。こんなにも簡単なことを学生に求めるのは、わたしの教員師し範はん生活ではじめてだ。それだけきみに期待しているということなのだが……どうだろうか、この願いを聞き届けてはくれないだろうか」

　しかしビスカラは涼すずしげな顔でこう言った。

「師し範はん、えこひいきは封ほう建けん的てきですよ」

　率直に言って、放校の憂うき目めに遭あわず、首席の地位を認められないだけで済んだのは、学院側の温情とホレブの苦労のたまものだった。

　だというのに、今日もビスカラは起き床しよう時間を過ぎてもベッドのぬくもりを守りつづけていた。陽はとっくに昇のぼっている。からっと晴れた六月初しよ旬じゆんの朝だった──。

「……ビスカラ様、起きてください……ビスカラ様……」

　ビスカラはゆっくりと瞼まぶたを開けた。

　最初に視界に飛び込んできたのは、柔やわらかな笑みを浮うかべるクロエだった。中ちゆう腰ごしになってビスカラを覗のぞき込こんでいた。

「お目覚めですか、ビスカラ様。今日という今日はちゃんと学校に行ってもらいますからね」

「……やあ、クロエ。きみには内ない緒しよにしていたけど、おれは体制の無む思し慮りよなふるまいに対たい抗こうするため、サボタージュを決め込むって昨日誓ちかってしまったんだ。だから今日は行けないよ」

[image: ]

「体制の……無む思し慮りよなふるまい？」

「ああ。市場に行って驚おどろいた。卵がひとつ一〇シルになっていた。ちょっと前は二シルだったんだぜ？……失政のせいだ。浅はかな宮きゆう廷てい官かん僚りようをこらしめるためにも、おれはこのベッドで戦う。そう決めたんだ」

「宮きゆう廷てい官かん僚りようの前にご自分の怠たい惰だと戦ってください」

　にこやかに窘たしなめながら、クロエがベッドのカーテンをさっと開ける。太陽の光がはじけるように射さし込こんできた。眩まぶしかった。ビスカラは眼を細めながらクロエを見やる。きらめく朝に照らされて、クロエの髪かみが黄こ金がね色いろに輝かがやいていた。もともとは栗くり色いろである。癖くせが強くてカールしており、やや短めである。癖くせを気にするあまり、長い髪かみをばっさり切ってしまったのだ。彼女自身は失敗だったと泣きそうな顔で言っていたが、潑はつ剌らつとした元気さのある彼女には、いまの髪かみ型がたのほうがよく似合っていた。少なくとも、ビスカラにはそう思われた。

「お食事の用意はできてますよ。ジャン＝ジュール様が首を長くしてお待ちです」

「クロエがおれのことを、命約名じゃなくてファーストネームで呼んでくれたら、すぐにでも起きるよ」

「そんな畏おそれ多おおいことはできません」

「つれないなあ……ジャン＝ジュールのことはファーストネームで呼んでいるじゃないか。あいつはリュセヌ伯はくの爵しやく位いを持つ伝統貴族なんだぜ」

「ジャン＝ジュール様には命約名がありませんからね。女性なんですから」

「おっとそうだった。忘れてた」

「わあ、怒おこられますよ」

　クロエは驚おどろいたように大きな美しい眼を丸くする。冗じよう談だんが過ぎたようだ。ビスカラはごまかすように言う。

「だいたい命約名なんていう旧時代の象しよう徴ちようが、いまにおいても残っているのが問題なのさ。いつか必ず廃はい止ししてやるんだ」

　……イデア教徒以外の方のために補足しておくと、命約名とは神が魂たましいをつくる際に使った言葉のことで、その人物のほんとうの名とされている。当時のイデア教徒には赤子を授さずかるとまず教区を管理する教会に行き、司教から赤子のほんとうの名を教わる習慣があったのだ。

　教わるといっても、べつに司教が神と交信するわけではない。アルファベットの書かれた羊皮紙をぶどう酒に浸ひたして、解読できる文字で名前をつくるのだ。どうしても解読できる文字だけでは名前を構成させられないときは、司教が神の意思を行間から読み解いて──という体てい裁さいをとりつつ、前例を大いに参考して名づけた。

　そういう迷めい信しん的てきで、いい加減なものであるのに、命約名は神聖視され、女性には決して与えられなかった。また、命約名を教わるにはお布ふ施せを必要としたので、ほぼ富ふ裕ゆう層そうにしか命約名は持てなかった。中世期を脱だつして、教会の権勢が大おお幅はばに後退しても、命約名の伝統は悪い面も含ふくめてつづいている。

「あ、わかりましたよ」

　と言って、クロエは手を叩たたいた。

「さては時じ間かん稼かせぎをしているんですね。そんなことをしてもむだですよ」

「違ちがうよ。ちょっとジャン＝ジュールに嫉しつ妬としただけさ」

「もう……冗じよう談だんばかり仰有おつしやって」

　からかわれたと思ったのか、クロエは頰ほおをわずかに膨ふくらませた。そんな彼女を眩まぶしそうに見つめながら、ビスカラはふと訊きいた。

「ハノークは？」

「ああ、そうでした。ビスカラ様に気をとられていて、すっかり……」

「だいたいそうなる。うちの教員師し範はんも皆みなおれに気をとられている」

「きっとご苦労が絶えないのでしょうね……他ひ人とごととは思えません」

　見たこともない教員師し範はんに同情を示しながら、クロエはエプロンの紐ひもを締しめなおした。

「では、ハノーク様を起こしてきますけど、二に度ど寝ねなんてしちゃだめですよ」

「しないよ。でも、祈いのっててくれ」

「もう」

　と口くち癖ぐせのようにまた言って──というより、口くち癖ぐせになるほどビスカラに言わされているのだが──しかしそれでも笑みを残してクロエは足早に部屋から出ていった。

　ビスカラは何気なく部屋を見み渡わたす。多くのあやしげな機械の他に、本ほん棚だなに収まりきらなかった文ぶん献けんが床ゆかに積み上げられていて、机の上にはいくつもの原げん稿こうが束になって置かれていた。ビスカラが書いたものではなく、機関紙レアリテに寄せられた原げん稿こうである。昨晩は、その編集作業をしていたのだ。

　大きく伸のびをすると、肩かたや背筋からではなく、なぜか首から痛みを覚えた。生まれたときからある痣あざがうずいていた。ビスカラはこの痣あざが好きではなかった。縄なわで絞しめられた痕あとのような形をしていて、不気味だったからだ。だから普ふ段だんはクラバットで隠かくしている。

　入口のほうを見ると、きちんと身み仕じ度たくを済ませたパトリスが部屋のなかを窺うかがっていた。姉のクロエ同様、栗くり色いろのカールのかかった髪かみをしていて、どこか顔つきも似ている。

「やあ、パトリス。騎き兵へいごっこのつづきをするかい？」

「おはようございます、ビスカラ様。ぼくも騎き兵へいごっこはしたいんですけど、姉に見つかったら大変そうなので、やめておきます。あれで怒おこると怖こわいんですから。さあ、急いで食堂に行きましょう」

　と苦笑しながらパトリスは言った。その物言いといい、態度といい、とても一二歳には思われなかった。少なくとも、ビスカラのほうがよっぽど子供だった。




　黒色のフロックを羽織ったビスカラは、パトリスとともに一階の食堂に行った。

　食堂といっても、決してひろくはない。食しよく卓たくなどは、六人で囲めば肘ひじが当たってしまう。また、壁かべには木製の棚たなが並んでいて、衝つい立たての向こうに台所がある。全体的に窮きゆう屈くつだが、これでも当時では一いつ般ぱん的てきな民宿だった。

　店主はクロエだった。祖母が急きゆう逝せいしてしまい、あとを継つぐことになったのだ。ビスカラと同じ一六歳だったが、弟のパトリスを養うために、細ほそ腕うでで必死に宿を切り盛りしている。オレアン人であるため、何かと苦労することもあったが、すべての民族から目の敵かたきにされているクロバンサル・アビリーのビスカラにくらべれば、まだましと言えた。

　ビスカラはここで下宿していた。モンパナス学院は寄宿制度をとっており、本来ならビスカラも学院内の寮りようで生活するはずだったのだが、新入生の数に対して寮りようの空き部屋が不足したため、入にゆう寮りようできなかったのだ。

　毎年、ひと学年の半数しか卒業しない。退学する学生もいたが、たいていは留年し、学院にとどまった。現在の学内の最年長記録保持者はバン・ホフマー学生で、二四歳にして長老の異名を持つに至ったのだが、そのような余談はともかく、学院にとどまった学生は引きつづき寮りよう生せい活かつを送ることになるので、必然的に空き部屋がなくなってしまう。それで仕方なく、学院は学外に臨時の寮りようを設けた。つまり、町の宿に学生を下宿させたのだ。クロバンサル・アビリーであるビスカラは、その出自を理由にいじめを受けるのではないかと懸け念ねんされ、閉へい鎖さされた学内の寮りようではなく比ひ較かく的てき人間関係に苦しまずに済むであろう学外の寮りように、優先的に回された。もっともこの結果、ビスカラは自由を謳おう歌かしすぎることになるのだが……。

「おはよう。いい朝だね」

　イスに座ってお茶を飲んでいたジャン＝ジュールが、食堂に入ってきたビスカラに気づいて声をかけた。彼女もモンパナス学院の学生であり、ここで下宿している。彼女──というように、男装をしているが、正しよう真しん正しよう銘めいの女性である。

「ああ、おはよう。今日も東洋の薬を飲んでいるんだな」

「これは薬じゃなくて、お茶。何度言わせるんだよ」

「何度見ても、葉っぱの色をしているからさ」

　ビスカラはジャン＝ジュールの対面に座る。そこが彼の指定席だった。パトリスはビスカラの隣となりに座った。ビスカラの要望で、ずいぶん前からパトリスやクロエも同席して食事をとるようになっている。

「ジャン＝ジュール様が仰有おつしやったとおり、やっぱりビスカラ様は姉を困らせてましたよ」

「そうだろうと思った」

　ジャン＝ジュールは笑いながら湯飲みを置く。東洋から輸入されたものだ。この時代、貴族や富ふ裕ゆう層そうのあいだで、にわかに東洋趣しゆ味みが流は行やっていたが、彼女もその例に漏もれず、東洋の神秘なるものに強い憧あこがれを抱いだいていたのだ。

「どいつもこいつもおれを子供扱あつかいする。子供といえば、パトリス、きみじゃないか。どうなんだ、ちゃんと勉強しているのか」

　矛ほこ先さきを変えたくてビスカラはパトリスに話題を振ふった。しかしパトリスは、ビスカラの打算的な気持ちに気づかないまま、少年らしい純じゆん粋すいな笑みを浮うかべた。

「はい。今日もこれから教会に行って、文字を習ってくるんです」

「学校に行けたら、きっとパトリスなら優ゆう秀しゆうな学生になれるのに……」

　残念そうにジャン＝ジュールが言った。が、パトリスは首を振ふる。

「そんなお金はありませんし、それに、これ以上姉に迷めい惑わくをかけたくないんです。ぼくは早く働きに出て、姉を助けたいんです。勉強だってそのためにしているんですから」

「立派だね、パトリス。どこかの大きな子供とは大おお違ちがいだ」

　ジャン＝ジュールは何か言いたげな視線をビスカラに向ける。どうやっても矛ほこ先さきはビスカラに向かうようになっているらしい。

「みんな、おはよう……」

　ちょうどそのとき、ハノーク王太子がクロエに連れられて、寝ねぼけ眼まなこで食堂に入ってきた。金色の繊せん細さいな長い髪かみに、可か憐れんな少女のような顔。王子というより王女と表現したくなる容よう貌ぼうだ。

　彼もビスカラたち同様、ここで下宿しているが、王太子を学外で下宿させるのは、学院としては本意ではなかった。何かがあっては困るからだ。だが、ハノークの父で現国王であるシャローム王はこれに反対した。

「かかる事態に特権を振ふりかざして入にゆう寮りようさせるのは息子の情操教育によくない。それに市井しせいの生活を知るにはいい機会である」

　国王も国王なりに息子の将来を慮おもんぱかっていたのである。学院側は折れざるを得なくなり、入学試験に最高得点を出したビスカラと同じ民宿、つまりクロエの宿にハノークを下宿させることにした。もちろん、いい影えい響きようを期待してのことだったが、結果は言わずもがなである。

　ハノークはイスに座って、眠ねむたそうに欠伸あくびをした。ビスカラは微び笑しようを浮うかべる。

「また宿題に手こずっていたのか。ひと声かけてくれれば、見せてやったのに」

「自分でやらないと意味がないよ……だけどビスカラはすごいね。毎日夜遅おそくまで出歩いているのに、ちゃんと宿題もして、成績も優ゆう秀しゆうで……わたしなんか、全然だめだな。こんなわたしのせいでビスカラが首席に認められないのかと思うと、自分が情けなくて仕方ないよ」

「馬ば鹿か、おまえのせいなんかじゃない。おれが不真面目だから、こうなったのさ」

　とビスカラは慌あわてて言った。

　ビスカラが首席に認められないのは、たしかに彼の生活態度にも問題はあったのだが、王太子に学院側が気を遣つかった側面もある。身分や出自など問題視しない学院であっても、さすがに王族となると話はべつになるらしい。

「ちゃんと授業に出ている分、ビスカラより立派だよ」

　と、ジャン＝ジュールはオチをつけ、それとなく話を終わらせた。が、その髪かみ質しつと同じく、心も繊せん細さいであったハノークは、まだ肩かたを落として落ち込んでいた。

　クロエが朝食を運んできた。黒パンとそら豆のスープだった。ビスカラは天の助けとばかりに黒パンを摑つかむと、大きく口を開けてそれを頰ほお張ばった。

「かたくて、ぱさぱさして、何というか、やみつきになる味だ。上等な白パンでは決して味わえない。ほら、ハノークも食べろよ。しょぼくれていると、もっとまずくなるぞ」

「そんなことを言って……クロエに悪いよ」

　ハノークはナイフで黒パンを小さく切ると、にっこり笑って口のなかに放り込んだ。ビスカラも笑い、さらに黒パンを口いっぱいにつめ込む。ぽろぽろとパンくずがこぼれた。するとジャン＝ジュールが咎とがめるように言う。

「行ぎよう儀ぎが悪いな、きみは。いいかい、行ぎよう儀ぎというのはね、その人の性格を端たん的てきにあらわすものなんだ。だから東洋では……」

「はいはい、東洋はすごい。神秘だ。聞きき飽あきた」

「……きみだってぼくに科学の話を散々するじゃないか」

　ジャン＝ジュールは肩かたをすくませたが、それでも柔やわらかな笑みを浮うかべていた。

　彼ら三人はかたい友情で結ばれていた。どのような事情があろうとも、三人にとっては関係のないことで、絶対にこの友情は終わりを迎むかえないと信じていた。

　配はい膳ぜんを終えたクロエが、微ほほ笑えましそうに三人を眺ながめる。彼女も含ふくめて、皆みな、いつまでもこの関係がつづくものだと思っていた。この輝かがやける黄金の時間は、永遠のものだと──。




　学校に来たからといって、真面目に授業を受けるとは限らない。

　ビスカラは席にこそ着いていたが、大きく体を仰のけ反ぞらし、白目をむいて異なる次元を旅していた。居い眠ねむりをするのなら、もっとうまくやればいいのに。

「……わたしは自分の無力さを、今日ほど痛感したことはない」

　ホレブ教員師し範はんはため息をつき、隣となりの席のジャン＝ジュールにビスカラを起こすよう命じた。

「子供が夢見るのを邪じや魔まするのは、大変野や暮ぼな振ふる舞まいだが、現実を見せるのが大人の役目でもある。さて、バン・ビスカラ学生、問題を解いてもらおう」

　状じよう況きようをつかめていないビスカラに、ジャン＝ジュールが自分の石せき盤ばんを渡わたす。現代のノートのようなものだ。そこには幾き何か学がくの問題が書かれていた。ビスカラは瞼まぶたをこすりながら立ち上がって、即そく座ざに答えを述べた。ここで間ま違ちがえれば、まだかわいげがあるのだが、彼の解答は見事に正解だった。

「……授業を聞いていないのなら、せめて間ま違ちがってもらいたいものだ」

「間ま違ちがえて欲しいときは、何か合図を送ってください。今度からはそれに従いますよ」

　悪びれもせずビスカラはそう言って、悠ゆう然ぜんと席に着いた。するとジャン＝ジュールが、ホレブ教員師し範はんとまったく同じため息をつく。

「ほんと、きみは嫌いやなやつだよ。どうしてぼくはきみと友達なんだろう」

「おまえがいいやつだからさ」

　ビスカラは屈くつ託たくのない笑みを見せたが、一方のジャン＝ジュールは何か腑ふに落ちない顔をしていた。

　……午前の授業が終わると、ビスカラはひとりで校舎裏に行った。そこは人目につかない上に、ちょうどいいところにブナの木が植えられていて、簡単に塀へいを乗のり越こえられるようになっている。学院を抜ぬけ出だすときはここを使え──それが尊敬すべき先せん輩ぱい方がたの教えだった。

　器用に、あるいは慣れた様子で木によじ登ると、ふいに背後から声をかけられた。教員師し範はんかと思って焦あせって振ふり返かえるのだが、そこにいたのはハノークだった。

「何だ、ハノークか。驚おどろかすなよ」

「……ジョルバン・クラブだっけ？　また、民主政思想者の集まりに顔を出すの？」

　ハノークはその丸みのある眼に非難の色を漂ただよわせて、じっとビスカラを見つめる。いや、彼なりに睨にらんでいるのだろう。まるでさまになっていなかったが、それでもビスカラはたじろいだ。この人じん畜ちく無害で博愛主義者の王太子に睨にらまれたことなど、これまでなかったからだ。

「どうしたんだよ。何を怒おこっているんだ」

　動どう揺ようしつつビスカラは訊たずねる。するとハノークは、ぽつぽつと語った。

「ねえ、わたしはそんなに頼たよりないかな？……わたしだって、クロバンスをよくしたいとは思っているんだ。もちろん、わたしだけじゃなく父もそうだ。だから……その……」

　何が言いたいのか自分でもわからないらしく、ハノークは口ごもってしまった。ビスカラは木から飛び下りて、ハノークに近づき、微ほほ笑えみながら彼の肩かたに手を置いた。

「王だけで政治が行われているわけじゃない。絶対王政を築いたロギンズ王だって、貴族やギルドの意向を無視できなかったんだぜ？……あまり気負うな」

　しかしハノークは首を振ふる。

「わたしは、わたし自身の責任と向き合いたい」

「それはいいけど、向き合ってどうするつもりなんだい？」

「どうするって……話し合いをする。ほら、国会だよ。以前ビスカラは国会常設が必要だって言っていたよね。いいと思うんだ、それ。皆みなで話し合えば、きっといい答えが出る。いや、友人になれると思うんだ。たとえばわたしはドレソン人で、ビスカラはクロバンサル・アビリー、ジャン＝ジュールはオレアン人だけど、いい友人関係を築けている。心を通わせたからだよ。いまの政治に足りないものは、そういうやさしさなんだと思う。だからね、すすんで危ないことをしなくても、わたしと一いつ緒しよに──」

　ハノークの笑みは急に曇くもった。ビスカラが、子供の駄だ々だにつき合うときのような、何とも言えぬ表情を浮うかべていたからだ。

「……まあ、心配するな。おれたちに任せておけ。おまえが即そく位いする頃ころには、きっといい世のなかになっているよ」

　軽く手を上げて、ビスカラは駆かけ出だした。そして、颯さつ爽そうと木に登り、塀へいを跳とび越こえた。残されたハノークは地面を見つめながら、ぐっと拳こぶしを握にぎった。




　この日、ポートベロー宮きゆう殿でんでは名士会という会議が開かれていて、そこにジョルバン・クラブのリーダーであるラスカリナが出席していた。議題は増税についてだ。世間からは『戦争税』と揶や揄ゆされており、ジョルバン・クラブはこれに真っ向から反対していた。会議の行ゆく方えが気になるところだ。

　しかしビスカラは、宮きゆう殿でんとは正反対の、新市街のほうに向かっていた。名士会が終わるまで時間に余よ裕ゆうがあったので、彼は新しくできた紡ぼう績せき工場を見学するつもりだった。当時としては画期的な蒸気を利用した紡ぼう績せき機きが、そこに大量に導入されたと噂うわさになっていたからだ。しかもそれはクロバンスでは初の試みだった。彼としては、どうしても見ておきたかった。

　城壁の近くまでやってきた。だが、壁かべの向こうにも街はつづいている。そこが新市街だ。もともとは城壁内だけで市街が形成されていたのだが、様々な都市から人が流入してきて、城壁の外に新たな市街を形成するようになった。実態としては、貧ひん民みん街がいである。

　新市街に入ると、空気は一変した。どんよりと濁にごっていて、悪あく臭しゆうが漂ただよう。裏路地には人の亡なき骸がらが転がっていた。ひからびたように瘦やせ細ほそっていて、蝿はえがたかっている。餓が死ししたのだ。ビスカラの暮らす城壁の内側では、考えられない光景だが、一歩でも外側に出れば、このような光景が当たり前のようにある。ずいぶんな違ちがいではあるが、これが現実であり、また、ある意味ではクロバンスの縮図とも言えた。

　ビスカラは亡なき骸がらに近づく。自分よりも若かった。パトリスと同じくらいだろうか？……地方から流れてきた労働者であるのは間ま違ちがいなかった。まだ子供だというのに、出で稼かせぎにきて、そして、餓が死ししたのだ。労働者はまともに賃金を得られない。子供ならなおのことだ。しかしそれでも、農村にくらべればまだましなので、次から次に人が流れてきて、死んでゆく。

『こんな社会は間ま違ちがっている。宮きゆう廷ていだって、自らの間ま違ちがいに気づいているんだ。それでも、現在の自分たちの生活を守るために、何も手を打とうとしない……許してはおけない』

　死んだ少年は、光のない瞳ひとみを空に向けていた。瞼まぶたを閉ざしてやりたかったが、硬こう直ちよくしていてうまくいかなかった。

「……結局、城壁内の、旧市街の平へい穏おんな生活は、新市街の人々を犠ぎ牲せいにすることで、成り立っているんだ」

　と後ろから声がした。振ふり返かえると、そこにはベルナレットがいた。いつもより洒落しやれた服装をしていた。華はなやかなショールを身にまとい、足首の見えるスカートをはいている。

　ビスカラの視線に気づいたベルナレットは、ほんの少し気き恥はずかしそうにしながら、弁解するような口調で言う。

「いや、今日はほら、宮きゆう殿でんに行くから……こぎれいにしておかないと」

「ああ、うん……しかし、どうしてここに？」

「貴様と同じさ。わたしも、名士会が終わるまで、噂うわさの紡ぼう績せき工場を見学していようと思ったのだが……どうも、こういうのを見てしまうとな……」

　ベルナレットは服が汚よごれるのを気にもとめず、少年の亡なき骸がらを持ち上げようとした。

「野ざらしにはしておけない。墓地まで運ぶよ。貴様は見学してくるといい」

「急に運んでいっても、教会は埋まい葬そうしてくれないぞ。前に運んだとき、それで苦労したからな……まずおれが話をつけてくる」

「いいのか」

「当たり前のことを訊きくなよ。さあ、時間がない。早さつ速そく行ってくる」

　ビスカラは駆かけ出だしてゆくのだが、何を思ったのかすぐにきびすを返して戻もどってきた。

「呆あつ気けにとられて言えなかったけど、今日の服装、よく似合っている。はは、馬ま子ごにも衣い装しようだ。東洋の言葉らしいんだけど、知っているかい？」

「知らないね。しかし、褒ほめられていないのはわかる」

　と、ビスカラの冗じよう談だんにベルナレットは笑顔で応えた。

　ふたりの関係は、決して悪くはなかった。意見に少々の違ちがいこそあるものの、互たがいに同志だと認め合っていたのである──このときは。




　ふたりが宮きゆう殿でんに着く頃ころには、名士会は終わっていた。こぎれいな身なりをした男たちが、宮きゆう殿でんの外に大勢いた。

「人民の声が聞こえぬ愚おろかな貴族どもよ、そなたらは皆みなくずだ！　死んでしまえ！」

　突とつ然ぜん、呪じゆ詛そのような絶ぜつ叫きようがこだまする。

　ビスカラとベルナレットは顔を見合わせて、それから急いで声が聞こえたほうに走った。呪じゆ詛その主に心当たりがあったからだ。いや、このような場所で公然と呪のろいの言葉を吐はける人物は、世界ひろしといえども彼女以外には他にいないだろう。

　宮きゆう殿でんの入口付近には、驚おどろくほどに白い肌はだをした女がいて、男たちが遠巻きに彼女を見ていた。彼女は、この場にはあまり相応ふさわしくない、体のラインがよく出る薄うす手でのシュミーズドレスを着ていた。参さん殿でんする以上、正装が望ましいのだが、そのような約束事を圧あつ倒とう的てきな美によって彼女はねじ伏ふせていた。純白のドレスと彼女の肌はだの白さとが見事に調和していて、幻げん想そう的てきですらある。

　だが、その白金の妖よう精せいは怒いかり狂くるっていた。傘かさを振ふり回まわして、悪態の限りをつくす。火の粉がわが身にかかるのを避さけたいのか、男たちは彼女から距きよ離りをとって、近づかないようにしていた。衛兵ですら事態を傍ぼう観かんしている。

「ラスカリナ様！」

　ビスカラたちはその白金の妖よう精せい──ラスカリナに駆かけ寄よる。そして、羽は交がい締じめにして強引に日かげに連れてゆき、太陽の光から彼女を守った。彼女の肌はだの白さは疾しつ患かんによるものなので、紫し外がい線せんを受けると炎えん症しようを起こしてしまうのだ。

「何があったのかおおよそ想像できますが、ともかくいまは落ち着いてください。人の眼もあります」

　背後から暴れるラスカリナを押おさえ込こみながら、ビスカラは言った。しかし彼女は激情に支配されていて、われを忘れたようになおも暴れようとする。

「人の眼だと？　あれは人の眼というのではない、節穴の眼というのだ！　ええい、離はなさんか。わたしは全ぜん身しん全ぜん霊れいで怒いかりを表現したいのだ」

「お体に障さわりますから、おやめください」

　と言って、ベルナレットは傘かさを奪うばいとり、かわりにさす。ラスカリナをさらに陽光から守ろうと気き遣づかったのだが、その気き遣づかいはいまのラスカリナにとってむしろ攻こう撃げきの材料だった。

「体にぃ障さわるだとお!?……そなたはわたしを病人扱あつかいするのか。実に不ふ愉ゆ快かいだ！　この世すべて不ふ愉ゆ快かいだ！」

　ラスカリナはか細い手で傘かさを払はらいのけ、きっと太陽を睨にらみつける。

「忌いま々いましい太陽め、さっさと燃もえ尽つきるがいい！　自分ではできぬというのなら、わたしが手伝ってやろうか！」

　市井しせいのなかには他にいただろうが、記録上では、彼女が太陽に戦いを挑いどんだ最初の人間だとされている。

　それはともかくとして、このままラスカリナに怒いかりの儀ぎ式しきを遂すい行こうさせるわけにはいかなかった。ビスカラは近くの衛兵に頼たのんで馬車を呼びつけ、むりにでもラスカリナを連れて帰ることにした。

　二〇分後に馬車が到とう着ちやくした。その頃ころになると、ラスカリナも頭が冷えたというか、暴れすぎたせいで疲つかれきっており、大人しく馬車に乗った。ビスカラとベルナレットも同乗し、ジョルバン修道院に向かった。

　ようやくビスカラはひと息つき、対面の席のラスカリナに訊たずねた。

「それで……増税が可決されたんですか」

　ラスカリナは眉み間けんに険しい谷をつくりながら、かたく瞼まぶたを閉ざした。再び湧わき起おこってくる怒いかりをこらえているようだった。

「増税──つまり、地ち租その改正自体は棄き却きやくされた。大土地所有者や新興貴族どもの牙が城じようである高等法院が圧力をかけてきたからな。自己の権益が脅おびやかされるのが、我が慢まんならないらしい。ああ、そういえば、そなたの家は新興貴族であったな。悪く言ってすまない」

「いえ、仰有おつしやる通りだと思います。父もそれを嫌きらって、高等法院の議席をすてたのですから。それより、増税が棄却されたのに憤ふん慨がいなさっていたのはなぜですか」

「戦時特例が決まったからだ。これまで徴ちよう募ぼが禁止されていた都市が、一二都市から四都市に減らされ、しかも、農民に対する募ぼ兵へいが再び賦ふ役えきとされることになった。事実上の、強制徴ちよう募ぼの解禁だ。われわれの活動によって、一度は禁止させたが、結局これだ。やつらは戦争をやめる気がない上に、農民を奴ど隷れいだと思っている」

　ラスカリナはごろんと横になり、軽く舌打ちをした。スカートの裾すそがめくれ上がって、その柔やわ肌はだがあらわになったのに、まるで気にしない。

　窓のカーテンがちゃんと閉まっているか確かく認にんしてから、ベルナレットは言った。

「所しよ詮せん、名士会は王おう侯こう貴族や官かん僚りよう、高位聖職者といった特権階級の人員で構成されていますから、農民の声など彼らには家か畜ちくのわめきにしか思えないのでしょう……いえ、もちろんラスカリナ様は違ちがいますが」

「違ちがっていても、結果がこれではな……あーあ、わたしはだめな指導者だ。ラスカリナ・ド・だーめーるなのだ。いっそ爵しやく位いを売うり払はらって、田舎いなかに引っ込むか。だーめーるでは体制に変化など与えられるはずがない」

「……すぐにやけを起こされる。ラスカリナ様の悪い癖くせですよ」

　ベルナレットが苦笑すると、ビスカラも窘たしなめるように言った。

「われわれジョルバン・クラブが、宮きゆう廷ていに対して影えい響きよう力りよくを持てているのも、ラスカリナ様の地位あってのことなんですから、それを手放すなんて愚おろかですよ。もっとも、ラスカリナ様には不本意なことでしょうが……」

「大いに不本意だ。何だ、皆みな一様に、侯こう爵しやくだの辺境の覇は者しやだのと……脅きよう威いを覚えるべきは、わたしの地位ではなく、わたしの思想であろう。やつらはわたしの『社会合意形成論』を読んでいないのか。くそ、いつか国王を招いて勉強会でもしてやろうか」

　実のところラスカリナというのはペンネームで、彼女の本名はプラテル女じよ侯こうジュディト・ジャンヌ・エミリー・ラ・ピュセル・ベツリーシュである。伝統貴族らしい冗じよう長ちような名前だが、べつにこれを嫌きらってペンネームを使用したのではなく、女じよ侯こうという立場から身元を隠かくす必要があったため、やむを得ずラスカリナという身元がわからない──それもドレソン人なのかオレアン人なのか、はたまたルード人なのかもわからない名を使用していたのだ。

　とはいっても、ラスカリナがプラテル女じよ侯こうであることは、すでに公然の秘密となっている。

　これには経けい緯いがある。ラスカリナは『社会合意形成論』を発表し、民主化運動に火をつけたのだが──その内容は、簡単に言えば、社会とは人民の最大多数の合意によってはじめて形成され、王権もまた人民の合意によってはじめて保証される、という伝統的な王権神授説に真っ向から「否いな」を突つきつけるものだった──この理論に賛同した者たちは、彼女に理論の実行者であることを求めた。つまり、自分たちのリーダーになって欲しいと紙面で呼びかけたのだ。

　活動家ではなく思想家になりたかったラスカリナではあったが、こうなってしまっては責任をとらなくてはならないと腹を決め、名士の娘で幼なじみのベルナレットをはじめとした、自分の私し塾じゆくの生徒たちとともに王都にやってきて、そのグループ、言うまでもなくジョルバン・クラブの長となり、政治的な活動を開始するのだが、あまりにも特とく徴ちよう的てきな外見を持っていたため、身元がすぐに割れてしまったのである。

　しかし、腐くさっても彼女は女じよ侯こうであり、伝統と格式を持つラ・ピュセル家の当主である。貴族たちは表立って批判できず、苦虫を嚙かみつぶしながら黙もく認にんした。その意味では、ジョルバン・クラブはラスカリナの思想ではなく、彼女の地位によって守られていたと言える。少々、皮肉的ではあるが。

　また、彼女は他にも多くの爵しやく位いつまり領地を買かい占しめ、さらに地方行政官を追いやってガーリール州ほぼ全土を事実上の所領としていた。彼女が『ガーリールのラスカリナラスカリナ・ド・ガーリール』と呼ばれているのも、そのためである。

　……ふとラスカリナはビスカラを見て、何かを思い出したかのような顔になった。

「ところでそなた、学校はどうしたのだ」

「ああ、いいんです、学校なんて。どうせわかりきったことしかやらないんだから」

　その言葉を聞くなり、ベルナレットはため息をついて言った。

「そんなふうだと学校で嫌きらわれているだろう。嫌いやなやつだ、と」

「東洋狂ぐるいの学友に、まったく同じことを言われたよ」

「ははは。たしか、ジャン＝ジュール……だったか？　伝統貴族のご令れい嬢じようの……」

「ご令れい嬢じようじゃなく、ご令れい息そく、いやご当主様さ。馬ば鹿か馬ば鹿かしい！　オレアン人貴族は男子でなければ相続できないから、彼女は男として生きるよう親類縁えん者じやから強制されたんだ。おれはな、ベルナレット、個人の意思を踏ふみにじる旧きゆう態たい依い然ぜんとした制度が認められないんだ！」

　急にビスカラは眉まゆをつり上げて、怒いかりをあらわにした。

　ベルナレットはラスカリナをちらと見てから、おずおずと言う。

「ラスカリナ様は、少なくとも外見上は女子で、オレアン人だが、何の問題もなく相続なされたぞ。いや、問題は実際のところあったのかもしれないが、明るみには出ていない」

「ラスカリナ様は、特例が服を着て歩いているようなお方だ、基準にするべきではない。多くの伝統貴族は、長い戦乱で没ぼつ落らくしていて、宮きゆう廷ていの言いなりなんだよ。行政官を追放して好き勝手するような、あるいは、どさくさに紛まぎれて勢力を拡大するようなラスカリナ様とは、人格からして違ちがうんだ」

「……どうやらそなたたちは、わたしに対する尊敬を失いつつあるようだ」

　馬車は激しく揺ゆれた。怒いかりに駆かられたラスカリナが、暴れ出したからである。

　御ぎよ者しやはひどく迷めい惑わくそうな顔をしながら、瘦やせた馬に鞭むちを打った。




　ほどなくしてジョルバン修道院に到とう着ちやくし、一行は馬車から降りた。

　修道院には支柱が連なった美しい回かい廊ろうがあり、その向こう側に整備された庭が見える。厳おごそかな雰ふん囲い気きがあるが、かつてはここで売春が行われていた。この時代、修道院がある種の娼しよう館かんとして機能を果たすことがあったのだ。もちろん、非合法であるので、修道院は閉へい鎖さされ、しばらくは誰だれも寄りつかなくなった。ジョルバン・クラブがここを拠きよ点てんとするまでは。

　ジョルバンとはこの修道院に由来する通つう称しようで、女性活動家が多く在ざい籍せきしていたことから、侮ぶ蔑べつ的てきな意味を込めてそう呼ばれていた。ジョルバン・クラブの正式名めい称しようは『人民と憲法の友の会』で、できることなら正式名めい称しようを使いたいのだが、通つう称しようのほうがひろく知しれ渡わたっていたため、当然嫌いや々いやではあったが、ラスカリナたちはこの通つう称しようを使用している。

　また、その正式名めい称しようがあらわしている通り、彼女らは憲法の制定を目指した立憲君主制支持派で、この時点では王朝の打だ倒とうなどという大それたことは考えていなかった。

「女じよ侯こう閣下！」

　聖堂に入るなり、慌あわてた様子のフェリシーが駆かけ寄よってきた。ラスカリナは眉み間けんに苛いら立だちをあらわして言う。

「フェリシーよ、何度言ったらわかるのだ。わたしのことを爵しやく位いで呼ぶでない」

「そんなことより大変なのよ！　マチエのやつらったらね──」

「今度は急に馴なれ馴なれしくなったな……」

　王都リエにはジョルバン・クラブの他にも数々の政治グループが存在する。とりわけ過激なのがマチエ・クラブであり、過去に、宮きゆう殿でんに押おし入いって近この衛え兵へいと銃じゆう撃げき戦せんを行った挙げ句、国王を呼びつけてパンの無む償しよう配給を要求した『五月一〇日事件』を起こしている。彼らの思想がどのようなものであったのかは、今日においても不明であるが、数々の歴史的資料により、とにかく熱ねつ烈れつに反対していたことはわかっている。何かに、ではない。繰くり返かえすようだが、とにかく反対していたのだ。

　フェリシーが言うには、そのマチエ・クラブが明日六月六日に、宮きゆう殿でんに向けてデモ行進をするらしく、ジョルバン・クラブなど他の政治グループにも参加を呼びかけているようだった。おそらくは五月一〇日事件で味を占しめたのだろうが、あまりにも短たん絡らく的てきだ。

　しかしこの勝ち気な眼の前編集長は、そうは思わなかったらしい。

「全民主政思想者による一大行進！　女じよ侯こう閣下、これに参加しない手はないわ。われわれの力を宮きゆう廷てい貴族に見せつけてやるのよ」

「そなたの意気込みはわかったが……それで、いったい何を求めるデモ行進なのだ」

「パンと国会よ！」

　とフェリシーは勝利宣言をするかのように、高らかに言った。ラスカリナはもちろんビスカラもベルナレットも啞あ然ぜんとした顔になるのだが、そんなのはおかまいなしにフェリシーはつづける。

「どうせ名士会なんて不成功に終わったんでしょう。癪しやくだけど、そこは名士会に反対していたマチエの連中が正しかったみたいね……やっぱり、民衆を代表する議会が必要なのよ。そうでないと何も変わらないわ。国会を求めて民衆が殺さつ到とうすれば、いかに宮きゆう廷ていといえど、重い腰こしを上げざるを得ないでしょうね！　ついでにパンももらうわ。これは、正当な対価よ」

　困こん惑わくしきった様子で口ごもるラスカリナのかわりに、ビスカラが言った。

「意味がわからない。正当な対価だって？……妙みような理り屈くつをつけて、強ごう奪だつを正当化するのはよしたほうがいい。それに、いまわれわれが国会をつくったところで、新旧貴族やブルジョワ、さらには聖職者の参加は望めない。それでは何の影えい響きよう力りよくも持ち得ないから、まずは彼らを切きり崩くずして、こちらの陣じん営えいに引き込まなくてはならない。

　加えて言えば、国会を開設するに当たって、憲法が必要となる。であれば、憲法を制定するための議会──すなわち、憲法制定議会を先につくって、すべての民族、すべての身分から代表を選出し、意見を集める必要がある。民主政を謳うたっている以上、それは最低限行うべきだろう……簡単なことじゃないんだよ。おまえは、政治を甘あまく見すぎている」

「ああ、そう。あんたは政治を熟知しているわけね。ご立派なことだわ！　けど、特権階級の力を借りる必要なんてないわ。わたしたちだけで、勝手に議会をつくればいいのよ。憲法だってそこでつくればいいわ」

　発作的にビスカラは、このただひたすらに短たん絡らくな少女を罵ば倒とうしたい衝しよう動どうに駆かられたが、理性を失ってはならないと自らを戒いましめ、その衝しよう動どうを抑おさえ込こんだ。

「……つまり、高等法院のような存在として、国会をつくる、と？」

「え？……ああ、そうなるのかしら」

「なるほど。けどな、高等法院が宮きゆう廷ていに対して強い影えい響きよう力りよくを持てるのは、彼らが新興貴族の集まりで、富を持っているからだ。われわれには富も力もない。独自に議会をつくったところで、何の実行力もないただの井い戸ど端ばた会議になるだろうな……おれの言っている意味が、わかるか」

「わかるわけないわ、この日和ひより見みの敗北主義者！　あんたは頭がいいのかもしれないけど、その分、余計な知識のせいで決断力が鈍にぶっているようね！　進歩は行動の先にある。とどまっていては、時代の流れにとり残されるだけよ。まったく、あんたなんかが新編集長だなんて、レアリテはもう終わりね。言論から進歩的精神は失われたわ」

　言いたいことを言うだけ言って、フェリシーは顔を真っ赤にしながら聖堂から飛び出していった。ビスカラはラスカリナにとりあえず苦笑を向けた。

「どうもおれが編集長になったことを恨うらんでいるみたいで……もともとはあいつが編集長でしたから」

「それは実に進歩的なことだ」

　とラスカリナはため息まじりに呟つぶやいた。すると、それまで静観してことの成りゆきを見守っていたベルナレットが、申し訳なさそうに微ほほ笑えみながら言った。

「役職を奪うばわれただけで、人を恨うらむようなやつではないんだが……貴様はあとから入ってきたからな、フェリシーのようにガーリールからラスカリナ様につき従って王都にやってきた者からすれば、貴様の出世に色々と思うことがあるんだろう。

　しかし貴様が編集長に就ついてから、レアリテがよくなったのは事実だ。少なくとも、物ぶつ騒そうな文言がうんざりするほど並んでいたフェリシー編集長時代よりは、よっぽどいい。まあ、やつには向いていなかったんだ。意気込みはあったんだがな……わたしのほうで、やつに新しい役職を与えるつもりだ。そのときには、わだかまりも消えているだろうから、いまは少し辛しん抱ぼうしてくれないか」

「それは構わないが……しかし調整役というのも大変だな。気苦労が絶えなさそうだ」

「……いったい誰だれのせいなんだろうな」

　たしかに誰だれのせいなのだろうか。ビスカラはフェリシーからレアリテ編集長の座を結果的に奪うばってしまったが、そもそもビスカラを新たな編集長に任じたのはラスカリナである。

　ビスカラは肘ひじで隣となりのラスカリナをつついた。するとラスカリナは、とんでもないといった顔で、ビスカラをつつき返す。そんなふたりを眺ながめながら、ベルナレットは深いため息をついた。













　ビスカラは蒸むし風ぶ呂ろに入っていた。

　あれから、マチエの提案について検討に入ったが、すぐに不参加で方針がかたまった。そして、クラブ会員に名士会の結果を報告し、今後について議論を交わしたあと、ビスカラは下宿先に帰った。一階の広間では、クロエが待っていた。

「パン屋さんで蒸むし風ぶ呂ろをやっているみたいなんですよ。ご一いつ緒しよにどうですか」

　現代の感覚からすると、パン屋で蒸むし風ぶ呂ろというのは奇き妙みように思えるかもしれないが、当時はパンを焼く際に生じる熱を利用して、蒸むし風ぶ呂ろをやっている店がそれなりにあった。熱さえもむだにしない、たくましい商しよう魂こんである。

　それはそれとして、クロエの誘さそいを断る理由がなかったビスカラは、一いつ緒しよにミンスター通りの大きなパン屋に向かい、蒸むし風ぶ呂ろで汗あせを流すことにした。

　しかし思いがけないことが起きた。ビスカラにとっては、と注ちゆう釈しやくしておくべきだろうか……ともかく、ビスカラが脱だつ衣い所じよで服を脱ぬいでいると、さも当然のようにクロエも入ってきて、同じように服を脱ぬごうとしたのだ。

「何をやっているんだ！」

「え、何って……」

　クロエはきょとんと小首をかしげる。この時代の公衆浴場は混浴が基本である。男女別に風ふ呂ろを用意するほど商人層に経済的な余よ裕ゆうはなく、また、教会の権けん威いが宗教戦争を経て失しつ墜ついし、さらに七〇年戦争によって殺さつ伐ばつとした世相に覆おおわれるようになると、庶しよ民みんの道徳観は大きく後退し、生活様式そのものが雑多になってしまったのだ。上流階級は違うが。

「ああ、すみません……やっぱり、わたしのような身分の者がご一いつ緒しよするなんて、厚かましかったですよね。外で待っています」

「外で待つ？……おれが上がるまで、ずっとか？……」

「はい、もちろんそういたしますが……」

　上うわ目め遣づかいで、曖あい昧まいに微ほほ笑えみながらクロエは言った。さすがに外で待たせるのははばかられた。かといって混浴するのはどうなのだろう。いや、混浴といっても裸はだかになるわけではない。薄うす手での肌はだ着ぎを着用して蒸むし風ぶ呂ろに入るわけで、見方を変えればそれは海水浴に準ずる行こう為いと言えなくもない──はずである。

　ビスカラは長く、あまりにも長く沈ちん黙もくしたのち、ようやく一いつ緒しよに入ろうと言った。

　……そうしていま、蒸むし風ぶ呂ろに入っている。

　かなりの暑さだった。汗あせが止めどなく噴ふき出だしてくる。ビスカラはイスのようになっている段差の部分に座すわって、落ち着きなく視線をさまよわせていた。クロエは彼の隣となりに座っている。

　薄うすい浴用着が彼女の体に張りついていた。ふくよかな乳ち房ぶさの形がはっきりとあらわれていて、汗あせがその谷間に流れる。のぼせやすいのか、すでに彼女の顔はほてっていて、手で自らを扇あおいでいた。栗くり色いろの濡ぬれた癖くせ毛げが、頰ほおにまとわりついていた。

『さて、困ったぞ……』

　ビスカラは話題を探した。いつもならくだらない冗じよう談だんが山ほど出てくるのに、このときばかりは何も思おもい浮うかばない。彼は自らの経験の浅さを呪のろった。

　すると、おそらくは気を遣つかったのだろう、クロエが微ほほ笑えみながら、口を開いた。

「学校を抜ぬけ出だされたんですってね。ジャン＝ジュール様がお怒いかりでしたよ」

「え？……ああ、まあ……ちょっと遊びに」

「どうして噓うそを仰有おつしやるのです。民主化運動でしたっけ？……わたしには難しいことはわかりませんけど、何でも大勢の人たちのためになることをなさっているとか。隠かくすようなことじゃありませんよ」

「世間一いつ般ぱんには隠かくすようなことなのさ。この浴用着のようにね、はは……」

「もう、おからかいにならないでください」

　クロエは手をついて、勢いよくその上気した顔をビスカラに近づける。浴用着の首回りがだらんと下がり、手をついたはずみに飛とび跳はねるように動いた乳ち房ぶさがそこからよく見えた。思わずビスカラは視線を逸そらす。しかし当のクロエは何も気づかぬ様子で、言葉をつづけた。

「ジャン＝ジュール様もハノーク様も、あえて口にはなさらないでしょうけど、ご心配しておられます。もちろん、わたしだって……今日お時間をいただいたのも、このことについてお話がしたかったからなんです」

「……やめろと言うのかい？」

「いいえ、お役に立ちたいんです」

　思いがけない言葉を聞いて、はっとクロエを見る。彼女の眼はいつになく真しん剣けんだった。

「ビスカラ様はご優ゆう秀しゆうで、何でもおひとりでできます。わたしの手助けなど、かえってご迷めい惑わくに思われることでしょう。でも、何でもかんでもおひとりで抱かかえ込こむと、いつかその抱かかえ込こんだものの重さに、ビスカラ様ご自身がつぶされてしまうような……そんな気がするんです」

「大げさだな」

　とビスカラは笑った。しかしクロエは笑わなかった。笑みの奥おくで燃もえ盛さかるビスカラの社会に対する強い思いをよく知っていたために、とても大げさな話とは思えなかったのだろう。

「朝が弱いのも、夜遅おそくまでその運動のお仕事をなさっているからですよね。学校に行かれないのも、そのため。いまは学校の生活を犠ぎ牲せいにされるだけで済んでいますけど、活動が激しくなると、何かもっと大きな犠ぎ牲せいが必要になってしまうんじゃありませんか」

「どうかな……そこまでちゃんと考えたことはなかったけど、おれ個人の犠ぎ牲せいで社会全体が正しい道をゆくのなら、躊躇ためらうことはないだろうね……というより、躊躇ためらう理由がわからない。いや、おれの精神が高潔だと言いたいんじゃなくて……何というか、そう、ほんとうに理解できないんだ。生まれたときから、思考がすでに定まっているような感じで……」

　ビスカラは、切れ長の眼をクロエに向ける。彼女はよくわからないといった顔をした。

「いや……とにかく、気持ちは嬉うれしい。でもね、きみはあの宿を守っていかなくちゃいけないし、何よりパトリスがいる。早まった真ま似ねをしてはいけないよ。だいたい、おれはきみたちの生活を守るために活動しているんだから、そのきみたちに生活を捧ささげられては意味がない。わかってくれるね」

「……ほんとうにお辛つらいときは、どうかお声をかけてください」

「ありがとう。でも、どうしてそこまでしてくれるんだい？」

「それは……その……」

　クロエは下を向いて口ごもった。彼女がビスカラに特別な思いを寄せていたことは、当時の人々の証言から明らかになっている。また、ビスカラも同じ気持ちであったとも。

　もじもじとするクロエを見て、それが言外に何を語っているのか理解したビスカラは、わずかに顔を赤らめ、しかし立ち上がってこう言った。

「ど、どうやらクロエものぼせたようだし、そろそろ出ようか」

「そ、そ、そうですね」

　大きく肯うなずいて、クロエも立ち上がる。要するに両者とも不器用だったのだ。

　ビスカラはちらとクロエを見た。よく汗あせをかいたのだろう、浴用着は肌はだの色を透すかしていて、体の線をはっきりと見せている。膨ふくらんだ胸や張りのある尻しり、そしてまるでコルセットをつけているかのように細くくびれた腰こし……ビスカラはひどく複雑な顔をして、眉み間けんを押おさえた。

「……よくこの蒸むし風ぶ呂ろには来るのかい？」

「いえ、今日がはじめてですけど……」

　するとビスカラは、ぱっと笑みを咲かせて、

「それならいいんだ。次はジャン＝ジュールと来るといい。あくまでも女性のジャン＝ジュールとね……彼女は秘密にしているけど、実は蒸むし風ぶ呂ろが好きなんだ。東洋の次にね」

　とでたらめを言った。クロエはよくわかっていないふうだったが、とにかく微ほほ笑えんだ。




　経けい暦れき一七八八年六月六日。

　この日は早朝から小雨が降ったが、昼ひる頃ごろにはすっかり止んで、それまであやしかった空が噓うそのように晴はれ渡わたった──と多くの記録が証言している。

　王都リエの中央にあるロギンズ大王広場には群衆が殺さつ到とうしていた。が、皆みなが皆みな、民主政思想者というわけではない。むしろ大半は民主政思想などにまったく興味のない労働者や素行の悪い不良たちで、この行進に参加すればパンがもらえると聞きつけてやってきたのだ。

　がらの悪い連中が多くいたせいか、大王広場は何か殺さつ伐ばつとした雰ふん囲い気きに充みちていた。たまに喧けん嘩かも起きている。このデモ行進が平和的に行われるとは、もはや期待できなかった。

　クロエはそのなかで、肩かたを震ふるわせていた。

　この行進が何をするものなのか、彼女はわかっていなかったが、民主政運動のひとつであることぐらいは見当がついた。つまるところ、彼女は少しでもビスカラの役に立ちたくて、ここにやってきたのである。ビスカラたちはこの行進に批判的で、参加を見送っていたのだが。

　ふいに、躓つまずいた男がクロエにぶつかってくる。

　クロエはよろめいて、石いし畳だたみの上に尻しり餅もちをついた。いたいけな少女を突つき飛とばす恰かつ好こうになってしまったその男は、わずかにクロエを気き遣づかう仕草を見せたが、連れの男が何ごとかと覗のぞき込こんでくると、態度を豹ひよう変へんさせた。

「どこを見てる！」

　自分に非がないと主張したいのか、男は威い嚇かくするように叫さけぶ。クロエは眉まゆ尻じりを下げながら、ひどく申し訳なさそうな顔をした。

「す、すみません……」

「謝って済むものか。立てよ」

　男は強引にクロエの腕うでを摑つかんで、むりに彼女を立たせた。そして、いかにも引っ込みがつかない様子で、そのまま彼女をどこかに連れていこうとする。

「な、何をするんですか」

「どうせパン目当てなんだろう。こっちに来い。貴様に民主政思想の崇すう高こうさを教えてやる」

　そのとき、男の腕うでが横から伸のびてきた手によって摑つかまれる。男は、はっとその手の主、ビスカラを見た。ビスカラは瞳ひとみに怒いかりをみなぎらせながら、しかし静かに微ほほ笑えむ。

「やあ、きみのことは知っているよ。マチエのルイ＝マリーだ。でも、これは知らなかったな。マチエが罪のない市民を、しかもか弱い女性を相手に、腕わん力りよくで民主政を説こうとするなんて」

　ルイ＝マリーと呼ばれた眼つきと背筋の悪い男は、苦々しい表情を浮うかべた。邪じや魔まされたからというより、ビスカラに対して何か思うところがあるらしい。

「……おれも貴様のことは知ってる。ジョルバンのアビリー……ビスカラだな」

「おい……」

　と連れの男がルイ＝マリーの肩かたに手を置いて、首を振ふる。ジョルバンとの揉もめごとは避さけたいらしい。するとルイ＝マリーは、悪態をついてクロエから手を離はなした。

「汚けがらわしいアビリーめ。おまえのようなやつは、即そつ刻こく立ち去れ！」

　捨すて台詞ぜりふを吐はいてルイ＝マリーたちは引き上げていく。おずおずとクロエが訊たずねた。

「どうしてここが？……」

「きみが朝から宿にいないなんて、これまでなかったからね……もしかしてと思ったんだ。ところで、おれは、早まった真ま似ねはするなときみに言ったはずだけど、昨晩のことを忘れてしまったのかい？」

「いえ、憶おぼえています……」

「そうだろう。忘れるはずがない。おれなんて夢にまで出てきた。ちっ、あとちょっとだったのに。なぜあそこで飛び起きてしまったんだ」

「は？」

「いや、こっちのことだ。それで、きみはおれが参加すると思ってここに？」

「あとからいらっしゃるのかと……もしかしてビスカラ様は、これとは何の関係もないのですか？……ごめんなさい、よくわかっていなかったもので……」

　明らかにクロエはしょげ返っていた。彼女からすれば、ジョルバンもマチエもない。皆みな同じ活動家である。勘かん違ちがいしても、むりもない。

　困ったように頰ほおを搔かきながら、ビスカラは苦笑した。

「……まあいいか。せっかく来たんだ、様子見がてら参加してみよう」

「でも、いいんですか」

「どのみち、誰だれかが偵てい察さつしなきゃいけなかったんだ。クロエも手伝ってくれるかい？」

「はい、もちろん！」

　とクロエは大きく肯うなずいた。

　同時に、「パンと国会を！」のシュプレヒコールが起こり、楽隊が演奏をはじめる。行進の開始だった。




　宮きゆう廷ていでは臨時に国務会議が開かれていた。今回のデモ行進について話し合うためである。

　もちろん、彼らとてデモ行進が行われること自体は、かねてから把は握あくしていた。が、これほどの規模になるとは予想していなかったのである。

「昨日、ありとあらゆる場所で、今回のデモに参加するよう呼びかけがあったらしく、その数は予想を遥はるかに超こえております。警察隊を配備しておりますが、いささか心こころ許もとないですな」

　首席国こく務む卿きよう──クロバンス王国宰さい相しようデ・ジュリは、その皺しわだらけの顔に不快感を滲にじませながら言った。長い白はく髪はつを後ろで束ね、骨と皮だけになった彼は、老ろう爺やというより老ろう婆ばに見えた。

「それで、予想を遥はるかに超こえる数とは、具体的にどのくらいなのだ」

　国王のシャロームは、イスに座っているだけなのに、息切れを起こしていた。肥えすぎた体のせいだ。もともとはすらりとした体たい軀くの美男子だったのだが、玉座につくと同時に肥満になり、以来彼は自分の足を見たことがない。

「数は、五万に垂なんなんとするとか……」

　シャローム王は血相を変えて叫さけぶ。

「五万！　それはまずい。いますぐ代表者をここに呼んで参れ。その者と話し合う」

「畏おそれながら陛下、そのようなお振ふる舞まいが、今回のデモを生んだのだとご理解ください。下手に出れば、彼らはつけ上がります。鎮ちん圧あつの他に手はございません」

「鎮ちん圧あつとは物ぶつ騒そうだな。王都を騒さわがせるのは余の本意ではない。またパンをとらせれば、彼らの気も収まるのではないか」

「すでに王都は騒さわいでおります、陛下」

　とデ・ジュリは呆あきれ顔で言う。

「臣しんが愚ぐ考こういたしますに、民衆とはひとりひとりであれば、分別も良識も持ち合わせておりますが、ひとたび集団となりますと、その集団の共通認にん識しきが社会全体の常識と同一のものであると錯さつ覚かくするようになるのです。熱ねつ狂きようという神しん経けい症しように冒おかされて。その病に冒おかされた者たちは、暴徒と化し、秩ちつ序じよを脅おびやかすことでしょう。であれば、先に患かん部ぶは切り落としておく必要がございます。栄光ある王朝が病によって倒たおれる前に……」

　つまるところ、デ・ジュリはこのデモ行進だけでなく、民主政運動全体に対して危機感を抱いだいていたということなのだが、当のシャローム王は危機感もなく、デ・ジュリが喋しやべっているあいだ、自分の腹の肉をつまんで遊んでいた。

　眉まゆをつり上げて、デ・ジュリが咳せき払ばらいすると、親しみやすい国王はにっこりと微ほほ笑えんだ。

「いやなに、ちょっと考えておったのだ……この贅ぜい肉にく、余はつねづねいらないと思っておるが、いらないからといって切り落としてしまうと、大量の血が流れる。そうなれば、余の体力はもたんだろう……バン・デ・ジュリ宰さい相しよう、そなたはオレアン人であったな。以前のマチエの者たちもそうだったが、民主政思想者はオレアン人やルード人が大半を占しめると聞く。そなたの同どう胞ほうだ。良心が咎とがめないのか」

「畏おそれながら陛下、臣しんはドレソン人でございます」

「……おお、そうじゃった。うっかりしておった。許すがよい」

「許すも何もございません。これで三六回目ですので」

　この老ろう婆ばのような王国宰さい相しようは、正しよう真しん正しよう銘めいのドレソン人だった。しかしオレアン風の命約名のために、よくオレアン人だと間ま違ちがわれた。子供の頃ころなどは、そのせいでいじめられ、オレアン人に対して憎にくしみに近い感情を抱いだいたものだったが、だからといって政治に私情を持ち込むような愚おろかな真ま似ねはしなかった。彼は彼で、王朝を憂うれえていたのだ。

　デ・ジュリは隣りん席せきの陸軍担当国こく務む卿きようすなわち陸軍大臣のバン・コーレトに耳打ちした。

「警察隊では手に負えんだろう。近この衛え師し団だんを出動させるのじゃ」

「……しかし、よろしいのですか」

「畏おそれ多おおいことだが、やつらは宮きゆう殿でんを包囲し、陛下の身み柄がらを要求してくるかもしれん。そうなってはまずい」

　その未来を想像したのか、コーレトは血相を変えて立ち上がる。

「待て。話は終わっておらん」

　デ・ジュリはコーレトの服を摑つかんで、自分のほうに引っ張った。

「近この衛え師し団だんを出動させたら、王都にはびこる害虫をすべて駆く除じよするのじゃ。よいか、デモ隊だけではない。やつらが集つどう修道院、盛さかり場ば、それらすべてに兵を向けよ。一匹ぴきたりとも逃のがすな。それとな、ランツ方面からモールソン元帥を呼び寄せよ。新たに軍を編成する。北部のうるさい連中にも、ひと太た刀ち浴びせてやらねばならんからな……ああ、そうじゃ、高等法院の動きにも注意を怠おこたるな。ロワ・レ・アル伯はくの若造が、何かしてくるかもしれん」

「は、はあ……」

「はあ、ではない。急げ。状じよう況きようは待ってはくれんぞ」

　デ・ジュリはコーレトを押おしやって、退出するよう促うながした。矢や継つぎ早ばやにあれこれと指示されたコーレトは、少々混乱した様子だったが、明らかに苛いら立だっている王国宰さい相しようにもう一度説明してくれと言うわけにもいかず、いそいそと部屋から出ていった。

　ここに最初の間ま違ちがいがあった。デ・ジュリはあくまでも、民主政思想者の逮たい捕ほ拘こう禁きんを旨むねとして命じたのだが、コーレト陸軍大臣は宰さい相しようの言葉そのまま「駆く除じよ」しなければならないと受けとってしまったのである。

「陸りく軍ぐん卿きようはどうしたのだ」

「いえ、ランツ方面で動きがありましたので、中座させました。ご無礼をばお許しください」

「ああ、そうか。ランツ王国にカラチ・ウルファ……内ない憂ゆう外がい患かんとはまさにこのことだな。息子のハノークが即そく位いするまでには、何とか諸問題を解決してやりたいものだ」

　シャローム王は嘆なげきの吐と息いきをついた。

　もっとも、この数時間後に、彼は嘆なげきの吐と息いきどころか、卒そつ倒とうするはめになるのだが……。




　デモ隊がホテル・ハンプシャーの前を通りかかると、武装した近この衛え兵へいが彼らの行く手を阻はばんだ。通りは民衆でごった返している。この先に宮きゆう殿でんがある。

「解散したまえ。諸君は、招かれざる客である」

　士官の男が一歩前に出て怒ど鳴なったが、それはむしろ逆効果だった。売られた喧けん嘩かを買うかのように、血けつ気き盛さかんなマチエの男がすすみ出て、その士官に向かって叫さけんだ。

「おれたちは舞ぶ踏とう会かいにお呼ばれしたわけじゃない。国王に強ごう訴そしにきたのだ。皆みな、声を張れ。パンを寄よ越こせ！」

「パンを寄よ越こせ！」

　デモ隊は口々に、パンを寄よ越こせと叫さけんだ。早くも彼らの頭から国会という単語は抜ぬけ落おちていた。だが、それも致いたし方かたないことなのかもしれない。彼ら庶しよ民みんの生活は、きわめて切せつ迫ぱくしていたのだから。ビスカラが新市街で見た光景のように。

　人口の減少と、徴ちよう募ぼによる男手の不足によって、労働価値は高まっており、また、インフレによる物価の高こう騰とうも起きているので、経営者は労働者に対して賃金を増やさなくてはならないのだが、ブルジョワは頑かたくなにその現実を認めようとしなかった。

　つまるところ、民衆の怒いかりは国王ではなく、自分たちを支配するブルジョワに向かっていた。ではなぜ宮きゆう殿でんに押おしかけようとするのか。答えは簡単だ。現在の窮きゆう状じようを直じき訴そして国王に助けてもらおうと考えていたのだ。少なくとも、このときまでは。

「石を投げろ！」

　と叫さけんだのが、一いつ般ぱん的てきにはマチエのルイ＝マリーだとされている。しかし確証はない。小心な彼が、そのようなことを率そつ先せんして言うだろうか。いやあるいは、仲間にそそのかされたのだろうか。虚きよ勢せいを張る傾けい向こうが、たしかに彼にはあった。

　いずれにしても、その誰だれかの言葉を受けて、民衆は近この衛え兵へいに石を投げつけた。彼らだって一対一であったら、そのような野や蛮ばんな真ま似ねはしなかっただろう。が、彼らは集団である。集団は理性を失いやすい。デ・ジュリ宰さい相しようの考察通りに。

　次から次に石が投げられる。近この衛え兵へいたちは身を低くして、何とか投石から逃のがれようとした。このいまにおいて、怯おびえているのはむしろ軍隊のほうだった。

「あっ！……」

　指揮官の軍服を着た男の額に、石が命中した。彼は血を流しながら、その場に倒たおれ込こむ。そばの兵が慌あわてて駆かけ寄よった。

「ご無事ですか」

「わたしの怪け我がなどどうでもいい。それより……一いつ旦たん後退するぞ。大臣から鎮ちん圧あつ命令が出ているが、民衆を撃うつわけにはいかない。とにかく、彼らの熱が冷めるのを待とう」

　近この衛え兵へいたちは指揮官の命令通り、後退しようとする。しかし、その命令こそ第二の間ま違ちがいだった。逃にげようとする兵を見て、民衆は自分たちの力を錯さつ覚かくしてしまったのだ。

「逃にがすかよ」

　と調子づいて、近この衛え兵へいに摑つかみかかろうとしたのは、ルイ＝マリーだった。今度は確証がある。なぜなら彼は──。

　銃じゆう声せいがした。

　近この衛え兵へいのマスケット銃じゆうを握にぎった手が、がたがたと震ふるえている。ルイ＝マリーはふと自分の胸もとを見た。とめどなく血が流れていた。撃うたれたのだ──そう気づいたときにはすべてが遅おそかった。彼は口から血を吐はき、力なくその場に倒たおれる。

　ルイ＝マリー・アルノー。

　彼は血の行進事件における最初の犠ぎ牲せい者しやとして、歴史に名を残している。




　ビスカラは異変に気づいて立ち止まった。後ろから人がぶつかってきたが、彼は気にもとめず、じっと前方を見つめる。彼とクロエは、デモ隊のずいぶん後方にいたのである。

「どうなさったのですか」

　とクロエが訊たずねるのと同時に、銃じゆう声せいが響ひびいた。周囲の人間は、反射的に身を伏ふせた。ビスカラもとっさに、クロエをかばうようにして身をかがめた。

「銃じゆう声せい……」

　ぽつりと呟つぶやいたクロエの声が、いやに響ひびいた。すぐさま、二発目、三発目の銃じゆう声せいが悲鳴を乗せて轟とどろく。ビスカラに緊きん張ちようが走った。デモ隊が銃じゆうを所持していない以上、発はつ砲ぽうしたのが宮きゆう廷てい側であるのは明白で、それはつまり、武力による鎮ちん圧あつを意味していた。

『そこまでするのか……宮きゆう廷ていは』

　状じよう況きようを理解したビスカラは、安全な場所を眼で探した。しかし民衆はまだ状じよう況きようが吞のみ込こめていなかった。むりからぬことだが、このいまにおいて時間を無む為いに費ついやすのは致ち命めい的てきだった。というのも、ようやく危機を悟さとった民衆が逃にげ出だそうとしたそのとき、突とつ如じよとして、小道からマスケット銃じゆうを持った兵があらわれ、彼らに向けて発はつ砲ぽうしたのだ。

　一気に、阿あ鼻び叫きよう喚かんの巷ちまたと化す。

　逃にげ惑まどう者、ただ泣なき叫さけぶ者、怒いかり狂くるって立ち向かう者、皆みな等しく銃じゆう撃げきの餌え食じきとなる。兵だって好きこのんでやっているわけではない。命令だから？……いや、それよりも、民衆の報復が怖こわかったのだ。民衆が武装するより先に、彼らを鎮ちん圧あつしなければならない。そういう恐きよう怖ふによって生み出された使命感が、鎮ちん圧あつ兵へい全員にヒステリーのように伝でん播ぱしていたのである。

「こっちだ！」

　ビスカラはクロエの手をとって、血だまりの上を走った。銃じゆう弾だんが飛び交っている。なかには流ながれ弾だまに当たって命を落とす兵もいた。同どう士し討うちだ。統制も何もあったものじゃない。ビスカラが裏路地に駆かけ込こもうとすると、そこにはすでに銃じゆうを構えた兵の姿があった。

　クロエを抱かかえて横に飛ぶのと同時に、銃じゆう口こうが火を吹いた。銃じゆう弾だんはビスカラたちに当たらなかったが、ふたりの後ろにいた名も知らぬ老人が蜂はちの巣すになった。ビスカラは立ち上がって、

「走れるか」

　とクロエに訊きいた。彼女は血に染まりながら、こくんと肯うなずいた。ビスカラも血に染まっていた。さきほど飛び退いた際に、道の上を滑すべったからだろう。もう道は、血の池と表現すべき状態になっていた。ビスカラは無人の商店に駆かけ込こみ、その裏口を利用して路地に出た。幸いにも鎮ちん圧あつ部隊の姿はなかった。人ひと気けのない小道を、クロエの呼吸を感じながら走った。

「偉えらいぞ、クロエ。弱音ひとつ吐はかないなんて」

「ビスカラ様の足手まといには、なりたくないんです」

　しばらく走って城門近くまでやってくると、狭せまい通りからこっそりと顔を出し、ビスカラは様子を窺うかがった。城門はかたく閉ざされていた。また、川沿いには野や砲ほうが配置されていた。砲ほう口こうは城門前の広場に向けられている。

『城門前広場に民衆が集まったら撃うつつもりなのか？……いや、それだと城門そのものを壊こわしかねない。ただの示じ威い行こう為いだろう』

　しかし有効ではあった。野や砲ほうを恐おそれて、民衆がまったく城門付近にやってこないのだから。

『……とにかく、ここは危ないな』

　ビスカラはクロエに視線を向ける。

「旧市街からは出られないみたいだ。かといって、きみの家に戻もどるには、ずいぶん遠回りをしなくちゃいけない。ジョルバン修道院だったら、ここから近いのだけど……」

「そこにご友人方がいらっしゃるのですね。気になるでしょう。わたしもついてゆきます」

「しかし、安全の保証はない。怖こわくはないのかい？」

「ビスカラ様がそばにいてくれますから」

　地じ獄ごくを見てきた、いや、まだ地じ獄ごくのなかを逃にげ惑まどっているというのに、クロエには絶望も虚きよ無むもなかった。あるのは希望だった。彼女の澄すんだ美しい瞳ひとみは、まっすぐビスカラに向けられていた。

　ビスカラは静かに肯うなずき、彼女の柔やわらかな手を強く握にぎった。何としてでも、わが身にかえても、この少女を守ろう。必ず生きてあの穏おだやかで温かな日常に送り届けよう──意志の剣つるぎでそう魂たましいに刻んだ。




　太陽が落ちてくる……。

　ジョルバン修道院は不気味なほどの静せい寂じやくに包まれていた。

　鎮ちん圧あつ部隊の姿はなかった。ビスカラたちを除けば、修道院の外には誰だれもいない。いや、ひとりいた。あまりにも小さくてわかりづらかったが、青と白の王国軍服を着た女が、入口の階段に腰こしを下ろしている。襟えり足あしがやたらと長く、胸のほうに垂らしていた。

　ふと、その王国軍人の女が立ち上がる。ビスカラたちに気づいたようだ。ビスカラはこちらに向かってくるその女を見つめたまま、クロエに言った。

「いざというときは逃にげるんだ。おれが時間を稼かせぐ」

「そんなのいけません！」

　ふたりの声が聞こえたのか、王国軍人の女は両手を挙げた。戦う意思はないようだ。

「アビリーのビスカラだね？　待ってたんだよ」

「……おれのことを知っているのか」

「もちろん。まあ、そういうことさ」

　つまり、自分も民主政思想者だと言いたいのだろうか？……ビスカラはそれでも警けい戒かいを解かず、手を伸のばせば届く距きよ離りにまでやってきたその女を注意深く観察する。女は女で、値ね踏ぶみするようにじろじろとビスカラを眺ながめた。無ぶ遠えん慮りよな視線だった。

「わたしは婦人隊のトルエノ。自じ称しよう、負傷中さ。ところで、いい男だね、あんた。黒くろ髪かみの涼すずしげな顔立ちとは聞いていたけど、ここまでとはね……まあ、見た目は重要だ。いいに越こしたことはない。無学な大衆を相手にするなら、なおのこと」

「あの」

　と声を張ったのはクロエだった。

「なかはどうなっているんですか。皆みな様さまは無事なんでしょうか」

「無事だと思う？」

　そうトルエノがうんざりした顔で言うと、ビスカラは不ふ穏おんな気配を肌はだで感じた。

「……じゃあ、ジョルバン・クラブはどうなった」

「壊かい滅めつした。まあ、うちの中隊が襲おそったんだけど。わたしは負傷したと偽いつわって、ここに残っていただけ。あんたが来ると思ってね」

「壊かい滅めつ……」

　クロエが青ざめた顔で呟つぶやいた。しかし青ざめていたのは彼女だけではない。ビスカラなど、完全に血の気が引いていた。

「……ラ、ラスカリナ様は！」

「死んだよ」

　あっけらかんとトルエノが言う。その瞬しゆん間かんに、ビスカラは走った。背後でクロエが何か叫さけんだが、それどころではなかった。

　聖堂に駆かけ込こむと、仲間たちの亡なき骸がらが視界に飛び込んできた。

　むせ返るほど血のにおいが充じゆう満まんしている。床ゆかはもちろんのこと壁かべや天てん井じようにまで血の飛沫しぶきがかかっていた。ビスカラは驚きよう愕がくと絶望に、同時に襲おそわれた。立っているのがやっとだった。ふと足もとに眼をやると、フェリシーが転がっていた。いや……かつてフェリシーだったものと言うべきなのかもしれない。脈をとるまでもなかった。

　祭さい壇だんではまるで捧ささげもののように、ラスカリナが横たわっていた。純白のドレスは赤く染まっていた。また、彼女の脚きやく部ぶにベルナレットが覆おおい被かぶさっていた。何発も銃じゆう弾だんをくらったのだろう、衣服は破れ、血みどろになっている。

『そんな……』

　ビスカラはおぼつかない足どりでラスカリナに近づき、彼女のしなやかな手を握にぎった。恐おそろしいほどに冷たかった。激しい自責の念にとらわれた。クロエに気をとられていた、いや、浮うかれていた自分を責めた。なぜ自分はここにいなかったのだ。自分がついていれば、ひょっとしたら助けられたかもしれない。心から敬愛し、自分に道を示してくれたこの恩人を、と。

「そう落ち込むなよ、あんたが悪いわけじゃない」

　背後からトルエノの声がした。クロエとともにやってきたのだ。ビスカラは怒いかりで表情を歪ゆがませながら、ゆっくりと振ふり返かえった。

「よくも、ラスカリナ様を……」

「おいおい、べつにわたしが殺したわけじゃないんだぜ。あんたの怒いかりはわたし個人にではなく、王朝全体に向けられるべきだ。そうだろう？」

「何が言いたい」

「何って、簡単なことさ。手を組もう、わが友よ。わたしはつねづねジョルバンはラスカリナ・ド・ガーリールではなくビスカラ、あんたが率いるべきだと思っていたんだ。そりゃ、彼女は最初にいい論文を書いたよ。でも、それだけさ。思想で人民が幸福になったりはしない。必要なのは、パンだ。金だ。安全な生活だ。こういう具体的な方策については、あんたのほうが得意だろう？……これからは、あんたが指導者になるんだ。そして一いつ緒しよに、この国をとろう」

「な、何を仰有おつしやるんですか！」

　トルエノの発言に、真っ先に反応したのはクロエだった。眉び宇うに怒いかりを滲にじませている。

「ビスカラ様のお気持ちを考えてください。大切なご友人方を大勢亡なくされたのですよ。それなのに、国がどうとか……あなたには人を思いやる気持ちがないのですか」

「なるほど」

　と唸うなるや否いなや、突とつ然ぜん、トルエノはクロエの頰ほおをひっぱたいた。啞あ然ぜんとするクロエに、トルエノはいささか感情的になって言った。

「思いやれば神様が救ってくれるのかい？　違ちがうね、人のしでかしたことには人がけりをつけなきゃいけないんだ。そのけりを、あんたはつけられる？　わたしがつけられる？　つけられないね！　これは、不ふ愉ゆ快かいきわまりないけど、選ばれた人間にしかできないことなんだ。なら、選ばれた人間には、大きな責任がある。多くの人民に対して、社会に対して！　感傷に浸ひたっている暇ひまなんてないんだよ」

「──その通りね。なかなかいいことを言うじゃない、おちびさん」

　三人の視線が一いつ斉せいに、奥おくのドアに向けられる。若い女がいた。緋ひ色いろの長い髪かみに、褐かつ色しよくに輝かがやく美しい肌はだ……クロバンスの人間ではないように思われた。何やら民族的な、上下のつながった服を着ている。髪かみと同じ色だった。

「誰だれさ、あんた。ジョルバンの生き残りかい？」

　トルエノがそう訊たずねると、緋ひ色いろの女は首を振ふる。

「わたしはウルディア。いまのあなたたちには、理解できない存在よ」

　ウルディアと名乗ったその女は、遊びのように亡なき骸がらを飛とび越こえて、ビスカラのそばにまでやってきた。

「アルベール・マイヤンス・バン・ビスカラ……あなた、歴史をやりなおす気はあるかしら」

「……やりなおす？」

「ええ。リセット……いえ、リテイクと言ったほうがいいわね。とにかくあなたに、そのリテイクの権限を与えるわ。本来であれば、このような真ま似ねはするべきではないのだけれど、あなたの因子の力は弱すぎる……それでは英えい雄ゆうになれない」

　ビスカラは何が何やらわからないといった表情を浮うかべる。もっとも、当然の反応だ。

「理解する必要はないわ。あなたはただそれを使えばいい。そうして、この事件をはじめからやりなおすの……どう、魅み力りよく的てきでしょう」

「ば、馬ば鹿かげたことを！……できるはずがない」

「疑って当然よ。けれど、一度やってみれば、わかるんじゃないのかしら。もちろん、ただでとはいかない。あなたには犠ぎ牲せいをさし出してもらう。あなたが大切に思う身近な人間……それをあなた自身の手で殺してもらう。これはあなたの教育のために、必要なこと。リテイクを多用されても困るもの。そんなのは英えい雄ゆうとは呼べないから」

　あやしい光を瞳ひとみに耀かがよわせて、ウルディアは不ふ遜そんな態度を示した。見下されているのがわかった。だが、それが何だというのだろう。この緋ひ色いろの女が言うには、もう一度この事件をやりなおせるらしい。ラスカリナを救えるらしい。噓うそかどうかは、それこそ彼女の言う通り、やってみて判断すればいい。
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「……ほんとうにやりなおすことができるのか」

　ビスカラは藁わらにもすがる心情で訊たずねた。すると、クロエが悲痛な声で叫さけぶ。

「いけません、ビスカラ様！　それがほんとうだったら、ビスカラ様はご自分の手で、大切な方をあやめなくてはならないのですよ。あなたおひとりがそこまでする必要なんて──」

「いいんじゃないか。やってみなよ」

　と言って、クロエの声をうち消したのはトルエノだった。

「そのウルディアの口ぶりから察するに、リテイク？……まあ、それは一回こっきりってわけじゃないんだろう。なら、すごいよ。あんたは絶対に敗北しない力を手に入れたんだ！」

　トルエノは浮うかれた様子でビスカラに駆かけ寄より、その手を握にぎった。

「あんたにその力があるのなら、急ぐことはない。ラスカリナを助けて、その資金で武装組織をつくるんだ。ガーリール州を事実上の独立国にするんだよ。そうすれば、宮きゆう廷ていだって動かせる。いや、いっそ王都まで攻め上ってもいいな」

　一いつ瞬しゆんで新たなシナリオを書き出すトルエノに、ビスカラは強い警けい戒かい心しんを持った。有能で、野心的な人物。警けい戒かいするなというほうがむりだ。しかし、リテイクした場合、ラスカリナを救出するには、トルエノの協力が不可欠なように思われた。

「手を組むかわりに、ラスカリナ様を助けて欲しいと言ったら、おまえは賛成するか」

「それは、やりなおした歴史のわたしが賛成するか、という質問だね。あんたがリテイクについて教えてくれたら、きっとふたつ返事で承しよう諾だくするだろうさ」

　しかしビスカラはリテイクのことを、トルエノに教えるつもりはなかった。教えたら最後、自分を便利な道具として、いいように使われてしまうおそれがあったからだ。

「お考えなおしください、ビスカラ様！」

　クロエも駆かけ寄よろうとするのだが、足を滑すべらせて横転してしまう。彼女は血だまりにその身を浸ひたしながら、それでも懸けん命めいにビスカラの過あやまちを正そうと声を張った。

「人はひとりで生きてゆくものではありません。ビスカラ様の支えとなる大切な方は、ビスカラ様ご自身と変わりないのです。その方をあやめることは、自らの腕うでを切り落とすことと同じなのです。腕うで一本ぐらいなら、という話ではありません。ビスカラ様は必ず両手両足を切り落とし、最後にはご自分の首まで落とされることでしょう。一度犠ぎ牲せいを出してしまうと、それをむだにしないため、失敗する度たびにやりなおすことになるからです。そんなのは自じ縄じよう自じ縛ばくじゃないですか……おやめください、ビスカラ様。そこにあなたの夢見た未来はありません」

　ビスカラのことをよく知り、誰だれよりも敬愛しているからこそ、クロエはそのような言葉を言えたのかもしれない。しかしその真心は、ビスカラには届かなかった。

『やりなおすことができれば、ラスカリナ様を助けられるかもしれない。ラスカリナ様を助けられれば、民主政運動は終わらない。民主政が実現して、すべてが解決するとは思わないが、それでも、多くの人民を無差別に虐ぎやく殺さつするような真ま似ねはしないだろう。飢うえて死ぬ子供を放置することもないだろう。全ぜん滅めつしてゆく農村を無視することもないだろう。七〇年もつづく戦争のさらなる継けい続ぞくを望んだりもしないだろう……そう、より多くの人々を救うために、われわれは戦わなくてはならない。戦う以上、犠ぎ牲せいは出る。兵だって戦場でたくさん死んでいるんだ、それが自分の身近な人間になったからといって拒きよ否ひするのは、卑ひ怯きようじゃないか』

　ビスカラは、あまりにも純じゆん粋すいに民衆を信じていた。瞳ひとみに燃えるような意志がみなぎる。そして彼は、ウルディアにだけ聞こえる小さな声で訊たずねた。

「……おれは、誰だれを犠ぎ牲せいにすればいい？」

　ウルディアはビスカラの耳もとに顔を寄せ、何かを囁ささやいた。

　はっとビスカラは息を吞のんで、驚きよう愕がくに顔を歪ゆがめる。何かを言おうとするのだが、声にならない。そんな彼に、ウルディアは冷れい淡たんな口調で告げる。

「拒きよ否ひすれば、またリテイクさせる。もちろん、リテイクするのだから、さらに犠ぎ牲せいをさし出してもらうことになるわ。一万回やれば、一万人の犠ぎ牲せい……それも拒きよ否ひしたときは、そうね、失敗作と見なしてあなたを処分するわ。そうなれば、当然、歴史はもとのままよ。結局、誰だれも救えずに、あなたは死ぬ。その意味では、少しだけ歴史は変わるわね。あはは……もっとも、いくら弱まっているとはいえ、因子を持つあなたが、そんな真ま似ねをするはずがないのだけれど」

　ウルディアはビスカラの首に巻かれていたクラバットをほどく。あらわになった彼の首の痣あざは、なぜか白く光っていた。

「これが因子を持つ者、英えい雄ゆうであることを強制された証明……もとよりあなたに自由意思はない。思考はすでに決定づけられている。さあ、歴史を加速させなさい。そのためにあなたは生まれてきたのだから」

　そして緋ひ色いろの女は、おもしろがるように笑った。




　鈍どん器きで殴なぐられたような、強きよう烈れつな頭痛を覚えた。

　ビスカラは頭を押おさえながら、周囲を見み渡わたす。大勢の人がいた。彼らは大通りを行進している。この先には宮きゆう殿でんがある。つまりこれは、デモ行進だった。まだ銃じゆう火かを受ける前の。

『デモ行進……ほんとうに？……ほんとうに、おれは、やりなおせたのか？……』

　頭痛がひどかった。吐はき気けすら覚えた。それがビスカラから明めい晰せきな思考力を奪うばっていた。もっとも、思考力など関係なく、にわかには信じがたい状じよう況きようである。

　しばらく呆ぼう然ぜんとした面おも持もちで立たち尽つくしていたが、突とつ然ぜん、何かを思い出したかのように、はっとなって隣となりを見る。そこにはクロエがいて、彼女はビスカラの視線に気づくと、不思議そうに小首をかしげた。

「どうかなさったのですか、ビスカラ様」

　クロエは先ほどのことを憶おぼえていないようだ。いや、違ちがう。まだ何も知らないのだ。

　頭痛が治まるのと同時に、ビスカラは冷静さをとり戻もどした。たしかに不可解な、魔ま術じゆつめいたものではあるが、とにもかくにもやりなおせたのだ。時間がない。早くラスカリナを助けに向かわなければならない。

『しかし、犠ぎ牲せいか……』

　ビスカラはウルディアの言葉を思い出した。リテイクが噓うそでなかった以上、やはり自らの手で犠ぎ牲せいとなる者を殺害せねばならないのだろう。拒きよ否ひすれば、またリテイクされる。ループだ。さらに拒きよ否ひして、永遠にその輪のなかにいようとすれば、処分される。失敗作と見なされて。

『……失敗作だと？』

　あの女は因子だの英えい雄ゆうだのと不可解なことを言っていた。どういう意味なのか。疑問ではあったが、考えたところで答えが見つかるとは思われない。彼は、とにかく自分がとるべき最善の行動を考えた。ラスカリナを助け出すこと、安全な場所まで逃にげること、そして、犠ぎ牲せいをさし出さねばならないこと……それらが頭のなかで渦うずを巻いた瞬しゆん間かんに、脳のう裏りに白い一線がよぎる。その一線から見えたのは、野や砲ほうだった。城門付近の川沿いに配置されていた野や砲ほうだ。あれを使えば、すべて解決できるのではないか。

『ほんとうにいいのか。そんなことをして……』

　そう自問するが、彼の心はすでに決まっていた。あるいは、そう強制されていたのかもしれない。

「あの……ビスカラ様？」

　黙だまり込こむビスカラを不ふ審しんに思ったのか、重ねてクロエが訊たずねる。するとようやく、ビスカラは重い口を開いた。

「……母が」

「え？」

「母が……王都に来ているらしいんだ」

「らしい、というのは？」

「……いや、又また聞ぎきだから、よくわからなくて……おれが小さい頃ころに家から出ていったんだけど……ずっと探してて……」

　たどたどしくなったのは、ビスカラの唇くちびるが震ふるえていたからだ。止めようとしても、勝手に動く。そんなビスカラからただならぬ気配を感じとったようで、クロエの表情に真しん剣けんさが宿った。

「ご事情がおありなのですね。わかりました。ビスカラ様の分まで行進しておきますから、どうぞご母堂様のもとにお向かいください」

　拳こぶしをぐっと握にぎって、クロエは肯うなずいた。彼女は真しん剣けんなのだろうが、その仕草はどこかコミカルで、愛らしい。が、ビスカラはにこりともせず、せわしなく眼球を動かしていた。

「……何かがあったら、城門のほうへ逃にげるんだ。できるだけ多くの人と一いつ緒しよに」

「何か、と仰有おつしやいますと？」

「その……いや、仮の話なんだ。危なくなったら……つまり、身の危険を感じるような事態になったら、城門に避ひ難なんして欲しい。ほら、乱暴な連中が多いから」

「ビスカラ様がそうせよと仰有おつしやるのでしたら、そういたします」

「あ、ありがとう……できるだけ多くの人と一いつ緒しよに行動するんだよ。きっとだよ」

「もう、子供扱あつかいしないでください」

　クロエは不服そうに頰ほおを膨ふくらませた。必要以上に心配されていると思ったらしい。もっとも、このあと何が起こるか知っていれば、ビスカラの心配はむしろ淡たん泊ぱくなものだと言わざるを得ないのだが。

「じゃあ、あとで……」

　そう言い置いて、ビスカラは走り出した。このときほど彼は、自分を嫌けん悪おしたことはなかった。まるで彼女のやさしさから逃にげているように思われたからだ。

　震ふるえる唇くちびるを嚙かみしめた。血が滲にじみ出でた。




　修道院の周りに、兵が集合しつつあった。通りからは、銃じゆう声せいも悲鳴も聞こえてこない。事件はまだ起きていないようだ。ルイ＝マリーがまだ生きているということにもなる。

　ビスカラはとにかく修道院に忍しのび込こもうと考え、兵士に気づかれないように注意を払はらいながら裏手に回り、塀へいを乗のり越こえようとした。が、いささか無む謀ぼうだった。

「何をしている」

　四人の兵士が駆かけ寄よってくる。皆みな、いかにも職業軍人といった風ふう体ていで、彼らのうちのひとりは将校だった。ビスカラの頰ほおに冷ひや汗あせが伝った。

「貴様、ジョルバン・クラブの者か」

　しかしビスカラは、将校の質問に機転を利きかして答えた。

「はい、ジョルバンの者です。しかし同時に、内通者でもあります。婦人隊のトルエノ様をお呼びください。わたしの身元を証明してくださいます」

「内通者？……」

　疑ぎ惑わくの眼まなざしを向けながら、将校は髭ひげをなでた。ビスカラは引ひき攣つった笑みを浮うかべる。

「とにかく、トルエノ隊長をここに。彼女に訊きけばわかることだ」

　この将校は、襲しゆう撃げきの指揮を執とる中隊長だった。トルエノを待っているあいだ、彼は落ち着きなく三〇秒ごとに懐かい中ちゆう時計を開いて時間を確かく認にんした。襲しゆう撃げきの時間が迫せまっているのだろう。

　ややあって、トルエノが部下とともにやってきた。落ち着きのない中隊長とは対照的に、彼女は後ろ手を組んで、悠ゆう然ぜんとしていた。中隊長の風格は、むしろ彼女のほうにあった。

「この青年は自らを内通者だと主張しているのだが、きみに憶おぼえはあるか」

「さあねえ……日がな一日時計ばかり磨みがいておられる中隊長殿どのとは違ちがって、わたしは毎日大勢の人間と会いますからねえ……」

「そ、その反はん抗こう的てきな態度を改めたまえ！」

　耳まで真っ赤にして憤ふん激げきする中隊長。日ひ頃ごろの鬱うつ憤ぷんがたまっているように見えた。しかし当のトルエノは、中隊長など無視してビスカラに歩み寄り、彼にしゃがむよう指示した。トルエノの背は異常に低い。立っていられては、耳打ちができないのだ。

　ビスカラがしゃがむと、満足そうにトルエノは肯うなずき、彼の耳もとに顔を寄せた。

「……どうしてわたしの名前を知っている」

「おまえがおれの名前を知っているのと同じ理由だ。調べたんだよ。軍に味方が欲しくて」

「末まつ端たんの小隊長にすぎないわたしを、どうやって調べたのか、後学のためにぜひ教えてもらいたいものだけど……そんな時間はなさそうだね。用件を聞こうか、わが友ビスカラ？」

　ビスカラはちらと中隊長を見る。彼は懐かい中ちゆう時計をいじりながら、怪け訝げんそうにこちらを眺ながめていた。密談を長々とつづけるわけにはいかない。

「おれと手を組め。悪い話じゃないはずだ」

　トルエノは驚おどろいた顔をして、考え込むかのように黙だまった。が、あくまでも一いつ瞬しゆんのことである。次の瞬しゆん間かんには笑みを見せ、視線を修道院に向けた。

「いいや、悪い話さ。助けたいやつがいるんだろう？……全員はむりだよ」

「……わかってる」

「なら結構」

　さっとビスカラから離はなれると、トルエノは連れてきた自分の部下のもとに戻もどって、彼女たちに何か囁ささやいた。婦人隊と言うだけあって、彼女たちは皆みな女性である。兵士不足解消のために地方の農村から連れてこられたのか、日ひ銭ぜにを得るために志願したのか……彼女たちのなかに王国の一等民族であるドレソン人がいないことからも、そのどちらかであるのが察せられた。

「どうしたのかね」

　自分に何の報告もしないトルエノを不快に思ったのか、中隊長は不ふ機き嫌げんさをあらわに訊たずねた。するとトルエノは舞まうように振ふり返かえり、微び笑しようをたたえたまま、自らの上官に短たん銃じゆうを向けた。

「中隊長殿どの、これよりわれらは造ぞう反はんします」

　そう言うや否いなやトルエノは中隊長に銃じゆう火かを浴びせ、彼に遺ゆい言ごんを残す暇ひまさえ与えなかった。彼は喉のどから大量の血を噴ふき出だして、その場に倒たおれる。狙ねらったというより、狙ねらいが外れて喉のどという難しい場所に当たったのだろうが、いずれにしても、獲え物ものを前に舌した舐なめずりするような人物ではなかったのだ、トルエノという少女は。

　同時に、彼女の部下たちが、中隊長のそばにいた三人の兵に向けて発はつ砲ぽうする。彼らは状じよう況きようが摑つかめぬまま、頭を撃うち抜ぬかれて絶命した。あっという間だった。トルエノは苦笑する。

「上官殺しはこれで二度目だよ。一度目はルード人の民兵組織でやったのさ。宮廷側に寝ね返がえったってわけ。まあ、子供をさらって兵士に仕立て上げるっていうのが、ルードではよくあってね、わたしもその被ひ害がい者しやなのさ。だから、殺しても何の後こう悔かいもなかったよ。寝ね返がえったおかげで、婦人隊の隊長にもなれたし……で、あんたはわたしに何をくれるの？　言っておくけど、同情ならお断りだよ」

「……いま以上の地位を」

「いつになるのかわからなさそうだけど……まあいいさ、馬ば鹿かの下で働くのはうんざりしていたんだ。いまは、あんたの将来に期待──ちっ、隠かくせ！」

　トルエノの命を受けて、部下たちがビスカラに覆おおい被かぶさる。銃じゆう声せいを聞きつけて、他の兵たちがやってきたのだ。妙みような光景ではあるが、中隊長の遺体があるので、あまり注意は向かわない。

「何の銃じゆう声せいだ！」

「中隊長殿どのがやられた。ジョルバンの攻こう撃げきだ！　まだやつらは狙ねらっている。こちらに来るなよ、貴様らが殉じゆん死しするほど立派な中隊長ではなかったぞ」

「こ、攻こう撃げきだって！　そんな……」

「わたしは中隊長殿どののご遺体を運ぶ。各小隊は臨機応変に対応せよ。ほら、行け！」

　彼らは慌あわてふためきながら、それでも異変を知らせねばならないと思ったのだろう、とにかく駆かけ出だして近くの兵に伝える。

「時計屋の中隊長が亡なくなられた！」

「ゼンマイでも切れたのかい？」

「馬ば鹿か、敵の攻こう撃げきだ。応戦するぞ」

　めいめい持ち場に戻もどってゆくと、トルエノは中隊長から軍服を剝はいだ。同様に、トルエノの部下たちも、そばで倒たおれる三人の兵たちから軍服を剝はぐ。王国軍人に扮ふん装そうさせてビスカラたちを逃にがすつもりらしい。

「あんたはこれに着き替がえろ……残りは三着。助け出せるのは三人までだ」

　ビスカラは中隊長の軍服を受けとる。肩かたから腕うでにかけて、血けつ痕こんがついていた。軍服が青を基調としているので、なおさら目立った。シャツの上から着てみると、濡ぬれた感かん触しよくがした。ビスカラはわずかに眉み間けんに皺しわを寄せるが、贅ぜい沢たくは言っていられない。

「はじめて着る軍服はどうだい？」

「最高だよ……それで、おまえはともかくとして、なぜ彼女たちまで協力してくれるんだ」

「わたしの隊なんだから、そりゃ皆みな、民主政思想に染まっているさ。全員、あんたに協力するよ。今日だって、サボタージュを決め込むつもりだったんだから」

　そう言って、トルエノはにっこりと微ほほ笑えんだ。しかしビスカラは苦々しい気持ちでいっぱいだった。リテイクについて教えてくれたら自分はラスカリナ救出に協力する──そのようなことをトルエノは、やりなおす前の歴史で言っていたのに、教えなくとも彼女はふたつ返事で引き受けた。しかも隊員すべてが協力してくれるというおまけまでつけて。

『つまり、最初からトルエノは、おれに協力するつもりだったんだ。が、やりなおせば、トルエノはリテイクについて忘れてしまう。いや、もとから知らない、ということになる。だから、おれにすべてをうち明けるようあらかじめ誘ゆう導どうしておいた……リテイクという強大な力を、おれだけの秘密にしないために』

　食えない女だとビスカラは思った。

　造ぞう反はん劇げきの手て際ぎわのよさといい、この狡こう猾かつさといい、ビスカラはどうにもトルエノを好きになれなかった。しかしそれでもいまは、彼女の力が必要だった。きっと、これからも。




　裏口から修道院内に突とつ入にゆうした。同時に、中隊からのきわめて無む秩ちつ序じよな射しや撃げきがはじまる。窓ガラスは撃うち抜ぬかれて粉々になり、女たちの悲鳴が院内に響ひびき渡わたった。ビスカラはトルエノの他数名を連れて、聖堂へ向かう。途と中ちゆう、ジョルバン・クラブの仲間に何度も出くわしたが、彼らは呆ぼう然ぜんとビスカラを見送った。機関紙の編集長が、突とつ然ぜん、王国の軍服を着て、しかも王国の軍人を引き連れてあらわれたら、そうなっても仕方がない。寝ね返がえりを疑われて襲おそわれなかっただけ幸運と言えた。

　奥おくのドアから聖堂に入る。ジョルバンの男たちが集団になって正面のドアを押おさえつけていた。どうやら中隊の兵士が聖堂に押おし入いろうとしているらしい。だというのに、銃じゆう撃げきはやまず、ガラスを失った窓から何発もの銃じゆう弾だんが聖堂のなかに飛び込んでくる。ここに押おし入いれば、味方の銃じゆう弾だんにやられてしまうだろうに、全体を指揮する者がいなければ、いくら王国軍といえどもこのざまなのだ。

　ビスカラたちは手前の長イスにひとまず身を隠かくし、周囲を窺うかがった。祭さい壇だんの裏で、ラスカリナとベルナレットが身を寄せ合っていた。いや、というより、いまにも飛び出していきそうなラスカリナをベルナレットが押おさえつけている──こう表現したほうが正確だ。

「こいつ！」

　突とつ然ぜん、ビスカラの首が何者かの腕うでによって絞しめられる。隠かくれていた長イスの後ろから、フェリシーがこちら側に身を乗り出していた。ビスカラのことを、潜せん入にゆうしてきた王国軍人だと勘かん違ちがいしたのだろう。

「おい馬ば鹿か、そいつはビスカラだ。ジョルバンならビスカラぐらい知っているだろう」

　首を絞しめ上あげられて声の出せないビスカラにかわり、しかしやや焦あせった様子でトルエノが叫さけんだ。それを聞いて、ようやくフェリシーは自らの勘かん違ちがいに気づき、ビスカラを解放した。彼女はトルエノとビスカラを、訝いぶかしそうな眼つきで交こう互ごに見る。

「誰だれよ、あなた……それに、どうしてビスカラ編集長が軍服なんか……え、血がついてるじゃない。怪け我がをしたの？」

「いや、これは」

　意外にもビスカラを気き遣づかうフェリシーに、自分が血を流したわけではないのだと説明しようとしたその瞬しゆん間かん、正面ドアのほうから激しい音がした。打ち破られたのだ。わっと兵たちがなだれ込んでくるが、必死にジョルバンの男たちが食い止め、揉もみ合あいになる。

「ベルナレット！」

　とビスカラが声を上げる。するとベルナレットはもちろんラスカリナもビスカラの存在に気づき、ふたりは背を低くしながらこちらに駆かけてきた。そしてビスカラの隣となりでベルナレットはひと息つくように、長イスに軽く背を預けて、ちらと彼の血のついた軍服を見た。

「どうした、宮きゆう廷てい側がわに寝ね返がえるのか。この状じよう況きようだと賢けん明めいな判断だが、節操がないぞ。撃うたれたって文句は言えまい」

「たしかに文句は言えない。だから、着る前に撃うたれておいたのさ。ほら、三着用意した。血がべとつくだろうが、我が慢まんしてくれよ……奥おくの扉とびらから脱だつ出しゆつできる。走るぞ」

　ベルナレットが複雑な顔をしながら、それでも王国軍服を受けとったそのとき、にわかにラスカリナが気色ばんで異議を唱えた。

「逃にげ出だせば、彼らはどうなる。そなたはわたしに友を見すてろと言うのか」

　トルエノが鼻で笑う。ビスカラは軽く舌打ちして、この無礼な上官殺しを──もっとも、慇いん懃ぎんな上官殺しなどそうはいないだろうが──とにかく睨にらみつけ、それからラスカリナではなく、フェリシーに言った。

「おまえも来い」

　フェリシーは迷うように視線をさまよわせ、正面ドアのほうを見た。ビスカラもつられて視線をやる。ジョルバンの男が銃じゆう剣けんで斬きりつけられていた。ビスカラが唇くちびるを嚙かみしめながら視線をフェリシーに戻もどすと、彼女もまた何かにたえるような顔をしていた。

「……残って戦いたいけど、まだ死ぬわけにはいかないものね……」

　ビスカラは眼でフェリシーやベルナレットに合図を送り、それから急にラスカリナの、強く握にぎれば折れてしまいそうな腕うでを摑つかんで、走り出した。他の者も彼のあとにつづいて走り、奥おくのドアを目指す。

「やめろ。離はなさんか！」

　腕うでを引っ張られながら、それでもラスカリナはこの場に残ろうと抵てい抗こうする。もっとも、彼女の力ではビスカラの手を振ふりほどくことも、ましてや、王国軍から仲間を救うこともできないのだが。

「ここであなたを死なせるわけにはいかないんです。こらえてください」

「そなたは何とも思わんのか！」

「おれだって彼らを助けたいですよ！　でも、できないんです。いまのおれたちでは」

　奥おくの部屋に入る。ビスカラは服を着き替がえるよう皆みなに指示した。ラスカリナ以外が衣服を脱ぬぎ出すのと同時に、トルエノは部下とともにイスやら机やらを運んで、ドアを封ふう鎖さした。

「何をするのだ。それでは聖堂の友が逃にげ場ばを失うではないか」

「あんたがごちゃごちゃうるさいから、時間を稼かせぐ必要があるんだよ。まあつまり、あんたの意地のせいで、なかの連中は死ぬことになったってわけ。この意味をよく理解しておくんだね」

　ラスカリナは軍服を引ひき裂さかんばかりに握にぎりしめた。一方のトルエノは、怒いかりに燃えるこの白金の妖よう精せいに冷れい眼がんを浴びせていた。むろんその冷眼は、余計にラスカリナの感情を逆なですることになった。

「……先ほどから何なのだ、そなたは。お生あい憎にくだが、ジョルバンはそなたのような者に席を与えはせんぞ」

「わたしに席をくれたのはビスカラさ。あんたでも、ジョルバンでもないよ」

　ただならぬ気配が漂ただよう。通路側の様子を窺うかがっていたビスカラが、ふとベルナレットに視線を送った。ベルナレットはそれに気づくと、軍服の胸もとにこびりついた血を気にしつつも、脱ぬぎ捨すてた衣服からスカーフを抜ぬきとって、ラスカリナに近づいた。

「いまはビスカラに従いましょう。生き残るためには、それしかないんです……それと、これをかぶってください。日よけになりますし、その……ラスカリナ様は目立ちすぎますから」

　皆みなの意思はとにかく修道院から脱だつ出しゆつすることで統一されていた。もはや何を言ってもむだだと悟さとったのか、ラスカリナはしぶしぶスカーフを受けとり、軍服に着き替がえはじめた。




　一同は修道院の裏口を目指した。そこに婦人隊が集合している。彼女らと合流し、城門へ向かうのがビスカラの作戦だった。

「旧市街から脱だつ出しゆつするわけか……でも、城門は閉まっているはずだよ。一度閉められたら、そう簡単には開かない。現場の判断で自由に開閉できるものじゃないからね。どうするつもりなのさ」

　とトルエノがビスカラに訊たずねる。彼は、無言のままついてくるラスカリナをちらと見た。軍服を着て、頭ず巾きんのようにスカーフをかぶっているものの、その見た目はあまりに特とく徴ちよう的てきだ。目立つ真ま似ねをして、兵の注意を惹ひくわけにはいかない。のこのこと城門に出向いて、門を開けるよう説得するのは、軍隊の官かん僚りよう的てきな制度を考こう慮りよに入れずとも不可能である。また、城壁を乗のり越こえるなど、物理的な可能性を度外視しても、もっての外だ。

　しかしビスカラには策があった。

「……餌えさならすでに蒔まいてある」

「餌えさ？……」

　トルエノの眉び宇うに謎なぞがひらめいたが、それは一いつ瞬しゆんで解消されたようで、すぐに口こう角かくを上げ、不敵な笑みを浮うかべる。

「なるほど、そりゃ悪あく辣らつだ。けど、指導者になる者は、清せい濁だく併あわせ吞のんでいないとね……わたしは全面的に賛成だよ。それ以外に、いい策もなさそうだし」

　本来は嫌けん悪おすべき人物から、やたらと賛同を受け、支持される……リテイクとはつまり、そういった人物で自分の周囲をかためるよう強要しているのではないか。そんなふうにビスカラには思われた。

　中庭に出ると、ビスカラたちに気づいた歩兵たちが駆かけ寄よってきた。一同の顔が強こわ張ばった。しかし、歩兵たちに敵意はなく、むしろおろおろと狼ろう狽ばいしていた。伍ご長ちようらしき男がすすみ出てきて、ベルナレットやフェリシーの軍服についた血の痕あとを、ひどく痛そうな顔をして眺ながめる。

「婦人隊の者だな。怪け我がをしているのか。なかはそんなにひどいのか」

「ああ、ひどいよ。あんたたちも用心したほうがいい」

　とトルエノが言うと、彼は相手が何者なのか気づいて慌あわてて敬礼する。

「失礼しました、小隊長殿どの。それと……」

　彼の視線がビスカラに向かう。言うまでもなく、ビスカラが着ているのは中隊長の軍服だ。伍ご長ちようらしき男が小首をかしげるのを見て、今度はトルエノのほうが慌あわてる。

「とにかく、わたしは負傷者を連れていく。あとは頼たのんだよ」

　トルエノはビスカラの背を押おしながら、足早に立ち去ってゆく。他の者もあとにつづいた。伍ご長ちようらしき男は、最さい後こう尾びの、やけに白い肌はだをした女、つまりラスカリナを見て、はっと眼を見開く。ラスカリナが去っていっても、彼はその場に立たち尽つくしていた。やがて彼は呟つぶやく。

「美しい……」

　彼、ウォーレス伍ご長ちようは、ラスカリナの正体に気づいたのではなく、ただ彼女の美しさに心を奪うばわれただけだった。戦後、彼は彫ちよう刻こく家かになり、美しい妖よう精せいの作品をいくつもつくるのだが、それはまたべつの話である。




　城壁内の旧市街はビスカラの知る歴史通り、悲鳴と銃じゆう声せいに包まれていた。一同は婦人隊と合流して、城門へ向かった。婦人隊はおよそ五〇名で構成されていた。この人数のなかに紛まぎれると、どうにかラスカリナは目立たなくなった。が、油断は禁物である。

　城門前広場には民衆が殺さつ到とうしていた。ビスカラの言いつけを守ったクロエのおかげ？……いや、すべてがクロエのおかげというわけではない。彼女が説得できたのは、ほんの数名である。しかし、数名だけでも、率そつ先せんして城門のほうへ逃にげ出だすと、それは集団の心理に強い作用を与えることになった。つまり、他の人々も何かあるのかと期待してあとにつづいたのだ。物ぶつ騒そうな野や砲ほうが川沿いから城門前広場を狙ねらっていたが、それはあくまでも狙ねらっているだけで、城門に傷をつけることをおそれて沈ちん黙もくしていた。それがより民衆を呼び寄せる要因になった。

　民衆は城門を開けるよう口々に叫さけんでいた。だが、城門は開かない。そもそもこれは民主政思想者を旧市街から出さないため、また、旧市街の混乱を新市街にひろめないための処置だったので、当然と言えば当然である。

　野や砲ほうのそばで、砲ほう兵へいたちが困った様子でたたずんでいる。ビスカラが彼らのもとへ行こうとすると、ベルナレットに呼び止められた。

「何をするつもりだ」

「……砲ほう撃げきだ」

「砲ほう撃げき？　しかし、彼らが城門を撃うつわけが──」

　そこまで言って、はっとベルナレットは言葉を吞のんだ。ビスカラが城門前に殺さつ到とうする民衆を見つめていたからだ。彼女の顔色から、あっという間に血の気が失せてゆく。

「……狙ねらいは、民衆か？……民衆を狙ねらって、結果的に城門まで破は壊かいしようと……」

　ビスカラは何も答えず、砲ほう兵へいのもとへ向かった。ベルナレットに待てと言われたが、そう言われて素直に待つわけにはいかなかった。ちらとビスカラは腰こしのサーベルに視線をやる。そして、自らのその視線に、彼は思いがけず戦せん慄りつした。

『何を考えているんだ、おれは……』

　砲ほう兵へいのなかから、厳いかめしい顔つきの男が出てきて、ビスカラに敬礼した。その男は、軍服から察するに砲ほう兵へい隊長のようだった。また彼も、ビスカラの軍服を見て、この黒くろ髪かみの若き青年が中隊長だと悟さとったようだった。もちろん、見けん当とう違ちがいな悟さとりである。

　彼は、ビスカラをどこぞのやんごとなき身分の子弟だと思い込んだ様子で、非常にかしこまった態度をとった。若い青年が中隊長とくれば、そう考えるのが普ふ通つうである。

「中隊長殿どの、ご負傷されているのですか」

「返り血だ、気にしないでくれ。それより、なぜ砲ほう撃げきしない？」

　砲ほう兵へい隊長はわが耳を疑うような顔をした。

「ご、ご冗じよう談だんを仰有おつしやいますな。あそこにいるのは無む辜この民衆……どうして誇ほこり高たかいクロバンス軍人が、彼らに砲ほう火かを浴びせられましょうか」

「銃じゆう火かはいいが、砲ほう火かはだめだと？」

「ああいや……それは……」

「気持ちはわかる。が、彼らがこのまま大人しく引き下がると思うのか。彼らのなかに民主政思想者が潜ひそんでいれば、皆みなを扇せん動どうしてここにある野や砲ほうを奪うばいにくるかもしれない。そうなったとき、きみは責任をとれるのか」

　責任をとれるのか──これは、きわめて効果的な台詞せりふだった。

　砲ほう兵へい隊長には、ビスカラの命令に従う理由など実際のところないのだが、もしほんとうに民衆によって野や砲ほうを奪うばわれるような事態になれば、自分が首を吊つるだけでは済まなくなる。彼の心は、悪あく辣らつと知りながらも、その行こう為いに傾かたむいていったようだった。少なくとも、彼の表情からはそう察することができた。

　長い沈ちん黙もくのあと、彼は手近な兵を呼び寄せて、砲ほう撃げきの準備を命じた。そして立ち去り際に、このようなことを言った。

「中隊長殿どの……あなたはおそらくご身分の高いお方なのでしょうが、いや、だからこそ、これだけは知っておいてください。あなたのその地位は、民衆を守るためにあるのだと。もっとも、あなたに説教する資格を、いまからわたしは失うわけですが……」

　砲ほう兵へい隊長が去っていくと、そばまで来ていたベルナレットにビスカラは胸むなぐらを摑つかまれた。彼女はビスカラと砲ほう兵へい隊長の会話を聞いていたらしく、激しい剣けん幕まくで怒ど鳴なった。

「貴様は正気か。いますぐ撤てつ回かいしろ。われわれは民衆とともにある。彼らを死に追いやるなど、宮きゆう廷ていと何も変わらないじゃないか」

「……これは必要な犠ぎ牲せいだ」

「必要な犠ぎ牲せいなどあるものか！」

「ではどうする！　このまま捕とらえられて、民主政運動を終わらせるか。苦境に立たされる多くの人民を、一時の偽ぎ善ぜんのために見すてるのか。ひとりの命で一万、一万の命で何百万もの命が救えるのなら、迷う理由などない。だいたい、おれたちはすでにジョルバンの友たちを犠ぎ牲せいにしているんだぞ？　ここでやめてしまったら、彼らは何のために死んだんだ！」

「われわれが死ぬのと、一いつ般ぱん市民が死ぬのとでは、まったく意味が違ちがう。貴様ならそれぐらいわかるだろうに！」

　ふと、群衆のなかにクロエの姿を認めた。

　癖くせの強い栗くり色いろの髪かみに、柔やわらかな眼、愛あい嬌きようのある顔立ち……激しい混乱のなか、それでもビスカラに言われた通り城門にやってきていた彼女は、血を浴びていたものの、気き丈じような振ふる舞まいを崩くずさず、老ろう婆ばの手をとって何やら勇気づけていた。

　ビスカラ様が助けてくださいます──聞こえるはずがないのに、ビスカラの耳にはそうはっきりとクロエの声が届いた。

　同時に、クロエがちらとこちらを向いた。軍服を着ているのだから、遠目ではビスカラだとわかりにくそうなものなのに、彼女は一いつ瞬しゆんでビスカラに気づき、大きく手を振ふった。何かを疑う様子もない。心底ビスカラを信しん頼らいした顔で、クロエはけなげに手を振ふる。

　そんな彼女を見つめながら、ビスカラは命令を下した。

「──撃うて」




　砲ほう撃げきは城門前に殺さつ到とうした民衆に向けて放たれた。だが、民衆だけを狙ねらうことなど不可能である。多数の砲ほう弾だんは城門にも命中し、人がやすやすと通れる穴をつくった。婦人隊はそこから新市街へ脱だつ出しゆつしてゆく。新市街はほぼスラムだ。一いつ旦たん、身を潜ひそめるにはうってつけの場所である。

　城門前の──のちに追つい悼とう広場と呼ばれることになる場所には、多くの犠ぎ牲せい者しやが声もなく転がっていた。ビスカラはそのなかから、クロエを見つけ出した。彼女は腹部から血を流し、朦もう朧ろうとした眼で空を見上げていた。

「……ビスカラ様、ですか？……」

　彼女には気配でビスカラがわかるらしい。ビスカラは膝ひざをついて、彼女の手をとった。ぬくもりは感じなかった。

「ごめんなさい、もう、見えないんです……どこか、お怪け我がは……されていませんか」

「おれのことなんていいんだ」

　ビスカラは謝罪したい気持ちでいっぱいだったが、口にはしなかった。してどうなるというのだろう。そんなのは卑ひ怯きような自己弁護と変わらないではないか。自分には謝罪する資格などないのだ。ただ憎ぞう悪おされ、軽けい蔑べつされるべきなのだ。

　そんなふうにビスカラは思った。いや、願った。しかしその願いは果たされないだろう。クロエがビスカラを恨うらむなど、あり得ないのだから。

「ご母堂様に……お会い、できましたか……」

「いや……ああ」

「……よかったです……お役に立てて……」

「……ああ……ああ……」

　こらえていたはずの涙なみだが、堰せきを切ったように流れ出てくる。冷れい酷こくぶっていても、これが本来の彼の性格なのだ。彼は辛つらくて、かなしくて、仕方がなかった。

「クロエ……おれは、きみを……きみを……」

　彼女の震ふるえる指が、ビスカラの頰ほおに当てられる。ほんとうは、彼の唇くちびるに当てたかったのだろう。

「それ以上は、言わないでください……言ってはいけません……忘れてください……すべて、忘れて……わたしは、ビスカラ様を……縛しばりたくは、ないんです……」
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　血ち反へ吐どを吐はくかのように、ビスカラは嗚お咽えつする。しかし、後こう悔かいするなと自らに言い聞かせる。これが自分の選んだ道なのである。愛する人、大切な者を犠ぎ牲せいに捧ささげてでも、社会全体のために生きる。後世に悪名を残そうとも、同時代の人々から石を投げられようとも、鋼鉄の意志をもって変革を成なし遂とげる──そういう道を、すすんで選んだのだ。

　背後に人の気配を感じた。あの緋ひ色いろの女、ウルディアが立っていた。彼女は無言を貫つらぬいていたが、その無言こそがビスカラに圧力をかけていた。

　ビスカラは静かにサーベルを抜ぬいた。落陽に照らされて、白銀の刃はが美しく光る。逆手に持ってビスカラはサーベルを振ふり上あげた。

「……はあ、はあ……」

　クロエが苦しそうに悶もだえはじめる。早く楽にしてやらねばならない。そう思った矢先に、クロエはぽつりと呟つぶやいた。

「もっと、生きていたかった……」

　刃は先さきが震ふるえる。生きたい、当たり前の欲求だ。皆みな、生きたいのだ。それを承知の上で、自分は彼女を犠ぎ牲せいにしようとしている。必ず守ろうと心に誓ちかった彼女を。

「あああ！」

　ビスカラは絶ぜつ叫きようしながら、それでも迷いを振ふり切きるかのように、勢いよくクロエにサーベルを突つき刺さした。彼女は体を痙けい攣れんさせたのちに、やがて、動かなくなった。

　肩かたを落とし、悲ひ嘆たんに暮れるビスカラ。しかし、背後でずっと待っていたウルディアは、彼に対するいたわりなどなく、ひどく退たい屈くつな劇を見せられた様子で言った。

「クロエ・ノワジー、たしかに犠ぎ牲せいを確かく認にんしたわ」

「……これは、何だ。なぜ犠ぎ牲せいがいる。必要な儀ぎ式しきなのか」

「儀ぎ式しき？　科学の信しん奉ぽう者しやであるあなたがそんなことを言うの？　違ちがうわよ、リテイクは人間の生み出した叡えい智ちの結けつ晶しよう……犠ぎ牲せいをさし出してもらうのも、すべてはあなたをより素す晴ばらしい英えい雄ゆうに導くため……そう、フランス革命をやりなおしている場合じゃないの。あなたにはロベスピエールで終わってもらっては困るのよ。人類全体のためにも」

「フランス革命？……ロベスピエール？……何だ、それは」

「あなたの知らない歴史の話よ」

　ウルディアはビスカラに背を見せると、燃えるような髪かみをなびかせてどこかへ向かって歩いてゆく。

「あなたは社会のためなら、すべてを捧ささげる。そう因子によって決まっているの。嘆なげくだけむだよ。それにあなたは、リテイクなど関係なく、これから先、多くの血を流すことになる。なぜならそれが、英えい雄ゆうだもの」

　という呪のろいのような言葉を残して。




　それから……。

　王国政府軍の死傷者、一二一一名。デモ隊の死傷者、推定一万五〇〇〇名。デモ不参加の民主政思想者並びに一いつ般ぱん市民の死傷者、推定二万七〇〇〇から三万二〇〇〇名……尋じん常じようならざる犠ぎ牲せい者しやを出した血の行進事件は、クロバンス全土に大きな衝しよう撃げきをもたらした。

　とりわけ、オレアン人やルード人が多く住む王国北部では、血の行進事件の衝しよう撃げきは計り知れず、政府に対する激しい憎ぞう悪おを生み出し、各地で庁舎が襲しゆう撃げきされる事態になった。犠ぎ牲せい者しやに多数の同どう胞ほうがいたからである。彼らは反ドレソンを主張し、この結果、民族闘とう争そうと民主政運動が急速に結びついていった。

　この気運はクロバンス王国辺境の地、ガーリールにおいても高まった。王都リエからこの地に戻もどってきていたラスカリナは、敏びん感かんに空気の変化を感じとると、経けい暦れき一七八八年六月二九日、ガーリール州の自警団や彼女の私し塾じゆくの学生、志願者からなる武装組織『黄金の地平』の結成を世に公表した。

　その知らせを聞くや否いなや、大勢の民衆が自発的にガーリール州都サン＝タバリエの市庁舎につめかけた。それはもう人の海だった。市庁舎のバルコニーからラスカリナが傘かさをさしてあらわれると、人の海から波が立ち、歓かん呼この声が上がった。

　ラスカリナはちらと原げん稿こうに視線を落し、何か小さな声で二、三呟つぶやいてから、もう不要だと言わんばかりに、後ろで控ひかえていたビスカラに原げん稿こうを押おしつけた。それから、自おのずと昂たかぶってくる感情を抑おさえるように瞼まぶたを閉じ、民衆に向けて語りはじめた。これがいわゆる『民主政思想者に告ぐ』である。

「あばら屋のなかで身を寄せ合う者たちよ、鞭むちを振ふるわれて麦を刈かる者たちよ、飢うえる者たちよ、弱き者たちよ、諸君よ！……今日に至り、わたしは確信を深めている。諸君こそが、わが友であると。宮きゆう廷ていで贅ぜいを尽つくす者ではない、白しろ蟻ありに食われた権力にすがりつく者でもない、何も持たぬ諸君こそがわが友である！」

　最初こそ静かな口調だったが、激情を抑おさえきれぬのか、すぐに捲まくし立たてるような口調に変わり、髪かみを振ふり乱みだして大きなジェスチャーを交えつつ、この白金の妖よう精せいは熱ねつ狂きように支配された様子で演説──というより、アジテーションを行った。

　ふとビスカラは隣となりの、副長に就任したベルナレットに視線をやる。彼女はじっと熱弁を振ふるうラスカリナを見つめていた。おそらく、ビスカラの視線に気づいていただろうが……。

　血の行進事件以来、ふたりの関係は微び妙みようなものになっていた。ビスカラが民衆に向けて砲ほう撃げきを行ったことを、どうしてもベルナレットは許せなかったのだ。その一方で、ビスカラの能力を高く評価しており、また、ビスカラがいなければ自分たちは助からなかっただろうと認めている節もある……何とも微び妙みようだが、ふたりの関係がぎくしゃくしはじめたのは事実で、以前のように冗じよう談だんを言い合うことはなくなっていた。

　婦人隊の存在も、ふたりの関係に暗い影かげを落としていた。というのも、トルエノ以下五〇名の婦人隊は、ベルナレットの指揮下に入ることを傲ごう然ぜんと拒きよ否ひし、一定の独立性を保ったまま黄金の地平に加わったのである。ただでさえ王国軍から寝ね返がえってきた集団という不安要素があるのに、実戦部隊をとり仕切るベルナレットの指揮下に入らず独自に行動し、しかも隊長のトルエノが露ろ骨こつに親ビスカラの態度をとるので、ベルナレットとしては、警けい戒かいせざるを得なかったのだ。

　なお、婦人隊はその後、人員を拡大しつつ、ビスカラを補ほ佐さする名目で土木工事の運うん搬ぱん任務を請うけ負おい、さらには輜し重ちよう任務にまで手を出し、隊名を輜し重ちよう隊たいに変へん更こうすることになる。

「友よ、幼年期は終わった。革命をはじめよう。自らの足で立ち、同どう胞ほう一同肩かたを並べ、隊列を組む。そのとき、何も持たなかったわれわれの手には、革命の精神が握にぎられているだろう。すなわち、マスケットだ！　銃じゆうを手に──行進だ、王宮を目指せ。再び彼らが行く手を阻はばもうとも、この革命の行進は誰だれにも止められない。血は青き軍服にこそ相応ふさわしい。われわれの怒いかりの銃じゆう火かは、彼らに情けをかけないだろう。泣きすがろうとも、命いのち乞ごいをしようとも、われわれの手は決して震ふるえはしない。支配者すべての亡なき骸がらを歴史の井戸に放り込むまでは！」

　これまで比ひ較かく的てき穏おん健けんなジョルバン・クラブを率いて、合法的に政治闘とう争そうを行っていたラスカリナらしからぬ演説内容である。彼女のなかでも変化があったのだ。

　ビスカラは、黄金の地平結成について知らされたときのことを思い出した。

「……わたしの仕事は、兵を動かすことでも作戦を練ることでもなく、責任をとることにある。ビスカラ、そなたが責任をとるというのは、わたしに対する侮ぶ辱じよくだと知るがよい。それに、そなたには他になすべきことがあるのではないか？……」

　黄昏たそがれ時どき、黄金に輝かがやく麦畑を背に、ラスカリナは厳しく、それでいてどこかやさしい口調で言った。ビスカラはうつむいていた。ガーリールに着いて間もなく、ビスカラは自分に対する処しよ罰ばつを求めた。潔けつ癖ぺきな性格の彼らしい行動だが、いささか無責任と言える。つまるところ、ラスカリナはやんわりとそう窘たしなめたのだ。

「ビスカラよ、美しい景色だと思わんか。わたしがクロバンスにもたらしたいのは、要するにこれなのだ。実り豊かな大地、そこで暮らす人民の活気ある生活、そして、平和……」

　ラスカリナにつられてビスカラも麦畑を眺ながめた。茜あかね色いろの空の下、眩まばゆいほどに輝かがやく麦畑は、地平線のずっと向こう側まで、果てしなくつづいているように見えた。大地は黄金の穂ほ波なみに揺ゆれていた。眩まぶしそうに眼を細めながらラスカリナは言った。

「黄金の地平だ。この地平をクロバンスの果てまで……そう思ってわたしは多くを学び、筆をとった。だがわたしひとりの力では、大きな変化を生み出すことはできなかった。そこでわたしは私し塾じゆくを開き、民衆に文字を教えながら、自らの思想もひろめた。論文を発表して、反はん響きようを得ることもできた。遅おそい足どりではあるが、それでもよりよい方向にすすんでいる……わたしはそんな期待を抱いだいていた。

　が、あの悲劇だ。わたしは己おのれの無力さを痛感した。力がいる。地方の惨さん状じように眼もくれず、人民の諸権利をことごとく無視する彼らに、われわれの声を届けるには、武力をもってそれを行うより他にない。そうでなければまた悲劇は繰くり返かえされる……だからわたしは決めたのだ、武装した革命組織をつくると。そうだ、行動のときだ。革命を完かん遂すいすることにより、われわれは、いや、全クロバンスは黄金の地平にたどり着く。合法的な政治闘とう争そうの時代は、彼ら自身が終わらせた。今後は、血で血を洗う闘とう争そうになってゆくだろうが、それでもそなたはわたしについてきてくれるか」

　ラスカリナはビスカラを凝ぎよう視しした。彼女の大きな瞳ひとみは、かなしみや苦しみを含ふくんでわずかに濡ぬれていたが、その瞳ひとみの上で太陽の光がまるで意志の光であるかのように輝かがやいている。しかしそれは何も彼女に限った話ではなかった。ビスカラとて同様だった。

「長きにわたって行われる戦争、飢き餓がに苦しむ農村、人民の声に耳を貸さない宮きゆう廷てい……変えなくてはいけない。ずいぶん前に、おれはそう決心しました。けれどおれは、ただの小こ賢ざかしい学生に過ぎず、覚かく悟ごに足りていませんでした。言論だけでどうにかなる。そんなふうに、甘あまく見ていたんです。でも、もうそんな自分とは決別しました。ラスカリナ様、おれも戦います。あなたとともに戦い、黄金の地平を目指します。そうしなくてはならないのです」

　するとラスカリナは美しい笑みを見せ、ビスカラに手をさし出す。

「わが友ビスカラ、そなたの誓せい約やくはたしかに受けとった。ともに人民による国──共和国をつくろう」

　ビスカラは跪ひざまずいて、ラスカリナの真っ白な手の甲こうに接せつ吻ぷんした。

　それはまるで姫ひめに忠誠を誓ちかう家臣のようだった。

　あるいはこの構図こそ、ふたりの行く末を逆説的に暗示していたのかもしれない……。

「人民よ、愛すべきわが友たちよ、武器をとれ。それこそが、諸君の権利の証あかしである！　革命万ばん歳ざい、共和国万ばん歳ざい！」

　ひときわ大きな声で、傘かさを放り投げてラスカリナが叫さけぶと、民衆から地鳴りのような「革命万ばん歳ざい、共和国万ばん歳ざい！」の唱和が起こった。

　するとフェリシーら数名が大きな布を持ってあらわれ、バルコニーの手すりからそれを垂らした。鮮あざやかな茜あかね色いろの生き地じの上に、金糸で穂ほ波なみが縫ぬわれたその意い匠しよう──黄金旗である。この瞬しゆん間かんだった、黄金旗が彼女たちのシンボルになったのは。

　黄金旗の端はしをパトリスが摑つかんでいた。垂れ落ちてしまわぬよう、力を入れていた。彼も黄金の地平に加わっていた。姉を殺した王国軍が許せなかったのだ。そう、彼は、あくまで軍の悪逆な振ふる舞まいによってクロエが死ぬことになったのだと信じていて、ほんとうのことは何も知らなかった。ビスカラは、うち明けられなかったのである。リテイクのこともあって、うかつには話せなかったのだ。

　しかし当然ながら、ビスカラはパトリスに対して強い罪悪感を持っていた。パトリスに合わせる顔がなく、彼との面会をことごとく避さけた。以前のように一いつ緒しよに遊ぶこともない。

『こうやっておれは孤こ独どくになってゆくのか……しかし、孤こ独どくが何だというのだ。そんなものは悲観するに値あたいしない。おれは自分のなすべきことをなそう。多くの犠ぎ牲せいの血に染まりながら、ただ社会のためだけに……』

　ビスカラは民衆の歓かん呼こを聞きながら、ひとつの時代が終わったのだと感じた。同時にそれは、彼自身においても、ひとつの輝かがやける時代が終わったことを意味していたのだが、彼がそれに気づくことはなかった。




　…………




　そして話は、一年と三ヶ月後に戻もどる……。

　ニコルズ家の邸てい宅たくから、ハノークとジャン＝ジュールが出てきた。

　あれから何度も一いつ緒しよに王都に戻もどるよう説得した。だがビスカラは聞く耳を持たなかった。彼が説得に応じるはずなどないのだが、それはそれとして聞く耳すら持たなかったのは、

「学院に話をつけて、ビスカラの籍せきは残しているんだ。いつでも戻もどってこられるように」

　というハノークの発言のせいである。要するに、怒おこらせてしまったのだ。が、この愛すべき王太子は家から出ても不可解そうに、なぜビスカラは怒おこっていたのだろう、とジャン＝ジュールに訊たずねる始末だった。彼女は曖あい昧まいに微ほほ笑えむだけで、何も答えなかった。

　ふたりのあとにつづいて、猫ねこを抱かかえたトルエノと少女ロニカも出てくる。ふとトルエノは隣となりのロニカに視線をやった。少女の目線はトルエノより高かった。わずかにむっとした表情になって、トルエノはつま先立ちする。寡か黙もくな少女はそんなトルエノを見つめてから、無感情な顔で肯うなずいた。努力を認めたらしい。猫ねこも鳴いた。

「よろしい。では、ふたりはわたしが送っていく。あんたは戻もどってな。王太子がここに来たってのは内ない緒しよだよ。ああ、それと、あとであんたを呼ぶけど、ビスカラには黙だまっておいてね」

　普ふ通つうなら、なぜと訊たずねるだろうに、ロニカは何も言わず、ただ静かに肯うなずいて家のなかに戻もどっていった。不要な発言をしない、指示されるがままに動く……たしかにそのほうが都合がいいのだが、こうまで徹てつ底ていされると、さすがのトルエノも苦笑せざるを得なかった。

「ところで、トルエノさん？……ぼくたちは町で一いつ泊ぱくして、明日、ここを発たとうと思っているんだ。ほんとうはもっとビスカラと話をしたいんだけど、これでも予定があって……いい宿を知らないかな？」

　ジャン＝ジュールが振ふり返かえって、品のいい笑みを見せる。これにもトルエノは苦く笑しようした。

「お気楽なのも大たい概がいにしなよ。ここは王都じゃないんだから、もっと用心しないと……まあ、わたしの部屋に来たらいいさ。床ゆかで猫ねこたちと一いつ緒しよに寝ねてもらうことになるけどね」

「はは、それはいいなあ」

　と、吞のん気きに笑ったのはハノークだった。もうトルエノは苦笑しない。

「けど、きみは大だい丈じよう夫ぶなの？　わたしたちを泊とめると、厄やつ介かいなことになるんじゃないの？」

「いいんだよ、そんなことは。ちゃんと見返りをもらうから」

　その言葉を聞いて、ハノークとジャン＝ジュールは顔を見合わせる。そして、おずおずとハノークが言った。

「もちろん、お金ならちゃんと払はらうよ」

「わたしは強欲なんだ、そんなちゃちなもんじゃ満足しない……ねえ、お金なんかより質問に答えてよ。なぜいまここに、ビスカラがいるって知っていたんだい？　お気楽なあんたたちにしては、かなり精度の高い情報を持っているからさ、ちょっと不思議でね……」

　一いつ瞬しゆん、ハノークの眉まゆがぴくりと動いた。すると彼をかばうようにジャン＝ジュールがすすみ出て、はじめて警けい戒かい心をあらわにする。

「……黄金の地平がガーリールを拠きよ点てんにしているのは有名だからね、それでだよ」

「へえ、つまりあんたたちは、予定がつまっているのに、ふらふらとガーリール州の、他の町ではなくこのサン＝タバリエに当てずっぽうでやってきて、会えるかどうかわからないビスカラを探してたってわけだ。おもしろいね……ほんとうだったら、なおのこと。

　そういえばさ、さっきのニコルズ家は、わが黄金の地平に毎度多額の資金を提供してくれているんだ。王都で支し援えん者しやを集めているって話だったから、どこぞの気前のいいブルジョワが用立ててくれているのかとも思ったんだけど……もしかしてその支し援えん者しやってさ、あんたたちじゃないの？　いや、あんたたちっていうか、王太子殿でん下か、あんたでしょう。ビスカラの居場所も、ニコルズ家の当主から聞いていたんじゃないの？」

　抱かかえていた猫ねこをなでながら、トルエノは言った。確信はあった。しかし、あえて反論できる余地は残してある。王太子がどのようにしてこの場を切きり抜ぬけるのか、興味があったからだ。

　が──。

「隠かくすつもりはない。きみの言う通り、わたしはニコルズ家の当主と連れん絡らくをとっている。資金の援えん助じよもしていた。どうしても、ビスカラの力になりたくて」

　なぜ隠かくさない──トルエノは目め眩まいを覚えた。組織に内密で王太子と連れん絡らくをとり、しかも資金援えん助じよを受けていたとなると、ニコルズ家の当主の立場は悪くなる。それをわかった上で暴ばく露ろしているのだろうか？……いや、きっとわかっていない。ただ単純に、噓うそをつくのが悪いことだと信じているのだ。少なくとも、トルエノにはそう思われた。

「……ビスカラの力になりたい、か。なるほど、友情だ。だけどさ、その金は自分で稼かせいだ金じゃないよね？　民衆から集めた金だ。重大な背はい信しん行こう為いだとは思わないわけ？」

　トルエノの指し摘てきにハノークは眼をぱちくりさせる。どうやら指し摘てきされてはじめて気づいたらしい。しかしトルエノはそれ以上の追及をしなかった。ハノークのビスカラに対する友情がほんものであるとわかったからだ。彼女が欲した答えは、実はそれだった。

「いや、殿でん下か……べつに糾きゆう弾だんしたいわけじゃないんだ。提案したいのさ。資金援えん助じよより、もっと効果的にビスカラの力になれる方法があるんだ」

「そんな方法が？」

　あまりにも簡単にハノークは興味を示した。その一方で、さすがに裏があると感じとったのか、ジャン＝ジュールがハノークの肩かたに手を置いて、首を振ふった。

「……きみは人を信じすぎだ。相手がつねに善意を向けてくるとは限らないんだよ」

「わたしはまず人を信じることからはじめたい。失敗したら失敗したで、そのときに考えればいいんだよ」

　幸せな王子様だ──トルエノはやや呆あきれながら、心のなかでそう呟つぶやいた。

　とりあえず話だけでも聞いてみようとハノークが頑かたくなに主張したので、結局ふたりはトルエノに連れられて、彼女の部屋へ向かうことになった。これがふたりにとって、人生の岐き路ろになるとも知らずに……。
















　人民のあいだでとり交わされる言説が、多数の合意をとりつけて世論となり、やがてそれが社会となる──民主社会の誕生である。しかしわれわれは、民主社会の誕生によって新たな問題に直面するだろう。多数の合意のために少数の合意をどこまで犠ぎ牲せいにできるのか、という。


ラスカリナ・ド・ガーリール『社会合意形成論』









　旧都ロワ・レ・アル進軍──。

　経けい暦れき一七八九年一〇月下げ旬じゆん、戦力を整えた黄金の地平がついに旧都への進軍を開始した。

　ガーリール及およびその他支配地域に兵を残さなくてはならなかったため、全軍での進発とはならなかったが、それでも総勢二万八〇〇〇である。かなりの規模だ。

　とはいっても、進軍先は旧都──四〇万人の人々が暮らす、国内第二位の重要都市である。王国側もここをとらせまいと必死の抵てい抗こうを試みるだろう。さらに旧都には、独自の守備隊が駐ちゆう屯とんしている。ドーロンの戦いによって討伐軍の兵は半数まで減ったが、彼らが合流してひとつになると、その数はおよそ六万になる。しかも、相変わらず黄金の地平は男手を欠いている。はっきり言って、劣れつ勢せいだ。だが、敵の援えん軍ぐんとして一〇万の軍が新たに編成されつつあるとの情報が入ったために、どうしてもこのいま攻めなくてはならなくなったのである。

　当然、黄金の地平内においても、兵力を補うために他の革命勢力に援えん軍ぐんを頼たのんではどうかという声が起こり、また実際に自由オレアン軍などから援えん軍ぐんの申し出があったのだが──。

「先に旧都という巨大都市を押おさえた勢力が、他の革命勢力に対して優ゆう越えつ的てきな発言権を持つことになる。どうせ宮廷を倒たおしたあとは、革命勢力同士での楽しい楽しい権力闘とう争そうが待っているんだから、この際はわれわれ単独で旧都を解放しよう……まあ要するに、これは早い者勝ちの競争なのさ」

　そう進言したのは、事務局の人事長に就任したトルエノだった。とらぬたぬきの皮算用とも言える進言だったが、事務総長アルベール・マイヤンス・バン・ビスカラは、意外にも同意を示し、国内の革命勢力との共きよう闘とうを拒こばんだ。むろん、考えあってのことだった。

　旧都へ向かう黄金の地平は、一度ティエーブルに立ち寄った。しかしビスカラは、ティエーブルから直線距きよ離りでおよそ一〇〇キロ西にすすんだ場所にあるミコ町にいた。この町にある宿の一室で、援えん軍ぐんの可否について相手方と話し合う予定だったからだ。言うまでもなく、その相手は国内の革命勢力ではない。国外の革命勢力である。

「……お話はよくわかりました、同志ビスカラ」

　真っ赤な軍装に身を包んだサスーリカが、微ほほ笑えみながら肯うなずいた。

　彼女はクロバンス北東部に国境を面するシシキア帝てい国こくの『パンと土地と平和』──シシキア語の頭文字からとってハーズィーエムと略りやく称しようされる革命勢力の幹部である。緩ゆるやかにウェーブした長い髪かみは両側頭部の辺りで結ばれているものの、後ろの髪かみはそのまま流されていた。また、顔立ちは少女らしい純な、かわいげのあるもので、大きな眼はやさしいまどかさを持っているのだが、ふとしたはずみに、氷柱つららのような冷たく鋭するどい光が瞳ひとみに輝かがやく……何かちぐはぐな、いや、秘めごとを感じさせる雰ふん囲い気きがあった。

「では、わが友サスーリカ、援えん軍ぐんの件は認めてくれるのか」

　とビスカラは、前のめりになりながら、シシキア語で言った。

　ふたりの会合は、当初、教会でひろく使われるラタン語を用いて行われたが、彼ら民主政思想者独特の用語をラタン語ではうまく表現できなかったため、気がつく頃ころには、ビスカラはシシキア語、サスーリカはオレアン語を使っていた。お互たがいに敬意を表した結果なのだが、やや過か剰じようとも言えた。

「他ならぬ同志ビスカラの頼たのみとあればいくらでも協力します──と、言いたいのですが、われわれの指導者リベーリンは、きっと首を縦には振ふらないでしょうね……わたしにも力があればよかったのに」

　サスーリカがイスにもたれかかったまま投げた視線には、ぞっとするような色いろ香かがあった。それに心をかどわかされたわけではないが、ビスカラは一いつ瞬しゆん、言葉が出てこなかった。

　窓ががたがたと鳴ると、すきま風に吹かれて、燭しよく台だいの火が揺ゆれた。はっとなったビスカラが口を開こうとすると、まるでそれを制するかのように、先にサスーリカが言った。

「それにしても、事務局だなんておもしろいことを考えますね。同志ビスカラはいつもわたしに手本を示してくれる……今度の世界革命も」

　歴史的事実から言うと、ビスカラはすでに指導者ラスカリナとは大分異なった思想を持っていた。ラスカリナは、この革命戦争が実態としては民族紛ふん争そうに近い内乱であることに注目し、ドレソン、ルード、オレアンの三つの共和国を建国して、戦いを終わらせようと考えていた。たしかにそれで内乱は終わるのかもしれない。が、外敵はどうする？──そう疑問に思ったのが、ビスカラだった。彼は、ドレソン、ルード、オレアンという線引きをクロバンス国民という概がい念ねんによって抹まつ消しようし、三つの共和国ではなく、ただひとつのクロバンス共和国で全体をまとめ、外敵に対たい抗こうしようと考えたのだ。

　これだけでも決定的な違ちがいになり得るが、他にもまだあった。それは、のちに彼が基本指針として打ち出すことになる世界革命である。

　何やら飛ひ躍やくした考えのようだが、実際のところは、現実的な課題に対応するための方針である。というのも彼は、共和国の誕生を、周辺の君主制国家が歓かん迎げいするはずがないと予想していたのだ。民主政思想の波は及きゆうを恐おそれて、周辺諸王国が共和国打だ倒とうのために対クロバンス同盟を結成する──あり得そうな話だ。

　これを阻そ止しするにはどうすればいいのか。ビスカラは単純だがきわめて有効な策を思いついた。クロバンスの周辺国家を、すべて民主政国家にしてしまえばいいのだ。国内の革命勢力ではなく、ハーズィーエムと手を組もうとしているのも、そのための布石であり、つまるところ、世界革命とは自国の安全保障の側面から生まれたものだったのである。

　が、ラスカリナは、世界革命はともかくとして、ハーズィーエムに援えん軍ぐんを打だ診しんすることに強い拒きよ否ひ感かんを示した。フェリシーに至っては拒きよ否ひ感かんを行動で示した。同じ革命勢力とはいえ、他国の武装集団を国内に引き入れるのは危険だと考えたようで、ビスカラを売国的だと批判し、旧都進軍をサボタージュする波乱まで起こしたのだ。黄金の地平がティエーブルに立ち寄ったのも、実はこの問題を解決するため、久しぶりに主要幹部による会議、つまり指導部会をひらくことになったからである。もっとも、渦か中ちゆうの人物であるビスカラは、トルエノに全権を委任して、欠席したのだが……。

　ビスカラはイスから立ち上がって、窓の外を眺ながめた。暗くてよくは見えなかったが、閑かん散さんとしているのはわかった。いや、うらぶれている、と言うべきだろうか。

「……ハーズィーエムには、いくらか物資の援えん助じよをしていたはずだが？　われわれだって台所事情はきびしいんだ。そのなかきみたちに食糧を提供した。きみたちが飢うえに苦しんでいたからだ。この友情に対して、きみは恩義を感じないのか」

「同志ビスカラにかかれば、友情も打算の金脈になるようですね。しかし同志、物資に対する借りであれば、われわれも物資をもってその恩に報むくいましょう……われわれも兵員にはことを欠いているのです。まことに残念なことに」

　それが噓うそであることをビスカラは知っていた。ハーズィーエムが各農村地で強制徴ちよう募ぼを行っているのは、あまりにも有名だったからだ。ひょっとすると彼らの指導者ではなく、この目の前のあやしげな少女こそ、黄金の地平との共きよう闘とうに消極的なのかもしれない……そのような疑ぎ惑わくをビスカラは抱いだいた。

「さし出がましいことを言うようですが、やはり国内の問題は国内で解決されたほうがよいのではありませんか。ええ、もちろん将来的には……黄金の地平がクロバンスを統一された暁あかつきには、われわれハーズィーエムは、絶対の友情をもってクロバンスとともに専制国家と戦うことを誓せい約やくいたしますけれど」

「つまりいまのわれわれでは、取引の相手にならないというわけか」

「いいえ、同志……われわれもあなた方と同様、他の革命勢力と覇はを競きそっているのです。状じよう況きようは同じです。なので、あなたがロワ・レ・アルをどのように落とし、また、どのようにして他の勢力を押おさえ込こむのか、とても興味があるのです」

　サスーリカも立ち上がった。トルエノとあまり変わりがないな、とビスカラは立ち上がった彼女を見て思った。すなわち、背がきわめて低かったのだ。しかしその一方で、サスーリカの体つきはかなり女性的だった。肉感的と呼べるほどに。

　その蠱こ惑わく的てきな赤い少女は、ビスカラのそばまで行くと、ふいに彼の手をとった。

「……あなたはわたしにとって師のような存在です。これはほんとうです。わたしはすべてあなたを参考にしているのですよ？……近いうちに、われわれにおいても事務局ができることでしょう。そうしてあなたと同様にわたしも、自らが指導者と仰あおいだ人物を歴史の掃はきだめに追いやることでしょう」

「きみは──」

　急にビスカラは黙だまった。先ほどのように言葉を失ったのではなく、頭痛でもするのか、彼女の手を払はらって、自分の額を押おさえつけた。そして、せわしなく眼球を動かし、室内を見回す。

「ご気分がすぐれないのですか」

　手を払はらわれたことに気分を害したのか、いささか不ふ機き嫌げんそうに眉まゆをつり上げながら、サスーリカが訊たずねた。しかしビスカラは何も答えなかった。奇き妙みような沈ちん黙もくがつづくと、サスーリカはつり上げていた眉まゆを下げ、戸と惑まどった様子で重ねて訊たずねた。

「あの……大だい丈じよう夫ぶ？」

　するとビスカラは、ゆっくりサスーリカのほうに顔を向けた。血の気が失せていた。しかし彼は言った。

「……いや、何でもない。失礼した。疲つかれがたまっているんだろう……少し整理したい……手間かもしれないが、もう一度、説明してくれないか」

「それは構いませんけど……」

　サスーリカはもう一度、しかし今度ははっきりした口調で、物資の援えん助じよを笠かさに着て援えん軍ぐんを要よう請せいしてくるのは図々しい、そのような要よう請せいには応えられないと言った。それは説明というより非難だった。だがビスカラは彼女の非難を軽く受け流し、あろうことかこんなことを言った。

「ならやはり、きみたちに借りを返してもらおう」

「はあ？」

　とサスーリカが野や卑ひな声を上げる。驚おどろきをあらわに、ビスカラが眼をしばたたかせると、彼女は慌あわてて口もとにその小さな手をやった。

「いえ、べつに……そ、それよりあなた、わたしの話を聞いていたの？」

「むろんだ」

　と吐はき捨すて、ビスカラはあまりにも鋭するどい視線を彼女に向けた。

「きみたちには必ず協力してもらう。何があってもだ。が、心配はするな。おれはできることしか頼たのまない」

　ビスカラはイスに腰こしかけると、彼女にも座るようにすすめた。いつの間にか、場の主導権はビスカラが握にぎっていた。彼女は不服そうな顔をしたが、それでも次にビスカラが何を言い出すのか興味があるようで、素直にイスに座った。

　そしてビスカラは話しはじめた……。







　スボー副ふく伯はくローランド・ウェルトリー・バン・ネビンズは、城じよう塔とうの窓から旧都ロワ・レ・アルの街並みを眺ながめていた。街は城壁に囲われている。難なん攻こう不ふ落らくの都と謳うたわれていただけに、その守りは堅けん牢ろうだった。城壁は三重の構造になっており、城壁と城壁のあいだには堀ほりが掘ほられている。また、破は城じよう槌ついや攻こう城じよう櫓やぐらの時代ではなく、大たい砲ほうの時代を象しよう徴ちようするかのように、背の高い城壁から、背は低いものの砲ほう台だいを備えつけた分厚い城壁に改修されている。

　しかし難点もあった。王都リエ同様、城壁の外にも市街が形成されているのだ。これではあまり城壁が機能しない。さらに、商業的な方策に偏へん向こうした結果、ロワ・レ・アル周辺の要よう塞さい群ぐんが歴戦の傷を受けたまま放置され、使いものにならない状態だった。つまり、難なん攻こう不ふ落らくの都というのは、いまではその都の字に旧がついているように、あくまでも昔の話なのだ。

　風に吹かれて、ネビンズの金色の髪かみがきらきらと輝かがやいて流れた。彼の憂うれいを帯びた表情は、何やら名画の再現のように思われた。それほど、さまになっていたのだ。

　彼はふと窓から視線を逸そらす。その瞬しゆん間かん、予期せず迫はく力りよくのある眼とかち合った。リリアドロ参さん謀ぼうだった。ずっと自分の隣となりにいたらしい。

「い、いつからいたんだい？」

　ネビンズは軽い動どう悸きを覚えながら訊きいた。むろん、リリアドロ参謀の美しさにどぎまぎしたからではない。じっと無言で、しかも気配もなく、その麗うるわしい容姿には不ふ釣つり合あいの、やけに力のある眼で自分を凝ぎよう視ししていたこの少女に、ある種の恐きよう怖ふを感じたからだった。

「先ほどからいました、師団長閣下」

　と彼女はネビンズを見上げながら言った。にこりともしない。きわめて愛あい想そが悪い。シニヨンの髪かみに、かわいらしいリボンがまかれているのが、たちの悪い冗じよう談だんのように思われた。

「それなら声をかけてくれればいいのに……それで、今日の分は、もう終わったのかい？」

「はっ、閣下がとるに足らぬ物思いに耽ふけっているうちに」

　するとネビンズは青く澄すんだ眼を、苦笑で細めた。

「とるに足らぬとは、言ってくれるね。社会全体のためにと若き激情をたぎらせているのかもしれないのに」

「仮にそうだったとしても、とるに足らないことです。閣下がいまお考えになるべきは、作業をわたしに任せて、こんなところでぼけっとされていたことに対する言い訳です」

「……もしかして、怒おこっているのかい？」

「いいえ、閣下。とても怒っているのです」

　そのわりにリリアドロは怒おこった顔をしない。普ふ段だん通りだ。が、かえって凄すごみがあった。

「新市街の住民を、城壁内の旧市街に全員避ひ難なんさせることが、どれほど大変なことか、いくら貴族のお坊ぼつちゃんである閣下といえども、おわかりになるでしょう。一時的な措そ置ちだと言っても、民衆はまるで聞いてくれない……暴動寸前にまでなったのですよ？　ロワ・レ・アル伯はくに何とか収めてもらって、ことなきを得ましたが」

「なるほど、そんなことになっていたのか……苦労をかけたね」

「苦労をかけたね……まさかそのひと言で済むと思っているのですか。やれやれ、閣下は特権のぬるま湯につかりすぎて、精神までふやけてしまったようです。もしくは、蜂はち蜜みつでもかかっているのでしょうね。まあ、焼けばおいしいのかもしれませんが、閣下を焼くわけには参りませんので、どうぞ甘あまったれた考えはすて去って、馬車馬のように働いてください。それが一番の謝罪です」

　彼女の言葉を聞いて、ネビンズは何かに気づいたようだった。

「ひょっとしてきみは、わたしを励はげましてくれているのかい？　どうせ励はげましてくれるのなら、もっとやさしい言葉をかけて欲しいものだけど……まあ、その気き遣づかいは無用だよ。住民には負担をかけてしまったが、それで胸を痛めて物思いに耽ふけるほど、わたしは善人じゃない。なにせこの作戦を立てたのが、他でもない、わたしなんだから」

「ならば働きたまえ」

　と、やや甲かん高だかい声がする。

　階段から姿を見せたのは、旧都の支配者と目されるロワ・レ・アル伯はくバン・キリウスその人だった。

　眉まゆの辺りで前まえ髪がみを切きり揃そろえ、全体をやや膨ふくらませた独特の髪かみ型がたをしていて、それはどことなくきのこを連想させる。だが決して愛らしい印象はない。むしろ、神経質そうな目鼻立ちと相まって、何やら近寄り難がたい印象がある。

　もっとも、実際に彼は近寄り難がたい存在である。ロワ・レ・アル伯はくという三大爵しやく位いのうちのひとつを持ち、事実上、伝統貴族の盟主とされている。言うまでもなく、ドレソン人である。また、その手しゆ腕わんも高く評価されていて、後世の歴史家の多くは、彼がいなければ、クロバンス王国では王都リエへの一極集中が激化していただろうと指し摘てきしている。

　彼は伝統貴族の盟主とされながら、敵対するはずの新興貴族に理解を示していた。いやそれだけではなく、彼らの牙が城じようである高等法院の議長を務めた過去さえある。血の行進事件においては、高等法院をひとつにまとめ、宮きゆう廷ていの愚ぐ行こうを痛つう烈れつに批判した。さらには、高等法院の息のかかった連隊を宮きゆう殿でんに向かわせて包囲したのだが、これに対たい抗こうした宮きゆう殿でん側がわの兵によって高等法院も包囲され、およそ二週間にわたって国政が停てい滞たいするという、いわゆる『両りよう殿でん忙ぼう中ちゆう閑かんあり事件』を起こしている。これがきっかけで、彼は旧都に引っ込むことになった。

　ともかく彼には、伝統貴族らしからぬ側面があった。では彼が、進歩的な考えを持っているのかというと、大半の歴史家が返答に窮きゆうするように、明確に答えることはできない。

「きみには、スボー副ふく伯はくを呼ぶように言いつけたはずだが」

　と、キリウスがリリアドロを見て言った。

「申し訳ありません、閣下。わたしのほうからも言いたいことがありましたので」

「……なかなかおもしろいことを言う娘だ。しかし、平民である分をわきまえたまえ」

「恐きよう縮しゆくですが、閣下」

　とネビンズが横から口を挟はさんだ。

「軍とは案外、民主的な組織なんです。上はたしかにつまっていますが、それでも、ちゃんと働いて武ぶ勲くんを立てれば、平民でも出世できます。また、それがいいか悪いかはべつにして、生活に困った民衆の受け皿にもなっています。つまり何が言いたいのかというと……」

「ああ、いい。スボー副ふく伯はくが何を言いたいのかはわかるつもりだ。貴族による支配など、もはや破は綻たんし、社会は平民によって成り立っている。いつまでも支配者を気どっているのは、滑こつ稽けいというものだ。ところが、頭でわかっていても、感情がそれに伴ともなわない……狭きよう量りようなのだよ、わたしは。したがって、いくらスボー副ふく伯はくが正論を吐はこうとも、何の意味もなさない」

　この台詞せりふは、キリウスの複雑な精神構造を端たん的てきにあらわしていた。彼は貴族社会の終わりや民主政治の到とう来らいを予感しており、また、受けいれてもいるのだが、その一方で、根源的には古い人間で、平民などに対して差別的な態度をとることがままあるのだ。ある意味では、終幕へ向かう貴族という制度そのものをあらわした人物だと言えるのかもしれない。

　わずかに気落ちした表情を見せたキリウスだったが、とり繕つくろうように咳せき払ばらいして、話題を変えた。

「それでスボー副ふく伯はく。いまさらではあるが、いくつか質問しておきたいことがある」

『やはり口を出してきたか』

　ネビンズは心のなかで舌打ちした。キリウスはこと軍事における指揮権をモールソン元帥に委い譲じようし、寛かん容ような態度を示したが、それが一時的な、言うなればパフォーマンスに過ぎないとネビンズは睨にらんでいた。彼自身スボー副ふく伯はくという爵しやく位いを持つ貴族ではあるが、いや、貴族だからこそわかるのだ。貴族は言葉と行動の整合性に欠ける場合が多いと。恰かつ好こうのいい、あるいは、威い勢せいのいい言葉を吐はいておきながら、それとは真逆の行動をとる……何度もそのような場面をネビンズは見てきた。それだけでも不ふ愉ゆ快かいな気分になるのに、彼らは自らが無む謬びゆうの存在であると心のどこかで確信しているようで、真逆の行動のうちに真理を見つけ出そうと腐ふ心しんするのだ。さすがに閉口せざるを得ない。

　つまるところ、ネビンズは貴族に失望していたのだ。彼自身は、民衆の先頭に立って、すすんで命をさし出すことに、貴族が貴族である理由を見出していたのだが、そのような振ふる舞まいをするのはきわめて少数である。もっとも、戦場がすでに貴族の手から、民衆の手に渡わたっていたという事情もあるのだが……いずれにしても、ネビンズには貴族社会が腐ふ敗はいの温おん床しように思われてならなかった。

　軍務を任せると言っておきながら、権力を笠かさに着て、恥はじもなく、とやかく軍務に口を出してくる……今回について言えば、それぐらいやってきてもおかしくはない。そんなふうにネビンズは、つまり、諦あきらめていた。

「スボー副ふく伯はくは敵軍とわが軍の戦力が、かなり開いていると知っていながら、会戦ではなく籠ろう城じようを選んだ。それはなぜか。籠ろう城じようすれば、ロワ・レ・アルに被ひ害がいが及およぶというのに」

「理由は簡単です。そのほうが、われわれにとって有利だからです」

「有利とは言うが、敵は農民や労働者の集まりだ。それに、女子供ばかりだとも聞く……迎むかえ撃うったほうが得策ではないのかな」

　するとネビンズは首を振ふった。

「その結果、われわれはドーロンの戦いで大敗を喫きつしました。五〇倍以上の戦力差がありながらです。わたしは同じ過あやまちをおかしたくはありません。慎しん重ちようになるべきです。それに、わが軍は先の戦いを反省して軍馬をすべて手放しています。つまり、主力となる騎き兵へいがいないのです。元騎き兵へいはたくさんいますけどね……彼らは馬から下ろされて、士気を低下させています。いや、彼らだけでなく、全員、ドーロンの傷から癒いえていません。早まった真ま似ねはせず、援えん軍ぐんが到とう着ちやくするまで時間を稼かせぐのが、得策でしょうね」

　若き将軍の意見を聞きながら、キリウスは、まるで生徒が模も範はん解答を口にしたときのような、ある種の安心を表情に浮うかべながら肯うなずく。しかしそれでも、質問はつづいた。

「迎むかえ撃うつのは愚ぐ策さくなのだな。では、次だ。新市街の住民を旧市街へ移すのはなぜだろう。現状彼らにあてがう宿などはなく、そのことに対して彼らは不満を募つのらせている。城門の外に自分の家があるのに、広場などで野宿することを強要されれば、誰だれだってそうなる。籠ろう城じようの最中に彼らが暴動でも起こしたらまずいことになる。ほんとうにこれでよかったのか」

　ネビンズが答えようとすると、それよりも早く、いかにも我が慢まんできないといった様子で、リリアドロが横よこ槍やりを入れた。

「それについては、軍議の席でネビンズ師団長がくどいほどご説明になったと思いますが、伯はく爵しやく閣下はお忘れになられたのですか。素す晴ばらしい記き憶おく力りよくですね。心から感服いたします」

「いまはわたしと師団長が会話している。一いつ介かいの参謀が口を挟はさむべきではない」

　というより、彼女の口の悪さを叱しかるべきだろう。一いつ介かいの参さん謀ぼう以前に、ひとりの人間としてその良識を疑われる発言である。

　キリウスが寛かん容ようなのか不ふ寛かん容ようなのかよくわからない態度を示すなか、ネビンズはリリアドロの軍服の袖そでを引っ張って、小さな声で言った。

「きみが勇ゆう敢かんなのは知っているが、その勇ゆう敢かんさは敵に向けて発揮して欲しい」

「無能な上官は、こちらに迫せまってくる敵以上に、われわれにとっては厄やつ介かいな敵になると思いますよ。なぜって、黄金の地平には話が通じるでしょうが、無能な上官には話が通じませんから」

「……こら」

　彼女の遠えん慮りよのない発言──というより毒どく舌ぜつに、ネビンズは苦笑いを浮うかべる。強く叱しかることができないのは、彼も同意見だったからだ。

　おそらく声が聞こえたのだろう、キリウスの瘦やせた頰ほおが痙けい攣れんするように動いた。それを見てネビンズは、リリアドロをかばうように一歩前にすすみ出る。苦笑はそのままに。

「いやあの……はは、こういう女性ですので、わたしも手を焼いています」

「同情はしない。しっかり手た綱づなを握にぎっておくように……それで、わたしの質問に対する答えがまだだが？」

「ああ、はい。住民を旧市街に集めたのには、もちろん理由があります。それも三つ。

　ひとつは、敵に攻こう囲い戦せんの意図があった場合、城じよう壁へき外がいの新市街に多大な被ひ害がいが出ると予想されるからです。敵は新市街の外から、砲ほう撃げきを行ってきます。なぜなら新市街のなかだと、家屋が障しよう壁へきになって、満足に砲ほう撃げきできないからです。もっとも、新市街の外から砲ほう撃げきしたところで、距きよ離りの関係から城壁内には届きませんけどね。力ちから攻ぜめしようにも、旧都の三重の城壁は簡単には破れません……難なん攻こう不ふ落らくの都が蘇よみがえるというわけです。しかし新市街には敵の砲ほう撃げきが届きますので、住民の人命を守るためにも、避ひ難なんさせておくべきでしょう。

　ふたつは、新市街の住民が、敵に同情して、食糧の提供をするおそれがあるからです。新市街の住民の多くは、労働者です。それも他の都市や農村から流れてきた……黄金の地平を構成する人員と変わりありません。同じような立場の人間が、武器を手に現体制と戦っているとなると、きっと新市街の住民は、われわれより、黄金の地平に共感するでしょうね。むろんそんな事態は、好ましくありません。われわれの目標は、援えん軍ぐんとの挟きよう撃げきです。王都からやってくる一〇万の援えん軍ぐん、これと連れん携けいして、敵を挟はさみ撃うちにする……その際に、より勝率を上げるためには、敵が疲ひ弊へいしている必要があります」

「つまり、ロワ・レ・アルを陸の孤こ島とうにするわけか。こちらはかなりの兵ひよう糧ろうを備び蓄ちくしているが、敵は遠えん征せい軍ぐんだ、限りがある。兵ひよう糧ろうが底をつけば、当然、現地で調達する……それを絶つというのだな？　しかし、後方から兵ひよう糧ろうが送られてきたらどうする」

「それが最後の理由です。新市街の、数ある建造物のうちのいくつかに、いま、坑こう道どうを掘ほらせています。旧市街と新市街を地下でつなぐわけです。それで、その坑こう道どうから兵を適てき宜ぎ出動させ、敵の輜し重ちよう部隊を襲しゆう撃げきします。まあ、坑こう道どうでつないでしまう以上、危険が伴ともないますが、見つかってしまえば塞ふさげばいいんです。そうやって坑こう道どう探しを相手に強要させるだけでも、時じ間かん稼かせぎになります」

「なるほど、とにかく耐たえて、援えん軍ぐんの到とう着ちやくを待つというのだな……敵は、ドーロンで奇き跡せきを起こしている。うかつな行動は慎つつしんだほうがいい」

「……ご理解いただけましたか」

「わたしは最初から理解している」

　こともなげにそう言ってのけるキリウス。さすがに戸と惑まどわざるを得なかった。眼を白黒させて、ネビンズは説明を求めたが、伝統貴族の盟主は何も答えようとしない。厳しい教員師し範はんのような表情で。

　すると、何か勘かんづいたのか、戸と惑まどいをあらわにするネビンズを尻しり目めに、リリアドロが言った。

「お試しになったのですか、師団長を」

　軍学校を首席で出たというのは、噓うそではないらしい。リリアドロは厳格な教員師し範はんの表情から事情を察する術に長たけているようで、キリウスの真意を見み抜ぬいた。

　キリウスは、わずかに眉み間けんに皺しわを寄せながらも──おそらくリリアドロに見み抜ぬかれたことが不ふ愉ゆ快かいなのだろう──不毛な質問攻ぜめの理由をうち明けた。

「援えん軍ぐんの司令官が、ワトー元げん帥すいに決まったとの知らせがあった。かつて侍じ従じゆう武ぶ官かん長ちようを務めたことのある、国王陛下の信任篤あつき人物だ。同時に、モールソン元帥の政敵でもある。いや、政敵という表現は間ま違ちがいだな、モールソン元帥が一方的に敵てき愾がい心しんを燃やしているだけなのだから。

　とにかく、そういった事情もあって、この知らせをモールソン元帥に伝えれば、ワトー元帥に手て柄がらを立てさせないために、援えん軍ぐんの到とう着ちやくまでに勝敗を決するよう求めてくることが予想される。その際に、きみに説得してもらおうと思ってな……試すような真ま似ねをして悪かった」

「それで、わたしはお眼鏡にかないましたか」

　とネビンズが清すが々すがしい笑みを見せると、キリウスはその清すが々すがしさをうっとうしがるように、さらに眉み間けんの谷を深くした。

「わたしは軍事に明るくない。だからきみたちに一任した。いまとなっては、その判断は間ま違ちがいだったと認めなくてはならないな。わたしが指揮権を渡わたすべき相手は、きみたちではなく、きみ個人だったのだから」

「……わたしは決して優すぐれた将などではありませんよ。五〇分の一の兵力しか持たない相手に、大敗を喫きつしたのですから……ペール将軍もお救いできませんでしたし……」

　手痛い敗戦の記き憶おくが蘇よみがえり、ネビンズの顔にかなしみのかげがさす。キリウスはかける言葉が見つからないのか、黙だまっていた。配はい慮りよの欠片かけらのないリリアドロでさえも。

　その気づまりな雰ふん囲い気きを破ったのは、ネビンズ本人だった。彼は再び笑って、頭を搔かきながら言った。

「ああ、いや……それにしても、ほんとうにモールソン元帥は閣下の仰有おつしやるような狭きよう量りような真ま似ねをするでしょうか。あのお方は、まあ、能力については、何というか、あれですが……それでも、武人らしい気質をお持ちです。他人の手て柄がらを横どりするようには、到とう底てい……」

「きみのような、モールソン元帥の部下からすれば、そのように見えるだろう。だが、それが真実というわけではない。わたしが知るモールソン元帥とは、嫉しつ妬と深ぶかい、狭きよう量りような男だ……人間である以上、記号のようにはいかないのだ。今度は様々な角度から、人物を観察するといい。いや、いっそきみが元帥になってみるか。そうすれば、わたしの言っている意味を、身をもって知ることができるだろう」

　とキリウスが冗じよう談だんを言うのだが、実際のところ、あまり笑えない。少なくともネビンズにはそう思われたようで、彼はやや眉まゆを下げながら、肩かたをすくめた。微び妙みような空気になった。リリアドロに至っては、真顔で、冗じよう談だんの下手な伯はく爵しやくを凝ぎよう視ししていた。気を利きかして愛あい想そ笑わらいでもすれば、多少毒どく舌ぜつであろうとかわいげがあるように見えるのに。

　ふと彼女は、キリウスが手紙を持っていることに気づいたようで、

「それが、王都からの知らせですか」

　と訊たずねる。しかしキリウスは首を振ふった。

「これは妻からの手紙だ。さっき、受けとったばかりでな……」

「ご結けつ婚こんをされているのですか」

　思わずネビンズは訊きき返かえしてしまった。キリウスと結けつ婚こんとが、どうしても結びつかなかったのである。それはどうやらリリアドロも同じだったようで、彼女にしてはめずらしく表情を乱し、眼を見開いている。そんなふたりを見て、キリウスは不思議そうに小首をかしげた。

「何を驚おどろくことがある。わたしはもう二四だ。結けつ婚こんしていても不思議はなかろう」

　むしろ、キリウスがまだ二〇代前半であることに驚おどろいたふたりだったが、それは口にしなかった。

『いや、結けつ婚こんといっても、政略結けつ婚こんの可能性がある……』

　とネビンズはなぜか願うように自分に言い聞かせるのだが、その読みは大いに外れていた。キリウスは大だい恋れん愛あいの末に結けつ婚こんしたのである。彼の妻はシャルロットといって、落陽のオレアン貴族の令れい嬢じようだった。ドレソン貴族の盟主たるキリウスが、落ち目のオレアン貴族の娘と結けつ婚こんするなど認められるわけもなく、周囲の人間は大反対したのだが、彼はそれを押おし切きって結けつ婚こんした。当然、スキャンダルになり、家名に傷がついたが、彼はそんなことなどどこ吹く風で、一いつ顧こだにしなかった。もはや貴族社会自体がぼろぼろになっていて、スキャンダル程度でキリウスが失しつ脚きやくするおそれなどなかったという背景もあるが、それ以上に、妻を愛していたからだった。そう、彼は愛妻家だった。三日に一度は、王都にいる妻に宛あてて手紙を書いている。もちろん、歯の浮うくような台詞せりふを並べて。

　なお、この晩キリウスが綴つづった、甘あまい文言で埋うめ尽つくされた妻への手紙は、ロワ・レ・アル攻こう防ぼう戦せんを知るための重要な資料として、今日においても厳重に保管されている。




　黄金の地平が立ち寄ったティエーブルの市庁舎──。

　ラスカリナが寝ね泊とまりする部屋に、ビスカラは訪れていた。先日欠席した指導部会の決定を聞くためであったが、わざわざラスカリナから聞かずとも、ビスカラはその内容をすでに知っていた。

「こんな忙いそがしいなか、主要幹部を揃そろえて何を話し合うのかと思えば、一いつ致ち団結してこの難局を乗りきろうだとさ。あいつら、たぶん、頭おかしいよ」

　とトルエノが、帰ってきたビスカラを見つけるなり、愚ぐ痴ちをこぼしてきたからだった。また彼女は、指導部会に出席する主要幹部が、いわゆるベルナレット派でかたまっていることにかねてから不服だったらしく、この機会に事務局の人間を連れて出席したとも言った。案の定、もめたらしい。

「だけど、結局は認めたよ。認めるしかないのさ。黄金の地平は、いまや事務局が動かしているんだから」

　ビスカラはそれについて何も言わなかった。逆に言えば、トルエノの専せん横おうを止めようとしなかったのだ。そのようなビスカラの態度は、むしろトルエノを驚おどろかせた。いつもの彼なら怒いかりをあらわに、非難したはずなのだから……。

　何にせよビスカラは、会議の内容をすでに知っていた。ではなぜ聞きにきたのか？……要するに、口実だった。少し前までなら考えられなかったが、ビスカラはラスカリナと気軽に面会することができなくなっていたのである。

「……それで、いまをときめく事務総長閣下は、ほんとうのところ何の話をしにきたのだ」

　ラスカリナはベッドの上でごろごろと転がっている。そんな愉ゆ快かいな態度で客を相手にしながらも、口調は皮肉的だった。

　またしても彼女はシュミーズ姿だった。生まれてはじめてベッドで横になった人間が浮うかれるように、ごろごろと端はしから端はしまで転がって動くと、いやがおうでも裾すそが捲めくり上あがってしまう。下した穿ばきが娼しよう婦ふのものとされ、一いつ般ぱん的てきではなかった時代である、真っ白な太ももはおろか薄うす闇やみのなかから果実のような尻しりさえ見みえ隠かくれした。しかし、彼女はそれに気づいていない。たとえ気づいても、少女らしく頰ほおを赤らめてそっと隠かくしたかは疑問である。もっとも直接的な肌はだの触ふれ合あいだと、彼女はうぶな生き娘むすめよろしく極きよく端たんな拒きよ否ひを示すのだが。

　一方のビスカラもまるで気にする様子がなかった。真面目な聖職者以上に風紀に厳格な彼らしくない。それとも、視界にこそ入っているものの、彼の意識には一秒たりともとどまっていないのだろうか。つまり、もっとべつの何かを見ていて……。

「援えん軍ぐんの件について話にきました、閣下」

「閣下はやめろ。わたしとそなたしかおらん」

　はたと動きを止め、ラスカリナは顔だけをビスカラに向けた。口が尖とがっていた。

「最近、やけに他た人にん行ぎよう儀ぎじゃないか、ええ？　何だそなた、わたしのことが嫌きらいになったのか。ふん、それならそれで結構。実はわたしだって、そなたのことが嫌きらいなのだ。いままでは、あえて言わなかっただけでな！　決して、わたしが一方的に嫌きらわれているわけではないのだぞ。お互たがいに嫌きらっているのだ。その辺、そなたはちゃんと理解して──」

　思わずラスカリナは言葉を吞のみ込こんだ。ビスカラがうつむいて肩かたを震ふるわせていることに気づいたからだ。泣いているのだ、彼は。

「お、おいおい……」

　わが眼を疑う様子で、かつ、狼ろう狽ばいしながら、ラスカリナはベッドから下り、とにかくビスカラのそばに行った。

「ど、どうしたのだ。もしかして、わたしが嫌きらいだと言ったから、傷ついたのか。え、でも、泣くほどなのか？……あのな、違ちがうぞ。何というか、言葉のあやというか……白状するとだな、噓うそなのだ。本心ではない。だから、安心するがいい。われわれの友情は不ふ滅めつだ」

　しかしビスカラは依い然ぜんとしてうつむいている。かすかに嗚お咽えつの声が聞こえた。ラスカリナは眉まゆを八の字にして、周囲に助けを求める。むろん、誰だれもいない。彼女はこの困難にひとりで立ち向かわなければならなかった。窮きゆう地ちに立たされたラスカリナではあったが、天の助けがあった。部屋の隅すみに置いてあった銃じゆう身しんを見つけたのだ。進軍開始直前に自じ邸ていに届いたため、じっくり観賞する暇ひまがなく、やむを得ず持ってきていたのだが、この判断は結果的に正しかったようだ。彼女は走り寄ってそれを摑つかむと、満面の笑みで再びビスカラに近づく。
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「これはな、尊敬するロワ・レ・アル大学のバン・トレビト博士によってつくられたもので、むりを言って送ってもらったのだが……銃じゆう身しんのなかを覗のぞいてみるといい。溝みぞが刻まれている。この溝みぞは、発射される弾だん丸がんを均等に回転させるために必要なもので、ライフリングという新技術なのだがな、ともかくこれによって、従来のマスケット銃じゆうより射程距きよ離りが伸のび、命中精度も格段に上がるそうだ。どうだ、すごいだろう。旧都を解放した暁あかつきには、博士のもとを訪れて、色々と話を聞こう。きっと楽しいぞ。ああ、機関車を見にいく約束もしていたな。それも忘れてはならない……ほら、そなたも見てよいのだぞ。わたしとそなたの仲だ、特別に素す手でで触さわらせてやる。新技術の感かん触しよくを楽しむがよい」

　しかし、いつまでたっても、ライフリングなるものが施ほどこされた銃じゆう身しんを、ビスカラは受けとろうとしなかった。顔すら上げない。ラスカリナは眼に驚おどろきをあらわせて叫さけぶ。

「そ、そなたが興味を示さないだと！　そんな馬ば鹿かな……混乱してわたしまで泣きそうだ」

　ただの銃じゆう身しんとはいえ、これには新技術が施ほどこされている。であればビスカラは、玩がん具ぐを与えられた子供よろしく瞬しゆん時じに泣き止んで、この銃じゆう身しんに夢中になるはず……そうラスカリナは思っていたのだが、当てが外れた。

　途と方ほうに暮れたラスカリナはベッドに戻もどって、腰こしを下ろした。それからため息をついて、役に立たなかった銃じゆう身しんをベッドの上に置き、まだ泣き止まないビスカラを眺ながめる。

「……何があったのかは知らんが、まあ、泣きたければ泣くがよい。そなたはもともと、そういう性格だからな……いや、泣き虫だと言っているわけではないぞ。つまり、素直で、純じゆん粋すいで、心やさしい、そういう性格だと言っているのだ。もっとも、そういう性格でなければ、社会のために身を捧ささげようとは思わないのだろうが……」

　ラスカリナは懐なつかしそうに眼を細める。彼女の瞳ひとみには、遠い過去が映っていた。

　一通の手紙が届いた──。

　『社会合意形成論』を発表してから、ラスカリナのもとには連日、多くの手紙が届くようになっていた。大たい抵ていは王党派の、嫌いやがらせの手紙だったが、その日届いた手紙は、若い学生からの何やら熱ねつ烈れつな手紙だった。人民を憂うれう思い、体制への怒いかり、そしてラスカリナへの共感がこれでもかと書かれているのだが、それだけで終わっていない。『社会合意形成論』への疑問や矛む盾じゆん点てんの指し摘てきも書かれていたのだ。言うまでもなく、差出人はビスカラだった。

　若いのに勉強熱心なことだ──などとは、ラスカリナは決して思わなかった。彼女とて若いのだ。彼女はビスカラの指し摘てきが正しいことを認めながらも、感情的になって、彼の指し摘てきに対する反論の手紙を書いた。そうしてふたりの文通がはじまった。

　最初こそ喧けん嘩か腰ごしだったものの、やがてビスカラの並外れた優ゆう秀しゆうさに気づくと、今度は教員師し範はんを気どって彼に様々なことを教えはじめた。いや、気どるというのは言い過ぎか。そもそも彼女は私し塾じゆくを開いていたのだ。優ゆう秀しゆうな生徒を見つけると、血が騒さわぐのだろう。

　ジョルバン・クラブの長になり、政治クラブであるのにジョルバンには理論家と呼べる人材が致ち命めい的てきに欠けていると気づいたラスカリナは、それならばとビスカラを誘さそった。彼はふたつ返事で承しよう諾だくした。実際、手紙には「はい！」としか書かれておらず、ジョルバン修道院にその短い手紙が到とう着ちやくした数分後には、彼自身も姿をあらわした。偶ぐう然ぜんだろうが、あまりにもできすぎていた。

　ラスカリナの思おもい描えがいた通り、彼の出現によってジョルバンの討論会や演説は、他のクラブにくらべてよりレベルの高いものになった。だが彼女は、素直にそれをよろこぶことができなかった。なぜならビスカラがあまりにも禁欲的で、自己の幸福というものを、活動のためにすべてかなぐりすてているように見えたからだ。

　いつだったか、ラスカリナはビスカラに、なぜそこまでできるのかと訊たずねたことがあった。その質問に対するビスカラの答えは明快だった。

「それが自分の夢だからです」

　はにかむように笑うビスカラを見て、ラスカリナは強い衝しよう撃げきを覚えた。もしも、英えい雄ゆうという存在がいるのなら、それはきっと彼のような人間をさして言うのだろう。社会のため、人々のため、ほんとうにそれらのためだけに生き、人生を捧ささげる……まさに英えい雄ゆうだ。しかし、それは、きわめて危あやうい存在でもある。

　……過去の記き憶おくから、意識を現実に向けた。

　ビスカラはまだうつむいている。ラスカリナは苦笑して、しかし諭さとすような口調で言った。

「知っているか、人とは大たい抵てい個人の幸福を求めて生きるのだ。愛情のため、金のため、名めい誉よのため……だがそなたは違ちがう。よく言えば清せい廉れんなのだろうが、悪く言えば破は滅めつ的てきだ。まあつまり、思いつめすぎなのだ。もっと肩かたの力を抜ぬけ……とはいっても、そなたがそんなふうになってしまったのは、わたしが不ふ甲が斐いないばかりに、色々と背負わせてしまったからなのだろうが」

「ラスカリナ様！」

　突とつ然ぜんビスカラが声を上げる。だが同時に、彼は驚おどろいた顔つきになった。想像以上に大きな声を出してしまったのか、あるいは、思いがけず本心をうち明けそうになったからか。

　ラスカリナはどうかしたのかと訊たずねようとした。が、その言葉は口から出なかった。ビスカラが何も訊きくなと言わんばかりに手を突つき出だしてきたからだ。

「いえ、もういいんです……はは、おかしいんですよ、最近のおれ。ああ、いや……最初からなのか。おかしいんです、とにかく」

「そこまで自分を責める必要はないと思うぞ」

　やや呆あつ気けにとられるラスカリナを尻しり目めに、ビスカラは黒いフロックのポケットにしまっていた一枚の紙をとり出し、それを机の上に、皺しわを伸のばしながらひろげた。

「ハーズィーエムの誓せい約やく書しよです」

「アーズィーエムだって！」

　とラスカリナは絶ぜつ叫きようした。勢いあまってオレアン訛なまりのまま。

「そなた、指導部会を欠席したのは、あのようなニヒリストの集団と会っていたからなのか。何てことだ。信じられん……繰くり返かえし申もうし渡わたしておくが、連中とは距きよ離りをとれ。やつらは危険なのだ。そなただって知っているであろう」

「しかしロワ・レ・アルを手に入れるには、彼らの力が必要です」

　先ほどまでの感傷的な雰ふん囲い気きはすでになく、むしろ険悪な雰ふん囲い気きだった。

　ラスカリナはハーズィーエムをとりわけ嫌きらっていた。彼らはかなり過激で、よい評判などまるでなく、また、彼らの指導者リベーリンがラスカリナの思想を『民族主義と資本主義とが薄うす汚ぎたなく絡からみ合あった末に、封ほう建けん時代の嘔おう吐ととして生み出されたもの』と痛つう烈れつに批判したこともあって、ビスカラが関係改善に努めるまで、実は黄金の地平とハーズィーエムは敵対していたのだ。

「兵が必要ならば、自由オレアン軍に頼たのめばよい。あそこの代表者とは、ジョルバン時代からの知り合いだ。信しん頼らいできる」

「……誤解しないでください。ハーズィーエムに援えん軍ぐんを出してもらうわけではありません。とにかくこれを読んでください」

　ビスカラに促うながされ、ラスカリナは仕方なくその誓せい約やく書しよを手にとった。サスーリカの署名があったが、問題は当然そこではない。ラスカリナは読み終わるなり、ぎょっとした表情になる。

「……ど、どういうことだ、これは。そなた、いったい何を考えている」

「ご説明いたします、閣下。ロワ・レ・アル攻こう略りやくの作戦も含ふくめて」

　とビスカラは言った。




　市庁舎から出てすぐ、ビスカラは肌はだに突つき刺ささるような視線を感じた。その源泉のほうに眼を向けると、彼にとっては敵とも味方とも言えぬ存在のウルディアが、木かげからこちらを見ていた。無視してもよかったのだが、ビスカラは思わず声を荒あららげて叫さけんだ。

「監かん視しのつもりか」

「ただちょっと、気になっただけよ。ほんとうに大だい丈じよう夫ぶなのかしらって」

　投げやりな口調でそう言い、ウルディアは近づいてくる。もうすぐで一一月になるのに、彼女は緋ひ色いろの民族的な、上下のつながった服一枚という軽装だった。しかしなぜか寒くないようで、彼女は平然としている。

「ねえ、改めて言っておくけど、リテイクばかりに頼たよらないでちょうだい。これはあくまでも緊きん急きゆう措そ置ちなの。いい？」

「誰だれが頼たよっているって？」

「あなたよ、あなた。まあ、ナポレオン三世という例もあったし、あなたは軍事よりも内政に優すぐれた人物なのでしょうね……けれど、時代は三世ではなく一世を求めているの。なぜって、一世のほうが先に生まれたのだから、あはは」

　ウルディアなりの冗じよう談だんなのだろうが、ビスカラは笑いどころはおろか意味すらわからなかったので、きょとんとしていた。その反応が不服だったのかもしれない。ウルディアは眉まゆをつり上げ、やや険のある顔つきになった。

「あなたってつまらないのね。おもしろいことを言えたのに……興ざめだわ」

「よくわからないことを……そもそもリテイクとは何だ。なぜやりなおすことができる」

「教えたところであなたには理解できないわ。まだその時代に達していないもの。そんなことより、あなたは自分がやるべきことに専念していなさい。他のことになど、一いつ切さい眼めをくれずに……そう、機械のように。それがお似合いだわ」

　ウルディアが立ち去ろうと背を向けると、ぽつりとビスカラが呟つぶやいた。

「……おれはよく自問自答していた。社会のためなら、何をやってもよいのかと」

　その呟つぶやきに、好こう奇き心しんをくすぐられたのか、ウルディアは振ふり返かえって訊たずねた。

「それで？」

「いまのおれは、何をやってもよいと思っている。理由は明めい瞭りようだ。そこに、大多数の人民の幸福があるからだ」

　と言って、ビスカラは歩き出した。

　彼は、自らの言葉を信じていた。なぜなら、そう信じたかったからである。







　……そして経けい暦れき一七八九年一一月一一日、ロワ・レ・アル攻こう防ぼう戦せんがはじまった。

　黄金の地平二万八〇〇〇、対する討伐軍は六万。ただでさえ戦力に開きがあるのに、まさにちょうどこの日、王都リエでは援えん軍ぐん一〇万の進発式が行われていた。大軍であることから、ロワ・レ・アルまで二〇日はかかる。黄金の地平は彼らが到とう着ちやくするまでに──目安としては一一月中に、この戦いを終わらせる必要があった。

　そうなると、力ちから攻ぜめしかないように思われたが、三重の城壁に代表されるロワ・レ・アルの防ぼう御ぎよは、新市街の住民を旧市街に移動させたこともあって、かつての輝かがやきをとり戻もどしつつある。これを力でねじ伏ふせるには、二万八〇〇〇の兵では少なすぎた。また、強引に城門へ殺さつ到とうしようとしても、新市街の街並みが遮しや蔽へい物ぶつになって、充じゆう分ぶんな隊列が組めず、ある種の混乱を生み出すおそれがあった。挙げ句、大たい砲ほうを新市街に運んで、城門を破は壊かいしようとしても、建造物が邪じや魔まで、当たる保証がないのだ。むろん、目と鼻の先まで近づけば、容易に当てることができるだろうが、そのときは、討伐軍の砲ほう撃げきの餌え食じきになるだろう……。

　これらを踏ふまえると、黄金の地平にできることは、攻こう囲い戦せんだけだった。といっても、二〇日間攻こう囲いしたところで、何になるというのだろう？　一〇万の援えん軍ぐんが来るとわかりきっているのだ。ロワ・レ・アルが開城する可能性は、はっきり言ってゼロである。

　黄金の地平が手づまりであるのは明らかだった。そもそもの数の違ちがいもあるが、それ以上に、討伐軍の若き将軍ネビンズによって黄金の地平から選せん択たく肢しが削けずられていった結果である。実際、この戦いによって、歴史という巨大な本に彼の名前ははじめて記されることになる。惜おしむらくは、それが英えい雄ゆうの誕生として記されていないことだ。

「何をやっているんだ、やつらは……」

　城じよう塔とうの窓から、望遠鏡を使って周囲を見ていたモールソン元帥が、困こん惑わくをあらわに呟つぶやいた。そしてすぐ、そばにいたネビンズのほうを見て、同じ言葉を少々ニュアンスを変えて言った。

「何をやっているんだ、やつらは！」

「……お借りしても？」

　ネビンズは、なかば強引に元帥から望遠鏡を奪うばいとり、彼が見ていた方角に向けて、覗のぞき込こんだ。

　ロワ・レ・アルは、クロバンスを代表する河か川せんのニエーヌ川を挟はさんでひろがっている。つまりニエーヌ川が都市を縦断しているわけなのだが、それを遡さかのぼっていくと、オレアガ山がある。標高二〇〇から二五〇メートルほどの、それほど高くはない山だが、ロワ・レ・アルを守備するにはちょうどいい位置にあったので、かつては要よう塞さいとして使われた。あくまでもかつては、だ。長い戦乱の結果、施し設せつなどが完全に破は壊かいされ、いまは要よう塞さいとしての機能を喪そう失しつしている。山はところどころ禿はげていて、地じ肌はだをむき出しにしていた。戦争の爪つめ痕あとだった。

　山頂付近の、ひときわ樹木のない場所で、何かが動いていた。意識を集中して、眼を凝こらす。軍旗だった。黄金の光に輝かがやく茜あかね色いろの軍旗──黄金の地平だ。

　彼らは見せつけるかのように、その大きめの軍旗を何本も掲かかげている。また、そばには大たい砲ほうが、いささか雑然と並んであった。撃うつ気なのだろうか。たしかにその場所なら、周囲に樹木がないので撃うちやすいし、そもそもその場所自体が高いところにあるので、新市街の建造物に砲ほう撃げきが邪じや魔まされることもないだろう。しかしその分、距きよ離りがある。城壁はおろか、新市街にだって砲ほう弾だんは届かない。だから放置していたのだ。

『……しかし、よくもまああんな場所にまで大たい砲ほうを運んだものだ』

　オレアガ山を放置していた理由は、もうひとつあった。それは山道である。かつては整備していたらしいのだが、一七六〇年におきた新旧貴族の激戦として名高い『オレアガ山の戦い』によって、雨のような砲ほう撃げきを受け、山道はまともに歩ける状態ではなくなっていたのだ。

　傾けい斜しやがあって、まともに歩けない山道を、大たい砲ほうを牽ひいて登るのには、相当な苦労があっただろうと察せられた。また、それだけに、何か考えがあるのだろうとも……。

　ネビンズが望遠鏡から眼を離はなし、考え込むように顎あごをなでたその瞬しゆん間かんだった。突とつ如じよとして、砲ほう撃げきがはじまる。

　一いつ斉せい砲ほう撃げきではなく、ひとつひとつ順番に撃うってきた。しかし砲ほう弾だんは、城壁外の新市街に届かず、より手前の平原に着ちやく弾だんした。すべてそうだった。まるで都市を傷つけたくないかのように。

『平和主義なことだ。だったら、戦争もやめてくれたらいいのに』

　彼らの攻こう撃げきが脅きよう威いでも何でもないことを最初から知っていたネビンズは、砲ほう撃げきがはじまっても悠ゆう長ちように構えていた。しかしそばのモールソン元帥は、

「ネビンズ師団長、敵の攻こう撃げきだ！　わかっているのか、敵の攻こう撃げきだぞ！」

　と、いまにも飛び出していかんばかりの様子で叫さけんだ。敵の砲ほう撃げきが元帥を挑ちよう発はつするためのものだったら、大成功だ。ネビンズはのせられやすい元帥に苦笑を向けて言った。

「わかってますよ、味方は攻こう撃げきしてきませんからね。落ち着いてください」




　その敵──。

　オレアガ山の山頂付近では、かろうじてといった様子で山道に並べられた大たい砲ほうが、キネット・キトルの号令に合わせて、次々に火を吹いていた。

　ビスカラはやや離はなれた場所で、自軍の攻こう撃げきを見守っていた。このおよそ一万二〇〇〇の軍勢は、前衛隊である。友情の広場事件を起こしたあの過激な集団だ。

　そもそも前衛隊は一五〇名程度の小規模な集団だったのだが、黄金の地平において募ぼ兵へいが行われると、事件の反省をした素そ振ぶりで事務局にその募ぼ兵へい任務を買って出て、あろうことか、新規兵を指導部ではなく、直接自分たち前衛隊の隊員にしてしまったのである。新規兵力二万のうちの一万二〇〇〇だ。フェリシーが慌あわてて、自らの連隊を率いて募ぼ兵へいを行ったので、何とか指導部は八〇〇〇名を確保できたが、結局はそれだけで、前衛隊すなわち事務局が軍事面においても飛ひ躍やく的てきに力をつけた事実に変わりはなかった。ビスカラがラスカリナと気軽に会えなくなっていたのには、こういう背景があったのだ。

　といっても、これはビスカラの指示ではない。キネット・キトルの独断で行われたものである。当初ビスカラは、あまり問題視していなかった。前衛隊に参加する者などいないと思っていたのだ。しかし、キネット・キトルの演説は、民衆の心をよく摑つかんだ。兵になれば、パンがもらえる、寝ね床どこが与えられる、支配者に復ふく讐しゆうできる──たったそれだけの、演説と呼ぶにはいささか幼よう稚ちなものだったが、自由やら権利やらを説いて回るより、よっぽど効果的だったのだ。

　はからずも一万二〇〇〇の兵力を手にしたビスカラは憮ぶ然ぜんとしながらも、これを承しよう認にんした。なぜならば、自らが自由に動かせる多数の兵を、誰だれよりもビスカラ自身が求めていたからである。先のドーロンの戦いでは、それがなくて苦労したのだ。今後もベルナレットと対立することが明白な以上、彼の心が私兵の獲かく得とくに向かっても、仕方がないと言える。

「あとどれぐらい撃うつんだい？」

　後ろで手を組みながらトルエノがビスカラのもとにやってくる。実ににこやかだった。ビスカラが険のある顔を向けても。

「……あと三時間ほど撃うちつづける」

「敵が応戦してきたらどうする」

「両軍とも同じ大たい砲ほうを使用している。われわれの砲ほう撃げきが届かないということは、敵からの砲ほう撃げきも届かない。応戦の心配はない」

「敵が打って出てきたら？　わたしたちの本隊は後方にある。敵が全軍で出しゆつ撃げきしてきたら、ひとたまりもないよ」

「そのときは、逃にげればいい」

　と言ったビスカラの声は、激しい砲ほう撃げきの音によってかき消される。砲ほう弾だんが届かなくてもこの音は、きっと旧都ロワ・レ・アルにまで届くことだろう。

「何て言ったの？」

　ビスカラの声が聞きとれなかったようで、トルエノはそう訊たずねる。しかしビスカラはそっぽを向いて、同じ言葉を二度言おうとはしなかった。トルエノは困ったように頰ほおを搔かき、上うわ目め遣づかいに彼を見る。

「ひょっとして、まだ怒おこってる？」

「……いいや、事前に知っていたからな」

「事前に？　あれ、そうだっけ？……まあいいか。とにかく、あの子はドレソン人だからさ、ちょうどいいと思って潜もぐり込こませてたんだよ。そしたら、この作戦だ。使わない手はない」

「……何でも利用するんだな、おまえは」

「あんたも同類さ」

　トルエノは含ふくみのある笑みを見せた。この小こ柄がらな策さく謀ぼう家かと同類──ビスカラは嫌いやな気分になったが、何も言い返さなかった。事実、その通りなのだから。




　奇き妙みようなかたちではじまったロワ・レ・アル攻こう防ぼう戦せんだったが、奇き妙みようなのは何もはじまりだけではなかった。その後、きっかり三時間砲ほう撃げきすると、黄金の地平は引き上げていったのだが、翌日には再び同じ場所にあらわれ、またもや砲ほう撃げきをしかけてきた。正午から、やはり三時間にわたって。その翌日も、またその翌日も、同じことが繰くり返かえされた。

　ロワ・レ・アルの住民は、最初のうちは、正午を知らせる砲ほう撃げきの音などと言って、砲ほう撃げきがはじまると、軽い昼食をとるなり、運動をするなり、思い思いの午後を過ごしていたのだが、一週間もするとその気楽さにかげがさしてきた。とりわけ、広場で野宿する新市街の住民から。

「敵を追おい払はらってくれ。彼らはわれわれの家を壊こわそうとしている」

　新市街住民の代表団と称しようする一行が、市庁舎につめかけてきて、怒ど気きに充みちた声でそう捲まくし立たてた。対応したのはネビンズだった。本作戦の発案者として、責任をとらされたのだ。

「皆みなさん、落ち着いてください。敵の攻こう撃げきは街には当たりません」

　ネビンズは宥なだめるように、柔やわらかい口調を心がけてそう言った。だが──。

「そんなことがわかるものか！　あんなに撃うってきてるんだぞ」

「陛下は新市街の住民なんて、きっとどうでもいいとお思いなんだわ。だからあなたたちに何もさせようとしないのよ！」

「そうだ！　陛下はおれたちのことを見すてようとしているんだ。血の行進事件のように！」

　とネビンズをとり囲んで口々に言った。かなり感情が昂たかぶっているようだ。しかしネビンズは、そんな彼らに包囲されながらも、気品のある笑みを浮うかべつつ、

『国王陛下が一戦場に口を出されることなんてないんだが……そもそも陛下は、ロワ・レ・アルにも新市街と旧市街があることを、ご存じなのかな』

　などと、くだらないことを考えていた。

　ふと、灰色の安っぽい服を着た中年女が、小じわだらけの顔にヒステリックな苛いら立だちをみなぎらせて、ネビンズの前にすすみ出てきた。若い少女を連れていた。その少女は、どこか感情に乏とぼしい顔をしていた。長い戦争のせいか、こういった子供が近年急増している。

「この子なんて両親を亡なくしてここに流れてきたんだよ。かわいそうだとは思わないのかい！」

「思いますが、それと敵の攻こう撃げきとは何の関係もありません」

　ネビンズの指し摘てきは、かえって中年女を刺し激げきすることになった。彼女は自分たちがどれほど辛つらい思いをしているか、あるいは、新市街住民の日々の生活がいかに惨みじめであるか、泣なき叫さけぶように訴うつたえた。そんな彼女を見つめながら、ようやくネビンズは気づいた。彼女たちの怒いかりの正体は、日々の不満なのだと。それが敵の砲ほう撃げきをきっかけに、爆ばく発はつしようとしているのだと。

『黄金の地平は、階級闘とう争そうを助長しようとしている？……暴動を起こさせるつもりか』

　そのとき、自分をとり囲む代表団の後方に、リリアドロのシニヨンの頭が見えた。飛とび跳はねているようで、彼女の頭部はあらわれては消えてを繰くり返かえしていた。ネビンズは彼女の名を呼んだ。ひとまず、自分はここにいると知らせるために。すると彼女は、その小さな体を駆く使しして、代表団の男たちの脇わきをするりと抜ぬけ、ネビンズのそばにやってきた。

「閣下、厄やつ介かいなことが起こりました」

「いまより厄やつ介かいなことがあるのかい？」

「モールソン元帥がまた駄だ々だをこね出しました」

　その言葉を聞くなり、ネビンズはため息をついて、小さく首を振ふった。

「そりゃ厄やつ介かいだ」

　大人のこねる駄だ々だほど厄やつ介かいなものはない。なにせ子供と違ちがってかわいげがないのだから。

　どうせ我が慢まんできなくなって討うって出ると言い出したのだろうが、ともかく話し合う必要があった。ペール将軍亡なきあと、元帥を諫いさめる役目はネビンズに一任されていたのだ。

　ネビンズが立ち去ろうとすると、まだ話は終わっていないとばかりに代表団は騒さわいだ。が、残念ながら彼らに構っている暇ひまはなかった。ネビンズはふとあの少女に視線を向ける。彼女はじっとネビンズを見ているものの、その眼に生気はない。可か憐れんなドレソン人の少女であるのに、何かもったいなかった。

　少女のもとへ行くと、ネビンズはしゃがんで、彼女と目線を合わせた。

「わたしはバン・ネビンズだ。何か困ったことがあったら、わたしのところに来るといい」

　ネビンズがやさしく微ほほ笑えみかける。するとその少女──ロニカ・ニコルズは静かに肯うなずいた。ビスカラの寄宿先の令れい嬢じようであった。




　案の定、モールソン元帥は迎げい撃げきを主張した。正午になると、日課のようにオレアガ山にやってくる忌いまわしい黄金の地平を蹴け散ちらそうというのだ。むろん、ネビンズは反対した。迎むかえ撃うつとなると、当然、こちらにも被ひ害がいが出る。討伐軍が優先しなくてはならないのは、現存兵力を保ったまま援えん軍ぐんと合流することであり、敵の挑ちよう発はつに乗ることではない。待っていれば勝利が自おのずからやってくるのだから、無意味なことはしないほうがいい。そうネビンズは言ったのだが、モールソンには通じなかった。

「兵たちのあいだで、敵を討うつべしという声が日増しに大きくなっている。士気が高まっているのだ。これを無視するわけにはいかん」

　末まつ端たんの兵の声にも耳を傾かたむけるモールソンらしい発言だったが、ネビンズは内心辟へき易えきした。連隊長クラスならそれでいい。が、モールソンは元帥だ。元帥ならば、ときには兵の声を無視してでも戦略を優先し、そして、勝利を収めなくてはならない。それが元帥という立場の者に求められる責任のとり方なのだ。この辺りについての認にん識しきが、どうにもモールソンには欠けているらしい。

「ネビンズ師団長、元帥もこう仰有おつしやっていることだし、ここいらで一度、戦っておいたほうがいいのではないか」

　と言ったのは、第二師団の師団長ラバンだった。彼は、若いネビンズを侮あなどることもなく、また、ネビンズの立てた作戦にも黙もく々もくと従うなど、度量のひろい人物ではあるのだが、いかんせん影かげが薄うすかった。とくに何かに秀ひいでているわけでもなく、かといって、師団長として何か能力に欠けているわけでもない。目立った武功も失敗もない。自軍にいたら使い勝手がいいが、いなくともべつに困らない。つまるところ、そういう人物であった。

「まだ籠ろう城じようして一週間だというのに、いたるところで喧けん嘩かや空き巣、強ごう盗とうが横行している。旧市街の治安の悪化は著いちじるしい……最悪、暴動に発展するかもしれない。これを未然に防ぐためには、われわれにも戦う意志があることを民衆に示し、あわよくば勝利を得て、彼らの歓かん心しんを買うべきだと思うのだが……まあ、ネビンズ師団長は、ドーロンの二にの舞まいを演じないように注意しているのだろうが……それはわかるのだが……」

　薄うすくなった頭とう髪はつをなでて、ことさら自信なさげに言うラバン。

「その心配は無用です」

　と言ったのは、ネビンズではない。彼の隣となりで着席していたリリアドロ参謀だった。師団長同士の会話に横から入るなど、本来ならあってはならないことなのだが、彼女にそんな常識は通用しない。

「彼ら民衆にできるのは、せいぜいネビンズ師団長に罵ば声せいを浴びせるぐらいで、それ以上のことは何もできないでしょう。なぜなら、行動を起こすには、それを指導する者、指揮する者が必要だからです。民衆とは本質的には受動的な存在です。自発的な行動は、個人の欲と結びつかない限り、あまり起こしません。つまり、飢うえなければ大だい丈じよう夫ぶです」

　ロワ・レ・アルでは、民主政思想者はすべて検挙され、牢ろうのなかにいた。そのため、一いつ斉せい検挙をとり仕切ったロワ・レ・アル伯はくバン・キリウスに、ある種の憎ぞう悪おが集まることになったが、民主政思想者との戦いが予想される時局である以上、それは致いたし方かたなかった。肉を切らせて骨を断ったのである。

「なるほど、われわれはロワ・レ・アル伯はくのおかげで、民衆の暴発に怯おびえなくて済んでいるというわけか。しかし参謀、暴発するのは何も民衆に限った話ではないぞ。兵たちも戦いたがっているのだ」

『これは脅おどしだな……』

　鋭するどい眼光をリリアドロに向ける元げん帥すいを眺ながめながら、ネビンズはそう感じた。この元帥の脅おどしにわれらが参謀殿はどのような返答をするのか。わずかに意地悪な気持ちになって、ちらとリリアドロに視線をやる。彼女の眼光は元帥以上に鋭するどかった。ああ、まずい──と直感的にネビンズは思った。が、ときすでに遅おそし、である。

「暴発するのは兵ではなく、元帥閣下でしょうに。年寄りの冷や水ですよ」

「なっ！……」

　モールソンは顔を真っ赤にして、飛とび跳はねるように席から立ち上がった。図星をつかれると人とは激げつ昂こうするものだ。元げん帥すいはリリアドロにつめ寄り、その胸むなぐらを摑つかみかけようとしたが、すんでのところでその手を止める。これまで部下に手を上げたことがないという矜きよう持じがそうさせたのだろうか。いずれにしても元帥は、ドーロンのときのように、結局何もせず、肩かたを怒いからせて退室していった。慌あわててラバンも席を立ち、元帥のあとを追った。

　ふたりを見送ってから、ぽつりとネビンズは呟つぶやいた。

「いつまで我が慢まんしてくれるかな」

「三日は我が慢まんして欲しいですね」

　とリリアドロは冗じよう談だんを言った。

　しかし現実とは非情なものである。元帥の我が慢まんはひと晩で限界だった。

　モールソン元帥は敵の砲ほう撃げきがはじまると、昨日の話し合いなどまるでなかったかのように、自ら二万の軍勢を率いてオレアガ山に陣じんどる黄金の地平──すなわち、ビスカラ指揮下の前衛隊に攻こう撃げきをしかけてしまったのだ。

　当然、前衛隊の砲ほう撃げきはつづいているので、元帥の軍勢は砲ほう弾だんの雨のなかを突つっ切きらなくてはならなかったのだが、兵は皆みな果か敢かんに突とつ進しんした。いい加減、腹が立っていたのだ。毎日毎日、儀ぎ式しきのように砲ほう撃げきを繰くり返かえすオレアガ山の民主政思想者たちに。

　元帥の軍勢が南側から山を登っていくと、それに合わせるように、前衛隊は砲ほう撃げきを中止して、北側から山を下りようとした。しかし、逃にげ出だすのなら大たい砲ほうなど置いてゆけばいいのに、経験のなさが露ろ呈ていしたのか、前衛隊は大たい砲ほうをひとつ残らず持って帰ろうとしたので、撤てつ退たいに時間がかかってしまった。そこを、猛もう然ぜんと山を登ってきた元帥の部隊に強きよう襲しゆうされた。一応、前衛隊は殿しんがりを配置していたのだが、山のなかでは満足に隊列も組めず、即そく座ざに乱戦に持ち込まれてしまった。そうなると、結果は明らかだ。屈くつ強きような男たちが揃そろった討伐軍に対して、前衛隊はろくに実戦経験のない農民の、しかも、女ばかりで構成される民兵集団なのだから──いやこれはこれで、ある意味では武器になった。どういうことかというと、敵が女ばかりであるため、討伐軍の兵に躊躇ためらいが生まれたのだ。砲ほう撃げきや銃じゆう撃げきならまだしも、直接サーベルで斬きりかかるのには、抵てい抗こうがあったのだろう。

　ただひとり、モールソン元帥を除いては──。

　元帥は戸と惑まどう兵士を尻しり目めに、われ先にと先せん陣じんを切って、マスケット銃じゆうを持った女兵士たちを次から次へとサーベルでなで斬ぎりにする。ずんぐりとしていながらも、元帥の動きは機き敏びんで、かつ獰どう猛もうだった。歴戦の勇士として相応ふさわしい戦いぶりだった。むろん、元帥という立場としては、失格の烙らく印いんを押おされても文句の言えない戦い方なのだが、今回に限って言えば、彼の猪ちよ突とつは正解だった。

「わが愛すべき諸君、何を恐おそれることがあるか！　かの者たちは敵だ。諸君が守るべき妻や子供の平へい穏おんを脅おびやかす敵である！　敵に同情することなかれ。その同情は諸君自身の首を絞しめることになるのだ！」

　敵を斬きりつけながら、モールソン元帥は全軍に叱しつ咤た激げき励れいする。後方の安全な場所でそのような台詞せりふを言われても、きっと兵士の心には届かなかっただろうが、最前線で自身の発言を誰だれよりも忠実に遂すい行こうする元帥の姿には、兵士たちの心を揺ゆり動うごかす何かがあった。

　兵士たちは、何か踏ふん切ぎるかのように叫さけび声ごえを上げると、元帥につづけとばかりにサーベルを抜ぬいて、前衛隊に襲おそいかかった。もしもこの怒ど濤とうの追つい撃げきが平原で行われていたら、前衛隊は致ち命めい的てきな損害を受けていただろうが、狭せまく足場の悪い山道が幸いして、殿しんがりの一部を犠ぎ牲せいにするだけで撤てつ退たいできた。

　この予定外の戦いによって、元帥指揮下の討伐軍は、およそ三〇〇の兵を失ったが、一方の前衛隊は八五〇の兵といくつかの砲ほう門もんを失った。討伐軍の勝利と言っていいだろう。

　しかしそんな勝利で満足する元帥ではなかった。彼はネビンズの制止を振ふりきって、翌日も出しゆつ撃げきした。今日の出しゆつ撃げきは、昨日のものとはひと味違ちがった。彼は前衛隊が必ず正午にオレアガ山に出現することに着目し、午前中のうちにひっそりとロワ・レ・アルから出て、山中に兵を潜ひそませておいたのだ。正午になって前衛隊が姿をあらわせば、一挙に襲おそいかかる腹だった。

　正午が近づいてきた。すると元帥の願い通り、前衛隊が相も変わらず重たい大たい砲ほうを牽ひいて山頂付近にやってきた。

「閣下、突とつ撃げきなさいますか」

　参謀長が緊きん迫ぱくした面おも持もちで訊たずねる。しかし元帥は首を振ふって、

「いま攻こう撃げきをしかけたら逃にげられる。やつらが配置について、砲ほう撃げきをはじめるまで待て。まったく、こんなこともわからないで、何が参謀長か。能力だけならば、リリアドロ参謀のほうがよっぽど優すぐれているではないか」

　と、やや厳しい言葉を浴びせた。

　戦術──いやもっと視野の狭せまい現場レベルでは、元帥は実に頼たよりになった。その意味では、彼は元帥などにならず、師団長や連隊長として生しよう涯がいを終えていれば、彼自身とその周囲、ひいては王国全体の幸福につながったのかもしれない。

　叱しつ責せきを受けた面おも長ながの参謀長は、落ち込んだように、顔を伏ふせた。それを見た元帥は、彼の細い肩かたに手を置いて、威い厳げんとやさしさをあわせ持った口調で言う。

「きみだってもともとは連隊勤務だったのだろう。いくら途と中ちゆうで軍学校に入ったからといって、戦場の泥どろにまみれた常識を忘れるようではならん。世のなか、机からでは見えぬものがあるのだ。参謀団が軍において信しん頼らいされていないのも、その辺りに原因がある。とはいえ、きみは今日それを学ぶ機会を得た。自じ戒かいし、自らを高めてゆけば、わたしとてきみを認める日が来るやもしれぬ。いや、きっと来るだろう」

　微ほほ笑えみかける元帥に、参謀長はよろこびをあらわに肯うなずいた。だがその一方で、参謀長は、またもや元帥がサーベルを振ふり回まわして突とつ撃げきした場合、自分はどのようにすればよいのかと内心はらはらしていた。

　離はなれてはいるものの、充じゆう分ぶんに突とつ撃げき可能な位置で、草葉の茂しげみに隠かくれる討伐軍。しかし前衛隊は、その伏ふく兵へいの存在に気づいていない様子で、樹木のない開けた場所でいささかのんびりと砲ほう撃げきの準備をしていた。この辺りの指揮を執とっているのは、片側で髪かみを結んだ潑はつ剌らつとした少女だった。すなわち、キネット・キトルである。

　まだ時間がかかると思われた砲ほう撃げきだったが、前衛隊はのんびりとしているわりに手て際ぎわがよく、思いの外早くに準備を終えた。キネット・キトルがいかにも借りものを扱あつかうかのように、慎しん重ちような手つきで懐かい中ちゆう時計を見るのと同時に、モールソン元帥も懐ふところから時計をとり出した。ちょうど正午だった。

「撃うて！」

　とキネット・キトルが号令をかけたその瞬しゆん間かんに、鉛なまりの砲ほう弾だんではなく、草むらから討伐軍が飛び出した。

「いまこそドーロンの雪せつ辱じよくを果たすときだ！」

　先日とはうって変わって、何の迷いも躊躇ためらいもなく突とつ撃げきしてくる部隊の先頭には、これは先日同様モールソン元帥の姿があった。あまりの足場の悪さに、何人も足をとられて横転するなか、元帥は颯さつ爽そうと窪くぼみを飛とび越こえて、振ふりかざしていたサーベルで近くにいた前衛隊の兵士を斬きりつける。

「砲ほう撃げき中止。猪いのししが出たぞ！」

　元帥の姿を認めるなり、キネット・キトルはそう叫さけんだ。すると、殿しんがりの部隊が狭せまい山道いっぱいに密集して、三列になった。一列目はしゃがんで銃じゆう剣けんを突つき出だし、二列目は立ったままで、三列目はそのあいだから銃じゆう剣けんを突つき出だす。針の山に似たその陣じん形けいは、もともと騎き馬ば突とつ撃げきを受けた際に行うものだ。要するに彼女たちは、敵を本格的に獣けもの扱あつかいしたのだ。

　とはいっても、それは挑ちよう発はつだけにとどまらず、実際に効果的だった。元帥は正面からの突とつ撃げきを断念せざるを得なくなったのだから。その隙すきに、前衛隊は大たい砲ほうを牽ひいて撤てつ退たいを開始する。

「左右から敵を攻こう撃げきする」

　そう言うなり、元帥は急な斜しや面めんを登りはじめた。正面がだめなら側面からというわけだ。その決断の早さには、称しよう賛さんの念を送ってもよいのかもしれないが、いかんせんここは山のなかだ。しかも山頂付近だ。勾こう配ばいは急で、とてもではないが左右などに展開できない。元帥は決断する前に、もう少し考えるべきだったのだ。

　結局、足を滑すべらせて転落する兵士が続出したので、元帥のダイナミックな作戦は失敗に終わった。正面もだめ、側面もだめとくれば、戦せん況きようは膠こう着ちやくして然しかるべきで、キネット・キトルの狙ねらいはそこにあったのだろうが、彼女の計算は、クロバンス王国を代表する猛もう将しようによって狂くるわされる。

「ベンエール王朝万ばん歳ざい！」

　モールソンは、自分が元帥であることを、もしくは、一軍の将であることを発ほつ作さ的てきに忘れてしまったらしく、鋭するどく光る銃じゆう剣けんの山に無む謀ぼうにも飛び込んでいった。これにはキネット・キトルも驚おどろかされたようで、一いつ瞬しゆん、命令が遅おくれた。むりもない。一兵卒ならまだしも、率そつ先せんして元帥が飛び込んでくるなど普ふ通つうは考えないのだから。

　その意味では、元帥の行動は唯ゆい一いつの正解だったのかもしれない。殿しんがり部隊がはっと現実を理解し、銃じゆう剣けんを元帥に突つき立たてようとするのだが、いま一歩遅おそかった。元帥は一いつ瞬しゆんの隙すきを突ついて、サーベルで銃じゆう剣けんをなぎ払はらうと、そのまま女兵士を組くみ伏ふせて、陣じん形けいを崩くずしたのだ。理り屈くつや用兵が、ただの腕わん力りよくに敗北した瞬しゆん間かんだった。

「いまだ！」

　何がいまなのか。しかしそれはそれとして、加勢しなくてはならない。兵たちは手の焼ける元帥を助けるため、サーベルを振ふり回まわしながらその銃じゆう剣けんの山に向かって突とつ撃げきを敢かん行こうした。むりやり突とつ入にゆうしても、思った以上に被ひ害がいを受けなかった。銃じゆう剣けんの山は見みかけ倒だおしで、あまりにもろかったのだ。腕わん力りよくの差が如によ実じつに出ていた。

　これだけならまだ乱戦と言える戦せん闘とうだったのだが、殿しんがり部隊は腕わん力りよくの他に経験にも欠けていた。恐きよう怖ふのあまり、勝手に兵が発はつ砲ぽうしてしまったのである。密集している上に、敵味方が入り乱れている状じよう況きようだ、案の定その銃じゆう撃げきは同どう士し討うちを引き起こしてしまった。戦せん闘とうは混乱をきわめ、何が何だかわからぬしっちゃかめっちゃかなものになった。

「もう充じゆう分ぶん時間は稼かせいだ。わが友たちよ、逃にげるぞ！」

　これ以上の戦いはいたずらに戦力を消しよう耗もうするだけだと悟さとったらしく、キネット・キトルは撤てつ退たいを命じた。もっとも、この状じよう況きようで逃にげろと言われても、なかなかうまくはいかない。殿しんがり部隊は逃にげ出だしたくても逃にげ出だせずにいた。このままでは全ぜん滅めつもあり得る──そう思われた矢先だった。突とつ然ぜん、オレアガ山の下から、こちらに向けて砲ほう撃げきがはじまった。山を下りた前衛隊の部隊が、援えん護ごのために砲ほう撃げきしたのである。とはいっても、当時の大たい砲ほうは狙ねらい通りに弾たまが飛んでいくほど精度の高いものではない。砲ほう撃げきを行えば、自然、味方の殿しんがり部隊にも被ひ害がいが及およぶ。全ぜん滅めつするよりもはましだが、かなり容よう赦しやのない作戦である。

「きっとトルエノ閣下だな……少数を犠ぎ牲せいにして、多くを助けようというのか。思い切りのいいことだ」

　とキネット・キトルは発言したらしいのだが、この砲ほう撃げきの命令を下したのが誰だれであるのかは現在でも判明していない。トルエノだとする説の他に、ビスカラだとする説もあるのだ。実際のところ、両者はきわめて似ている。優先順位がはっきりしていて、少数の犠ぎ牲せいに躊ちゆう躇ちよがない。したがって、この場合、どちらにも命令を出す可能性がある。記録が残っていないのが悔くやまれる。いやあるいは、記録が何者かによって抹まつ消しようされたのだろうか？……

　ともあれ、逃にげるには絶好の機会だった。キネット・キトルは後退を命じながら、足を負傷して倒たおれ込こむ女兵士に駆かけ寄より、彼女を担かついで逃にげようとした。

「おやめください。隊長まで逃にげ遅おくれてしまいます」

「ははは、わたしは友を見すてたりはしない。さあ、しっかり摑つかまっていろよ」

　キネット・キトルは負傷兵を担かつぎ、また、味方を叱しつ咤た激げき励れいしながら、山を下りていった。むろん、討伐軍は追つい撃げきしようとしたのだが、砲ほう撃げきが苛か烈れつになってきたため、結局、実行には移せなかった。

「やむを得ん、われわれも後退する」

　苦々しくそう吐はきすて、モールソン元帥は麾き下かの部隊を率いて撤てつ退たいしていった。だが、元帥はある種の手応えを感じていた。敵は自分たちの突とつ撃げきに対たい抗こうする策を練っていたようだが、そんなものは力で粉ふん砕さいできる。全軍で一大攻こう勢せいに出れば、敵を殲せん滅めつできるのではないか、と。

　いくら視野の狭せまい元帥でも、オレアガ山にやってきているのが敵の一部、すなわち前衛隊だけであることを把は握あくしていたが、それでも前衛隊を殲せん滅めつできれば黄金の地平は軍として崩ほう壊かいする……少なくとも、ロワ・レ・アルへの攻こう撃げきを断念せざるを得なくなるのは明らかだった。

　元帥の決意はかたまった。

　だが、そんな決意に水をさすかのように、青ざめた顔をした兵が、ある報告を元帥に持ってきた。曰いわく、参謀長戦死せり。




「どうして、参謀長が？」

　ネビンズはわけがわからないといった顔で訊きき返かえした。参謀は将を補ほ佐さする立場にあるので、必然的に将のそばにいる。それは普ふ通つう、安全であることを意味するのだが、今回に限って言えば、まったくの逆だった。元帥のそばこそ、最も危険な場所だったのである。

　しかし、参謀長は敵にやられたわけではなかった。

「何でも崖がけから落ちたそうです」

　とリリアドロは滑こつ稽けいな事実を告げた。ネビンズは頭を抱かかえたくなった。

「オレアガ山が喜劇の劇場だとは知らなかった……」

「……というより、これは戦死でいいのでしょうかね。ただの事故のようにも思えるのですが」

「戦せん闘とう中ちゆうに亡なくなられたのだから、戦死でいいと思うよ、たぶん……でもきみは、落ち込んでいないね。仮にも参謀団の長が、いわゆる戦死──をなさったんだ。薄はく情じようじゃないのかい？」

「同情はします。確実に戦死なさったと言えるマスキール参謀同様、連隊勤務のかたわら勉強して軍学校に入ったのに、結果がこれですからね」

　軍学校が設立されたばかりの頃ころは、連隊勤務の兵に募ぼ集しゆうをかけ、彼らを参謀に育てて再び原隊に送り返す、という仕組みをとっていた。といっても、その入学試験はかなり難しい。何せ、軍学校をつくったもともとの理由が、近代的な戦術理論を持った人材を各部隊に派は遣けんし、軍全体を近代化させる、というものだったのだから。相当な能力が求められたのだ。連隊で働きながら勉強するとなると、眠ねむる時間などほとんどなくなる。だがそれでも、平民や落ちぶれた貴族にとっては、出世が望めるまたとない機会だったので、志願者はかなり多かった。あまりの人気を受けて、参謀科の他にも多数の科目がつくられたのだが、いくら優ゆう秀しゆうな人材を育成しても、モールソン元帥のような精神主義の博物館を元帥に頂いている以上、前ぜん途とは多難と言えた。

「きみも以前はどこかの連隊に勤務していたのかい？」

「いえ、修道院学校から直接入りました。いまではそれが一いつ般ぱん的てきで、生徒も若者だけです」

「しかしそれだと、欠員が出るんじゃないのかい？　若じやく年ねん層そうの減少は著いちじるしい」

「ええ。宮きゆう廷ていは馬ば鹿かなんでしょうね。ですが彼らが馬ば鹿かなおかげで、女のわたしでも入れたのです。馬ば鹿かなんて言ってはいけません」

　とリリアドロが真顔で、馬ば鹿か、馬ば鹿かと連発する。一方のネビンズは、何やら複雑な表情を浮うかべながら思った。

『軍学校の必修科目に、節度とか慎つつしみとかを進言しようかな……』

　しかし口にはしなかった。部下との関係は円満であるべきなのだから。

　ネビンズは美しい金きん髪ぱつをかき上げ、周囲を見み渡わたした。ここは城壁のそばだった。より具体的に言うなら、城壁の内側と外側をつなぐ坑こう道どうのそばだ。何人もの兵が警けい邏らのために配置されているのだが、いまはどこか和なごんだ雰ふん囲い気きに包まれていた。ちょうど食事の時間だったからだ。動員された新市街の住民たちが、パンを兵士たちに配っている。かたく、また、小さなパンではあったが、彼らにとってはそれでもごちそうだった。

「軍はわたしを伝でん書しよ鳩ばとだと思っているのかな」

　声のしたほうに顔を向けると、ロワ・レ・アルの事実上の支配者であるキリウスがいた。その神経質そうな顔には冷笑がたたえられていた。ネビンズはまた問題が発生したのだと悟さとった。

「ご足労をおかけして大変申し訳ないのですが、できればそのまま引き返してくれませんか。わたしはこれ以上、頭を抱かかえたくないんです」

「勘かん違ちがいするな、わたしはきみに事実を伝えにきたのではない。愚ぐ痴ちを言いにきたのだ」

「なるほど……それなら、伺うかがいましょう」

　だがネビンズはすぐに後こう悔かいすることになる。なぜなら、キリウスの愚ぐ痴ちはあまりに衝しよう撃げき的てきな内容だったからである。

「……モールソン元帥が、一大攻こう勢せいをかけると？」

　噓うそであって欲しいという願望が、ネビンズの表情にありありとあらわれていた。参謀長が戦死して、少しは反省するかと思えば、これである。その図太い神経には驚きよう嘆たんするが、あまりに近視眼だ。元帥は目先の戦場ばかりにとらわれていて、まるで全体が見えていない。

「ああ。元帥は第一、第二師団で、明日、オレアガ山に攻こう勢せいをかける気でいる。わたしのところに、都市防衛はスボー副ふく伯はくの師団に任せるので、両者間で協議して連れん携けいを深めて欲しいとの通達があった。わたしが知っている限り、これは籠ろう城じようとは言えないのだが……時代の変化とともに籠ろう城じようの定義もまた変わったのかな」

　ネビンズにとっては、寝ね耳みみに水みずだった。勝手に出しゆつ撃げきし、今度は勝手に全体の作戦を変へん更こうする。さすがのネビンズも頭にきた。

『何がわたしの力が必要だ。まるで蚊か帳やの外じゃないか。こんなことなら師団長なんかになるんじゃなかった。余計な気苦労ばかりする。わたしが禿はげたら、元帥はどう責任をとってくれるつもりなんだ！』

　怒いかりにまかせてネビンズは元帥の執しつ務む室しつに行き、思いのたけをぶちまけた。が、元帥はまったく動じず、それどころか、反はん抗こう期きの息子に手を焼く父親のような態度でこう言った。

「バン・ネビンズ、きみの実力は高く評価しているつもりだ。だからきみを師団長にしたし、きみの作戦にこれまで従ってもきた。が、勝機というものがある。こればかりは経験を積んだ将でなければ、わからないものだ」

「ええ、そうでしょう。わたしのような若じやく輩はい者ものには、もうすぐ援えん軍ぐんが到とう着ちやくするというのに、あえて危険を冒おかして攻こう勢せいに出る理由など、およそ見当もつきません。もうたくさんです。ペール将軍のご遺志を継つごうと思って、師団長の任を引き受けましたが、どうやらわたしには勤まらないようです」

　実家に帰らせてもらいます、とでも言い出しかねない様子だった。いや、実家には帰らないだろうが、師団長を辞任するぐらいなら、やってのけるかもしれない。ネビンズの師団は、現地の守備隊との混成で、しかもにわかづくりのため、実は人事的な面において、編成が完かん璧ぺきではなかった。詳しよう細さいについて語ろうとすると、長くなる上にきわめて退たい屈くつな話にもなるので、あえてここでは省略するが、とにかく込み入った事情があって、副師団長がいなかったのだ。そんななか、ネビンズに辞任されると、かなり困ったことになる。

　モールソンはイスから立ち上がると、微び笑しようを浮うかべながら、頑がん丈じような体をやけにネビンズに密着させて、それからふと彼の肩かたに手を回して言った。

「わかった、わかった。きみに攻こう撃げき部隊の指揮を任せよう。都市防衛はわたしが務める。きみにも雪せつ辱じよくを果たす機会を与えねばならんからな。どうだ、これで溜りゆう飲いんが下がっただろう」

『下がるものか』

　見けん当とう違ちがいな譲じよう歩ほを示す元帥に、ネビンズは怒いかりを通とおり越こして呆あきれを覚えた。もっとも、元帥からすれば、それは破格の譲じよう歩ほであり、ネビンズを評価している何よりの証しよう拠こだったのだが。

　いずれにしても、人情味溢あふれるものの、視野の狭せまい元帥の決定によって、四万の軍勢でオレアガ山の前衛隊に攻こう撃げきをしかけることになった。元帥は勝利を確信していた。一兵たりとも逃にがすことなく、敵を殲せん滅めつできる。そんなふうに思っていたのだ。だが……あと出しのようで申し訳ないが、やはり元帥は視野をひろく持つべきだったのだ。彼の視野があと少しひろかったら、この道が突とつ然ぜん悲劇の方角に曲がることを、予見できたのかもしれないのだから。




　翌日、ネビンズとラバンの両師団は、地平が白む前から出しゆつ撃げきの準備にとりかかった。その雰ふん囲い気きは物々しく、住民たちに異変を知らせるには充じゆう分ぶんだった。都市全体が緊きん張ちよう感かんに覆おおわれていた。

　準備が整うと、ネビンズを指揮官とするオレアガ山攻こう撃げき軍団は、きわめて静かに出しゆつ陣じんした。実は全軍の指揮についてラバンが何か文句を言ってくるのではないかと、ネビンズは危き惧ぐしていたのだが、むしろラバンはよろこんでネビンズの指揮権を認めた。彼はこれ以上の責任を抱かかえたくなかったのである。ネビンズはほっとしてこう思った。

『ともかくこれで、上官の勝手な行動によって悩なやまされることはなくなる。目前の敵に集中できるというわけだ。ドーロンでの敗北があった以上、今度ばかりは失敗できないぞ……いや、そうだ、ドーロン。あのときの指揮官が、オレアガ山の指揮官なのかもしれない。そう考えれば、一連の不可解な行動にも説明がつく。つまり、何か裏があると』

　これまで漠ばく然ぜんと抱かかえていた不安が、より具体的になったように思われた。何かを見落としているような気さえした。しかしいまさらどうすることもできない。ネビンズはこの不安が杞き憂ゆうであることを願って、オレアガ山に向かった。

　七時過ぎには山の麓ふもとにたどり着いた。敵がやってくるまで余よ裕ゆうがある。ネビンズは一計を案じることにした。それは、軍団を小さな部隊に分けて、山道沿いやその他要所に伏ふせておくというものだった。いくら四万の軍勢といっても、平原で戦うわけではないのだ、大規模な集団で動けばその分遊兵をつくってしまう。それを避さけるには、小規模の部隊で行動するのが、最も合理的だった。また、装備も元帥とは違ちがって、マスケット銃じゆうを全員に持たせた。ネビンズの狙ねらいは突とつ撃げきではなかった。いやそれどころか、敵兵すら目標に入れていなかった。彼は参謀長が崖がけから転落死したことに着想を得て、山道そのものを制圧しようと考えたのだ。どういうことかというと、敵兵が例のごとく逃にげようとすれば、伏ふせていた兵が道に向かって次々に発はつ砲ぽうする。すると敵はべつの道を選びたくなるはずだが、そこにあるのは参謀長を死に追いやった崖がけである。その結果敵は、逃にげるためには、その銃じゆう弾だんの雨のなかを突つっ切きらなくてはならなくなる……という寸法だ。敵が崖がけを下りるのではなく、逆に登って難を逃のがれようとしても、それならそれでじわじわと追いつめてゆけばいい。頂上に逃にげ場ばなどないのだから。

　ネビンズ自身は、山頂付近の、いつも前衛隊が配置する木々のない開けた場所からやや離はなれたところで、草むらに隠かくれていた。奇くしくもそこはモールソン元帥が潜ひそんでいた草むらだったのだが、それは偶ぐう然ぜんではなく必然だった。隠かくれて相手の様子を窺うかがうには、そこが最も適していたのである。

「そろそろ時間ですね」

　ネビンズのそばで太陽を見上げながらリリアドロは言った。懐かい中ちゆう時計をとり出して確かく認にんすると、一一時になろうとしていた。たしかに、そろそろ前衛隊があらわれる時間だ。

「……太陽の位置から、細かい時間までわかるのかい？　すごいね、時計いらずだ」

「欲しいですよ、ほんとうは。高価ですから、買えないだけで」

「むりしてでも買ったほうがいい。太陽を睨にらみつける女性だなんて、あまりお近づきになりたいとは思わないからね」

「なら離はなれてください」

「敵にはもっとお近づきになりたくないんだ」

　冗じよう談だんを言っていられるのは、そこまでだった。ネビンズもリリアドロも、ふいに口をかたく結び、ただじっと敵の到とう着ちやくを待った。

　一一時四〇分、五〇分……時は止まらずにすすんでゆく。だがふたりには、その一分一秒が永遠に近いように思われた。

　正午になった。

　が、前衛隊は姿をあらわさない。こんなことはいままでなかった。さすがに異変を感じて、ネビンズは草むらから抜ぬけ出だし、周囲を見回す。どこにも敵兵の姿はなかった。辺りはしんと静まり返り、のどかな太陽の光が草葉の上で踊おどっている。

『今日は来ないのか？……』

　という自らの疑問に、ふとネビンズは違い和わ感かんを覚えた。何かが違ちがう──そう思った瞬しゆん間かんだった、彼は落らく雷らいに遭あった心ここ地ちになって、ぎょっと眼を見開いた。

『待て、今日来ないとは何だ？……なぜわたしは、この時間、この場所に、敵があらわれると信じているんだ？』

　遠くのほうから何か音が聞こえた。

　音がした方向に、ネビンズは冷ひや汗あせをかきながら、ゆっくりと顔を向ける。彼の青い瞳ひとみに映ったものは、ロワ・レ・アルから立ちのぼる煙けむりだった。

　黄金の地平はすでに都市内部に突とつ入にゆうしていた。




　すべてビスカラの狙ねらい通りだった──。

　人には慣れというものがある。日々同じことが繰くり返かえされると、それに慣れ、自らの日常の一部にとり込んでしまうものだ。つまり、当たり前のものとして。

　だいたい、今日砲ほう撃げきがあった、昨日もあった、一昨日もあった、その前もあった、となったとき、いったいどこの世界に「明日はない」と言いきれる者がいるだろうか？……要するにビスカラは、砲ほう撃げきを何日にもわたって行うことによって、「ほんとうに明日もオレアガ山に敵があらわれるのだろうか」という疑問を、討伐軍から着実に消していったのである。

　言うまでもないことかもしれないが、オレアガ山の小こ競ぜり合あいで、ことさら前衛隊が逃にげてみせたのも、予定通りの行動である。敵が来たらとにかく逃にげて、彼らにほんのわずかな勝利を与えてやり、調子づかせる……その結果、討伐軍は明日も敵はやってくるという前提のもと、大軍をさし向けるに至った。戦力を分断させられたのだと気づきもしないで。むろん、討伐軍が一大攻こう勢せいに出るという情報は、ビスカラのもとに届いていた。内部に潜せん入にゆうしていたロニカによって。

　オレアガ山という場所を選んだのにも、当然理由があった。

「まずい……至急、山を下りる。駆かけ下おりるぞ」

　自分たちがまんまと敵にのせられたのだと気づいたネビンズは、やや冷静さを失っていた。すると、そんな彼を咎とがめるように、リリアドロがそばにやってきてこう言った。

「それはむりです。ご自分の足で登ってこられたから、すでにおわかりでしょうが、ここの山道は、狭せまい、足場が悪い、勾こう配ばいが急、と三重苦を抱かかえています。四万の軍勢で一気に駆かけ下おりようとすれば、われわれは敵によってではなく、この山道によって全ぜん滅めつすることになるでしょう。そういう喜劇は参謀長ひとりで充じゆう分ぶんです」

　これが、オレアガ山を選んだ理由である。ロワ・レ・アルからそれなりに離はなれている上に、旧都に駆かけ戻もどろうとしても足場の悪さなどが災わざわいして、下山に時間がかかってしまうのだ。となれば必然的に、ロワ・レ・アルは防衛の任についていた部隊だけで、当面のあいだ黄金の地平と戦わなければならない。

　しかし城壁がある。そう簡単には旧市街に突とつ入にゆうできないのではないか？──それが簡単だったのである。ロニカが攻こう勢せいの情報をどうやってビスカラのもとに届けたかを推理してもらえば、案外容易に察せられるのではないだろうか。つまり、坑こう道どうを利用したのだ。

　四万の軍勢が抜ぬけると、本来六万で守っていたロワ・レ・アルを二万で守らなくてはならなくなるので、必然的に守備が手て薄うすになる。が、彼らは攻せめ手てに回っているつもりだったので、守備が手て薄うすになろうとも深刻に思わなかった。隙すきを突つけば、少女が自由に出入りできるほど手て薄うすになろうとも。

　ビスカラは城壁外の新市街にたどり着くと、各部隊に的確に坑こう道どうの場所を通達して、一気に旧市街へ突とつ入にゆうした。守備が手て薄うすになっていて、しかもふいを突つかれたこともあり、坑こう道どうの守備隊は、穴を土で塞ふさぐことはおろか抵てい抗こうらしい抵てい抗こうすらできなかった。

　守備隊を排はい除じよすると、ビスカラは次なる指示を出した。

　この作戦の肝きもとなる──武器の搬はん入にゆうだった。

　いくらふいを突ついて数の上でわずかな優勢を保ったとしても、それはあくまでも一時的なものだ。やがてオレアガ山から攻こう撃げき軍団が引き返してくるのは明白で、それまでに都市を守る敵を撃げき退たいできるかというと、困難をきわめる。手こずっているうちに敵が合流してしまうと、最悪、泥どろ沼ぬまの市街戦が待っている。

　であれば、現地で兵を動員すればいい。ビスカラはそう考えたのだ。武器を住民に配って、そのまま黄金の地平の一員にしてしまおうと。住民の不安が体制への不満につながるように煽あおっていたのも、要するにこのためだ。

　武器はシシキア帝てい国こく内ないの革命勢力であるハーズィーエムから援えん助じよしてもらった。あやしげな少女サスーリカに誓せい約やくさせたのは、これだった。武器の受うけ渡わたしは、ベルナレットが担当した。そのため、オレアガ山には前衛隊しかいなかったのである。

　黄金の地平は大量のマスケット銃じゆうを載のせた荷車を牽ひいて、旧市街の噴ふん水すい広場に向かった。そこでは野宿していた多くの新市街の住民が、肩かたを寄せ合って震ふるえていた。

「聞け、諸君よ」

　指導者ラスカリナが群衆の前にすすみ出る。傘かさはさしていなかった。あえて自分の体を見せているようだった。そういう演出なのだろう。実際、光に照らされて輝かがやくこの白金の妖よう精せいはあまりに美しく、見る者の心を一いつ瞬しゆんにして摑つかんだ。

　呆ぼう然ぜんとラスカリナを眺ながめる住民に向かって、彼女は呼びかけた。

「いまこそ武器をとるときである。このような場所に移され、寒空の下、震ふるえ合あうことになった不条理を、自らの手で打ち破るときである。マスケットならこの通り用意した。われわれは残らずすべて諸君にさし出すつもりである。ともに、われわれを苦しめる一切と戦うために」

　このときになって、ようやく住民も状じよう況きようを理解したようだった。彼らのなかで動どう揺ようがひろがり、ざわめき出した。いや、それだけではない。自分たちを戦場に連れていこうとするこの妖よう精せいに、反論の声を上げる者もいた。そもそも攻こう撃げきをしかけてきたのは、おまえたちのほうじゃないか、と。おまえたちが何もしてこなければ、自分たちは平和に暮らせたのだ、と。

「平和など、このクロバンスのいったいどこにある！」

　ラスカリナは一いつ喝かつした。それから住民をかき分けて、枯かれた噴ふん水すいのへりにのぼると、大きな身み振ぶりを交えつつ熱ねつ狂きようをあらわに叫さけんだ。

「諸君には道がふたつある！　ひとつは、マスケットを手にわれわれの隊列に加わる道。そしてもうひとつは、われわれの銃じゆう火かによって倒たおれる道……もとより血で塗ぬられた手だ、われわれは躊ちゆう躇ちよしない。諸君が革命の障しよう壁へきとなるのであれば、われわれの手は震ふるえはしない！　理解せよ、諸君よ。わたしは頼たのんでいるのではない、脅おどしているのだ。したがって、諸君はこれから行うことにいささかの責任も感じなくてよい。責任はすべてわたしにある。諸君の引き金にかけられた指は、もはやわたしの指なのだ！　一切の罪はわたしに帰する。さあ答えを聞かせろ。われわれの友になるか、敵になるか、諸君はどちらの道を選ぶ！」

　小こ柄がらで、細い体つきをした彼女のいったいどこに、そのような力強さがあるのだろうか。彼女の熱ねつ狂きよう的てきなアジテーション──というより脅きよう迫はくは、住民たちの怒ど声せいをうち消して、噴ふん水すい広場の隅すみまで届いた。同時に、住民たちは一様に戦せん慄りつした。

　果たしてほんとうにラスカリナに、その気があったのかは、現代においても論争の的になっている。彼女自身がこのときの気持ちについて記述する機会がなかったため、真相は藪やぶのなかなのだ。しかし、たまたまこの場に居合わせた、のちに作家になるクライブ・トルーキンは以下のような記述を残している。

『黄金の地平はわれわれにも銃じゆうをとって戦えと求めてきた。逆らえば殺すとさえ言った。だが、彼女たちはわれわれと同じ貧ひん困こん層そうの人間だ。言葉で脅おどしておきながら、銃じゆう口こうはいつまでも空に向けられていた。われわれはあえて見て見ぬふりをした。なぜなら、慈じ悲ひを与えられると困るからだ。われわれが立ち上がるには、脅おどされてむりやり武器を握にぎらされたという口実が必要だったのだ。その意味では、わたしの友人Ｓが、最初に彼女たちに協力すると声を上げたのは、必然だったと言える。彼は仲間内で最も視野の狭せまい男だった』

　この記述がどこまで正確であるのかはわからない。しかし他の記録にも、似たような記述が多く見受けられる。ラスカリナの過激な演説によって広場は水を打ったように静まり返ったのだが、やがてひとりが意を決したように、「武器をくれ！」と声を上げると、またひとり、またひとりと、武器を求めて声を上げはじめた──だいたいがこのような内容で、共通して指し摘てきしているのが、黄金の地平と民衆とがある種の共犯関係になったという点である。

　たしかに攻こう撃げきをしかけてきたのは、黄金の地平である。ロワ・レ・アルの平安は彼女たちによって破られた。が、逆に言えば、彼女たちにはそれだけの力があることを意味している。しかもこのいまに至っては、討伐軍を手玉にとっているのだ。抑よく圧あつ者しやであった彼らを、武装した民衆の集まりにすぎない彼女たちが！　この事実を、住民たちはどのように受け止めたのだろう。いままでの辛つらく厳しい生活のなかで蓄ちく積せきさせていた不満や怒いかりを爆ばく発はつさせる機会が、それも自分自身の罪を軽減させる口実すら用意して、ついに到とう来らいしたのだと思ったのではないか。いや思ったに違ちがいないのだ。だからこそ住民たちは、先ほどまで怯おびえていたのが噓うそのように、急に勢いづいて武器を求め出し、荷車に殺さつ到とうしたのである。

　むろん、他にも下地はあった。キリウスたち体制側は、民主政思想者を検挙することによってその思想そのものを排はい除じよした気分になっていたが、彼ら民主政思想者、とりわけ過激な者たちがよく口にしていた言葉を、民衆の記き憶おくから排はい除じよするのは不可能だった。すなわち、パンが欲しければ武器を手にしろ、である。その単純明快な現状打破の方法論は、病原菌のように民衆の心の奥おく底そこに潜せん伏ぷくしていた。それがこのいま、一いつ斉せいに熱を発したのである。

　民衆は熱ねつ狂きようしていた。彼らはマスケット銃じゆうを手にすると、とにかく駆かけ出だした。市庁舎へ、兵舎へ、牢ろう獄ごくへ、城門へ、ありとあらゆる場所に向かって疾しつ走そうしてゆく。もはやそれは濁だく流りゆうだった。統制も何もあったものではないが、どだい彼らを指揮下に置くなど不可能なのだ。彼らは暴発した弾だん丸がんそのもの──暴徒なのだから。その証しよう拠こに、民家に押おし入いって略りやく奪だつを働く者だっていた。為い政せい者しやだけでなく、この旧市街の住民だって、彼らにとっては怒いかりの、あるいは復ふく讐しゆうの対象だったのだ。

　一番、慌あわてふためいたのは、扇せん動どうした張本人であるラスカリナだった。彼女は野や蛮ばんな振ふる舞まいをやめさせるよう手近な兵に命じようとした。が、それをトルエノが止めた。

「これぐらいは大目に見てやりな。いまさらきれいごとなんてなしだ。わたしたちは、相当な悪事に手を染めてる最中なんだから……ほら、次の場所に向かおう」

　ラスカリナは一いつ瞬しゆん、気色ばんだが、すぐにそれは自責の念に上うわ塗ぬりされた。責めているのだ、この作戦を最終的に決定した自分自身を。

「……結局わたしは、血の行進事件を引き起こしたマチエの連中と同類だったのだ。いや、より悪あく辣らつな扇せん動どう者しやか。ろくな死に方はせんだろうな」

「後こう悔かいかい？……けど、戦うからには勝たなきゃいけないんだ。そして勝つためには、こうするしかなかった。それだけのことさ。要は勝てばいい。勝てば何もかも許される。腹が立つかい？　わたしもだよ。でも、これは真理なのさ」

　とトルエノが言ったが、ラスカリナは何も答えなかった。答えるべき言葉が見つからないようだった。つまるところ、これがラスカリナの限界なのだ。血みどろの革命を遂すい行こうするには、彼女では力不足だった。何よりの証しよう拠ことして、いま、彼女の手は震ふるえていた。




　ロワ・レ・アルは混こん沌とんの底に落ちていた。新市街の住民が討伐軍や都市官かん僚りようだけでなく、旧市街の比ひ較かく的てき裕ゆう福ふくな人々も襲しゆう撃げきしはじめると、危険を感じた旧市街の住民は斧おのや鉈なたなどを手にし、身元を偽って新市街住民の襲しゆう撃げきに加わった。もちろん、荷か担たんするのをよしとせず、新市街の住民に攻こう撃げきを加える者もいた。つまり、住民同士での深刻な殺し合いがはじまったのである。また、監かん獄ごくを襲しゆう撃げきして、過激な民主政思想者をそこから助け出す者たちもいたので、状じよう況きようはさらに無秩序をきわめてゆく。

　討伐軍は事態を収めるため、ひとまず黄金の地平を叩たたこうと考えたのだが、不思議なことに街中を捜さがし回まわっても黄金の地平を見つけ出すことができなかった。彼らは途と方ほうに暮れる思いだったが、路地にすてられた軍服を見つけて、真相にたどり着いた。そう、黄金の地平は軍服を脱ぬぎすてていたのだ。当時でも、軍服を脱ぬいで一いつ般ぱん市民になりすますのは、禁じ手とされていた。が、そもそも黄金の地平とは、一いつ般ぱん市民が法に背そむいて武装蜂ほう起きした集団である。利便性の理由からその茜あかね色いろの軍服を着用していただけで、自分たちが軍人であるとは──事実上の軍人であったとしても──まったく思っておらず、軍服を脱ぬぐことに何の躊躇ためらいもなかった。彼女たちは住民たちに紛まぎれ込こみ、討伐軍をゲリラ的に襲しゆう撃げきした。

　こうなってくると敵味方の区別がつかなくなるので、討伐軍は、とにかく銃じゆうを向けてくる相手を倒たおすしかないという原始的な了解でまとまった。それがたとえ、本来自分たちが守らなくてはならないはずの民衆であっても、銃じゆうを向けてくる以上敵なのだ、と。

　その方針を通達したのは、モールソン元帥だった。元帥は興奮していたが、判断力は通常通りだった。それがいいのか悪いのかは、この際は不問に付して、とにかく混乱する軍をまとめることに成功した。それから元帥は、部下に重要拠きよ点てんの死守を命じ、自分自身はキリウス救出のために、部隊を率いて市庁舎へ向かった。

　市庁舎では多くの民衆が集まっていて、衛兵と銃じゆう撃げき戦せんを行っていた。圧あつ倒とう的てきに数で負けているため、衛兵は劣れつ勢せいに立たされていた。元帥はサーベルを抜ぬくと、側面から突とつ撃げきを敢かん行こうした。馬ば鹿かのひとつ覚えのようだが、それでも威い力りよくはオレアガ山で示している通り、相当なものだった。民衆を蹴け散ちらした元帥が、ふと自分の軍服を見ると、赤い血に染まっていた。もともとは美しい青だったというのに。

「ロワ・レ・アル伯はく閣下、お助けに参りましたぞ」

　豪ごう快かいに執しつ務む室しつのドアを開け、元帥はなかに入ったのだが、思わぬ光景を見てわが眼を疑った。キリウスはイスに腰こしかけ、普ふ段だん通り、政務を行っていたのだ。書類に羽ペンを走らせながら、彼は皮肉に充みちた声で言った。

「この都市の支配者が誰だれになるのかは知らないが、今日の政務は今日の支配者であるわたしがやっておかないとな……これが滞とどこおると、民衆が困る」

「ご立派ですが、その民衆が攻こう撃げきをしかけてきているのですぞ」

「それはそれ、これはこれ」

　キリウスは席から離はなれようとしなかった。ため息をついて、元帥は、そばの兵に顎あごをしゃくってみせる。すると兵は肯うなずき、キリウスに駆かけ寄よって、彼の腕うでを摑つかむなり強引に立たせた。一応、キリウスは抵てい抗こうするのだが、その兵はかなり体を鍛きたえ抜ぬいていた。彼の腕わん力りよくの前では、キリウスの抵てい抗こうなど、赤子の抵てい抗こうに等しかった。むだな抵てい抗こうをつづけるキリウスに頭を下げながら、元帥は恭うやうやしく言う。

「ご無礼をお許しください。しかし、閣下に万が一のことがあれば、奥おく方がたがおかなしみになることでしょう。都市から脱だつ出しゆつしていただきます」

「個人的な理由から神聖な職務を放ほう棄きするわけにはいかない。わたしを解放したまえ」

「ではこう申し上げましょう。あなたは王朝の存続に欠かせないお方だ。その財、その影えい響きよう力りよくをもってすれば、われわれはまだ戦える。あなた個人の誇ほこりのために、王朝の未来を途と絶だえさせるわけにはいかないのです。ここはこらえていただきたい」

　キリウスのもう片方の腕うでを、元帥も摑つかみ、有う無むを言わせず執しつ務む室しつから連れ出した。廊ろう下かを、引きずられるように走りながら、忌いま々いましそうにキリウスは言った。

「わたしを助けたところで、王朝を救えるとは限らん。いや、率そつ直ちよくに言うが、その可能性はきわめて低い。元帥はわたしに期待しすぎだ」

「あるいはそうかもしれません。しかし、体制への不満だけで成立した政府など、そう長くはつづきますまい……そのときこそ、閣下のお力が真に必要になることでしょう」

　キリウスはその細い眼を丸くした。ことあるごとに突とつ撃げきだと言っていた元帥の口から、まさかそのような言葉が出てくるとは思いもしなかったのだろう。

「……想像以上に、元帥はおもしろい性格をしているようだ。わたしのほうこそきみの一面しか見ていなかったのかもしれないな」

「は？」

「いや、何でもない」

　キリウスは首を振ふって、自じ嘲ちようするように笑った。




　モールソン元帥はキリウスとともに部隊を連れて、立ちはだかる民衆を蹴け散ちらしながら、大通りをすすんでいた。やがて城門が見えてくる。ほっと安あん堵どしたのもつかの間、城門前に整然と並んだ集団がいることに気づいた。若い女たちばかりである。彼女たちはこちらに銃じゆう口こうを向けていた。

「斉せい射しや！」

　ベルナレットがやけに大きな声で号令をかける。彼女は要人を逃とう亡ぼうさせないために、城門で陣じんを張って待まち伏ぶせしていたのだ。だが、まだ距きよ離りがある。マスケット銃じゆうの射程外のはずだ。元帥はにやりとほくそ笑んだ。敵の司令官は焦あせっている、と確信した。

「馬ば鹿かめ、間合いもわからんのか！」

　しかし側面の兵たちが悲鳴を上げて倒たおれる。銃じゆう弾だんを受け、血を流していた。元帥は啞あ然ぜんとしたものの、すぐに異変に気づいて周囲を見回す。民家の窓から、銃じゆう身しんが覗のぞいていた。よくよく見ると、大通り沿いのあらゆる民家や商店から、銃じゆう身しんが覗のぞいている。すべて元帥たちを狙ねらっていた。つまり、ベルナレットは自部隊ではなく、彼らに向けて号令をかけたのだ。

　突つっ切きるしかない──苦虫を嚙かみつぶしたような顔になりながら、元帥はそう思った。が、その元帥の思おも惑わくすら看破されているようで、ベルナレットは陣じん形けいを鶴かく翼よく──つまり、Ｖの字に展開した。突とつ撃げきを受ければ中央の部隊が下がり、それに連動して両りよう翼よくの部隊が敵を挟はさみ込こみ、ついには包囲する、というものだ。横隊が基本である当時において、このような陣じん形けいはなかなか眼にする機会がない。やりたくても高い練度を必要とするからだ。それをいとも簡単にベルナレットはやってのけたのである。日ひ頃ごろから相当な調練を行っていることが窺うかがえた。

「……これは手て強ごわいな」

　黄金の地平との戦いで、はじめて元帥が脅きよう威いを感じた瞬しゆん間かんだった。これまでのような意表を突つくことだけに特化した強さではない。純じゆん粋すいに強く、隙すきがない。元帥は敬意を表したい気持ちに駆かられたが、そう吞のん気きなことをしている場合でもない。民家に潜ひそむ側面の敵は弾たま込ごめをしているのだ。次の銃じゆう撃げきの前に、行動を起こさなくてはならない。

「ロワ・レ・アル伯はく閣下を部隊の中央に！　愛すべきわが兵たちよ、諸君は肉壁となって閣下をお守りするのだ。死地はわたしが切り開く」

　元帥は陣じん頭とうに躍おどり出でて、サーベルを振ふりかざす。中央突とつ破ぱだ。突とつ撃げきだ。いくら敵が手て強ごわかろうとも、決して自分たちが弱体化したわけではない。力には力をもって応えるまで。それに、敵が両りよう翼よくに戦力を分けた以上、中央は薄うすくなっているのだ。被ひ害がいはもちろん出るだろうが、突とつ破ぱは不可能ではない。

「待て元帥、早まるな」

　到とう底てい届きはしないのに、キリウスは手を伸のばした。が、手だけではなく、声すら元帥には届かなかった。キリウスは壁役の兵に押おし戻もどされる。もう一度、待てと呼びかけたが、無意味だった。元帥の意識は目前の敵にだけ向けられていた。

　元帥は突とつ撃げきの号令をかけようとした。そのときだ。そばの路地で何かがきらりと光った。元帥は、即そく座ざにそれが落陽の光を受けた銃じゆう身しんであることに気づき、はっとそちらに顔を向ける。銃じゆうを構えていたのは、少年だった。栗くり色いろの癖くせのある髪かみに、あどけなさの残った顔立ち。パトリスである。

「姉さんの仇かたき！」

　憤ふん怒ぬに充みちた声を絞しぼり出だし、パトリスは引き金に指をかける。慌あわてて兵士たちがまだ幼いパトリスに銃じゆうを向けた。すると、元帥はとっさに、思いがけない言葉を叫さけんだ。

「子供に銃じゆうを向けるな！」

　同時に、銃じゆう声せいがした。元帥は一いつ瞬しゆん宙に浮うき、そしてはじき飛ばされたかのように、後頭部から地面に激げき突とつした。

　何が何やらわからないといった表情を元帥は浮うかべていた。腹部の辺りから妙みような違い和わ感かんを覚えた。さわってみると、血がべっとりとついた。急に、体が鉛なまりのように重くなった。元帥は自分を銃じゆう撃げきした少年に視線をやる。少年パトリスは、撃うった体勢そのままにかたまっていた。顔色が青い。おそらく、人を殺すことに慣れていないのだろう。が、本来そんなものに慣れるべきではない。しかも彼のように子供であれば、なおのこと。

　元帥は激しい怒いかりを覚えた。それは自分を撃うった少年に対してではない。彼のような子供に銃じゆうを持たせた黄金の地平に対してである。彼女たちが女子供の集団だとは元帥とて承知していた。だが、オレアガ山でじかに戦った相手は、女ばかりであった。そのことから、元帥は、子供は後方で労働に従事しているのだと思い込んでいて、実際に銃じゆうを持って子供が戦っているとは想像だにしていなかったのである。

　もちろん女を斬きりつけることに、元帥とて心を苦しめたが、七〇年戦争開始当時から男装した女が戦場に出てくることはままあったため、とり乱すほどではなく、結果的にその苦しい心を表に出さずに済んだ。が、子供となると話は違ちがう。まだ遊びたいだろうに、勉強だってしたいだろうに、それらすべてをとり上げ、小さなうちから人殺しをさせるなど、時代全体を破は滅めつに向かわせる愚ぐ行こうだ。子供とは次の時代を担になう大切な宝だ。そんな宝を、いくら働はたらき盛ざかりの男が軍にとられたから、あるいは、その多くが命を落としたからといって、戦争の道具として使うなど、あってはならない。勝てば何をしてもいいというわけではないのだ。こんなにも簡単なことすらわからないというのであれば、民主政思想などに光はない。

「……何をしている。子供がこんなところにいてはいけない。早く、安全なところに……」

　と元帥は、立たち尽つくしているパトリスに向かって言った。だがその声はあまりにも小さく、また、息も絶え絶えだったので、少年の耳には届かなかった。しかしこれは聞こえたようである。突とつ然ぜんの、無数の銃じゆう声せいは──。




　──その銃じゆう撃げきは、広場西側の通りに陣じんどる青い軍服の兵たちによって行われたものだった。ネビンズやリリアドロの姿が、そのなかにあった。オレアガ山の攻こう撃げき軍団が、ようやくロワ・レ・アルに戻もどってきたのである。

　城門が閉ざされていたため、彼らは坑こう道どうを利用した。もちろん、いくつかの坑こう道どうは埋うめられていたが、さすがに全部を埋うめる時間的余よ裕ゆうがなかったらしく、そこをネビンズに突つかれたのである。幸運にも、坑こう道どうから通りに飛び出るなり、ベルナレットの部隊がこちらに横っ腹をさらしていたので、ネビンズは考えるよりも先に攻こう撃げきの指示を出したのだ。

　思いがけず側面からの攻こう撃げきを受けたベルナレットは、しかしそれでも落おち着つき払はらった様子で、

「正面の敵と連れん携けいをとられたら厄やつ介かいだ。西側に出現した敵を牽けん制せいしつつ、われわれは東側に後退する」

　と命じた。

　広場東側の通りにも坑こう道どうがあるのだが、そちら側は埋うめてあった。難を逃のがれるには最適の場所である。自分たちが東側の通りに後退すれば、敵が合流を果たしてしまうのは眼に見えていたが、正面つまり北側の元帥麾き下かの部隊と、西側のネビンズの部隊とで同時に攻こう撃げきをしかけられるよりもはましだった。

　ベルナレットの部隊が退いてゆくのを見て、ネビンズはこう言った。

「敵の動きに合わせて前進せよ。われわれは味方を救出する」

　ネビンズの部隊は駆かけ足あしで、通りから広場に出た。味方は、大通りの真ん中で立ち往生し、民家からの銃じゆう撃げきを受けている。小こ癪しやくにもベルナレットの部隊が、牽けん制せいというよりほぼ嫌いやがらせに近い銃じゆう撃げきを行ってきたが、それには構わず北側の大通りを目指して走り、ついに味方との合流を果たした。

「スボー副ふく伯はく！」

　とキリウスが大声を出した。ネビンズは彼を見ても、無事を安心する笑みを浮うかべなかった。なぜなら、キリウスは血だらけになったモールソン元帥を抱かかえていたのだから。

「……何てことだ」

　そう呟つぶやくのがやっとだった。元帥は腹部から大量の血を流し、朦もう朧ろうとした眼つきをしていた。顔色などは青というより、紫むらさきに近い。

「民家に潜ひそむ敵を牽けん制せいしろ。両閣下を狙ねらわせるな」

　と指示を出したのはリリアドロだった。ネビンズが放心しているのを見たからだろう。

　ひとりではむりがあったのか、キリウスは手近の兵を呼び寄せて、彼と一いつ緒しよになって元帥の両りよう脇わきを抱かかえ、ネビンズのもとにやってきた。それから、とにかく何があったのか伝えなくてはならないと思ったのか、早口でこう言った。

「あの路地から銃じゆう撃げきを受けた。子供だった」

「子供？」

　ネビンズはキリウスが視線をやる路地に、同じように眼を向けた。だがそこにはもう誰だれもいなかった。訝いぶかしがるネビンズに、横からリリアドロが忠告する。

「閣下、敵がまた攻こう撃げきをしかけてきます。いまのうちに逃にげなくては」

「敵だって？」

　にわかにネビンズは気色ばむ。

「彼ら民衆は、われわれが守るべき存在だ。それを敵だなどとよくも言えたな！」

「ですが彼らは銃じゆうを向けてきています。敵と言わずして他に何と言いましょうか。騎き士し道どう精神も結構ですが、そのような古い感傷は現在の戦場では通用しないのだとご理解ください」

　ネビンズは憤ふん慨がいをあらわに、眼光の鋭するどい少女と睨にらみ合あう。が、ふと、その不毛な諍いさかいをやめさせるように、そばでキリウスが叫さけんだ。

「議論なら生きて帰ってからいくらでもすればよい。きみたちは元帥がいまどのような状態であるのか、もう忘れたのか！」

　たしかに議論をしている場合ではなかった。はっとなったネビンズが、急いで撤てつ退たいを命じる。リリアドロは敬礼すると、兵たちに細かな指示を伝えてゆく。それらはあうんの呼吸のように行われた。相あい性しようが悪いようで、実はまったくの逆なのかもしれない。

　ネビンズはキリウスたちにかわって、ひとりで元帥を支えた。すると元帥は、うつろな眼をネビンズに向けた。そして、何か言おうと口を開ける。

「お体に障さわります。いまは何も仰有おつしやらないでください」

　だが元帥は、喋しやべるなと言われて口を結ぶ性格をしていない。じっとネビンズを凝ぎよう視しして──まだかすかに見えるのだろう──こんなことを呟つぶやくように言った。

「……しかし、きみは、ほんとうに美男子だな……知っているか、わたしの孫も、美男子だったのだ……わたしに似なくてよかった……」

「必ずご家族のもとにお連れ帰りいたします」

「ははは……そうか。連れていってくれるか……それはよかった……もうこれで、ひどい光景を見なくて済む」

　それが、元帥の最さい期ごの言葉だった。彼はロワ・レ・アルから脱だつ出しゆつし、援えん軍ぐんとの合流を目指す道の途と中ちゆうで、激しい熱にうなされながら息を引きとった。この結果、ネビンズはみすみす二度も上官を死なせ、しかも彼の作戦の破は綻たんからロワ・レ・アル失しつ陥かんを招いたために、王国きっての愚将として歴史に名を残すことになった。現在においても、彼の評価が著いちじるしく低いのは、このためである。いやもちろん、その後の彼の行動にも原因はあるのだが……。

　なお、モールソン元帥の家族は、すでに皆みな、亡なくなっている。戦争のせいだった。ネビンズがそれを知ったのは、元帥の死後だった。




「いったいどういうことなんだ！」

　ベルナレットは憤いきどおった様子で、執しつ務む室しつの机を叩たたいた。かつてキリウスが座っていたイスに、黄金の地平事務総長のビスカラが腰こしをかけている。今度の持ち主は彼だった。

「貴様の前衛隊が、一部の住民を勝手に処しよ刑けいした。処しよ刑けいだぞ？……何の法があって、そのようなことをするんだ」

「一部の住民とはいうが、彼らは囚とらわれていた過激な民主政思想者だ。社会の脅きよう威いになり得る。現に彼らは武装の解除に応じなかった。こうなってもやむを得まい」

　討伐軍が完全に撤てつ退たいしたあとも、ロワ・レ・アルでは住民同士での泥どろ沼ぬまの戦いが繰くりひろげられた。一度燃もえ盛さかった炎は、すべてを燃もやし尽つくすまで収まらないのである。

　が、せっかく手に入れた旧都を全焼させるわけにはいかない。黄金の地平事務局は臨時に会議を開き、武力での鎮ちん圧あつを決定した。鎮ちん圧あつといっても民衆すべてを対象にしたものではなく、反革命者を対象にした鎮ちん圧あつだった。つまり、新市街の住民に肩かた入いれして、その敵となる者を排はい除じよする、というきわめて嫌いやらしい作戦だった。発案したのは、言うまでもなくトルエノだ。前衛隊はトルエノの作戦を忠実に遂すい行こうし、一二月四日になってようやく事態は収束した。この日が一いつ般ぱん的てきに、ロワ・レ・アル攻こう防ぼう戦せんが終わった日とされている。

　とはいっても、くすぶりは依い然ぜんとして残っていて、戦いの混乱のなか牢ろうから出された民主政思想者たちが、貸たい与よされた武器の返へん還かんに応じず、黄金の地平に対たい抗こうする組織をつくろうと画策したので、彼らを一いつ斉せいに検挙し、略式の裁判によって死し刑けいを言いい渡わたしたのだった。もっとも、ベルナレットが指し摘てきする通り、根こん拠きよとなる法などはない。完全なる人民裁判だった。

「……貴様はやることが過激すぎる。この戦いだってそうだ。いくら勝つためとはいえ、ここまですることはなかっただろうに」

「いいや、あったんだ……そう、あった。だからおれはそれをした。そして、おまえの邪じや魔まにならないように、後方に控ひかえていた」

　ふとビスカラは、その切れ長の眼をベルナレットに向けた。

「おまえは強いな。おれにもおまえのような軍事的才があれば、こんなことにはならなかったのに……そう、おれは二流なんだ。だから過激な手段に頼たよらざるを得なくなる」

　彼が何を言っているのかわからないようで、ベルナレットは眉び宇うに不思議を漂ただよわせながら、わずかに小首をかしげた。しかし彼はそれ以上のことは言わず、急にイスから立ち上がった。

「もう行かないと。用事があるんだ」

「待て、話は終わっていないぞ」

「すまない、ほんとうにもう時間が……今日中にけりをつけないといけないみたいで……」

　ひどく弱々しい笑えみを見せ、ビスカラは執しつ務む室しつから出ていった。様子がおかしかった。なぜかベルナレットは、胸むな騒さわぎを覚えた。




　ラスカリナは教会にいた。人は他に誰だれもいない。つい二、三日前までここに戦いの犠ぎ牲せいとなった民衆の遺体が安置されていたため、誰だれも寄りつかないのだ。

　彼女はビスカラを待っていた。ロワ・レ・アルで開発中の機関車を視察しにいこうと誘さそわれたからだった。といっても、私的な理由から誘さそわれたのではない。この視察は、実は都市行政府のなかの開発局なる部局から強い要望があったために、実現したものだった。

　というのも、機関車開発は以前の支配者であるキリウスの私財をもとにして行われていたため、その彼を失ったいま、開発局としては何としても現在の支配者である黄金の地平の歓かん心しんを買って、予算をもらう必要があったのだ。彼らは黄金の地平が指導者の影えい響きようもあって、科学に理解があると知ると、よろこび勇んで視察の打だ診しんをした。

　しかし、いくら打だ診しんがあったとはいえ、事務総長と指導者が揃そろって見にゆく必要などない。ラスカリナは直感的に、これは口実なのだと気づいた。むろん、じかに機関車を見るのは楽しみだし、ビスカラひとりで見にいったとなれば、生しよう涯がいにわたって彼を恨うらんだことだろうが、ともかく、何か話があるのだろうと察した。内々に誘さそってきたのも、その証しよう拠こだと思われた。

　彼女もビスカラに話があった。今回の作戦のこと、今後の方針のこと、そして、にわかに溝みぞが深まりつつある自分たちの関係のこと……多くの話すべき事こと柄がらがあった。だからふたつ返事で引き受け、こうして待ち合わせ場所である教会にいるのだ。

『しかし、少々早すぎたようだ』

　ラスカリナはかれこれ一時間待っていた。いや、待っていたというか、一時間早く着いてしまったというか……ともかく、それだけ楽しみだったのである。ビスカラとふたりで政治や戦いとは何の関係もない時間を過ごすのが。

『もうすっかり、そういうこともなくなっていたからな……』

　しみじみとラスカリナは思った。同時に、これを機に、わだかまりを解消しようとも思った。自分たちの関係が妙みようになってしまったのも、結局は意思の疎そ通つうがとれていなかったからだ。昔のように、夜を明かすほど話し合えば、きっと些さ細さいなすれ違ちがいなど簡単に克こく服ふくできる。わかりあえるはずだ。いいや、ビスカラならわかってくれる──ラスカリナはそう確信していた。

　そのとき、教会の扉とびらが開いた。ビスカラだ。ラスカリナは笑みをたたえて振ふり返かえるのだが、その笑みは一いつ瞬しゆんにして凍こおりつく。

　ビスカラはマスケットの短たん銃じゆうを構えていた。

　銃じゆう口こうは完全にラスカリナに向けられ、引き金には指がかけられている。

　わけがわからなかった。ラスカリナは絶句して、呆ぼう然ぜんとビスカラを見つめる。彼は銃じゆうを構えたまま、ゆっくりと歩み寄ってきた。彼の顔は青ざめていて、怯おびえているようにも見えた。

「お許しください、ラスカリナ様」

「……いや、この場合、許して欲しいのは、わたしのほうだ。できれば撃うたないでもらいたいのだが、どうだろうか」

　当然と言うべきか、ビスカラは首を振ふった。彼の決意はかたいらしい。ラスカリナは大きなため息をついて、頭を搔かいた。

「わたしが邪じや魔まになったか」

「そんなことはありません。あるはずがない！　おれは……おれはずっと、ラスカリナ様をお守りしようと思っていました。血の行進事件でも、ドーロンの戦いでも！　おれにとってあなたは、かけがえのないお方なんです。あなたのおかげでいまのおれがある。あなたは、絶対に失いたくない、心から敬愛する恩師です……だから、こうなってしまった」

「どういうことだ？」

　ひどくとり乱すビスカラに、ラスカリナは怪け訝げんな面おも持もちで訊たずねる。彼には、自らの意志に反して、むりやり銃じゆうを持たされているような、そういう印象があった。

　するとビスカラは、引ひき攣つった笑みを浮うかべる。

「やりなおしたんです。だからあなたを、犠ぎ牲せいにしなくてはいけない」

「……やりなおしただと？」

「ええ、リテイクしたんです。本来、われわれは、ロワ・レ・アル攻こう防ぼう戦せんで敗北していました。ハーズィーエムには援えん軍ぐんを拒きよ否ひされ、結局、自由オレアン軍に援えん軍ぐんを依い頼らいすることになったのですが、彼らはおれたちを生いけ贄にえに捧ささげた。われわれと討伐軍とを戦わせて、漁夫の利を占しめようとしたんです……うまくいくはずなんてないのに、愚おろかなことです」

　と悔くやしさを滲にじませながら語るビスカラ。いよいよラスカリナは混乱して、声を上げた。

「ちょっと待つがよい。いったい、何の話をしているのだ」

「本来の歴史の話ですよ、ラスカリナ様。われわれは、何の策もなく敵と戦い、敵将の手のひらの上で踊おどらされつづけ……そう、坑こう道どうの場所をしらみつぶしに探して、どうにかすべて見つけ出したのですが、そこまででした。敵方の援えん軍ぐんが到とう着ちやくして、われわれは敗北しました。ベルナレットが殿しんがりを務めて、身を挺ていしてわれわれを逃にがしてくれましたが……結局、敵の猛もう追ついを受け、おれではどうすることもできず、黄金の地平を壊かい滅めつに追い込んでしまった……だからやりなおしたんです。やりなおして、ハーズィーエムと手を組むことにした。非情な作戦であっても、勝つためなら何でもしようと心に決めた。たとえあなたを殺すことになっても！」

　まるで自分に言い聞かせるように絶ぜつ叫きようし、ビスカラは短たん銃じゆうの狙ねらいをつける。

「ラスカリナ様、リテイクすると、自分の大切な人を犠ぎ牲せいに捧ささげなくてはならないんです。それが、あなたなんです。わかってください……革命が成功すれば、多くの人民が救われる。おれが優先しなくてはならないのは、何よりもそれなんです。最大多数の幸福のために、どうか、犠ぎ牲せいになってください」

　にわかには信しんじ難がたい話だった。だが、ビスカラがそう信じている以上、何を言ってもむだであろうし、それに何より話は信しんじ難がたくとも、彼個人は信じられた。彼女が知る限り、ビスカラ以上に革命に対して真しん摯しに向き合った人物はいない。彼の革命に対する熱意の根底には、つねにより多くの人民を救いたいという思いがあった。その彼が、自分を殺害することが最大多数の幸福につながると言っているのだ、まったくのでたらめというわけでもないのだろう。むしろ自分でよかった、とラスカリナは思った。彼自身が犠ぎ牲せいになるぐらいなら……。

「……ほら、犠ぎ牲せいになってやる。撃うつがよい」

　両手をひろげてラスカリナは言った。ビスカラは肯うなずいて、引き金をひこうとするのだが、かたかたと手が震ふるえていたので、照準がまるで合わなかった。

「ラ、ラスカリナ様……震ふるえが止まりません」

「だらしがないことを言うな。わたしだって怖こわいのを我が慢まんして立っているのだ。これにくらべればそなたの恐きよう怖ふなどとるに足らん。さっさとしてくれ。それと、できれば痛くしないでくれ」

　だが一向にビスカラの震ふるえは止まらない。それどころか、ひどくなった。彼は波打つように震ふるえる自分の手をちらと見てから、一いつ瞬しゆん、助けを求めるような視線をラスカリナに向けた。自分ではどうすることもできないらしい。彼は頰ほおをかたく引ひき攣つらせたまま、速く荒あらい呼吸をする。明らかに彼は恐きよう怖ふしていた。敬けい虔けんな信徒が教祖をあやめるときのように、それはかなしみという次元を優に超こしていたのだ。

「……むりです」

　そう言うなり、彼は短たん銃じゆうをすてた。いや、自然と彼の手から落ちた。彼は急にひざまずいて許しを請こうように泣なき叫さけんだ。

「やはりむりです、ラスカリナ様！　こんなことなんて、したくありません！　どうしてあなたを殺さなくちゃいけないんですか。どうしておれが、あなたを……ほんとうに大切な人たちを……したくなかった。ずっと、嫌いやだった……なぜおれじゃないんだ！　おれこそ犠ぎ牲せいになるべきだ。あなたでも父でもクロエでもなく、このおれが！」

　彼の告白あるいは懺ざん悔げを聞いて、ラスカリナは思わず訊たずねた。

「まさか、以前にもやりなおしたことがあるのか。このようなことをして？」

「ええ、そうです……ドーロンでも、血の行進事件でも、おれは、やりなおしました……」

　嗚お咽えつまじりに彼は言った。ラスカリナは天てん井じようを仰あおぎ見みて、深いかなしみの吐と息いきをついた。いったい彼はどのような気持ちだったのだろう。どのような気持ちで、今日まで戦ってきたのだろうか。ラスカリナには到とう底てい、想像もつかなかった。

「……で、わたしを殺さなかった場合、どうなるのだ」

「もう一度、やりなおすことになって……さらに犠ぎ牲せいをさし出さないと……」

　彼の表情は沈ちん痛つうな色に染まった。苦痛とかなしみの顔……彼にそんな顔をさせるのは、ラスカリナの本意ではなかった。彼女は彼の肩かたに手を置いて、こう言った。

「よし、わかった。わたしは自殺する。それなら、そなたも少しは──」

「だめです。おれが、自分の手で殺さないといけないんです……そうしないと、結局……」

　何と性たちの悪い話か。ラスカリナは苦々しさを表情にあらわした。もはや彼女に疑いはなかった。ドーロンの奇き跡せき──あれはたしかに、リテイクでもしなければ勝てなかった。血の行進事件のときだってそうだ。ビスカラの機転がなければ、きっと全ぜん滅めつしていた。存亡の危機には、必ずビスカラがいて、彼が救ってくれた。これらを踏ふまえると、やはりリテイクはあるのだろう。そして、ロワ・レ・アル攻こう防ぼう戦せんにおいても、彼はやりなおしたと言った。やりなおした以上、犠ぎ牲せいをさし出さなければ、またやりなおすことになる。さらなる犠ぎ牲せいが必要となる。であれば自分のすべきことは明白だ──ラスカリナは決意をかためた。彼女は短たん銃じゆうを拾うと、それを強引にビスカラに持たせた。しっかりと引き金に指をかけさせて。

「いずれにせよ、わたしは殺さなくてはならないのだろう。なら、犠ぎ牲せいは少ないほうがよい」

　ビスカラの引き金にかけられた指に、ラスカリナの指が重ねられる。銃じゆう口こうは彼女の胸に当てられていた。これが何を意味するのか悟さとったのだろう、ビスカラははっと顔を上げる。彼の瞳どう孔こうは開いていた。一方のラスカリナは、とても穏おだやかな表情でこう言う。

「そなたの指は、わたしの指だ」

　ラスカリナは彼の指に力を加えてゆく。彼に引き金を引かせようとしたのだ。たしかにこうすれば、結果的に彼が殺したことになる。が、彼は必死に首を振ふりながら、そうはさせまいと抵てい抗こうする。

「おやめください、ラスカリナ様！」

「ともにわれわれの目指した地平を眺ながめられないのが、残念でならないが……あとのことは任せる。そなたならば、人民のために最大限のことをしてくれるだろう。いやきっと、わたしより優すぐれた指導者になる……間ま違ちがえてくれるなよ、こうなったから諦あきらめて指導者の地位をそなたに譲ゆずるのではない。そなたこそ相応ふさわしいと思うから、託たくすのだ」
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　近年、散さん逸いつしていたラスカリナの最後の原げん稿こうがティエーブル市庁舎の天てん井じよう裏うらから発見されたが──彼女には天てん井じよう裏うらで原げん稿こうを書く癖くせがあった──それが彼女の言葉に噓うそ偽いつわりがなかったことを証明している。というのも、その原げん稿こうの裏り面めんに、『これからの革命を牽けん引いんするには、思想だけでなく軍事内政あらゆる面で人民の先頭に立てる人物が必要だ。時代は、革命闘とう争そうを導く指導者ではなく、革命戦争を導く英えい雄ゆうを求めている』とメモ書きされていたのだ。言うまでもなく、その条件を満たす人物はビスカラをおいて他にいない。

　また、そこには、彼女の苦く悩のうも綴つづられていた。

『わたしは夢ばかり見ていた。それがゆえに、夢と現実との乖かい離りを認められず、決断を多く欠いてしまった。このような事態を招いたのも、結局はそこに原因があるのだろう。後任には、強い指導力を持った者が相応ふさわしい。それも、人民を第一に考える者が』

　このような事態とは、黄金の地平内における深刻な内部対立のことだ。実際、彼女に強い指導力があれば、それは回かい避ひできただろうが、彼女は自らが権力を振ふるうことに嫌けん悪お感かんを持ち、指導者としての役割より、思想家としての役割を優先してしまったのである。理想と現実の相そう克こく……よくある話かもしれないが、彼女はそれにずっと苦しんでいた。

　ラスカリナはまっすぐにビスカラを見つめた。彼は動転した様子で、何とかラスカリナの指をほどこうとするのだが、うまくいかない。震ふるえているからだ。恐きよう怖ふのあまり力が入らないからだ。だが、彼はそれに気づいていない。それだけ必死ということなのだろうが……。

　困ったように笑ってから、ラスカリナはやさしい口調で言った。

「もうこんなことは最後にしろ。そなたのためにならん……そなただってわたしの大切な友なのだ。友が傷ついてゆくのを、放ってはおけない。よいな、ビスカラ？」

　それはあまりにもかなしい気き遣づかいだった。彼女には知る由よしもないが、ビスカラが手にかけてきた犠ぎ牲せい者しやは皆みなそうだった。だからこそ彼にとって大切で、かけがえのない人たちだったのだ。

「お願いです、やめてください！　嫌いやだ、嫌いやだ、ラスカリナ様！」

「……このだだっ子め」

　ラスカリナは一気に力を入れた。

　その日、一二月一六日はとても晴れた日だった。

　そして、午後二時一三分に、一発の銃じゆう声せいが響ひびいた日だった。







　同日夜──トルエノは驚おどろきの声を上げた。血に染まったビスカラが自室に訪れたからである。

　ともかく彼女はビスカラを部屋に入れ、それから念入りに誰だれにも見られていないか訊たずねた。ビスカラは力なく肯うなずいた。何か温かい飲み物でも、とトルエノは思ったが、あいにくここにはかたいベッドと本しかない。自室といっても、兵舎の狭せまい一室である、気の利きいたもてなしなどできそうにもなかった。強しいて言うなら、多くの猫ねこがいる。が、それが何だというのだろう。

　トルエノはビスカラをベッドに座らせ、それから顔を強こわ張ばらせて訊きいた。

「誰だれを殺してきた？……ベルナレットか」

「ラスカリナ・ド・ガーリール」

　その名を聞くなり、トルエノは眼を瞠みはった。が、決して、怒いかりを覚えたわけでも、責めようと思ったわけでもない。彼女はビスカラの両りよう肩かたを摑つかみ、興奮した面おも持もちで言った。

「よく……よくやった！　これであんたは時代を摑つかんだ！」

　よっぽど嬉うれしいのか、トルエノはビスカラの背に手を回して抱だきついた。その瞬しゆん間かんに彼女は、ビスカラの体が小刻みに震ふるえていることに気づいた。彼女は諭さとすように言った。

「……吹っ切るしかないよ。こうなったからには、あんたは前にすすむしかないんだ」

「わかっている。何でもするさ。これ以上にかなしいことは、もうないだろうから」

　自らの震ふるえに気づかないまま、ビスカラが言った。そんな彼の頭を、トルエノは労いたわるようにやさしくなでた。

「いいや、汚よごれ仕事はわたしに任せな。あんたはあんたがやるべきことをやればいい。そうだね、さし当たっては、ここで泣いてもらおうか。もう二度と、涙なみだを流さないために」

　ふたりはごく近い距きよ離りで見つめ合った。ビスカラはとにかく平静を装よそおっていたが、ふと自分の手に視線をやった瞬しゆん間かんに、その涼すずしげな顔が歪ゆがみ、また、涙なみだがとめどなくこぼれた。彼はかなしみと後こう悔かいに充みちた嗚お咽えつを漏もらした。トルエノはそんな彼を強く抱だいた。

「ひとりで抱かかえ込こまなくていい。あんたの罪の半分は、わたしが引き受けるよ」
















　誰だれも私利私欲のために戦っていませんでした。個人的な理由ですらなかった。皆みなが皆みな、社会のため、名も知らぬ多くの人々のために戦っていました。あの戦争の根源には善意があったのです。つまりあの戦争は、いかに人の善意というものが、悪意より横暴であるのかを端たん的てきにあらわした事例だったと言えます。


リリアドロ・ランダル『戦後のインタビューにおいて』









　王都リエ、ポートベロー宮きゆう殿でん──。

　年の瀬せが迫せまったその日、スボー副ふく伯はくローランド・ウェルトリー・バン・ネビンズは、リリアドロ参さん謀ぼうとともに、宮きゆう殿でん内ないにあるキリウス専用の個室に訪れていた。呼び出されたからである。旧都失しつ陥かんの処しよ罰ばつを受けるのかと思いきや、まったくの逆で、何とネビンズは軍団長に昇しよう進しんすることになった。

　啞あ然ぜんとするネビンズに、リリアドロが尊敬の眼まなざしを向ける。

「すごいですね……大敗北して帰ってきたら、出世するだなんて。そういえば、ドーロンのときも敗北して副師団長から師団長になっていましたね……奇き跡せきの人です、閣下は。その幸運にあやかれば、滅めつ亡ぼうに瀕ひんしたわれらが王朝も、きっと巻き返しに成功するでしょう」

「きみも出世するのだぞ、リリアドロ参謀長。これで奇き跡せきの人なる人物がふたり揃そろった。王朝の勝利に疑いはないな」

　キリウスがイスに座りながら、意地悪な笑みを浮うかべる。ドレソン人は皮肉が好きなのだ。

　おずおずとネビンズは訊たずねた。

「ほんとうに、よろしいのですか」

「きみたちは王朝の存続に必要不可欠な人材だ。権限はあったほうがいい。それに、もらってくれないと困るのだ。有益な人材を冷れい遇ぐうしたと妻に叱しかられてしまうからな。妻のつくったパイを食べられないのは、何よりも辛つらい」

「伝統貴族の盟主たるロワ・レ・アル伯はく閣下をもってしても、奥おく方がたには逆らえませんか」

「ああ、いや、わたしはいまヨークスター公と名乗っている。ロワ・レ・アル伯はくにくらべると格が落ちるが、いつまでも失しつ陥かんした地の爵しやく号ごうを名乗っているわけにはいかないのでな」

　くだらないことではあるが、とつけ足して、キリウスはその切きり揃そろえられた前まえ髪がみをいじった。彼ほどの貴族となると、爵しやく位いはいくつも持っている。ヨークスター公は、たしかにロワ・レ・アル伯はくにくらべれば格下の爵しやく位いだが、それでもヨークスターの地が王都リエの北部にあることから、現在の情勢においてはきわめて重要な任務が課されていた。つまり、王都防衛という。

　ふとリリアドロが口を挟はさんだ。

「爵しやく位いをお売りになったわけではないのでしょう。売らない限り、たとえ陛下であっても爵しやく位いをとりあげることなんてできません。わざわざ公こう称しようを改める必要などないのではありませんか」

「たしかにその通りだが、あまりに滑こつ稽けいじゃないか。わたしの羞しゆう恥ち心しんがそうさせないのだ。ともかく、面めん倒どうなら命約名で──キリウスと呼んでくれて構わない」

「ではわたしもネビンズと呼んでください」

　ネビンズが爽さわやかな笑みを浮うかべて握あく手しゆを求めると、キリウスはわずかに眉まゆをつり上げたものの、イスから立ち上がって彼の手を握にぎった。

「そうさせてもらおう。これから長いつき合いになるのだ、われわれはもっと打ち解けねば」

「長いつき合い、と仰有おつしやいますと？」

「きみの軍団は、わがヨークスターに置かれる。ここを防ぼう波は堤ていにし、敵の南下を阻そ止しする。敵は相当やる気だ。当然、ヨークスターが突とつ破ぱされれば、王都は危機的状じよう況きように陥おちいるだろうが、そのときのことは考えなくていい。なぜならそのとき、われわれは十中八九死んでいる」

「なるほど、わたしたちのつき合いが長くなればなるほど、それだけ王朝は存続するというわけですか……それにしても、黄金の地平はずいぶん好戦的ですね。ロワ・レ・アルを手に入れたばかりだというのに」

　すると一いつ瞬しゆん、キリウスは迷うように視線をさまよわせた。ネビンズが不思議そうに小首をかしげると、それを無言の促うながしだと思ったのか、キリウスは口を開いた。

「いずれきみたちの耳にも入るだろうが……まあ、先に驚おどろいてもらおうか」

　そうしてキリウスは、衝しよう撃げきの事実をふたりに伝えた。







　時間は二日前に遡さかのぼる。

　指導者ラスカリナの死を受けて、黄金の地平は急きゆう遽きよロワ・レ・アル市庁舎で指導部会を開いた。まだ指導者の死は公表されていない。犯人が誰だれであるのか、いやそれどころか、そもそもなぜラスカリナが教会にいたのかすらわかっていない。

　その最大の原因は、『開発局疑ぎ獄ごく事件』であろう。開発局とは蒸気機関車視察の打だ診しんを行った部局であるが、彼らの組織的な贈ぞう収しゆう賄わいが突とつ如じよ発覚し、職員のほぼ全員が逮たい捕ほされてしまったのである。しかも、彼らの贈ぞう収しゆう賄わいにかかわったとして──いつそんな暇ひまがあったのか、謎なぞではあるが──視察打だ診しんの窓口になった事務局庶しよ務む長ちようまで逮たい捕ほされてしまったため、ラスカリナが殺害された当日に、視察の予定があったと証言できる者がいなくなってしまったのだ。犯人とその共きよう謀ぼう者しやを除けば、であるが。

　結局、開発局疑ぎ獄ごく事件は、ラスカリナの死にくらべればささやかな出来事であったので、あまり顧かえりみられることがなく、ラスカリナとビスカラが当日会っていた事実は闇やみに葬ほうむられた。加えて言えば、立場上の問題からラスカリナはビスカラとふたりで視察にいくことを秘密にしていたので、これもまた真相究明を困難にさせる要因になった。なお、疑ぎ獄ごく事件の捜そう査さをとり仕切ったのは、トルエノである。

　謎なぞに包まれるラスカリナの死……もちろん、捜そう査さは継けい続ぞくして行われたが、黄金の地平幹部の関心は新たに浮ふ上じようした問題のほうに移っていった。それは、次の指導者を誰だれにするのか、である。冷れい淡たんかもしれないが、いつまでも立ち止まっているわけにはいかなかったのだ。

　候補に挙がったのは、ベルナレット副長とビスカラ事務総長だった。派は閥ばつの代表者が揃そろって候補になったわけである。今回の指導部会は、新たな指導者を決めるために開かれたようなものだったので、両派は閥ばつによる激しい戦いが予想された。

　が、その当事者であるベルナレットは、憔しよう悴すいしきっていて、覇は気きがない。頰ほおはやつれ、瞼まぶたは腫はれ、普ふ段だんの凜りんとした雰ふん囲い気きは消え失せている。むりもない。ラスカリナとは幼い頃ころからのつき合いで、ずっと彼女を尊敬し、彼女の指し示す方角にだけ眼を向けて、今日まで生きてきたのだ。その彼女を失うというのは、ベルナレットにとって自らの半身を失うことに等しかった。

　ベルナレットが一線を越こえずに済んだのは、ある意味では、自分に軍学を指南してくれたバン・ギイ老将のおかげだった。べつに老将に励はげまされたわけではない。むしろ、励はげましたのはベルナレットのほうだった。というのも、ラスカリナの死を知った老将は、悲ひ嘆たんに暮れ、何を血迷ったのか、古い家臣を集め、皆みなで殉じゆん死ししようと騒さわぎ立たてたのである。その老人たちの集団自殺を止めたのがベルナレットで、しばらく彼らの面めん倒どうを見るはめになったのだが、彼らと接しているうちに、こういうときこそ副長である自分がちゃんとしなければならないと思うようになり、早まった真ま似ねをせずに済んだのである。実際にちゃんとしているかはべつとして。

　もう一方の当事者であるビスカラは、姿を見せていない。トルエノもいない。本来なら、とっくに着席していなければならない時間なのだが。

「事務総長閣下は、指導部会を軽視しているのよ。そのような人を、指導者と仰あおぐのは不可能だわ。やはり順当に、副長閣下が指導者になるべきよ」

　不快感をあらわにフェリシーが言った。すると、ギイ老将が熱ねつ烈れつな同意を示す。

「然り、然り！　あのような小こ癪しやくなアビリー人を、栄光あるラ・ピュセル家の長とするなどもっての外！　このギョーム・ビヨー・バン・ギイ、亡なきお嬢じよう様さまにいただいたサーベルに誓ちかいまして、不ふ逞ていなるアビリー人を成敗……ごほっ、ごほっ！」

　熱を入れすぎたのか、老将は激しくむせた。何か重大な誤解をしているように思われたが、誰だれも何も言わなかった。言ってもむだだからだ。

「指導者はビスカラ事務総長閣下にこそ相応ふさわしいのであります。諸しよ姉しの眼は、どうやら曇くもっているようでありますな」

　キネット・キトルは老将の発言をなかったことにして、冷笑に充みちた眼まなざしをフェリシーに向ける。当然、フェリシーは反発した。

「曇くもっているのはあなたのほうでしょうに。張りぼての権けん威いによって暴力を独どく占せんするならず者め、恥はじを知れ！」

「言ったなあ！」

　いきり立つキネット・キトルを、隣りん席せきのパトリスが宥なだめた。なぜ彼がここにいるのかというと、モールソン元帥を討うった功により、彼女の副官に抜ばつ擢てきされたからだ。

　これまでの指導部会であったら、いくら副官とは言え彼の出席は認められなかっただろう。すなわち彼の出席は、彼個人の出世とビスカラ派の影えい響きよう力りよくの高まりを同時に意味していた。

「隊長、およしになってください。みっともないじゃないですか」

「わが友パトリス、戦いとはみっともないを繰くり返かえしてゆくものだ。恰かつ好こうで戦うようになったらおしまいだぞ」

　キネット・キトルが名言のようで迷めい言げんである言葉を口走ったそのときだった、会議室のドアが開く。一同の視線がそちらに向かった。そしてその瞬しゆん間かん、どよめきが生まれる。

　誰だれもがビスカラの登場を想像していた。いやたしかにビスカラはあらわれたのだが、問題は彼の隣となりにいた人物だった。金色の繊せん細さいな長い髪かみに、少女かと見み紛まがうその顔立ち……彼は一同に向けて言った。

「わたしは、シャールズ・ベンエール・バン・ハノーク。クロバンス王国王太子──いえ、かつて王太子だった者です」

　そう、彼はハノークだった。ビスカラの学生時代の友にして、王太子の……いや、彼曰いわく、かつての王太子の。

「わたしは皆みなさんの思想に共感して、今日、ここに来ました。もうわたしは王族ではありません。皆みなさんと同じ市民です。市民としてこの革命に参加し、愛する人々を笑顔にしたいんです」

　笑顔にしたい──その言葉が出た途と端たんに、後ろにいたトルエノが失笑した。そんな彼女に責めるような視線を向けたのは、男装のジャン＝ジュールだった。ハノークだけでは心配で、ついてきたのだ。

「し、しかし、殿でん下か……いくら何でも、その、お考えが浅すぎるのではありませんか。王族はやめると言ってやめられるものではありませんし、また、誰だれもそれを認めないでしょう」

　狼ろう狽ばいしながら、それでもベルナレットが冷静な指し摘てきをする。しかしハノークは笑顔で首を振ふった。

「もう決めたんです。わたしは市民になる。そして、平等な社会をつくるんです。わたしひとりでは不可能でしょうけど、皆みなで手をとり合って、一いつ致ち団結すれば、きっと実現できます」

　ベルナレット派一同はやや気き恥はずかしそうな顔をする。青あお臭くさい書生論に満たない何かを聞かされたからだ。しかしそのなかにあって、ただひとり憮ぶ然ぜんとした表情を浮うかべていたフェリシーがビスカラに言う。

「もしかして事務総長閣下は、王太子殿でん下かを指導者にするつもりなの？　ひどい冗じよう談だんよ」

　しかし答えたのはハノークだった。

「いいえ、黄金の地平は皆みなさんのものです。あとからやってきたわたしが指導者だなんて、そんなのはおかしい。だから、というのは変ですけど、わたしは皆みなさんに提案したいことがあります。それは──議会です。わたしはいまここに、憲法制定議会の開設を提言します。来るべき共和国の憲法を、皆みなで考えるんです。もちろん、他の革命勢力にも呼びかけます。すべての勢力が憲制議会に参加し、皆みなで協力するんです」

　一同に衝しよう撃げきが走った。提案した張本人のハノークは、まったく気づいていないようだが、憲制議会なるものができあがれば、黄金の地平がその議会の下部組織になることは明白だ。実権が議会にすべて奪うばわれてしまう。旧都争そう奪だつのレースに勝利した黄金の地平ですらそうなるのだ、他の革命勢力などひょっとすると、議会の軍として吸収されてしまうかもしれない。が、この提案が悪あく辣らつなのは、そうだとわかっていても、拒きよ否ひできないのである。

　革命勢力といっても背後には必ず支し援えん者しやがいて、彼らブルジョワは自己の権利や権益の拡大を目的に支し援えんしている。憲法制定に参加すれば、当然、その目的の達成が容易になる。であれば、支し援えん者しやの心は一気に憲制議会に傾かたむくだろうし、彼らを引き止めるためにも革命勢力は議会に参加せざるを得なくなる……拒きよ否ひなどできるはずがない。

　ビスカラはくるっと背を向け、

「黄金の地平は、ベルナレット副長を代表にする。わたしは事務総長を兼かねながら、憲制議会の議員になる。他の議員は追ってわたしから通達する」

　と告げた。それはつまり、黄金の地平から送り出す議員の任命権が、事務局ひいては王太子を擁よう立りつしたビスカラにあることを意味していた。彼が任命する以上、間ま違ちがいなく議員はビスカラ派でかためられる。加えて言えば、旧都を手中に収める黄金の地平が、最大の議席数を持つはずだ。これらを踏ふまえると、議会における最大派は閥ばつはビスカラ派ということになる。すなわち彼は、黄金の地平より巨大な組織をいままさに手に入れようとしていたのである。




　ビスカラが廊ろう下かに出ると、あの忌いまわしい緋ひ色いろの女ウルディアの姿があった。彼女は愉ゆ快かいそうな眼まなざしをビスカラに向け、しかし何も言わずに立ち去る。これでいい、ということなのだろうか。

「誰だれさ、いまの？」

　と廊ろう下かに出てきたトルエノが訊たずねる。ビスカラは静かに首を振ふって歩きはじめた。そのあとにトルエノがつづく。

「まさかこんなに早く、切り札を出すはめになるとは思いもしなかったけど……まあ、あんたのためだ。仕方がない。とりあえず、最初の議長はあれでいいかな。色々と問題のある王子様だけど、飾かざりとしてはちょうどいい」

「構わない。政局についてはおまえの手しゆ腕わんに期待している。どうせ得意なんだろう、そういうのが」

「たぶんね。けど、大いに期待していいよ。そうだ、あんたの論文……ほら、『国民宣言』。あれを憲制議会の公表にあわせて発表するから。新しい時代のいい指針になると思うんだ。殿でん下かを祭り上げたことで、ドレソンのほうからも合流者が出てくるだろうし、そうなればもう民族の戦いじゃない。名実ともに革命──国民と支配者との戦いさ」

　市庁舎から出ると、広場では前衛隊が整列していた。慌あわてて指導部会を抜ぬけ出だしてきたキネット・キトルやパトリスが、ビスカラたちの脇わきを抜ぬけ、その列に加わる。

　空は澄すみ渡わたり、太陽が地平で輝かがやいていた。ビスカラは彼らに向けて言った。

「行こうか、友たちよ。われわれの黄金の地平へ」

　パトリスが号令をかけた。すると隊列は、左右に退いてゆき、中央に道をつくる。ずっと遠くまで道はつづいていた。

「革命万ばん歳ざい、共和国万ばん歳ざい！」

　大きな唱和が起こる。その声は、銃じゆう撃げきや砲ほう撃げきの音よりも遥はるかに勇ましかった。

　ビスカラは瞳ひとみに決意をみなぎらせて、革命万ばん歳ざいの声のなかへ、一歩、足を踏ふみ出だした。

　これは黄金の地平を目指して、血ち塗ぬられた道を歩いた若き英えい雄ゆうの物語である。彼が独裁者になるのは、まだ先のことだ……。










　　あとがき




　歴史における大半の出来事は、後の時代からすればたちの悪い冗じよう談だんに思えるものばかりである。とくに革命などはその傾けい向こうが顕けん著ちよで、手て際ぎわも段取りも悪く、仲間内で足の引っ張り合いをしたかと思えば、今度は民衆と深刻な対立をする。挙げ句、粛しゆく正せいや虐ぎやく殺さつさえやってのける。ロシア革命などはそのよい例で、ボリシェビキの戦いは、「圧政からの解放」や「自由と権利の獲かく得とく」といったお題目とは別次元のところにあったと言える。フランス革命も同様である。

　だが彼らが彼ら自身の欲望のために戦ったのかというと、そうではない。ましてや狂きよう気きでもない。様々な事情や背景、経けい緯いを踏ふまえて考察すると、それが高こう邁まいな精神とはかけ離はなれていても彼らなりの最善の選せん択たくであったことがわかってくる。ここが重要である。彼らの個別的な最善と社会の全体的な最善は別個に存在し、必ずしもイコールで結ばれるわけではないのである。歴史において同じような過あやまちが繰くり返かえされるのも、ここに原因があるのだろう。

　当たり前のようだが、俯ふ瞰かんの場にいると、このことを忘れてしまいがちである。われわれのつとめとしては、過去の事象をつまびらかにし、われわれの最善にそれを組み込むことである。その意味では、歴史を学ぶというのは、個別の最善の集合であった結果を、より全体の最善の集合に近づける──つまりは、誰だれの眼にも最善だと映る結果に近づけるための、知識の収集だと言えるのかもしれない。少なくとも、最善を変へん更こうするために犠ぎ牲せいを出させることでも、やりなおさせることでもないのはたしかである。

　それにしても、あとがきとは実に無用なものである。テクストと作者の声（そんなものが存在するとは思えないが）を並べ置くなど、どのような論理をもって正当化すればいいのであろうか。だいたいわたしが何かを言ったとしても、それとテクストは根源的に何の関係性もない。書くことと読むことが同一のものでない以上、わたしが物語について語るとき、それはやはり読みの位相から解かい釈しやくしたものを語っているのであり、それが絶対的な真でないことは明白である。というより、これを否定したとき、小説は作者なる人格の所有物となり、自由な読みを否定する権けん威い主義に陥おちいってしまう。はっきり言って小説に対する冒ぼう瀆とくだ。無用以外の何ものでもない。もういっそ傷つきやすいナイーブな恋心を詠うたったポエムでも書いて、すべての価値を否定してやろうかとも思ったが、そこまでわたしはわたし自身を軽けい蔑べつすることができなかったので、やめることにした。結果としてはそれでよかったはずである。深謝を。


高たか村むら 透とおる









[image: ]







高たか村むら 透とおる

１９８３年、兵庫県神戸市生まれ。東京都在住。

主な著作に『おきつねさまのティータイム』『愛して愛して愛してよ』『わたしを追いかけて』（いずれもメディアワークス文庫）などがある。
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イラスト／p19

こんにちわp19です。主に萌王さん等で萌え系のイラストを描かせて頂いています！

ねこを描いていると猫さんをもふもふしたくなってきた…イラストレーターです[image: かおもじ]

ＰＣゲーム『KARAKARA』キャラクター原案・原画、p19個人画集『ELEMENTS』等、「practice」というサークルで活動しています。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「高村 透先生」係

「p19先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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